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			モンスターのご主人様⑧

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			01　霧の仮宿の知己

			02　竜の旅路　～リリィ視点～

			03　魔王の蠢動　～工藤陸視点～

			04　スライムと狼の夜　～リリィ視点～

			05　竜の救援

			06　竜の調停者

			07　星の綺麗な夜　～飯野優奈視点～

			08　合流と報告

			09　竜の子供と訪れる町

			10　狼との約束

			11　霧の結界

			12　竜淵の里

			13　竜の一族

			14　悲劇の顛末

			15　竜の姉妹　～加藤真菜視点～

			16　わたしには気付けない　～加藤真菜視点～

			17　失われるもの／失われぬもの

			18　未来を見て

			番外編　竜の友達　～ケイ視点～

			番外編　引きこもりの同行者
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			01　霧きりの仮宿の知ち己き

			　

			　北域五国のひとつ、アケルの町、ディオスピロ。

			　シランとケイの故郷に向かう中継地であるこの町を訪れたおれたちを待っていたのは、転移者の深ふか津つ明あけ虎とら、および、その同行者であるサディアスとの二度目の遭そう遇ぐうだった。

			　遭遇は穏当なものではなく、シランに絡からんできた深津をとめることに成功したおれだったが、事態は意外な展開を迎える。

			　――顔の半面を覆おおった掌てのひらの下から現れる鱗うろこの肌。

			　――人のものではありえないトカゲのような眼球。

			「どうか話を聞いてもらえないだろうか」

			　人にあらざる本性を晒さらして、サディアスは朗ほがらかに言ったのだ。

			　モンスターを率いるおれ自身の立場からすれば、その言葉を無視することは難しかった。

			　おれが宿に戻ると、部屋の前で待っていた加か藤とうさんとケイは、酷ひどく困惑した様子を見せた。当然だろう。さっきまで揉めていたはずの、深津とサディアスを連れて戻ってきたのだから。

			「先輩……っ」

			　加藤さんが駆け寄ってくる。足はもつれがちで、幼げな顔には怯おびえがあった。

			　彼女は男性恐怖症であり、多少良くなったものの完治したわけではない。

			　町中を出歩くにも、おれかローズが傍そばにいてやらなければならないくらいだ。

			　それでも、誰が来るかわからない廊下で待たずにはいられないくらい、心配してくれていたのだろう。考えてもみれば、今回、おれはリリィもガーベラもいない状況で、お世辞にも好意的とは言えないチート持ちとの揉め事に飛び込んだのだ。短い間にせよ、以前に一度、おれは深津と言葉を交わしていたから、さすがに町中では襲い掛かってこないだろうと踏んでいたわけだが、加藤さんにはそこまでのことはわからない。心配に胸を痛めさせたのだとしたら、申し訳ないことをしてしまった。

			「そ、その人たちは……？」

			　ほとんど胸に縋すがりつくくらいに距離を詰めた加藤さんが、停まり切れずによろめくのを、おれは肩に手を置いて支えた。

			「ちょっと話をすることになった。心配は要らないから、加藤さんはケイと一緒に、部屋に戻っていてくれるか」

			「い、いえ。わたしも同席します」

			　おれの服の裾すそを掴んで、加藤さんが言った。

			　必死な眼まな差ざしには、説得を諦あきらめさせるだけの力があった。

			「……わかった。だけど、無理はしないでくれ」

			「はい」

			　頷うなずいた加藤さんの肩から手を離すと、ケイが代わりに彼女の体を支えるように寄り添った。

			　おれは背後のサディアスたちを振り返った。

			「というわけなんだが、かまわないか？」

			「ああ。わたしは、頼んでいる立場だからね。そちらに合わせるかたちでかまわないさ」

			　どことなく微ほほ笑えましげにサディアスが頷く。その姿は、どこからどう見ても穏やかな青年のものだ。しかし、それが彼の一面でしかないことを、おれはすでに知っていた。

			　あれはいったい、なんだったのか。予想はつくし、いくつか納得のいく点もあるが、同時にそれではわからないところもある。話を聞くことにしたのは、そのあたりを確かめるためだ。おれはサディアスと深津を部屋に案内した。

			　サディアス、深津と向かい合うかたちで、おれはテーブルについた。おれのうしろには、ローズとシランが立ち、加藤さんとケイはベッドに並んで腰を落ち着ける。

			　先程、深津に絡からまれていたシランは休ませるつもりだったのだが、当人が同席を強く希望した。場合によっては、彼女にも聞かなければならないことができるかもしれないので、その申し出自体はありがたかった。加藤さんと同様に、無理はしないようにと言い含めて、おれは彼女の同席を承諾した。

			「……それで、話をしてもらえるということだったが」

			　テーブルを挟んで座るふたりのうちの一方に、おれは視線をやった。

			「深津。お前はさっき、詳しい話はできないと言っていたように思うが」

			「こいつがそれでいいっつーんなら、おれからはなにも言わねーよ」

			　腕組みをした深津が強い眼光を向けてくる。

			「だが、もしもサディアスに不利なことをしてみろ。そのときは……」

			「やめろ、明虎。こちらが話を聞いてもらっているんだぞ」

			　サディアスが諭さとすように言うと、深津は不ふ承しよう不ぶ承しようといった雰囲気で口を噤つぐんだ。

			　てっきり、転移者である深津のほうが立場は強いのかと思っていたが、そうでもないらしい。

			　先程の脅おどすような言葉だって、サディアスを案あんじたものだった。シランに絡からんでいた一件があったので、深津にはどうしても悪い印象を抱いてしまうが、むしろ先程までの強引な行動は、仲間を思うあまりのことと考えたほうが良いのかもしれない。

			「さて。それでは早速、話をしようと思うのだが……」

			　深津を窘たしなめておいて、サディアスは話を切り出した。

			「とはいえ、なにから話したものかな」

			　サディアスが困った顔をするので、おれはこちらから疑問を投げ掛けることにした。

			「サディアス。お前はいったい、何者なんだ？」

			「……単たん刀とう直ちよく入にゆうだな」

			「それを聞かなければ始まらないだろう」

			「もっともだ」

			　少し笑って、サディアスは表情を引き締めた。

			「それでは答えよう。きみもお察しの通り、わたしは人間ではない。もちろん、エルフのような他種族というわけでもない。わたしは……」

			　そこで少し、言い澱よどむ。

			　しかし、息を吸うと、はっきりと言った。

			「わたしは、モンスターだ」

			　ぴんと空気が張り詰めた。

			　サディアスも、深津も、じっとおれを見詰めている。反応を見み極きわめようとしているのだ。

			　それに応じて、ローズとシランも、なにがあってもいいように身構える。

			「……」

			　お互いにとって幸いなことに、おれには『やっぱり』という以上の感想はなかった。

			「確認させてくれ」

			「え？　あ、ああ」

			　静かな反応が予想外だったのか、肩透かしを喰らった様子でサディアスは頷うなずいた。

			「そっちの深津がモンスター使いで、サディアスの主……というわけではないんだな？」

			「えっ？」

			　と声をあげたのはケイで、不審そうな顔をしたのが深津だった。

			「モンスター使い？　なんだ、そりゃ」

			「そうした能力を持つチート持ちがいるという話は知らないか」

			「……いや」

			　深津にとぼけている様子はない。

			　そもそも、そんな能力があること自体、知らなかったようだった。

			「え？　あれ？　違うんですか。わたしはてっきり……」

			「先輩。どうしてわかったんですか？」

			　目を白黒させるケイの隣で、緊張に少し顔を強こわ張ばらせ気味の加藤さんが尋ねてくる。

			「わかったというか、そうじゃないかと思っただけだ。以前に、このふたりに町なかで会ったときに、おれには疑問に思ったことがふたつあったんだよ」

			　おれはサディアスに目をやった。

			「ひとつは、おれたちとのいざこざがあって、深津がひとりで行ってしまったあと、サディアスが、深津をひとりにするわけにはいかないと言っていたことだ。あいつはいま、翻ほん訳やくの魔石を持っていないからってな」

			　おれのうしろに立っていたローズが「……そういえば」とつぶやいた。あの日、彼女にはこの疑問を聞かせていたから、それを思い出したのだろう。

			「その前日、深津に初めて遭そう遇ぐうしたとき……恐らく、サディアスは部屋に残っていたんだろうが、深津はひとりで宿の主人と言葉を交わしていた。おれたち転移者が、この世界の人間と意思疎通するためには、翻訳の魔石が必要だ。深津は翻ほん訳やくの魔石を使える、ということになる。それなのに、次の日に会ったときに、言葉が通じない転移者の深津ではなく、現地人のサディアスが翻訳の魔石を持っていたのが不思議だった」

			「もっともな疑問だな」

			　サディアスが頷うなずく。

			「だが、実はサディアスがモンスターで、おれたち転移者と同じく、異世界の人間たちと言葉が通じないのだとしたら、どうだ？　それなら、深津もサディアスも立場は同じだ。翻訳の魔石をどちらが持っていてもおかしくはない」

			「なるほど。確かにわたしは翻訳の魔石なしには言葉が通じない。……もうひとつの疑問というのは？」

			「そもそも、どうして翻訳の魔石を持っていたのかということだ。百年に一度現れる転移者のために開発された翻訳の魔石は、重要性は高くとも、需じゆ要ようは小さい。必要になったからといって、ぱっと手に入れられるようなものじゃないと聞いている」

			　たとえばこれが、深津が第一次遠征隊に参加したチート持ちだったのなら話は変わってくる。エベヌス砦とりでで帝国に歓待を受けた彼らなら、翻訳の魔石を手に入れるタイミングはあっただろうからだ。しかし、彼らはいま帝都に向かっているはずだし、深津がそこから離脱したメンバーであるのなら、おれたちより早くアケルを訪れていたというのは少々不自然だ。実際、深津は『韋駄天』飯いい野の優ゆ奈なによってエベヌス砦とりでにもたらされたはずのモンスター使いの情報を知らなかったようだし、遠征隊には参加していなかったものと判断できた。

			「だからおれは、サディアスが深津の存在とは関係なく、もともと人間社会に生きていたモンスターだったんじゃないかと思ったんだ。それなら、翻ほん訳やくの魔石も自分のために最初から持っていたはずだからな」

			　おれはあのとき、同行していたローズに『加藤さんが翻訳の魔石を使えるようになった』のだから、『同じ転移者である深津明虎も使えるはず』という話をした。けれど、本当に目を向けるべきは、隣にいて翻訳の魔石を使っていたローズのほう……『モンスターであるローズが翻訳の魔石を使える』というところだったのかもしれない。サディアスもモンスターであり、だからこそ、翻訳の魔石を所持していたのだから。

			　もちろん、そう考えると自然だというだけで、他にも考えようと思えば可能性はある。

			　結局のところ、決定的だったのは、サディアスと深津との間の距離感だったのかもしれない。彼らの距離感は、おれやリリィたち、あるいは、工く藤どう陸りくとベルタたちの間にあるものよりも、むしろ加藤さんとローズとの関係に似ているように感じられたのだ。

			「ただ……」

			　と、そこでおれは眉を寄せた。

			　ひとつ腑ふに落ちないところがあったからだ。

			「なあ、サディアス。ここまで納得がいくという話をしてきてなんなんだが」

			「なにかな」

			「お前は、本当に……ただのモンスターなのか？」

			　おれにはモンスターとの間に繋がりを作る能力がある。分類として、レア・モンスター以上……意思を持ちうるモンスターであれば、パスを繋げることが可能だ。リリィやローズたちのような、もともと意思がほとんどなかったものも、樹海深部の白い蜘く蛛もガーベラのように、わずかな自我を持っていたものも、確固たる意識を持っていた『霧きりの仮宿』サルビアとも、パスを繋げることはできた。

			　しかし、モンスターだというサディアスとの間には、なんの繋がりも作ることができていない。こんなことは、アントンやベルタをはじめとした工藤陸の配下のモンスターを除けば、初めてのことだった。

			「これは……驚いたな」

			　おれの疑問を聞いたサディアスは、少し目を見開いた。ある意味、先程の彼の告白を疑うような問い掛けだったというのに、特に気分を害したふうはない。

			「きみの言い分は正しいよ、孝たか弘ひろ。ああ、本当に驚かされた」

			　むしろ感かん銘めいを受けたようでさえあった。楽しそうに笑うと、首を横に振る。

			「ただ、わたしも嘘うそはついていない。わたしがモンスターであるのは、間違いないことだ」

			　サディアスは部屋を見回した。

			「その証拠として、わたしの正体を見せてもいいのだが……ここだと、少し狭過ぎるか」

			「いや。そこまでしてもらわなくてもかまわない。おれも別に、あんたの発言を疑っているわけじゃないからな」

			　先程のトカゲのような目は、モンスターのものだった。

			　サディアスがモンスターだというのは本当のことだろう。彼は嘘を付いていない。ただ、全部を話してもいない。すべてを話せるわけもない。それだけのことだった。

			　サディアスは、『おれのパスが繋がらないような特別な事情を持つモンスター』なのだろう。それがどういったものなのかはわからないが。

			「ところで、サディアス」

			　そちらの不明点についてはひとまず置くとして、おれは別のことを尋ねた。

			「サディアスのように、人間社会に紛れているようなモンスターっていうのは、ひょっとして、おれが思っているよりたくさんいるものなのか？」

			「いや。そんなことはない。わたしのことは例外だと思ってほしい。というか、人間社会にモンスターが紛れることなんて、普通はできないのではないか」

			「……まあ、そうだな」

			　相あい槌づちは曖あい昧まいなものになった。そう言っているサディアス自身ができているのもなんだが……おれのうしろにいるローズとシランは、それぞれ事情こそ違えど、人間世界に紛れたモンスターだと知っていたからだ。

			　とはいえ、モンスターが人間社会に紛れ込むことは普通できないというサディアスの意見は、その通りではあった。実際、ガーベラやあやめは、そのせいでお留守番をしている。

			「そもそも、紛まぎれる紛れないという話をする以前に、わたしのように意思を持つモンスターは、ほとんどいないはずだからな」

			　これもまた、サディアスの言う通りだ。あのガーベラでさえ、単独で意思を持つには至らなかった。シランは例外としても、おれがこれまで出会ったモンスターで、自力で自我を得るまでに至ったのは、悠ゆう久きゆうの歳月、この世界を彷徨さまよったサルビアだけだ。

			　そこに、今回、サディアスという例が加わったわけだ。

			　……いや。それもどうなのだろうか。

			　サディアスがサルビアと同格というのも、なにか違う気がするのだが……。

			　おれがそんなことを考えるうちにも、サディアスは話を続けていた。

			「少なくとも、わたしは自分のような存在を、一族の者しか知らない。一族はみな集落で隠いん遁とん生活を送っているから、人間社会を放ほう浪ろうしているのはわたしだけだ」

			「……ちょっと待ってくれ」

			　おれは、サディアスの話に口を挟んだ。

			「一族というのはなんだ？」

			　さらりと告げられたが、聞き流せる単語ではなかった。

			　そういえば、先程もサディアスは、宿の裏手の路地での会話で、そんな単語を口にしていた。

			　――これは、わたしの一族に伝わる秘宝だ。とある『偉大な御方』からいただいた物で、最高クラスの魔法道具でもある。

			　そう言って、不可思議な宝玉を手にして、彼は『霧きりの仮宿』というモンスターを知っているのかと尋ねてきたのだった。

			　そして、いまの集落という言葉。そこから示し唆さされる事実はひとつだった。

			「まさかモンスターの住む集落があるのか？」

			「ああ。この世界で唯一の、モンスターの住む集落だ」

			　信じられない気持ちで口にした言葉を、サディアスは肯定した。

			「その名を『竜りゆう淵えんの里』という。数にして20にも足りない一族の者たち……竜種の住まう、小さな隠れ里だ」

			「ドラゴンの住む里……？」

			　必然、おれの脳のう裏りには、先程見たサディアスの左目が思い出されていた。

			「ということは、サディアス。お前の正体は……」

			「そういうことだ」

			　サディアスはおれの推測を否定しなかった。

			　誰が想像できるだろうか。

			　穏やかな青年にしか見えないサディアスの正体は、強大な力を持つドラゴンなのだ。

			「我らは長いこと、隠れ潜んで生きてきた。人間との争いを避けること。それが、我らの長の決定だったからだ。里の外に出るのは、選ばれたひとり。現在では、わたしだけだ」

			　朗ろう々ろうと語ったサディアスは、そこで眉を寄せた。

			「……しかし、最近になって、問題が起きた」

			「問題？」

			「里から抜け出した者……『はぐれ竜』が出たのだ」

			　苦しげな口調だった。

			「このままでは、はぐれ竜の暴走によって、人間に被害が出てしまう可能性が高い。そうなれば、いずれ隠れ里の存在が明らかになる可能性すらある。現在、同どう胞ほうたちは、その者を捕縛するために動いている。……シランさんと言ったか」

			　サディアスの目が、おれのうしろにいるシランのほうを向いた。

			「先程は、明虎が失礼した。ただ、明虎があのような行為に及んだのは、すべてわたしのため。責めるなら、わたしにしてほしい。望むなら謝罪と償いはしよう」

			「お、おい。サディアス！」

			「そのうえで、恥を忍しのんでお願いしたい」

			　抗議しようとした深津を遮さえぎって、切実な口調でサディアスは訴えた。

			「どうか教えてくれないだろうか。この町で現在進んでいるモンスターの討とう伐ばつ計画は……ひょっとして、ドラゴンに関するものではないか？」

			「……」

			　シランは難しい顔をして、サディアスの視線を受けとめていた。

			　先程とは違い、サディアスは事情を明かしている。彼の抱える事情は切実で、理解できるものだ。ただし、それはあくまでも、彼が本当のことを話しているのであればの話だ。

			　少し迷ったあとで、シランはおれに視線を向けた。

			「孝弘殿は、いまの話、どう思われますか？」

			「……そうだな」

			　おれはちょっと考えてから、サディアスに向き直った。

			「ひとつ質問がある。サディアスがディオスピロにいるのは、いま話してくれた事情が理由ということでいいのか？」

			「ああ。はぐれ竜がこの町を襲ったときに対応するつもりで滞在している。それに、近隣の村が襲われたとしたら、一番に情報が飛び込んでくるのは、ここだろうからな」

			　澱よどみなくサディアスは答えた。

			　おれたちが初めて深津と遭そう遇ぐうしたのは、もう２週間以上前のことだ。ずいぶんと長い間、彼らはこの町に滞在していることになる。それは、この町を守るためだったというわけだ。

			「もうひとつ質問だ。サディアスは、『霧きりの仮宿』を知っていたな。どうしてだ？」

			「ああ。それは『霧の仮宿』様が、わたしを含めた一族の恩人であるからだよ」

			　サディアスは、先程見せた宝玉を取り出した。

			「これは『霧の仮宿』様にいただいた、非常に貴重な魔法道具だ。この魔法道具に反応があったから、わたしはきみが『霧の仮宿』様の関係者であることがわかった。きみは恐らく、わたしたちと同じようにあの方の加護を持つ身なのだろう？　であれば、信頼もできるだろうとわたしは踏んだわけだ」

			「なるほどな」

			　なんとなく、話が読めてきた。

			　サディアスと『霧の仮宿』の関係について。

			　サディアスという『モンスター』が、どういった出しゆつ自じを持つのかも。

			　おれの考えが正しいのだとすれば、どうしてサディアスとパスが繋がらないのかも、推測はつけられる。まあ、実際はどうなのかは確かめるまでわからないので、それはいまは置いておくことにするが……。

			　まずはひとつずつ、確かめてみるべきだろう。

			「いまの話は本当か？」

			　小さく吐と息いきをついて、おれは尋ねた。

			「信じてくれないのかい？」

			　正面のサディアスが、寂しそうな笑みを見せる。おれはかぶりを振った。

			「いや。いまのはサディアスに言ったわけじゃない……」

			「なに？」

			　サディアスが変な顔をした。

			　ただ、次の瞬間には、おれの言葉の意味は理解できたはずだった。

			「本当よ、旦だん那な様さま」

			　おれの問い掛けに、正しく返答があったからだ。

			　緩い長ちよう衣いに身を包んだ女性がひとり、なにもない空間から滲にじみ出るように現れる。

			　おれの首に抱き着くようにしているが、重さは感じない。

			　母性に溢あふれた抱ほう擁ようには、柔らかな感触だけがあった。

			「ごめんなさいね。わたしのせいで面倒事に巻きこんでしまったみたいで」

			　申し訳なさそうな口調で、現れた女性――『霧きりの仮宿』サルビアは言った。

			「でもよかったのかしら。尋ねられたから、出てきてしまったけれど。旦那様の隠し事がバレてしまうのではないかしら」

			「それでいいと判断したから呼んだんだ。気にしなくていい」

			　いまのサディアスの話が嘘うそなら、サルビアは出てこなかった。

			　サディアスはモンスターで、ドラゴンで、サルビアに縁えんがある。これらはすべて事実だということだ。だったら、サディアスにおれの正体を隠す必要はない。

			「こ、これは……!?」

			　震える声が聞こえた。

			　視線を戻してみれば、目を見開いたサディアスの姿があった。

			「『霧きりの仮宿』様？　まさか、ご本人ですか……？」

			「いまはサルビアと名乗っているわ。久しぶりね。可愛かわいい仔竜。ずいぶんと立派になって」

			　ころころとサルビアは笑った。サディアスと比べれば、外見は年下に見えるくらいだったが、態度はまるっきり年上のお姉さんといった風ふ情ぜいだった。

			「あなたが、いまは『探し人』をしているのかしら？」

			「は、はい。それを知っているということは、やはりあなたは『霧の仮宿』様……」

			　それはなにか符ふ牒ちようめいたやりとりだったのか、サディアスは相手が『霧の仮宿』であることを確信したようだった。再会の感動に打ち震えている。

			　……ちょっと、予想していたより反応が激しい。

			　見開かれた目が、こちらを向いた。

			「孝弘。いいや、孝弘様。きみは、いったい……」

			「……」

			　なんか変な敬称が付いてしまった。

			「いったいなにかと言われても、おれは単に、サルビアと契約を交かわしただけなんだが……」

			　おれは眉を寄せて、サルビアを横目に見やった。

			「おい、サルビア。どういうことだ」

			「ええっと。彼らの里の設立に、わたしは関わっているのだけれど……」

			「『霧きりの仮宿』様……いえ、サルビア様は、我ら竜りゆう淵えんの里の者にとって大恩人なのです」

			　思った以上に、サディアスにとって『霧の仮宿』という存在は大きいものであるらしい。こちらに向けられたサディアスの目はきらきらしていた。正直、ちょっとやりづらい。

			　……まあいい。

			　思わぬ反応がありはしたものの、サルビアを呼んだ目的は果たせたのだから。

			「聞いての通りだ、シラン」

			　と、振り返っておれは呼び掛けた。

			「サディアスの身元はサルビアが保証してくれた。サディアスがはぐれ竜を捕縛するために動いているのなら、ディオスピロにとっても悪いことじゃない。討とう伐ばつの計画があるのなら、話してやってもいいんじゃないかとおれは思う」

			「そうですね。わたしもそう思います」

			　シランもすぐに頷うなずいた。視線がサディアスに向けられる。

			「先程の質問についてですが、サディアス殿」

			「あ、ああ」

			　さすがにサディアスも我に返ったらしく、表情を引き締めた。

			「現在、サディアス殿の予想通り、ディオスピロに駐留する王国軍では、辺境の村で目撃されたドラゴンを討伐する計画が立ち上がっています」

			「やはりそうか」

			　サディアスは重い雰囲気で頷いた。予想してはいても、彼にとって厳しい事実に違いない。

			「護国騎士団が到着し次第、討伐隊が派遣されることでしょう」

			「アケルの抱える精鋭の騎士団か。ということは、本格的に状況は動き始めているのだな。到着の時期はいつくらいだろうか？　時間はどれだけ残されている？」

			「護国騎士団の到着予定が４日後と聞いています。それから数日以内には動き始めるでしょう」

			「４日か……」

			　苦い顔をしたサディアスに、サルビアが尋ねる。

			「ねえ、サディアスくん。はぐれ竜を捕縛する目め処どは立っているの？」

			「お恥ずかしながら、まだそのような報告は得ておりません。我らドラゴンは戦闘能力と移動速度は高いですが、追跡や探索に向いた能力を持っておりませんので。人間のように数を頼りにできれば話は別なのでしょうが、捜索には時間がかかります」

			「それもそうね」

			「……実は、ある程度の時間をかけて一度は発見したのですが、そのときは、死に物狂いの抵抗をされて、逃げられてしまいました。あのときに捕縛できていればと歯は痒がゆくてなりません」

			「サディアスはその場にいなかったわけだし、悔しがっても仕方ねーよ」

			　肩を落とすサディアスに、深津が声をかけた。

			　彼らを見ながら、おれは眉を寄せた。聞くからに、状況は芳かんばしくない。

			　このまま討とう伐ばつ隊が派遣されて、人間たちがはぐれ竜を見付けたとする。

			　戦いになれば、きっと大勢の死者が出ることだろう。

			　そうして、はぐれ竜は討伐される。

			　人間にとってもドラゴンにとっても、それは悲劇的な未来だ。

			　回避するためには、先にドラゴンたちが、はぐれ竜を見付ける必要がある。しかし、それが可能かと言えば微妙なところだ。討伐隊が出遅れていることを換算しても、せいぜい半々といったところだろう。コインを投げて出た目に賭けるには、命というのは重過ぎる。

			　……もちろん、ドラゴンたちに欠けている『追跡や探索に向いた能力』を持つ者が協力すれば、話は変わってくるのだが。

			　おれはみんなの顔を見回した。

			　サディアスと深津は別として、当然、みんな状況には気付いていた。

			　シランやケイの視線は、切実なものを含んでいた。大勢の人々の犠牲を回避できるかもしれないのだ。騎士である彼女たちにしてみれば、ここで願うことは決まっているのだろう。

			　ローズと加藤さんは、真しん摯しな態度でこちらを見詰めていた。おれに判断を委ゆだねてくれているのだ。そこには信頼の重みがあった。

			　そして、最後にサルビアは……。

			「……旦那様」

			「わかったよ」

			　彼女と目を合わせて、おれは決断を口にした。

			「サディアス」

			　改めて、この世界に生きる竜の青年に向き直る。

			「もう少し詳しい話を聞かせてくれ。ひょっとしたら、お前たちの助けになれるかもしれない」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　おれたちに、はぐれ竜を追跡する手段があると告げると、サディアスは驚き喜んだ。

			　さすがはサルビア様の契約者だと言われた。

			　彼はなにか勘違いをしていると思う。

			　当然のことながら、追跡の手段を持っているのはリリィやあやめであって、おれではない。

			　おれにできるのは、彼女たちに協力を頼むことだけだ。

			　はぐれ竜がいると思われる地域や、以前に発見した場所などの話をしたあとで、サディアスたちは帰っていった。これらの情報に、シランが軍で聞いてきた話を組み合わせれば、現在のはぐれ竜の潜伏位置はおおむね特定することができそうだった。

			　サディアスたちはいろいろと準備や手回しが必要だということで、出発は明日になるという。おれたちは先に、車に戻ってリリィたちに説明を済ませてしまうことになった。

			「今日は呼び出して悪かったな」

			　サディアスたちが部屋を出て行くと、おれはサルビアに声をかけた。

			「魔力を使わせてしまった。おれが具現化させてやれればよかったんだが」

			「あら。そんなのいいのよ」

			　精霊と同じようにふわふわと浮かんでいたサルビアは、膝ひざを抱えて引っ繰り返っていた体勢を正常なものに戻した。

			「契約を交わしてから、まだ１週間と経っていないのだし、できるほうがどうかしているわ。習得状況も悪くない……どころか、普通じゃ考えられないくらいに早いんでしょう？　優秀な主を得て、わたしは幸せだわ」

			　悪戯いたずらっぽくサルビアは笑った。

			「それに、折角、契約できる相手が現れたのだもの。わたしだって、数日に一度くらいは、こうして出てきて、愛しい旦那様の顔を見たいわ」

			「……下手な冗談だ」

			　くすくすとサルビアが笑う。

			　愛しい云うん々ぬんは置いておいても、こうして出てくるのを楽しんでいるのは嘘うそではないようだ。

			「ともあれ、真面目な話をすると、最初から文句なんて言えるはずがないわ。今回はわたしの都合に巻き込んでしまったようなものだもの」

			「それは別に、サルビアのせいというわけでもないだろう。……というか、おれとしては、ここでサディアスと会えたのは幸運だったかもしれないと思っているくらいだ」

			「どういうことかしら？」

			　目を丸めたサルビアに、おれは短く答えた。

			「歴史を知る者」

			　サルビアが一瞬、固まった。

			「あいつは、お前が言っていたモンスターの関係者じゃないのか？」

			「……よくわかったわね」

			「半分くらいは当てずっぽうだよ」

			　驚いた様子のサルビアに、おれは苦笑を返した。

			　思い返すのは、『霧きりの仮宿』で過ごした最後の夜のこと。サルビアは、おれ以外の『モンスターと心通わせる存在』を知っていると言い、その顛てん末まつを知りたければ、『歴史を知る者』を訪ねるようにと助言した。意思を持つモンスターが、そうそういるはずがない。そのひとりであるサディアスが、サルビアと面識があるというのだ。『歴史を知る者』となにか関係があるのではないかと考えるのは自然なことだろう。

			　ただ、サディアスが『歴史を知る者』そのものだとすれば、サルビアのほうから言ってくるはずだ。だから、そうではないと判断できた。

			　では、サディアスはどういった存在なのか。そのあたりを突き詰めて考えてみると、『おれとサディアスとの間にパスが繋がらなかった理由』も、薄々と察さつしがつけられる。

			　そして、もしもそれが正しければ……。

			　おれは『歴史を知る者』と出会い、話をしなければならない。

			　それはきっと、これからの自分たちにとっても大事なことだと思うからだ。

			「ひとつだけ、聞かせてもらえるか」

			　おれはふと思い立って尋ねた。

			「お前にとって、『おれの前の彼ら』はどういった存在だったんだ？」

			「そうね……」

			　サルビアは酷ひどく真剣な眼まな差ざしを見せた。

			「好きだったし、応援していた。……幸せになってほしかった」

			「……そうか」

			　サルビアは多くを語ることはなかったが、それだけでもわかることがあった。

			　多分、彼らの物語は悲劇で終わったのだろう。

			　そして、彼らのことを、サルビアは本当に好きだったのだろう。

			　だからこそ、彼女はいまここにいる。

			　――ただの転移者ではなくて、探していたのは、あなた。

			　――『モンスターと心通わせる力』を持つ、旦那様のような人を探していたの。

			　そう言って、サルビアはおれと契約を交わした。

			　おれたちが過去の彼らの話を聞き、その経験を糧かてとすることで、悲劇に終わった彼らの人生に意味を与えることを、彼女は望んでいるのだ。

			「だったら、やっぱりここでサディアスに会えたことは、幸運だったんだろうな」

			　サルビアのせいで面倒事に巻き込まれたわけではない。これはおれたちにとって必要な出会いだった。

			　おれの言葉を聞くと、サルビアは心底嬉しそうな微ほほ笑えみを浮かべた。

			「ありがとう、旦那様」

		

	
		
			　

			02　竜の旅路　～リリィ視点～

			　

			　ディオスピロの町に向かったご主人様は、帰ってくると、これからの予定の変更と同行者が替わることをわたしたちに伝えた。

			　深津明虎とサディアス。どちらも、以前にディオスピロを訪れたときに出会ったと聞いていた人物だ。深津くんは転移者のひとりで、チート持ち。サディアスさんのほうは、驚いたことに、その正体はモンスター……ドラゴンなのだそうだ。

			　いや。それよりも驚くべきは、この世界にドラゴンの住む隠れ里があると知らされたことのほうだろうか。

			　竜りゆう淵えんの里。

			　わたしたちは、そこから逃げ出したはぐれ竜を捜索するのに手を貸すことになった。

			「それはいいんだけどさ、ご主人様」

			　車に戻ってきたご主人様から説明を受けて、わたしは首を傾げた。

			「そもそも、そのはぐれ竜っていうのは、どうして里から逃げ出したの？　……やっぱり、人間を襲うため？」

			　人の目を避けて、こっそりと隠れ住んでいるという話から、わたしはどうしても暗い想像をしてしまう。これまで人間に見付からないように生きてきたというのなら、鬱うつ屈くつだって溜まっているかもしれない。それを晴らすために人間を……というのは、考えられる話だった。

			　けれど、ご主人様は静かに首を横に振った。

			「いや。どうもそういうわけじゃないらしい。サディアスによれば、そいつは少し特殊な存在だってことでな。一族でも末子のそいつだけは、自我を持たずに生まれてしまったらしい」

			「自我を？　それじゃあ、普通のモンスターってこと？」

			「……そういうことになるな」

			　頷うなずくご主人様。だけど、ちょっとだけ返事が遅かったことを、わたしは見逃さない。

			　多分、これはなにか引っ掛かっている反応だ。

			　ただ、確信はないのか、ご主人様はそこについては掘り下げて話さなかった。

			「まあ、意思を持たないモンスターだったところで、サディアスたちにとっては同どう胞ほうには違いない。人間たちに害を及ぼして、討とう伐ばつされてしまうわけにはいかないと、ずっと里から出ないようにしていたらしいんだが……」

			「それが逃げ出しちゃったと。はぐれ竜に自我がないのなら、『どうして逃げ出したのか』もなにもないね」

			　経緯としては、事件ではなく事故に近いものであるらしい。

			「それで、ドラゴンには捜索の手段がないから、ご主人様たちが手を貸すことになったわけだ。……サディアスさん以外の一族のドラゴンたちも、はぐれ竜を捜索しているんだよね？　そっちとは合流しないの？」

			「そちらとは、直接、連絡を取り合う手段がないんだそうだ。もちろん、サディアスは集落に残っている一族と連絡を取り合っているし、はぐれ竜を捜索しているやつらも、同じく集落とは連絡を取り合っているから、そちらを介かいせば連絡は届けられるらしいんだが、それでは時間がかかり過ぎるからな」

			「そういえば、里のドラゴンの数は20くらいしかいないんだっけ。それじゃ、そう気き軽がるに連絡は取り合えないか。捜索の手が減っちゃうもんね」

			　思いっきり、数の少なさが災わざわいしている。わたしは眉み間けんに指を添えた。

			「この世界に携帯電話があればいいのに」

			「実はあるらしいぞ。携帯式の情報伝達の魔法道具」

			「え？　そうなの？」

			「伝説級のアイテムらしいけどな。聖堂教会が所持してるんだそうだ。サルビアが言っていた。どうにかして手に入れて、ローズに模造品を作ってもらいたいもんだが……」

			　そこで話が逸それていることに気付いたらしく、ご主人様は軌き道どう修正した。

			「ともあれ、折り悪く、集落からは２日前に連絡があったばかりだったらしくてな。次の定時連絡までは５日あるらしいし、そんなに待っていたら討とう伐ばつ軍が動き出してしまう。だから、サディアスは言こと付づけだけを残すつもりだと言っていたよ」

			「それじゃ、確かに一族と合流して捜索に協力するのは無理だね」

			　頷うなずいたご主人様が、少し表情を険しくする。

			「一族は基本的に、はぐれ竜を捕縛する予定でいるらしい。いまのところ、人間の集落を襲ったりはしていないようだしな。ただ、これもいつまで続くかわからない。『被害が出てしまい、人間の介入を招いてからでは遅い。処分もやむをえない』って意見も出ているらしい」

			「ふむ、主あるじ殿どのよ。それはまた、ずいぶんと慎重なのだな」

			　ガーベラが疑問を呈ていした。

			「いくらなんでも、同どう胞ほうを殺してしまうとは」

			「……まあ、隠れ里を作っているくらいだからな。慎重に慎重を重ねているんだろう」

			「そんなものかの」

			　首を傾げるガーベラ。わたしも少し不思議に思った。ドラゴンたちの姿勢は、人間を強く警戒して……むしろ恐れているようにさえ感じられたからだ。

			「彼らだって、好きでそうしたいわけじゃないだろう。一度、逃してしまっているというのもあるしな」

			「苦渋の決断というわけかの？」

			「ああ。酷ひどいことになる前に、どうにかしてやらないとな……」

			　真しん摯しな口調でご主人様は言った。

			　それは、どこか他人事ではないような態度に見えた。

			「おれたちよりも早く、竜の一族がはぐれ竜を見付ける可能性だって、もちろんある。急がなきゃならない。……と同時に、万全を期す必要もある。そういうわけで、加藤さんとケイには町に残ってもらった。ローズには、ふたりの護衛をしてもらっている」

			「あ。それで、シランさんとふたりで帰ってきたんだね」

			「そういうことだ」

			　合が点てんがいったとわたしが相あい槌づちを打つと、ご主人様は頷うなずいた。

			「まあ、ちょっと説得には骨が折れたけどな。加藤さんなんかは、ローズは連れていくべきだって言って」

			「うーん。だけど、ご主人様。それは一理あるんじゃないかな。はぐれ竜は、それなりに強いと思うんだけど、捕縛なんてできるの？」

			　移動速度の問題を考えれば、加藤さんとケイちゃんを置いてきたのは間違いではない。

			　また、基本的には安全な町に、加藤さんやケイちゃんの護衛としてローズを残してきたのは、心配性のご主人様らしい気遣いだった。

			　加藤さんの心の平穏のためにも、護衛にローズを選んだのは妥当な判断と言える。

			　ただ、ローズがいないということは、確実に戦力は落ちる。それが問題になりはしないかという懸け念ねんがあった。

			「それは大丈夫だ。はぐれ竜は確かに強いが、同格以上のサディアスがいるし、深津はチート持ちだ。加えて、ドラゴンたちのことを知っているサルビアの見立てでも、さすがにリリィやガーベラほどは強くないという話だからな」

			　予定では、わたしたちは主に捜索に手を貸すことになっており、捕縛は基本的にサディアスさんと深津くんの仕事なのだという。彼らだけでも十分過ぎるくらいの戦力であるうえに、必要とあれば、わたしたちも手を貸すことになる。これだけのメンバーが集まっていれば、まず大丈夫だというご主人様の話は納得がいくものだった。

			「それに、あやめとか、アサリナとか、サルビアもいてくれるしな」

			「ご主人様もね。聞いたよ。そろそろ模も擬ぎ戦せんでローズから一本取れそうだとか」

			「……取れてから言ってくれ」

			　ご主人様は苦笑する。

			「ともあれ、こうなると問題になってくるのは速度のほうだな」

			「だね。出発はいつ？」

			「明日には、サディアスたちも合流する手て筈はずになってる。そうしたら、早速移動しよう」

			　ご主人様の言葉に、わたしたちは頷うなずきを返した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、サディアスさんと深津くんがやってきた。

			　サディアスさんは、ガーベラの存在に酷ひどく驚いた様子だった。

			「こ、こんな強大なモンスターがお仲間だなんて！　孝弘様。あなたはやはり、偉大な精霊使い……」

			「やめてくれ」

			　どうやらサディアスさん、変にご主人様への好感度が高いようだ。

			　ご主人様は頭が痛そうだったが、わたしはサディアスさんに好感を持った。彼とは仲良くやれそうだ。

			　それから、わたしたちは人ひと気けのないところまで移動することになった。この移動に２日。正確に言うと、人ひと気けのない地域まで移動してガーベラとあやめを降ろしてから、同盟騎士団のシランさんの名義で近隣の村に車を預けて、更に絶対に人の来ないような森の奥にまで移動した。

			　そうして人の目がないと確信できたところで、わたしたちは移動方法を変えた。

			「それでは、離れていてくれ」

			　サディアスさんは、着物の帯をするりと解くと、裾すそから腕を抜いてその場にうずくまった。

			「ぐ……ぐぐ」

			　その体が、一息に膨ふくれ上がる。

			「ぐぐ、グルルゥ……ガァア――ッ！」

			　たくましい四し肢しが大地を踏み、皮膜の翼がばさりと広がる。

			　伸びた尻尾しつぽが木々にぶつかり、音を立てて数本が薙なぎ倒された。

			「グルルルゥ……」

			　わたしたちの目の前にいたのは、黄土色の鱗うろこのドラゴンだった。

			　体長は10メートルほどだろうか。巨体はその大部分がごつごつとした甲こう殻かくに包まれており、いかにも硬そうだ。尾の先には、メイスのようにとがった骨こつ塊かいがついており、先程はこれが木々をあっさりと薙ぎ倒していた。

			　わたしたちの身長の２倍くらいの位置にある目が、こちらを見下ろしている。

			　その穏やかさだけは、サディアスさんの面おも影かげを残していた。

			「なかなかだの」

			　倒れた木に目をやっていたガーベラが、ドラゴンの巨体を見上げて楽しげな声を出した。

			　どちらかといえば、巨体ではなく、その強さのほうに関心を惹ひかれている様子だった。

			　実際、肌に感じられる強さは、通常のモンスターのものとは比べものにならない。

			　たとえばわたしが、もしも一対一での戦いになったとして……負けることはないだろうが、倒すまでには時間がかかることだろう。

			　これが20体もいるとしたら、竜りゆう淵えんの里というのはたいした戦力を有していることになる。

			　とはいえ、今回の相手は、はぐれ竜だけだ。ご主人様が言っていた通り、はぐれ竜がこの感じなら、捕縛するのに問題はないだろう。ガーベラならひとりでも捻じ伏せられるし、チート持ちである深津くんもそれは同じはずだ。もちろん、油断は禁物だけれど。

			「グラルルゥウ……」

			　サディアスさんは喉のどを鳴らすと、ゆっくりと地面に身を伏せた。

			　ドラゴン状態だと話すことはできないらしい。ただ、なにを言っているのかはわかった。

			「それじゃあ、乗るぞ」

			　ご主人様が、やや緊張した様子で告げた。

			　サディアスさんが、こうしてドラゴンの本性を現した理由。

			　そう。これこそが『移動手段』なのだった。

			　ドラゴンで行く空の旅だ。ご主人様の世界にある旅客機ほどスピードが出るわけではないが、単純に障害物がないのは大きい。

			　ただ、この移動方法、危険もある。チート持ちの深津くんはともかくとして、ご主人様は振り落とされてしまう可能性があるのだ。心配のし過ぎだ、落ちたら拾うとサディアスさんは請うけ負ったが、わたしとガーベラは、たとえ過保護と言われようと譲るつもりはなかった。

			　安全策を取るに越したことはない。

			　というわけで、少し工夫をすることにした。

			　まずわたしがスライム状態になって、サディアスさんの背中によじのぼる。

			　その上に、ご主人様が座る。

			　わたしは上半身の擬ぎ態たいを解かずに、うしろからご主人様を抱き締める。

			　あやめは、チリア砦とりででそうしていたように、わたしのなかに収まった。

			　体の大きなベルタはどうしようかと思っていたところ、腰の触手をぐるぐる巻いて体を固定することでどうにかしてしまった。

			　これで大丈夫だとは思うのだけれど、更に念には念を押しておく。

			　ガーベラはサディアスさんの背中に乗ると、蜘く蛛もの糸でドラゴンの背中の各所と自分の体、ご主人様の体を繋げるかたちで固定した。

			　これで落ちるとしたら、サディアスさんが墜つい落らくしたときくらいだろう。

			　お陰でサディアスさんの背中が、べったんべったんのどろっどろになってしまったけれど、まあ仕方ない。

			　ちょっとした惨状にサディアスさんが情けなく鳴くと、頭のあたりにしがみついた深津くんが慰なぐさめの言葉をかけていた。

			　ともあれ、これで準備は完了だ。

			　一声鳴いて、ドラゴンの翼が羽ばたくと、魔力を含んだ風があたりに吹き荒れた。

			　風が巨体を持ち上げて、羽ばたくたびに高度が上がる。

			　歯を喰いしばっていないと舌を噛み切ってしまいそうなくらい大きな縦揺れに堪たえること数秒。全身が真下に引き倒されるような力をやり過ごすと、わたしたちは空にいた。

			「わぁ……」

			　広い光景に、わたしは歓声をあげた。

			　と同時に、ご主人様がぐっと押し殺すような声をあげるのを聞いた。

			「あれ？　ご主人様、高いところ苦手？」

			「そこまでではないけど……そういう問題じゃなく、これは怖いだろう」

			　そういうご主人様は、ちょっと蒼あお褪ざめていた。

			　生物の当たり前な仕組みとして、人間は高所に恐怖を感じるようにできている。

			　飛行が安定するまでは、飛行機なんかじゃありえないレベルで縦揺れしていたし、安全が保証されているわけでもない。感じた恐怖は、ジェットコースターの比ではなかっただろうから、こうした反応は仕方のないことだった。

			「大丈夫だよー」

			　吹き付ける風に言葉が攫さらわれないように、耳を食はむようにしてわたしは言った。

			「墜落しても、風魔法とか擬ぎ態たいとかでどうにかできると思うから」

			　ぎゅうっと抱き締める。ちょっとした役やく得とくくらいはいいだろう。

			　それで少しは気が楽になったのか、ご主人様の体から力が抜けた。

			　ドラゴンの小さな唸うなり声が耳に届いた。

			　竜の翼が風を受け止め、サディアスさんは空を滑るように飛び始めた。

			　

			　空の旅は、サディアスさんの体調も考えて、何度かの休憩を入れて行われた。

			　丸一日かけて、わたしたちはアケル北部にある森林部に到着した。ここからもう少し北にいくと、国境にある昏くらき森に着くけれど、そこまで足を延ばす予定はない。

			　以前にはぐれ竜を取り逃がしたというポイントに辿り着くと、わたしたちは追跡を開始した。

		

	
		
			　

			03　魔王の蠢しゆん動どう　～工藤陸視点～

			　

			　その崖の上からは、山やま裾すその光景を遥かにどこまでも見渡すことができた。

			　広がる森を隔へだてるように、小さな川が流れている。

			　川の向こう側には、深い森が広がっていた。

			　森の木々は、その懐ふところに深い暗がりを抱えていて、奥底を容易に窺うかがわせない。

			　強い風が吹き渡ると、ざあと木々が一斉に揺れる。その様は、なにか得体の知れない生き物の表面が波打つように見えて、人間を根源から恐怖させる妖あやしい力を感じさせた。

			　ただ、それは同時に美しい光景でもあった。

			　人間の世界から遠ざかって、特にそう感じるようになった。

			　かつてはひとり彷徨さまよい、恐れていた自然の広大さにも、いまはただ安心感しか抱かない。

			「……」
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			　目を細めて、視線を少し移動させる。

			　森を横切る細い川のこちら側は、ある程度、土地が切り拓ひらかれていた。この高台から見えるだけでも、ふたつの小さな集落があった。炊すい事じの白い煙がたなびいている。

			　牧ぼつ歌か的な光景だったが、こちらには、ただ嫌悪感だけが湧いた。

			　かつてはあれほど戻りたいと思った人間の世界なのに、いまは近付きたいとも思わない。

			《潰さないのかな、工藤くん？》

			　唐突に、頭のなかで声がした。

			《あなたには、その力があるだろうに》

			　それは奇妙な感覚だった。耳じ朶だを通して声が聞こえるのではなくて、まるで自分で思考するように、頭に言葉が思い浮かぶのだ。

			　呼び掛けのかたちを取っていなければ、自分の心の声だと勘違いしてしまいそうだった。

			　実際、そうして唆そそのかされた人間もいたのかもしれない。

			　たとえばの話だが、ある人物を《殺してしまえ》と囁ささやかれたとする。まったくそんなことを思っていなければ、なにか変だと思えるだろう。しかし、少しでも他人を疎うとましく思っているところに、そんな声が聞こえたら、どうだろうか？　何度も何度も折おりに触れて繰り返されたら、それが自分の本心だと思い込んでしまうこともあるかもしれない。

			　その在り方は『唆す蛇』とでも呼ぶべきものだが、本人が自称したのは、似合いもしない別の呼び名だった。

			「あなたですか、『天の声』」

			　ぼくは穏やかに言葉を返した。ただただ穏やかなだけで、なんの感情もこもらない声を。

			　頭に『天の声』の言葉が伝わるのは気色悪い感覚だったが、そんな感情は表に出さない。

			　さっきの言葉に、こちらを馬鹿にするような雰囲気があったことも気にしない。

			　どうせ、いずれ殺すと決めている相手だ。

			　これは『天の声』に限った話ではない。唯一の例外である『彼』を除いては、どんな相手もいずれ殺すべき敵に過ぎない。友好関係も敵対関係も構築するつもりはなかった。

			　である以上、それがどんなものであれ、感情を届けることに意味はない。

			　ぼくと『天の声』の関係は、そうした無味乾燥なものだった。

			《そろそろ『動く』よ。準備はしたほうがいいんじゃないの？》

			　どうやら『天の声』は、情報を伝えにきたらしかった。

			　こういうことは珍しくはない。

			「そうですか。では、そうしましょうか」

			　そんな言葉を返しながらも、すぐさま動くつもりはなかった。

			　相手に下手に情報を与えないためだ。

			　あくまで『天の声』の能力は、情報伝達の手段であり、それ以上のものではない。言葉にして伝えられたこと以外、こちらから向こうのことはわからない。口調は少年のような雰囲気があるが、それも偽装されたものだろう。確かなことはなにひとつない。

			　ただ、それは向こうも同じこと。向こうからも、こちらの状況は窺うかがえない。

			　動くと言って動かなくても、向こうにはなにもわからないのだ。

			　これまでも同じような受け答えをして、その通りに動いたり、動かなかったりしてきた。

			　というより、ほとんどは適当に返していた。

			　こちらの動きを『天の声』に予想されないためだ。

			　伝えられた情報の裏は全部、アントンの分体に確認させればいいし、必要であればそのときに改めて動けばいい。結果として、『天の声』のこちらへのアクションは大部分が無駄になっているのだが、そんなことをこちらが気にしてやる義理はなかった。

			　ぼくにとって『天の声』は、街頭で垂たれ流ながしにされるニュースみたいなものだ。放っておいても話しかけてくるから、利用できる部分は利用しているだけ。共犯関係ですらない。ニュースで流れるテロップに、いちいち人格なんて認めないだろう。徹てつ頭とう徹てつ尾び、ぼくにとっての『天の声』とは、その程度の存在でしかなかった。

			　それからいくつかやりとりをして、短くて空々しい会話が終わった。

			　鬱うつ陶とうしい気配が頭ず蓋がいのなかから去った。

			　振り返ると、そこに長身の少年の姿があった。

			「我らが王よ、準備は整ったぞ」

			　ドッペル・クイーンたるアントンの分体が、かつて探索隊のひとりだった十じゆう文もん字じ達たつ也やの姿で状況を報告した。その傍かたわらには黒い娘、ナイトメア・ストーカーのドーラと、いまは名もなき狂獣……いいや。新たにエミルの名を与えた獣の姿があり、そのうしろには数多くのモンスターがまるで機械のように無機質に自分の出番を待っている。

			　ぼくはもう一度、崖の下の光景に目をやると、そこに広がる世界に告げた。

			「それでは始めましょうか。魔王の蹂じゆう躙りんを」

		

	
		
			　

			04　スライムと狼の夜　～リリィ視点～

			　

			　夜明け前。まだ習得が十分とは言えない部分擬ぎ態たいの訓練をしていたわたしは、ふと集中が途切れるのを感じた。

			「……」

			　あたりを見回すと、眠りに就つくみんなの姿が目に入った。

			　ご主人様はわたしのすぐ傍そばで眠っている。

			　寄せた体から、服越しに体温が染しみ入いってくる。なんとなく頬ほおに触れてみると、指先に少しざらついた感覚があった。男の人の肌だな、と思う。そんな当たり前の事実に対して、胸が少し苦しいような感覚があり、吐と息いきにほんのわずかな熱が混じった。

			　こちらを見てもらいたい気持ちがあり、ずっとこのまま寝顔を見ていたい気持ちもある。そうした気持ちを持て余しつつも、この時間に愛おしさを感じるのは、長い夜の楽しみだった。

			　ご主人様の反対側では、ガーベラが寝息を立てている。

			　わたしの膝ひざの上ではあやめが丸くなって眠っていて、ぴくぴく鼻を動かしていた。

			　焚たき火を挟んだ向かい側では、サディアスさんと深津くんが横になった影がある。

			　そうした光景のなかでわたしの目を引いたのは、ちょっと離れた場所でアサリナと戯たわむれるサルビアさんの姿だった。

			「サマー、サマー」

			「こらこら。おいたをしちゃ駄目よ？」

			　精霊と近しい存在である彼女は、わずかに宙に浮かんでいる。濃い金褐色の髪と、ゆったりとした服装が、水のなかにいるように揺らいでいた。ご主人様の手の甲から伸びたアサリナが、豊満な体に巻き付くようにして懐なついている様は、一いつ幅ぷくの絵画を思わせる構図だった。
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			「アサリナったら、ずいぶんとサルビアさんに懐いてるんだね」

			　わたしが声をかけると、ころころとサルビアさんは笑った。

			「同居人みたいなものですからね」

			「サマー」

			　軋きしむ声で同意するように鳴くアサリナを、サルビアさんはよしよしと撫なでる。

			「アサリナちゃんは、幻惑の魔法を覚えたいのだそうよ。旦那様とお話をしたいんですって」

			「ご主人様と話を？　できるの？」

			「ええ。幻惑の魔法を使えば、見えないものを見せて、聞こえないものを聞かせることもできるでしょう？　その応用ね」

			「あ、なるほど」

			　一瞬、意味がわからなかったが、サルビアさんの説明を聞いて理解できた。

			「確かに、使いようによっては、会話もできるようになるかもしれないね」

			「でしょう？　実際、『霧きりの仮宿』の世界ではお話できていたのよ。アサリナちゃんは幻惑の魔法に適性があるようだから、それなりに早く習得できるんじゃないかしら」

			「へえ」

			　と、相あい槌づちを打ったところで、わたしの膝ひざの上で寝ていたあやめが急に身を起こした。

			　どうやらいまの会話を聞いていたらしい。

			　どことなく愕がく然ぜんとした様子で、アサリナを見詰めた。

			「く、くう……？」

			　なんだろうか。『裏切られた』みたいな顔だった。

			　つぶらな瞳ひとみが、まんまるになっている。

			　かと思ったら、突然、膝から降りて走り出した。

			「くぅー！」

			「ちょ、どこ行くの!?」

			　悲鳴みたいな泣き声をあげて、あやめの小さな体は、夜の森に消えていく。

			　伸ばしかけた手を、わたしは降ろした。

			「もう、あやめったら……」

			「追い掛けなくていいの？」

			　サルビアさんが尋ねてきた。

			　見れば、いまの悲鳴でガーベラも目を覚まして、こちらを見ていた。

			「うーん。あやめもそこまで迂う闊かつじゃない……というか、ひとりで近くをうろちょろしているのはいつものことだし。それに、どうも闇やみ雲くもに飛び出したわけじゃないみたいだから」

			「というと？」

			「あっちは、今夜ベルタが出て行った方向なんだよね。追い掛けていったみたい」

			　出て行ったのはずいぶんと前だが、あやめの嗅覚なら追い掛けることは可能だろう。鼻を指差してわたしが言うと、サルビアさんは納得したようで、ガーベラも再び瞼まぶたを閉ざした。

			「妹さんたちのことをよく見ているのね」

			　サルビアさんは口くち許もとに手を当てて笑うと、なにかに気付いた顔をした。

			「そうだ、リリィさん。丁度良い機会だから、お礼を言っておくわね」

			「お礼？」

			「ええ。はぐれ竜に追い付けそうな目め処どは立ったのでしょう？　あなたのお陰だわ」

			　サルビアさんの言う通り、ここ２日の探索で、目的のはぐれ竜の手掛かりは得られていた。

			　どうやら怪け我がをしているらしく、この周辺に隠れて体を休めていることは、まず間違いない。ドラゴンをやり過ごすための方策なのだろうが、嗅覚で追跡できるわたしにとっては、むしろ動かないでいてくれたほうが都合が良かった。

			　そう時間をかけずに、発見することができるだろう。

			「ありがとう、リリィさん」

			「そんな。改まってお礼を言うほどのことでもないよー。お礼を言うなら、ご主人様にして」

			　サディアスさんに協力することを決めたのは、ご主人様だ。

			　ドラゴンと人。双方にとっての悲劇を回避したい。そう願うサディアスさんや、シランさん、ケイちゃんの強い思いに、ご主人様は応えた。ご主人様自身、無む為いに血が流れるのを好む性格ではないし、サルビアさんとの約束を重んじているところもあるのだろう。

			　ただ、どうやらそれだけではないようにも、わたしには感じられていた。

			　――酷ひどいことになる前に、どうにかしてやらないとな……。

			　他人事ではないようにつぶやいていた、ご主人様の真しん摯しな顔を思い出す。わたしの目には、ご主人様自身が、はぐれ竜をどうしても殺させたくないように見えた。

			　ひょっとすると、ご主人様はサディアスさんの一族に、特別に強い感情移入をしているのかもしれない。そんなふうにも思えた。

			　だとすれば、それは恐らく……。

			「……」

			　サディアスさんの一族。意思を持ち、サルビアさんの言っていた『歴史を知る者』と関係のある、ご主人様がパスを繋げないモンスターの一族。その正体を、わたしもまた、ある程度は推測できていた。

			　それが正しければいいな、とも思っていた。

			　期待していると言っても良い。

			　その自覚があるからこそ、わたしは、そうした期待を自分の裡うちに慎重深く沈めた。

			　焦ることはない。遠からず、ご主人様はサルビアさんとの約束を果たすのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アサリナを相手していたサルビアさんが、ご主人様のなかに引っ込んで、しばらく経った。

			「あ、おかえりー。ベルタ」

			　部分擬ぎ態たいの訓練をしたり、息抜きにご主人様の寝顔を眺めたりと、普段通りに過ごしていたわたしは、戻ってきた双頭の狼に声をかけた。

			　工藤陸の眷けん属ぞくであるベルタは、わたしたちのもとで護衛をしてくれている。わたしが復調したいま、護衛の必要性は薄れているのだけれど、主である工藤から指示がないために、ずるずると同行しているかたちだった。

			　指示がないのは、現在、ベルタが工藤と連絡が取れなくなっているからだ。

			　あらかじめ、そういう事態もありえるとベルタは聞かされていたらしい。

			　連絡が取れないような状況。

			　他に対応できないくらいに、なにかに忙しくしているということだろうか。

			　いま工藤がなにをやっているのか考えると、少し不気味ではあった。

			　ベルタに尋ねてみたこともあるのだが、知らないという答えが返ってきた。知っていても答えなかったかもしれないが、様子を見た限りだと、本当に知らないようだ。

			　同行を始めた当初は、工藤陸の動向をベルタから聞き出せないかと考えないではなかったけれど、最近はもう諦あきらめている。いまのベルタは、単なる親切な同行者だった。

			「ごめんねー、ベルタ。あやめが迷惑かけちゃったみたいで」

			　戻ってきたベルタは、ふたつある頭の一方に、丸くなって眠るあやめを乗せていた。

			　予想通り、やはりあやめが走っていった先は、ベルタのところだったようだ。

			「……あれ？　あやめ、なんかいつもよりころっとしてない？」

			　空気を吸って膨ふくらんでいる様子もないのに、体が普段より３倍くらい大きくなっている。

			　ベルタは一方の頭で、もう一方の頭に乗ったあやめを眺めると、人間臭い仕草で呆れた溜め息をついた。

			「……ただの食べ過ぎだ」

			「ああ。それで眠くなっちゃったんだ……」

			　やけ食いをしたらしい。

			　逃げ出したことと言い、なにがそんなにショックだったのだろうか。

			「……わたしが狩ってきたモンスターを一緒に食べて、ぐすぐす言っていたと思ったら、唐突に寝落ちしてな。驚かされた」

			「あはは。子供だからねー」

			「一瞬、悪い病気かと思ったくらいだ」

			　呆れたふうにベルタが言う。

			　それでいて、彼女はあやめを起こさないようにと、慎重に歩いているのだった。

			　微ほほ笑えましさを覚えるわたしの前を通り過ぎて、ベルタは丸くなった。

			　わたしたちの場所からは、少し離れた位置だ。いつもベルタはこうだった。

			「ねえ、ベルタ」

			　わたしは穏やかな気持ちで口を開いた。

			「なんだ」

			「わたしに、なにか隠してることない？」

			「……なんのことだ」

			　返ってきた声には動揺がほんの少しだけ漏もれている。やっぱりと思った。

			　ベルタは基本的にわたしたちと距離を取っている。例外と言ったら、マイペースに距離を詰めたらしいあやめくらいのものだ。

			　なかでも、ベルタが一番よそよそしい態度でいるのが、わたしだった。

			　ご主人様が言うには、高たか屋や純じゆんの事件があったあと、一度、工藤のもとに戻ってから、ベルタの様子が少しおかしくなったらしい。

			　わたしに……あるいは、水みず島しま美み穂ほに関係あるような『なにか』を工藤がしたのではないかとわたしは推測していた。

			　そこを隠しきれないあたりが、ベルタの実直さの表れだろう。

			　その性質は美徳であると同時に、隠し事のできない欠点でもある。そういう意味では、工藤がベルタをわたしたちのところに寄越したのは、判断ミスとも言えた。

			　考えてみれば、少し不思議だった。

			　どうして工藤は、あえてベルタを選んだのだろうか？

			　なにか意図があるのか。それとも、単なる気まぐれなのか。消去法の結果という線もある。

			　いずれにせよ、工藤にとっては失敗でも、わたしたちにとってこれはチャンスと言えるかもしれなかった。

			「ねえ、ベルタ」

			　もう一度、わたしは呼びかけた。

			「あなたのご主人様……工藤陸は、もうとまれないのかな？」

			　また同じことを尋ねられるのかと警戒した様子だったベルタが、軽く目を見開いた。

			「……なぜ、お前がそのようなことを気にする？」

			「うーん。高屋純に攫さらわれたわたしを救出するのに手を貸してくれたから、っていうのもあるけど……やっぱり、ご主人様に似ているからかな」

			　ご主人様と工藤も互いを意識しているようだが、周りもそうだ。

			　工藤に対して、わたしも一定の関心を覚えている。

			「工藤陸は、人の弱さと醜みにくさが生んだ魔王。あったかもしれない、ご主人様の可能性のひとつだもの。とめられるなら、とまってほしい。それになにより、ご主人様がそう望んでる」

			　加えて言うなら、武ぶ骨こつで面倒見の良いこの狼のことが、わたしは嫌いではなかった。

			　ベルタは工藤の配下であり、彼の命令に絶対服従であるというだけで、あやめに世話を焼く姿を見ている限り、その性質は邪悪なものから程遠い。敵対はしたくなかった。

			　現在のところ、工藤が新たに悪あく行ぎようを犯したという情報は――ベルタがわたしと距離を取っている理由である『なにか』以外は――ない。けれど、情報伝達の手段に乏しいこの世界では、情報が入ってくるほどの事件が起きた時点で手遅れだ。

			　こんな機会が、こんな時間が、いつまで続くかわからない。

			　そんな想いが、わたしに言葉を紡つむがせていた。

			「このままじゃ、工藤陸は救われない。だったら……」

			「それくらいにしておけ」

			　遮さえぎられて、わたしは口を噤つぐんだ。

			「貴様もわかっているはずだ。我が王は、とまらない」

			　静かな瞳ひとみが、こちらを見詰めていた。

			「いいや。とまれないのかもしれない。あのお方はもう、なにかを憎まずには生きられなくなってしまっているのだ」

			　淡々とした口調だった。

			　けれど、そこに込められた感情は、決して冷たいものではなかった。

			「王ではなかった頃のあのお方を傷付けたのが、人の悪意だったなら良かったのかもしれない。それなら、王は悪を憎んで生きられただろう。だが、あのお方を傷付けたのは、パニックに陥おちいった人間たち、死の恐怖に追い詰められた人の弱さだった。人間であれば、誰しもが持つものだったのだ。それを憎むということは、人間を憎むということに等しい。あのお方は、魔王になるほかなかった」

			　静かに語るベルタの態度には、わたしの考えるくらいのことは、もうとっくに考え尽くしているのだろうと思わせるものがあった。

			　彼ら主従の関係は、もっと無機質なものだと思っていた。

			　それとも、これはベルタだけのことなのだろうか。

			　確かなのは、思った以上に、ベルタは自分の主を理解しているということだった。

			「もはや王は歩き始めてしまっている。それをとめる術はない。貴様が言うように、王を救うというのなら……きっと、歩き始めるその前でなければならなかった」

			「ベルタ……」

			「スライムよ、貴様の話は聞いている。貴様こそが、我らの王と似て非なる彼を救ったのだろう？　もしも貴様が我らの王と巡り合っていれば、なにかが違っていたのかもしれないな」

			　ゆっくりと尾を振りながら、ベルタは宙に視線を彷徨さまよわせた。

			「だが、王の始まりに貴様はいなかった。その代わりに、そこにいたのは……」

			　声に影が落ちる。

			　ベルタは大きく、肺の中身を吐き出した。

			「……あるいは、わたしがベルタではなく、アントンであったなら、なにかが変わっていたのかもしれないが」

			　そこには、無力感とか悔かい恨こんとか言われる類の感情が、色濃く漂っていた。

			　わたしには、その言葉の意味がよくわからない。

			「それって、どういう……？」

			「……なんでもない」

			　尋ねるわたしに、ベルタは短く返した。

			　尻尾しつぽがぱたりと地面に落ちる。

			　その仕草は無言のうちに、この話はここまでだと告げていた。

			「とにかく、貴様は貴様の仲間たちのことだけを考えていれば良い。忘れるな。わたしは貴様らの仲間というわけではないのだから」

			　つれない口調で言って、いつものようにベルタは彼ひ我がの間に線を引いてしまう。

			　透明な壁を感じさせる態度だった。

			　ただ、今夜は少しだけ様子が違った。ひょっとするとベルタのなかには、ちょっと話し過ぎたという想いがあったのかもしれない。王に対する自分の想いを口にしてしまい、少なからず動揺していた。そうでなければ、次の台詞せりふはなかったに違いなかった。

			「大体、我々のことに心を配るくらいなら、貴様は自分たちの身内の問題をどうにかしろ」

			　苦々しい口調で、ベルタは言ったのだった。

			「身内の問題？」

			　問い掛けると、ベルタは口を噤つぐんだ。

			　狼の表情はわかりづらいが、しまったという雰囲気があった。どうやら口を滑らせたらしい。なんの話かはわからないが、聞き逃せる言葉ではなかった。

			　わたしは追求しようとして口を開きかけた。

			　しかし、そこで近付いてくる気配を感じた。

			　即座に護衛役としての意識に切り替わり、視線を巡らせる。

			「ただいま帰りました、リリィ殿」

			　少し早はや足あしでこちらにやってきたシランさんが、声をかけてきた。

			「おかえり、シランさん。見回りお疲れ様……」

			　シランさんに応えてから、改めてベルタに目を向ける。

			　そこには、瞼まぶたを落とした双頭の狼の姿があった。

			　……タイミングが悪い。

			　起こすことはできるが、もうベルタも問い詰められる心の準備はできているだろう。ああして答えるつもりはないと意思表示をしている以上、今更、口を割るとは思えなかった。

			　わたしは吐と息いきをついて、ふと鼻を鳴らした。

			「ん？　シランさん。モンスターがいたの？」

			「……ええ。それを見付けるための見回りですから」

			　シランさんは少し表情を強こわ張ばらせた。

			「返り血でも臭いますか？」

			「ほんのちょっとだけね。気にすることはないよ」

			　夜間の警備は、基本的にわたしとローズ、シランさんで行っている。

			　数時間に一度、シランさんは近辺に異常がないか調べに出ていく。

			　その間、眠っているみんなを守るのは、わたしとローズの仕事だ。

			　もしも手に負えないような敵が出てきたときには、睡眠中のガーベラに知らせるとともに、彼女の助けがあるまで時間を稼かせぐ手て筈はずになっている。

			　現在は、ローズ、加藤さん、ケイがいないが、この態勢は変わっていない。

			「怪け我がはない？　呼んでくれればよかったのに」

			「さすがに、それほど弱体化はしていませんよ」

			　それもそうか。

			　シランさんの現在の戦力は、ローズと同じくらいだ。身体能力はかなり落ちるけれど、彼女にはそれを補ってあまりある剣の技量がある。不覚を取るような敵は、そうそういない。

			　それこそ例外と言ったら、この間の町であったような……。

			　と、そんなことを考えていると、シランさんが少し表情を強こわ張ばらせた。

			　気配を感じて視線を巡らせれば、少し離れた場所で、深津くんが身を起こしていた。

			　少しだけ乱れた髪を撫なでつけるようにしてから、ひとつ欠伸あくびをこぼす。

			　わたしは特に気負いもなく、彼に声をかけた。

			「おはよう、深津くん。早いんだね」

			「ああ」

			　やりとりは当たり障さわりのない、ありふれたものだった。

			　ご主人様やローズから聞いていたよりも、わたしのなかでの深津くんの印象は悪くない。

			　というより、良い悪い以前の問題で、印象が薄かった。

			　以前には、ご主人様に突っかかったと聞いたけれど、この旅が始まってからはそんなこともない。サディアスさん以外と、ほとんど彼は話をしていなかった。

			「なあ。リリィさん。ひとつ、質問があるんだけど、いいか？」

			　だからこそ、そんな彼が話しかけてきたとき、少し意外に思った。

			「なぁに？」

			　なんの用だろうかと、内心で疑問に思いながら言葉を返す。

			　ちょっと迷う様子を見せたあとで、深津くんは尋ねてきた。

			「あんたは水島美穂……じゃ、ないんだよな？」

			「水島美穂を知ってるの？」

			　サディアスさんや深津くんに対して、わたしたちは必要以上の情報を伝えていない。わたしの体が美穂のものを模もしていることも話してはいなかった。つまり、彼は美穂のことをコロニーでの生活以前に知っていたことになる。

			　ただ、美穂の記憶に彼のことはなかった。

			　最近、完全に引きこもりになってしまった――たまに、わたしがご主人様と仲良くしていると、悲鳴をあげたりもしている――美穂も、わたしの内側で首を傾げている様子だった。

			　面識はない……はずだけれど。

			「その、加藤と一緒にいるところを見たことがあって」

			「……ああ。ひょっとして、あなた、加藤さんのクラスメイトかなにか？」

			　深津くんの返事に、わたしは納得した。

			　ご主人様と深津くんは、お互いの事情に突っ込んでいない。あくまでもサディアスさんを間に挟んだ協力者と見み做なしている。なので『同級生にしては見覚えがないし下級生かな』くらいには思ってはいたにしても、互いのことは知らないままだった。

			「深津くんは、加藤さんの知り合いだったんだね。……あれ？　でも、それにしては、加藤さんはあなたのことについて、なにも言っていなかったように思うけど」

			「あー……いや。おれは加藤の友達の、御み手た洗らいと知り合いだったから」

			「ああ。御手洗さん」

			　元気の良い女の子の姿が脳裏に浮かんだ。

			　こちらにきてからは、『剛ごう腕わん白しら雪ゆき』の二つ名で知られていた彼女のことだ。

			　加藤さんの友人である彼女のことは、当然、美穂も知っていた。

			「じゃあ、深津くんは御手洗さんのクラスメイトかなにか？　……ん、違うか。それだと加藤さんともクラスが一緒で知り合いのはずだものね。だとすると、部活？」

			「いや。どっちでもない。入学してすぐにあった行事で一緒になったんだ。天体観測のやつ」

			「ああ。毎年恒例の、星の観察会」

			　ご主人様と美穂が初めて会った行事だ。

			　まあ、その後は異世界転移まで、特に交流があったわけではないのだけれど。

			　とはいえ、そのあたりを覚えていたからこそ、コロニーで美穂はご主人様に話しかけたりしていたわけなので、それを考えてみると割と重要な出来事ではあったのかもしれない。

			　探索隊の『剛腕白雪』御手洗さんが出てきたので思い出したが、同じく探索隊の『韋い駄だ天てん』飯野優ゆ奈なの親しい友人である『闇の獣』轟とどろき美み弥やとも、美穂はそこで出会っていたりする。

			　チリア砦とりでで飯野さんと短いやりとりをしたときにも話題に出たが、元の世界にいた頃に、美穂は飯野さんと何度か言葉を交わしたことがあった。それは、飯野さんと親しい轟さんと星の観察会で知り合いになっていたためだったというわけだ。

			「加藤はあの行事に参加してなかったから、そのときは知らなかったけど、あとで御手洗と一緒にいるのを見たことがあって」

			「ふぅん」

			　なぜか深津くんは、視線を逸そらしていた。

			　さっきから、加藤さんの話をしているときだけ、どうも視線が泳いでいる。

			　あれ？　これは、ひょっとして、そういうことなのだろうか？

			　などと思うわたしに、視線が戻ってきた。

			「だけど、御手洗のことや星の観察会を知っているってことは、あんたはやっぱり水島美穂なのか？」

			「それは難しい質問だね。わたしは水島美穂じゃない。けど、そのものとも言える。そのあたりを説明しようと思ったら、いろいろ話す必要があるんだけど、わたしたちにも話せることとそうでないことがあるんだよ。だから、ご主人様とお話をしてもらわないと困るかな」

			「……そうか。そうだな」

			　割とあっさりと、深津くんは納得した。

			　これは邪推かもしれないけれど……彼が本当に事情を聞きたかったのは、加藤さんのほうだったのかもしれない。美穂の記憶のなかで、加藤さんはけっこう異性に人気があった。身長は１５０センチないくらいに小柄で、可愛かわいらしくて。性格は……いまとはだいぶ違うけれど、本質的なところは変わっていないように思う。

			　知り合いではないと言っていたから、深津くんが加藤さんと話したことはなかったようだし、好きというほど強い感情ではなかったのだろうけれど、気になってはいたのかもしれない。

			　……ご主人様に対する深津くんの第一印象が悪かった、本当の理由がわかった気がした。

			「サディアスを助けてもらってる借りもある。気まずいからって、いつまでも謝らずにいるわけにもいかねーよな」

			　深津くんも、悪い人間ではないのだろう。

			　わたしたちとしても、敵は少ないほうが良い。ご主人様が目を覚ましたら、間を取り持ってあげても良いかもしれない。

			　そんなことを思って、ご主人様のほうを振り向いた――まさに、その瞬間だった。

			「わっ!?」

			　眠っていたはずのご主人様が跳ねるように身を起こしたので、わたしは悲鳴をあげてしまった。

			「な、なんだ、真ま島じま。起きてたのか？」

			　話を聞かれていたと思ったのか、深津くんが気まずそうな声をあげる。

			　しかし、ご主人様がなにか言葉を返すことはなかった。

			「ご主人様？　どうかしたの？」

			　どこか様子がおかしいことには、すぐ気付いた。

			　なにかに気を取られているように、ご主人様は森の一点に目をやっていたのだ。

			「……伝わった」

			　ぽつりとこぼれたつぶやきは、わたしの呼び掛けに応えるものではなかった。

			「やっぱり、そうか……だけど」

			　細い糸でも手た繰ぐり寄せるかのような、囁ささやき声。

			「これは……まずい」

			　ご主人様の表情が、にわかに緊迫の色を帯びた。

			「ガーベラ！　それにサディアスも、起きろ！」

			　常に手の届く距離に置いてある剣と、防具類のなかで唯一外していた手しゆ甲こうを引き寄せて、ご主人様は即座に立ち上がった。

			「すぐに出る！」

			　言ったときには、もう駆け出していた。

			「ご、ご主人様!?」

			　戸惑うわたしたちの声すら届いていない様子で、全速力で走るご主人様の姿は、すぐに木々の向こうに消えてしまいそうになる。

			　なにがなんだかわからない。だが、このまま行かせてしまうわけにはいかなかった。

			　慌ててわたしはそのあとを追い、ガーベラがそれに続く。

			　

			　――どこかで、まるで助けを求めるような悲痛な鳴き声が聞こえた気がした。

		

	
		
			　

			05　竜の救援

			　

			　……可能性については、考えていた。

			　サディアスは『意思持つ特別なモンスター』の一族のひとりであり、『おれとパスを繋げることができないモンスター』でもある。

			　それに対して、同じ一族のなかでも、はぐれ竜だけは意思を持たないのだという。そういう意味では、はぐれ竜は『特別なモンスター』ではなく、『通常のモンスター』だと言える。

			　けれど、だったらはぐれ竜が『普通のモンスター』なのかと言えば、それは少し違っている。

			　なぜかといえば、はぐれ竜はサディアスに準ずる力を持っているからだ。

			　それは、おれたちがこれまで『レア・モンスター』と呼んできた特別な存在に他ならない。

			　そして、はぐれ竜が『サディアスがそうであるような意味で特別なモンスター』ではなく、『通常のモンスター』なのだとしたら、『パスが繋がらない要因もまた存在しない』可能性が出てくる。

			　さっき言った『伝わった』とは、つまり、そういうことだ。

			　だからこそ、おれは全力で森を駆けていた。

			　起き抜けに突然のことだったのもあり、野営場所を飛び出すかたちになってしまったが、疾走する足をとめるつもりはなかった。

			　腰を落ち着けて事情を語り、同行者全員の理解を得る――そんな時間さえ惜しかったのだ。

			　そして、それでも別段、問題はなかった。うしろには、なにも聞かずともついてきてくれている、リリィとガーベラの気配があったからだ。

			「どうしたのだ、主殿！」

			　追い付いたガーベラが尋ねてくる。

			　移動しながらということもあり、おれは端的に答えた。

			「はぐれ竜を見付けた！」

			「なんと」

			　赤い目を丸めたガーベラだが、状況は把は握あくしたらしい。

			　走るおれの腕を掴むと、ぐっと引き寄せた。

			　一瞬の浮遊感のあと、おれはガーベラの腕のなかにいた。

			「掴まっておれ」

			　おれの体を横抱きにして、ガーベラは駆け始めた。

			　八本足を駆使した立体的な機動が、道なき森を踏とう破はする。

			　まだ樹海にいた頃、ガーベラとふたりで探索をしていたときのことを思い出した。

			　あの頃と同じ速度は、おれがまだまだ到達できない遥か高みにあった。

			「この方向でよいのかの？」

			「ああ。そのまま……ずれたら、その都つ度ど、指示を出す」

			「あいわかった。もう少し速度を上げるぞ」

			　更に一段。以前はおれの体を気遣っていた分も速度に回して、蜘く蛛もは森を駆け抜ける。

			　さすがにリリィが遅れ始めるが、彼女には鋭敏な鼻がある。多少遅れても、追い掛けてくることは可能だろう。いまは、とにかく速さが重要だった。

			「しかし、どうしてわかった？」

			　尋ねてくるガーベラに、おれは舌を噛まないように気を付けながら答えた。

			「ガーベラと出会ったときの逆だよ」

			「む？」

			「初めて会ったときのこと、覚えているか？」

			　ガーベラとのファースト・コンタクトは、なかなか忘れられない強烈なものだった。

			　巨木に叩きつけられて血の華はなを咲かせるファイア・ファング。

			　舞い降りた白い蜘蛛は、こう言ったのだ。

			　――見付けた、と。

			　そんな言葉が出たのは、おれを探しにきたからで、言い換えれば、彼女はおれが近くにいるとわかっていたということになる。

			　近くにいるとわかったのは、すでにパスが繋がっていたからだ。

			　つまり、直接、顔を合わせるよりも、パスが繋がるほうが先だったということになる。

			「パスが繋がるのに、直接、顔を合わせる必要はない。だから今回、はぐれ竜を捜索するにあたって、おれもあのときにガーベラがしていたのと同じことができるんじゃないかと思っていたし、注意はしていた。もちろん、はぐれ竜と首尾よくパスが繋がってくれればの話だが……実際、こうして位置を特定することもできたわけだ」

			「なるほどの」

			　ガーベラの顔に理解の光が点ともり、それはすぐさま険しい表情に取って代わられた。

			「待てよ、主殿。それでは、こうして急いでいるのは……？」

			「そういうことだ」

			　おれは頷うなずきを返した。

			「さっき一瞬、悲鳴みたいな思念が飛び込んできた」

			　現在、はぐれ竜は助けを求めている。パスが繋がったのは、まさにその瞬間だった。

			　もともと、おれの力は他者を強く求めたときに発現したものだ。ゆえに、そうした場面で最も強く力を発揮するのは道理だろう。

			　それでも、成立した繋がりは本当に細いものだった。これは単純に距離があるせいだ。おれだけが辛うじてその訴えを聞くことができたのも、パスの効力が及ぶぎりぎりの距離だったせいで、パスの根本であるおれまでしか声が届かなかったためと考えられる。

			　助けを求められてから向かったのでは、間に合うかどうかわからない。

			　取るものも取りあえず飛び出してきたのは、そうした事情だった。

			「はぐれ竜は現在、危険な目に遭あっておるというわけだな。しかし、いったい、なにが？」

			「わからない。パスだとそこまでは読み取れないからな」

			　おれはかぶりを振って、目を細めた。

			「……ただ、予想は付くが」

			　そのときだった。ガーベラが、ぴくりと眉を寄せた。

			「これは……竜の鳴き声かの？」

			「本当か？」

			「うむ。しかし、なんなのだ、これは」

			　怪け訝げんそうに言う。

			「はぐれ竜のもの……にしては、複数の鳴き声があるぞ」

			「……そうか」

			　おれは低く相あい槌づちを打った。それはつまり、予想が当たっていたということだったからだ。

			「主殿よ。正面、急な斜面になっておる。舌を噛まぬように気を付けよ」

			　そう言って、ガーベラは跳躍した。視界が広がり、浮遊感が全身を包む。

			　急な斜面から宙に飛び出して、自由落下――おれは目を見開いた。

			「いた！」

			　眼下に見渡すことのできる広い視界のなか、見えたのはドラゴンの一群だった。

			　まだ距離があるが、目に見える限りで７体。いや、違う。８体だ。

			　他の７体に取り囲まれる８体目のドラゴンの姿が、一瞬だけ見えた。

			　直感する。あれが、はぐれ竜だろう。

			　周囲にいるのは、サディアスと同じ竜りゆう淵えんの里のドラゴンに違いなかった。

			　捕縛のために動いていた彼らが先に、はぐれ竜を見付けてしまっていたのだ。

			　急いだのにというべきか、急いだからこそというべきか、はぐれ竜に辿り着いたのは、ほぼ同時だったようだ。ほんのわずかな差で、すでに戦闘が始まってしまっていた。

			　この光景は予想していたが、それでも苦い気持ちを噛み締めずにはいられなかった。

			　はぐれ竜は滅茶苦茶に暴れているのか、集まっているドラゴンの一角が引っ繰り返った。

			　続いて、絶叫が響いた。

			　それが、はぐれ竜のものであることはすぐわかった。パスを通して、痛みが届いたからだ。

			　反撃を喰らったらしい。はぐれ竜はますます暴れ回った。

			　現在進行形で、事態はどんどん悪化しているようだった。

			「……」

			　一族のなかでは、人間の介入を招いてからでは遅いからと、はぐれ竜の処分もやむをえないという意見も出ているのだという。

			　望まずして、ドラゴンは互いに殺し合う。あまりにも痛々し過ぎて、吐き気がした。

			　だってそれは、まるでおれたちの……。

			「……やらせるか」

			　ぎりと歯は軋ぎしりする。覚悟は決まった。

			「投げろ、ガーベラ！」

			「ふぁ!?」

			　間抜けた声を出すガーベラに、重ねて指示を出した。

			「おれを投げろ！　先に行く！」

			「な、あっ、う！　わかった！」

			　こと戦闘において、白い蜘く蛛もの理解は速い。

			　落下していたガーベラの蜘蛛の足が、急な斜面を噛んだ。

			　ぐっと身を沈めて、蜘蛛は水平方向に跳躍する。

			「シャアァアア――ッ！」

			　距離を稼いだガーベラは、勢いがなくなる寸前で、抱えていたおれを放り投げた。

			「……づぐっ、ぁ」

			　瞬間的に体にかかった負荷に、苦鳴が漏れた。

			　とはいえ、これで加減はしてくれたのだろう。姿勢を制御することはできた。

			　木々が足の下で流れ、おれは弾丸のように空中を飛んだ。風圧が壁のように感じられる。それがブレーキになって速度は減げん衰すいするが、まだ足りていない。

			「アサリナ！」

			「サマ！」

			　左手から伸びたアサリナが、脇を通り抜けた木に絡みついた。

			　左腕が引っ張られて、速度が一気にがくりと落ちる。すでにアサリナは左腕に巻き付いて、強化外骨格としての機能を果たしている。強化された左腕は最後まで過重に耐え切った。

			　木に絡みついていた蔓つるの体が引き千切れる。

			「――ッ」

			　そうしておれは、ドラゴンの頭上に飛び出していた。

			　眼下、何体ものドラゴンが暴れたために、木々がへし折られてできた広い空間に、10メートル級のドラゴンの集団があった。竜の巨体はサディアスと同じく、背中や四肢の一部が、色の異なる甲こう殻かくに包まれており、いかにも頑丈そうだ。

			　おれの目は、そのなかの１体に引き寄せられた。

			　やや小柄で、体長は他のドラゴンの３分の２ほどだろうか。酷ひどい怪け我がをしていた。

			　赤褐色の甲こう殻かくには全身の各所でひびが入り、左右の皮膜の翼は破けて血を流している。

			　全身からぶすぶすと煙けむりをあげているのは、何度となく炎のブレスを浴びたからだろうか。

			　たくましい左脚は深く傷付けられて、尾はへし折られたのか動きがなかった。

			　間違いない。これが、はぐれ竜だ。

			　つい先程まで自我がなかったのだから仕方のないことだが、手が付けられないくらいに暴れたのだろう。他のドラゴンを見れば、手足の一部の肉を食い千切られたのか、血を流しているものもいた。彼らも好きではぐれ竜を傷付けたわけではなくて、取り押さえるためには、手荒な真似をするしかなかったのだろう。

			　いまもはぐれ竜は、拘こう束そくしていた竜の顔面に翼を叩き付け、後ろ足で蹴りつけて逃げ出そうとしていた。

			　即座に横合いから一匹のドラゴンが体当たりを喰らわせ、すでに皮膜の破けた翼の根元に噛みついた。もはやそのまま引き千切るほかないと、頑強な顎あごに力が加えられて――

			「やめろ――ッ！」

			　――その寸前、おれはその場に割り込んだ。

			　現在、この場に翻ほん訳やくの魔石を持っている者はおらず、制止のニュアンスは伝わらない。けれど、大声はただそれだけで気を引いた。

			　唐突な闖ちん入にゆう者しやの登場に、殴られたかのようにドラゴンたちがこちらを振り仰いだ。

			　その驚きよう愕がくはいかほどのものだっただろうか。こんな人里離れた場所に、人がひとりでいるだけでも想像しないことなのに、それが自分たちの頭上に飛んできたのだから。

			　これが理性なき獣であれば、余計なことは考えなかったかもしれない。

			　あるいは、戦闘経験豊富なおれの眷けん属ぞくたちなら、即座に対応したはずだ。

			　けれど、竜淵の里のドラゴンたちはそうではなかった。理解しがたい状況に思考を停止させてしまっていた。その一瞬の停滞に、おれは新しく得た力を発動させた。

			　

			「『霧きりの仮宿』」

			　

			　それは、おれが唯一使える魔法。

			　サルビアと契約を交わし、精霊使いとなったことで得た力。

			　シランの手ほどきにより、ここまでの旅のなかで、どうにかその端たん緒しよにおれは手をかけていた。

			　全身から白い霧が溢あふれ出す。

			　ごっそりと魔力が失われる感覚とともに、濃い霧が周辺を覆おおい尽くした。

			　一気に視界が悪くなり、数メートル先の物さえ見えなくなる。

			「グラァア！」

			　これが目潰しだと気付いたのだろう。咄とつ嗟さにドラゴンの一匹が翼を羽ばたかせた。

			　吹き荒れる風は、しかし、霧きりをかき混ぜるだけだった。

			　これは、ハイ・モンスター『霧の仮宿』の力の一端、魔力を帯びた魔法の霧だ。

			　ただの目潰しであるはずがなく、この程度で晴れるほどに脆ぜい弱じやくなものではなかった。

			　その間に、おれは地面に着地していた。勢いを殺すために、ごろごろと転がる。

			　そこに、ドラゴンの前足が襲い掛かってきた。

			「グルァラァア！」

			　着地した際の物音から、位置の大体の目星を付けたのだろう。大おお雑ざつ把ぱな攻撃ではあったが、体が大きいだけに攻撃範囲も広い。地面を抉えぐって迫る攻撃の的は、おれを捉えていた。

			　直撃すれば、戦闘を続行することは難しいだろう一撃だった。

			　濃い霧のなか、それを視認することは難しい。いきなり数メートルの距離に現れた前足の一撃を回避することなどできはしない――普通なら、だが。

			「っぐ、おぉ！」

			　魔力で強化した身体能力で、地面を蹴る。

			　高く跳躍することで、迫りくる大質量の一撃を回避することにおれは成功していた。

			　手品のタネは、この霧にあった。

			　周囲50メートルほどを包みこんだこの霧は、『霧の仮宿』の一部だ。それはすなわち、サルビアの一部と言い換えてもいい。

			　自身の裡うちで起こることだ。サルビアはすべてを把は握あくしている。

			　パスを介して、彼女はそれをおれに伝えてくれているのだった。

			　いまの攻撃が来ることも、ドラゴンが前足を振り上げたそのときからわかっていた。大雑把ではあるが、こちらに迫りくる攻撃の軌道も読めていた。魔法『霧きりの仮宿』は単なる目潰しではなく、ある種の感知魔法としての一面も兼ね備えている。

			　問題点があるとすれば、霧の濃さによって『敵の視認阻害効果』および『感知魔法の効果』が左右されること。そして、あまりに燃費が悪過ぎるせいで、ほんのわずかな時間しか霧を濃い状態で維持できないことだ。

			　発動から５秒もせずに霧が晴れ始める。

			　しかし、それだけあれば、はぐれ竜のもとまで辿り着くには十分だった。

			　そう踏んでいたからこそ、おれは単身でこの場に乗り込んだのだ。

			「グラァアアア！」

			　だから、はぐれ竜に辿り着く直前に、先程攻撃を仕掛けてきたドラゴンがこちらに追いすがってきたとき、おれは意表を突かれた。

			　視界の悪いなか攻撃を行ったせいで、ドラゴンは体勢を崩していた。追い付けないと判断したのだろう。咄とつ嗟さに炎のブレスで攻撃を仕掛けてきたのだ。

			　その行動には執念めいたものがあった。人間に対する大きな敵意と、ある種の怯おびえが感じ取れた。そして、なにより確固たる決意があった。それが、おれの予想を覆くつがえした。

			　パスがなくても、言葉なんて通じなくても、気持ちはわかった。このドラゴンは、ただ里を守りたいだけなのだ。不幸なすれ違いだった。それがわかるからこそ、おれは彼らをとめなければならなかった。

			　振り返ると、こちらに迫る竜の炎に左手を向けた。

			　その腕を鎧よろうのは、ディオスピロの町でローズから贈られた『アサリナの籠こ手て』だ。

			　黒色の籠手には、左は青色と黄色、右腕には赤と緑の飾りが施ほどこされている。

			　そこに魔力を流し込む。途端、左の籠手が青色に輝いた。

			　そう。これはただの防具ではない。ローズ謹きん製せいの魔法道具なのだ。

			　すでにローズは基本属性魔法の模造魔石を完成させている。それを組み込んだ魔法道具が、この『アサリナの籠手』だった。

			　その用途は、攻勢防御。魔石は決まった威力と性質でしか発動しないために、応用性に欠けるところがあるが、用途を限定してしまえば、そこはさしたる問題にはならない。

			　また、通常の魔法に比べて魔力の消費量が多めなのは欠点だが、その代わりにおれのように魔法が使えない人間でも魔法を使うことができる。

			　発動したのは、第二階かい梯てい相当の水魔法。性質は弾丸。ドラゴン相手に手傷を負わせるには力不足だが、単に攻撃を迎撃する目的なら、ある程度の効果を見込むことができる。

			　水の弾丸が炎のブレスに激突するのを待たず、おれは右腕の籠こ手てにも時間差で魔力を流し込んだ。右の籠手が緑色の光を宿し、風の第二階かい梯てい魔法が発動した。

			「おぉおおお！」

			　風を纏まとった右手の剣を、水魔法で勢いが衰えたブレスに叩き込む。

			「ぐっ」

			　迫る炎のかなりの部分が散ったが、竜の炎はさすがに凄すさまじい。残った火勢が肌を焼こうと襲い掛かってくる。

			　その寸前、おれの周りを温かな力が包み込んだ。

			　おれ自身、その現象に少し驚いたが、懐ふところに入れていたもののことを思い出して納得する。

			　懐には、籠手と一緒にローズから贈られた『薔ば薇らの懐かい剣けん』が入れてあったのだ。

			　守り刀である『薔薇の懐剣』の効果は、魔力の籠こもった攻撃を、属性にかかわらず減衰させることだ。それなりのダメージを与えるはずだった竜の炎は、迎撃のために振るった剣を握る手に軽い火ひ膨ぶくれを作っただけで霧む散さんした。この程度なら行動に支障はない。

			　かつて『ご主人様をお守りするために自分は存在する』と語った少女の想いが込められた、数々の魔法道具に守られて、おれは最後の数メートルを走破した。

			　はぐれ竜のもとに辿り着く。焦げ付いた鱗うろこの体に触れた。

			　痛ましいが、いまはどうしてやることもできない。

			「大人しくしていろ」

			　声をかける。パスが繋がっている以上、これで伝わったはずだ。

			　はぐれ竜を背後にして、おれは振り返った。

			　そこにいたのは、７体のドラゴン。さすがに、現在のおれではこれをどうしようもない。

			　先制攻撃の優位は失われた。魔力は大部分を吐き出してしまい、切り札だった『霧きりの仮宿』の魔法は、いまのおれでも維持できる程度に薄まっている。感知能力は低下し、視認妨害効果はほとんどない。実はこの霧には第一階かい梯てい程度の幻惑魔法の効果もあるのだが、それはもとからこのレベルの相手には効果のないものだ。

			　ここまで、おおよそ10秒と言ったところか。

			　それだけの時間稼ぎが、おれにできるせいぜいのことだった。

			　……というのは、正確な言い方ではないか。

			　現在のおれ自身の戦力を考えれば、これは順当な結果だった。

			　本来なら貴重なはずの魔法道具を揃えて、身を固めていたこと。

			　これまでずっと、回避と迎撃、防御を重視した戦い方を鍛えてきたこと。

			　そんなおれが自分の得意分野で、後先のことを考えずに全力を出し切ったからこそ、ドラゴンを相手にして10秒もったというのが正しい。

			　やれることはやった。

			　言い換えるなら、これは当初から考えていた通りの状況だった。

			　ここまでやれば、もう十分だった。

			「待たせたの、主殿」

			　おれとドラゴンたちの間に白い蜘く蛛もが降り立ったのは、次の瞬間だった。

			　どしゃりと、蜘蛛足が大地を噛む。粘りつくような殺意が、竜の足をとめた。

			「さてと。ここから先は……妾わらわの仕事かの」

			　血のように赤い目が睥へい睨げいすると、ドラゴンたちに怯おびえが走った。理解せざるをえなかったのだろう。この白い蜘蛛を相手にしては、自分たちのなかに死者が出かねないと。

			　それでも、強きよう靭じんなドラゴンが７体もいるのだ。

			　被害を度外視して正面から蹂じゆう躙りんすれば、勝利することは可能だったはずだ。

			　もちろんそれは、こちらの戦力が白い蜘蛛だけであったならの話だが。

			「お待たせ、ご主人様」

			　もうひとり側面に現れたのは、白いスカートを翻ひるがえすリリィだった。

			　見た目は華きや奢しやな少女の姿は、巨大なドラゴンに比べればいかにも頼りない。しかし、その実態は、樹海深部の白い蜘蛛にさえ迫る力を持つモンスターだ。

			　槍やりを持たない左の腕を横に伸ばし、口くち許もとに微ほほ笑えみを湛たたえた少女は力を行使した。

			「部分擬ぎ態たい。――モード『悪魔ノ腕』」

			　その左腕の肘から先が、怪物のものに変化した。

			　剛毛の生えた熊のような腕。指は長く伸びて、一本一本がカマキリの大鎌に変わる。

			　その刃先からは毒々しい色の粘液が滴り落ちて地面を焼き、広い掌てのひらには乱らん杭ぐい歯ばの牙きばが生えた口腔がぽっかりと開いていた。

			　かつて抱いていた恐れを克服した彼女は、怪物としての自分を隠すことはもうしない。

			　ゆえに、獲得した能力は十全に発揮される。

			　いくつかある部分擬態の組み合わせのなかで一番凶悪なものを選んだのは、これが一種の威い嚇かく行為だからだ。悪魔のような禍まが々まがしさと、少女の可か憐れんさが同居した存在を前にして、ドラゴンたちは動けなくなる。リリィとガーベラの存在が、自分たち７体と互角か、それ以上の力を持つことを察したからだ。戦いになれば、お互いに洒落にならない被害が出ることは明らかだった。正確には、リリィたちがそうわかるように振る舞った。

			　結果として状況は膠こう着ちやくする。それは、足留めが目的のおれたちには好都合な展開だった。

			　サディアスの竜の鳴き声が少し遠くから聞こえてきて、ドラゴンたちに戸惑いが走る。ベルタに先導されて、置いてきた同行者たちがやってくるまで、そう時間はかからなかった。

		

	
		
			　

			06　竜の調停者

			　

			　サディアスの登場によって、ドラゴンたちは矛ほこを収めた。

			　とはいえ、それはあくまでもとりあえずの話だ。おれたちの存在はまだ一族に知られておらず、いちから説明をする必要があった。

			　そちらはサディアスに任せることにした。

			　それと同時に、とりあえずドラゴンたちには、この場を離れてもらうように頼んだ。

			　はぐれ竜が落ち着かず、暴れ出しかねない素そ振ぶりを見せたからだ。

			　パスを通じて、はぐれ竜が酷ひどく怯おびえているのがわかった。まるで怯える子供のようだった。おれはところどころが焦げた体に手をやって、はぐれ竜を落ち着かせてやらなければならなかった。

			　もっとも、あれだけ痛めつけられたのだから、こうした反応も無理ないことではあった。

			　逆に、ドラゴンたちからしてみれば、はぐれ竜を捕縛しようとして、かなり手痛い反撃を喰らっている。彼らとしても、はぐれ竜を傷付けるのは本意ではなかっただろうが、こうせずにはいられない状況だったのだ。

			　ここまで状況がこじれてしまっている以上、まずは一度、両者を引き離したほうがいい。

			　サディアスも似たようなことを考えていたのか、おれの要求をすぐに呑んだ。

			　短くない説得を終えて、サディアスが深津とともに、ドラゴンたちを引き連れて姿を消すと、はぐれ竜は落ち着いた様子を見せた。

			　それでやっと、治療を始めることができるようになった。

			「それじゃあ、リリィ。回復魔法をかけてやってもらえるか」

			「オッケー」

			　頷うなずいて、リリィが近付いてこようとする。

			　すると、はぐれ竜が牙きばを剥むき出しにして、彼女を威い嚇かくした。

			「……ご主人様」

			　困ったようにリリィが笑って、視線を寄越してくる。どうやら傍そばにいてもよしと見み做なされているらしいおれは、はぐれ竜の大きな頭にぽんと手をやった。

			「落ち着け。リリィはおれの仲間だ。お前も、それはパスでわかっているだろう？」

			　トカゲに似た目がこちらを向いた。

			　ふーっと鼻息を噴き出す。どことなく不満そうな雰囲気だった。さっきの大暴れを思い出せば、そう不思議なことではないが、どうやらかなりの跳ねっ返りらしい。

			　おれはもう一度、宥なだめるように頭を撫なでた。

			　クラァララと喉のどの奥で鳴いて、はぐれ竜が牙を収めた。

			　地面に伏せて大人しくなる。

			　もう一度リリィが近付くと、あからさまに警戒した様子を見せたものの、今度は牙きばを剥むいたりはしなかった。

			　リリィは回復魔法の白い魔法陣を展開させた。

			「うーん、やっぱりこれ、相当酷ひどいねぇ」

			「治らなさそうなのか？」

			「あ。ううん。そんなことはないけど。ただ、鋭利な切り傷や単純な骨折と違って、咬こう傷しようとか引っ掻かき傷は治りづらいから。火傷もそうだけど、痕あとが少し残るかもね」

			　そのあたりは、自然治癒と同じということだろう。おれの腕にも火傷跡が残っているし、ある程度は仕方なかった。

			「それと、翼は治るのに時間がかかりそうだねえ。これって、部位欠損だから。ガーベラほど回復力があればまた別なんだけど……変に癒ゆ着ちやくしちゃっても嫌だし、気長に治るのを待つしかなさそうかなぁ」

			「生活に支障が出ないなら、そのあたりは妥協するしかないだろうな。ともあれ、あとは治療をしながら、サディアスたちが帰ってくるのを待つか」

			　と、言ったその瞬間だった。

			「わわっ」

			　回復魔法をかけていたリリィが、驚きの声をあげた。はぐれ竜が身を起こしたからだ。

			「落ち着かんか、馬鹿者」

			　間かん髪ぱつ入いれず、近くで見ていたガーベラが首根っこを引っ掴んで、元いた地面に押さえつけた。

			「まだ治っておらぬだろう。大人しくしておれ」

			　どうやら逃げ出そうとしたらしいはぐれ竜は、あっという間の早はや業わざに反応できずに、じたばたした。さすがに、ガーベラの膂りよ力りよくには敵わないらしい。長い尻尾しつぽが動けば、まだしも抵抗のしようもあったかもしれないが、それもいまはまだ治療は済んでいない。

			「というか、お主、なにをそんなに嫌がっておるのだ？」

			「おい。蜘く蛛も」

			　こくりと首を傾げたガーベラに、ベルタが声をかけた。

			　おれたちのにおいを追い掛けて、ここまでサディアスたちを連れてきたあと、傍観の姿勢を取っていた双頭の狼は、地面に伏せたまま口を開いた。

			「そいつも、あの竜の一族の一員なのだろう？」

			「む？」

			「いまは自我があるのだ。あの竜の男と同様に、人の姿を取らせて話を聞けばいい」

			「おお。それもそうだな」

			　納得した顔を見せたガーベラに、ふんと鼻を鳴らしてベルタは瞼まぶたを降ろした。

			　ちなみに、ベルタのお腹なかのあたりでは、あやめが丸くなっている。

			　おろろーんと擬音が付きそうな様子で落ち込んでいた。先程、ひとり出遅れてしまったからだ。あのときはそこまで気にしている余裕がなかったのだが、思い返してみると、あやめもおれに合わせて飛び出そうとはしていたようで、慌てて起きてベルタの頭からころんと落ちるところまでは視界の端に映っていた。

			　どうも食べ過ぎが祟たたったらしい。

			　あとで慰なぐさめてやることにしよう。

			「それでは、早速、人間の姿になってもらうとするかの」

			　ガーベラが言うと、はぐれ竜が目だけでこちらを向いた。

			「む？　どうしたのかの？」

			「ククルゥウ……」

			　はぐれ竜の様子を見て、ガーベラもこちらに顔を向けた。

			「なあ、主殿。こやつ、ひょっとして、人の姿を取れぬのではないか？」

			「グルゥ……」

			　正解だったらしく、短い鳴き声があがった。

			「いや、できるはずだ」

			　おれはかぶりを振った。

			　これまで自我のなかったはぐれ竜は、ずっとドラゴンの姿のままでいたはずだ。人間の姿を取ることができるのか疑問に思う気持ちはわかるが、その不安は杞き憂ゆうだった。

			「それがモンスターとしての特質であるのなら、サディアスにできることが、同種のモンスターであるはぐれ竜にできないはずがないからな」

			　確信があった。予想が正しければ、むしろ人の姿を取れないほうがおかしいのだ。

			「落ち着いてやればいい」

			　おれは地面に膝ひざをついて、はぐれ竜の頭に手をやった。

			　目を閉じる。パスを介して、心を通わせた。

			「クルゥ……」

			　緊張に凝り固まっていた竜の心が、少し緩んだ。

			　そして、魔力が動き出した。

			　この世界には、決まった魔力の流れによって、特定の現象が起こる法則がある。

			　その法則に従って竜は人に変わる。

			　大きな竜の体が縮んでいき、それと同時に、かたちが人に変わっていく。

			　砕けた甲殻が肌と同化し、牙きばと爪が引っ込んで、シルエットが人のものに近付く。

			　燃えるような赤毛が伸びて、逆に背丈が縮まる。

			　尾まで含めて７メートルほどあった体は、おれと同じくらいになり、更に縮んでいく。

			　リリィと同じくらいになり、加藤さんやケイよりも小さくなって――

			「え？」

			　――そこにいたのは、10歳くらいの見た目の女の子だった。

			　真っ赤な髪は地面に届きそうなくらいに長く、背丈はこぢんまりしている。やせっぽちな体にはまだ癒いえない怪け我がと傷跡がたくさんあって、背中には破けた皮膜の翼が生えていた。お尻からは、先端に骨の塊が付いた長い尾が伸びている。翼や尾だけではなく、手足や顔の一部にはドラゴンの鱗うろこが残っており、どうやらサディアスほど、うまく人間の姿を取れていないらしいことが窺うかがえた。

			　幼い顔立ちは、かなり目つきが悪いものの、可愛かわいい女の子のものだ。

			　これには、おれも目を丸くした。

			　予想外だ……が、そういえば、ドラゴンのなかでも体が小さいと思ってはいたのだったか。

			　どうやらはぐれ竜は、まだ幼い子供のドラゴンだったらしい。

			「ぁあ？」

			　男女の区別がまだない幼い声には、ぶっきらぼうな響きがあった。

			　少女はどこか呆然とした様子で、鱗がところどころ残る以外は人のものとなった両手を見下ろした。

			「まさか本当に、おれ、みんなと同じになれた……？」

			　震える声で言った彼女は、こちらに赤褐色の瞳ひとみを向けた。

			　目の端に、じんわりと涙の珠が浮かんでいる。

			　だが、おれが見ていることに気付くと、キッと視線が尖った。

			　ただでさえ悪い目つきが、凶悪な色を帯びる。

			「なにじろじろ見てんだよ」

			　やはり、ぶっきらぼうな口調だった。

			「あ、ああ。悪い」

			　だが、いまのはおれが悪い。幼いとはいえ、女の子が裸でいるのだ。あまりじろじろ見るのは褒められたことではない。おれは視線を逸らした。

			　少女が「あっ」と小さな声をあげた。後悔するような声だった。

			「どうした？」

			「……なんでもない」

			　おれは内心首を傾げたが、視線を戻すわけにもいかない。

			　とりあえず、服を着せてやる必要がある。話をするのは、それからだ。

			「荷物のなかに替えの服がいくらかあったな。ちょっと待ってろ。持ってくる」

			　野営場所を飛び出したせいで置いてきた荷物は、サディアスと一族のドラゴンたちが交渉している間に、深津が持ってきてくれていた。

			「あ。ちょっと」

			　おれが荷物のなかから服を見み繕つくろってこようとすると、慌てたようにリリィが声を出した。

			　気配がしたので振り返ると、すぐうしろに裸のはぐれ竜と、追い掛けてきて治療を続けるリリィの姿がある。不機嫌そうな顔が、こちらを見上げた。

			「なんだよ」

			「いや。それはおれの台詞せりふだ」

			「別に動きながらでも回復魔法は使えんだろ」

			　それはもっともだが、おれについてきた理由にはなっていない。

			　ただ、それを指摘すると、もっと不機嫌になりそうな気がした。

			　子供の考えることはわからない。おれにも弟はいたが、歳はそう離れていなかったので、こうも歳の差があると、その経験は活かせそうになかった。もっとも、本性はドラゴンである彼女に、どれだけ人間相手の経験が活かせるかという話もあるが。

			「まあいい」

			　気にしないことにして、おれは荷物を漁ることにした。

			　すると、はぐれ竜が荷物に手を伸ばしてきた。

			「あ、おい」

			「おれ、これがいい」

			「それはおれの服だ。男用だぞ」

			「いい」

			　ガーベラが作ったおれの服の上着を羽は織おって、そこでようやく少しだけ機嫌良さそうな顔をした。翼が出っ放しなので、普通に着ることはできず、骨ばった肩は剥むき出しのまま、羽織るようなかたちだった。リリィあたりがしたら蠱こ惑わく的な雰囲気になってしまいそうなものだが、痩やせっぽちの子供ならそんなこともなかった。

			「……あれ？　これ、そっちの白いのの感じがちょっとする」

			「妾わらわが作ったからの。あと、白いのではなくガーベラだ」

			「ふぅん」

			　はぐれ竜はガーベラとおれを見比べたあと、今度はリリィとおれに交互に目をやった。

			　そして、首を傾げる。

			　なにか気になることでもあったのかもしれない。

			　だが、それを追及するより前に、いまはするべき話があった。

			　おれは改めて地面に腰を落ち着けると、正面に座り込んだ少女に尋ねた。

			「それで、さっきはなんで逃げ出そうとしたんだ？」

			　はぐれ竜は同族であるドラゴンたちに追い掛けられて、捕まりそうになったから抵抗した。

			　自我がなかったのだから、そのあたりは仕方がない。

			　けれど、いまの彼女には理性がある。ドラゴンたちが自分に敵意を持っているわけではないことくらい理解できるはずだった。

			「『サディアスが帰ってきたら』って話をしたら、逃げようとしたよな。どうしてだ？」

			「それは……」

			　はぐれ竜は、口をへの字に曲げた。

			「……だって」

			　先を促うながすと口を閉じてしまいそうだったので、しばらく待つ。

			　やがて、絞り出すような調子で少女は言った。

			「……里には、帰りたくない」

			「帰りたくない？」

			「サディが来たら、里に連れ戻されるじゃん。そんなのごめんだ」

			　やや要領の得ない説明だったが、ぽつぽつと喋しやべり始める。

			「おれはずっと閉じ込められてたんだ。ずっと。生まれたときから、ずっとだ。自由なんてなかった。みんな外にいるのに、おれだけ洞どう窟くつのなかに押し込められてた。おれはそれが嫌で……だけど、どうしようもなくて……」

			　そういえば、自我を備えていなかったはぐれ竜を、一族の者たちは里に閉じ込めていたという話だった。それがどういうことなのか、具体的に想像したことはなかったが……翼のあるドラゴンを里に幽閉しようとすれば、それ相そう応おうの処置をしなければならないだろう。

			　それが、洞どう窟くつに閉じ込めるという処置だったわけだ。

			「だけど、はぐれ竜は自我がなかったんだよね」

			　回復魔法をかけながら、リリィが首を傾げた。

			「嫌だと思ったというのは、どういうこと？」

			「リリィ殿。そこはあれだ、かつての妾わらわと同じということだろうよ」

			　これに答えを返したのは、ガーベラだった。

			「ガーベラと？」

			「うむ。主殿と会う前にも、妾には意識らしきものがあったからの。無論、自我とも呼べぬような、薄く儚はかないものではあったが」

			　それこそが、かつての白いアラクネを暴走させたものでもあった。

			　はぐれ竜も同じく、薄うつすらとでも意思があったのだろう。

			　だから村から逃げ出した。これまでおれたちは、はぐれ竜が村から逃げ出したのは事故だと思っていたが、真実は違っていたということだ。捕縛されかけたときに、必死で抵抗して逃げ出したのも、そうした事情があってのことだったのだろう。

			　思い返してみると、はぐれ竜が里から逃げ出してからかなりの時間が経っていたのに、人里が襲われることはなかったのも、単なる偶然というわけではなかったのかもしれない。薄らとでも意識があったから、人を襲うことを避けていたのだ。

			「妾わらわは永えい劫ごうに等しい長い時間を、まどろみのなかで生きていた。主殿に会うまでの間、ずっとな。そして、こやつの場合は……」

			　ガーベラの視線の先で、幼い少女は唇を噛んだ。

			「……里に帰るなんてごめんだ」

			　低い声には、この年頃の少女には似合わない、怨えん嗟さの暗い響きがあった。

			「あの場所には、良い思い出なんてひとつもなかった……」

			　生まれてから一度も、閉じ込められた洞どう窟くつの外に出してもらえなかったのだとしたら、その気持ちは想像するに余りある。

			　彼女は頑かたくなで、それを裏打ちしているのは、理不尽な境きよう遇ぐうを強いられ続けてきたことによる恐れだった。

			　なんとなく、わかってきた。

			　目の前の赤毛の少女は、本性は巨大な竜であり、口も悪くて一見強気だが……そうした殻の下は、見た目通りに10歳そこそこの女の子なのだ。

			「絶対に嫌だ。誰があんなところに戻るもんかよ……」

			「それは許されないわ」

			　震える声で少女がつぶやいたところに、声がかかった。

			　サディアスを先頭にして、ドラゴンたちが戻ってきていた。

			　その姿はすでに竜のものではない。サディアスと同じ民族衣装に身を包んだ彼らの姿は、人間の男女と見分けの付かないものだった。そのなかのひとりが、一歩前に出てサディアスに並んだ。はぐれ竜と同じ、赤毛の女性だった。あのドラゴンのなかには、はぐれ竜と同じく女性もいたらしい。サディアスを除いた７人中３名が女性だった。

			「長おさの許しなく里を出ることは許されない。それが、わたしたち竜りゆう淵えんの里の掟よ」

			　どうやらおれたちの話を途中から聞いていたらしい。びくっと肩を揺らしたはぐれ竜が、口をぱくぱくと動かした。

			　どうやら声が出ないらしい。表情は硬く強こわ張ばっており、怯おびえているのは一目でわかった。

			　小動物のように、その目がおどおどとあたりを彷徨さまよって、おれの姿を捉えた。

			「……！」

			　立ち上がった少女が、おれの陰に隠れる。

			　それで、ようやく声が出せるようになったらしかった。

			「だ、だけど、サディアスは里の外に出てるじゃねえかよ」

			　気の強い台詞せりふではあったものの、声自体は弱々しく震えていた。

			「サディアスは『探し人』。長の許しを得ているわ」

			　そんな少女を、赤毛の女性は強い視線で見据えた。

			「わたしたちは、許しもなく里を飛び出したあなたを連れ戻さなければならないのよ」

			　彼女も遊びでここにいるわけではない以上、これは当然の台詞せりふではあった。

			　どこか感情を抑えた声色に聞こえるのは、はぐれ竜の境きよう遇ぐうに対して、彼女も思うことがないわけではないからかもしれない。

			　だが、そうした個人的な感情は、使命感の前に塗り潰される。

			「手荒な真似はしたくないわ。聞き分けなさい」

			　ぴしゃりと言われて、はぐれ竜は俯うつむいた。

			「それでも、おれは……」

			　おれの服の裾すそを掴んだ手が、細かく震えていた。呼吸が浅い。なにを考えているのかは、手に取るようにわかった。

			　すでにリリィの回復魔法によって、おおかたの傷は癒いえている。

			　再び竜の姿になって、滅茶苦茶に暴れて逃げ出すしかない。

			　そんなふうに思い詰めているのだろう。それは子供らしい短たん絡らく的てきな思考ではあったが、だからといって、馬鹿にできるようなものでもなかった。

			　人目を避けて隠れ里を維持するために、はぐれ竜はずっと閉じ込められていた。

			　彼女に意思があることを知っていれば、もう少し別のやりようがあったのかもしれない。

			　だが、そうはならなかった。

			　いまなら、はぐれ竜は閉じ込められることなく、里で過ごすことができるはずだ。だが、すでに竜りゆう淵えんの里という場所自体が――あるいは、同どう胞ほうであるはずのドラゴンという存在が――彼女にとって悪夢そのものになってしまっているのだから、どうしようもなかった。

			　ましてや、彼女はまだ子供だ。感情のコントロールができずとも仕方ない。

			　苦しかったのだ。

			　寂しかったのだ。

			　辛かったのだ。

			　里のドラゴンたちにだって、彼女を閉じ込める他にどうしようもなかった……なんて、理性的に判断することは難しいだろう。ましてや事情を理解したうえで、自身の境きよう遇ぐうを納得するなんて、この年頃の子供にできることではない。

			　だからといって、一族のドラゴンたちも使命を帯びてこの場にいる以上は、引き下がるわけにはいかないだろう。

			　互いに譲り合うことができない以上、決裂は避けられない。

			　彼らだけでは。

			「ちょっと待ってもらえないか」

			　そこまでわかったから、おれは口を開いた。

			「少しいいか」

			「……ええ。かまいません。孝弘様。サディアスから、あなたのことは聞いております」

			　はぐれ竜捕縛のリーダーらしい女性は、丁寧な口調で返した。

			　どうやらサディアスがうまく言ってくれたらしい。

			　きっとおれとサルビアの契約について話をしたのだろう。竜淵の里の一族にとって、『霧きりの仮宿』がどれだけ重要な存在であるのかは知っている。お陰で話を聞いてもらうことができた。

			「はぐれ竜が里から外に出ることは許可なしにはありえない。そう言っていたよな」

			「ああ、そうだ」

			　サディアスが答えた。

			「わたしたちは、隠れ里の存在が万が一にも露ろ見けんしないように、一族の者がみだりに里から外に出ることを禁じているからね」

			「だけど、サディアスは外に出ることを許されている」

			「そうだな。だが、それは……」

			「だったら、はぐれ竜にも許可が出ればいいということだな？」

			　サディアスが虚きよを突かれた顔をした。

			「頻ひん繁ぱんに行き来すれば、確かに里のことが露ろ呈ていするリスクも増えるだろう。だが、きちんとリスク管理をしたうえであれば、外に出ても問題はないはずだ。違うか？」

			　実際、サディアスは里を出ているのだ。不可能ではないはずだ。

			　竜の一族はお互いに視線を交わし合った。

			　サディアスが、ふっと笑みを零こぼした。

			「なるほどな。どうだ、キャス。わたしは良いのではないかと思うが」

			「……許可が出るなら、確かに問題はない」

			　赤毛の女性も頷うなずいた。

			　しがみついてきているはぐれ竜に、おれは視線を落とした。

			「聞いての通りだ。許可さえあれば、連れ戻されることはない」

			「あ？　ぅ、え？」

			　視し野や狭きよう窄さくに陥っていたらしい少女は、いまの会話に頭がついていかなかったのか、目を白黒させていた。

			「そ、そんな。許可なんて言っても、どうやって……」

			「話し合うしかないだろうな。このままだと無理矢理に連れ戻されるぞ。それが嫌なら、説得するしかない」

			　大体、どう転んでも、このままでは明るい未来は見えなかった。

			　はぐれ竜が里を飛び出したところで、これからどうするのか。

			　人間社会に飛び込もうにも、常識もなにもないのだから不可能だろう。

			　無論、ドラゴンとしての力があれば、人里離れた場所でも生きてはいける。

			　だが、こうしておれの服の裾すそを握り締めている姿を見る限り、ひとりぼっちで森の奥で生きていくのが、幼い彼女にとって良いこととは到底思えなかった。

			　実際問題として、その前にドラゴンたちに捕まってしまう公算が高いだろうが、それはそれで問題が生じる。連れ戻されてしまえば、はぐれ竜はいまよりもっと頑かたくなになるだろう。この分だと、死に物狂いで里から逃げ出そうと試みるに違いない。

			　時間をかければ翼は癒いえ、飛んで逃げることは可能になる。それを防ぐために翼を破いたとしても、四肢は動く。いくらでも逃げる機会はあるのだ。

			　だったら、次は足を落としてみるか？　それとも、また洞どう窟くつに閉じ込めるか？

			　そもそも、これだって捕まえられたらの話で、今度こそ捕縛劇が殺し合いに発展してしまう可能性だってあるのだ。

			　必要なのは、話し合いだった。

			「せ、説得しろって、里に戻れってことか!?」

			　やや蒼あお褪ざめた顔で、はぐれ竜は叫ぶ。おれは静かに頷うなずいた。

			「そうだ。里に戻って、きちんと話し合わないと駄目だ」

			　声もなく、少女の顔が引き攣つった。裏切られたとでも思ったのかもしれない。

			　もっとも、おれにはそんなつもりはなかった。

			「嫌なことから闇雲に逃げていても、事態は悪化するだけだ。お前は、長ときちんと話をするべきだ。せっかく、こうして話ができるようになったんだからな」

			「そ、そんなの！　話を聞いてもらえるかどうかわからないじゃねえか！　無理矢理連れ戻されるのと、なにが違うってんだよ！」

			「違うさ」

			　おれは断言した。

			　適当なことを言って、言いくるめようとしたわけではない。責任は取るつもりだった。

			「お前がそのつもりなら、おれたちも一緒について行ってやる」

			「……え？」

			「そうすれば、少なくとも、話を聞いてもらえないということはないだろう」

			　言ってみれば、見届け人のようなものだ。

			　おれ自身、一族にとって特別な存在である『霧きりの仮宿』サルビアの契約者だし、リリィたちの助けを借りれば、掌てのひら返がえしをされないように睨にらみを利かせることだって可能だろう。

			　はぐれ竜の説得は成功するかもしれないし、逆に説とき伏せられてしまうかもしれない。

			　この場合、はぐれ竜の願いが必ずしも叶かなわなければならないわけではない。

			　どういうかたちであれ、両者が納得できる妥だ協きよう点てんを探ることが必要なのだ。

			　そのために面倒を見る必要があるのなら、おれは協力するつもりだった。

			「どうだ？」

			　膝ひざをついて、低いところにある顔を覗き込む。

			　目が合うと、少女は視線を逸そらした。唇を尖らせて、俯うつむき加減になる。こんなふうに正面から向き合うことに慣れていないからか、不器用な野良犬みたいな仕草だった。

			　けれど、それでは駄目だとわかったのだろう。改めて、赤褐色の瞳ひとみがおれを映し出した。

			　数秒の間、上目遣いでおれの顔を見詰めていた彼女は、やがて顎あごを小さく引いた。

			「……うん」

			「よし」

			　おれは赤毛の頭を撫なでてやってから、立ち上がってサディアスたちに顔を向けた。

			「というわけだが、どうだ？」

			「孝弘が竜りゆう淵えんの里を訪れるということかい？」

			　サディアスの問いに、おれは頷うなずく。

			「ああ。というのも、おれはもともと、そうするとサルビアと約束をしていてな」

			「『霧きりの仮宿』様と……？」

			　一族の面々に静かな驚きが広がった。

			「まあ、こんなかたちになるとは思っていなかったが……もちろん、これはそちらが良いと言えばの話だ」

			「どうだい、キャス」

			　サディアスが、赤毛の女性に振り向いた。

			「『霧きりの仮宿』様の言葉だ。無視するわけにはいかないが」

			「……長に確認を取りましょう。それでよろしいですか？」

			　女性がこちらに伺いを立てる。おれは頷うなずきを返した。

			「わかった。ただし、返事が来るまで、はぐれ竜はこちらで預からせてもらう」

			「かまいません。ただ、ひとつお願いなのですが、サディアスを同行させてもらえますか。『霧の仮宿』様の契約者を信頼しないわけではありませんが、こちらとしても最低限の保証はいただきたいですので」

			「どうだ？」

			　おれが視線をやると、赤毛の少女はこくこくと首を振った。

			「いい」

			「だそうだ。交渉成立だな」

			　おれが言うと、そこで初めて赤毛の女性は口くち許もとをほころばせた。

			　ほっとしたような笑みだった。多分、それが彼女の本心なのだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、ドラゴンたちはサディアスを残して、慌しく去っていった。

			　すぐに里に戻って、長に確認を取るのだという。

			　どこかぽかんとした様子でいた少女の赤毛の頭に、ぽんとおれは手を置いた。

			　それでようやく我に返った様子で、少女はこちらを向いた。

			　むっと口くち許もとが引き結ばれて、ぱしりと手が払われた。

			「……」

			　その手で、彼女はおれの服の裾すそを掴んだ。

			　不機嫌そうな顔でそっぽを向く。

			　やっぱり、子供の考えることはわからない。

			　ただ、嫌われてはいないのだろうなというのはわかったから、おれは苦笑を零こぼした。

			「うわっ!?」

			　直後、赤毛の少女が小さな悲鳴をあげた。背後からリリィが抱き着いたからだ。
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			「それじゃ、これからよろしくね」

			「な、なんだお前。は、放せ！」

			「こらこら。治療はまだ終わってないんだから、じたばたしないの」

			「だ、抱き着く必要がどこにあんだよ！」

			　真っ赤になってじたばたする少女に、ガーベラも近付いていく。

			「元気の良いことだな。まあ、これからしばらくは一緒にいることになるのだ。仲良くしようではないか」

			「頭ぐりぐりすんな馬鹿力！　それと、放せ！」

			「ふむ。こうして見ると、生意気なのも可愛かわいげというものだな」

			「というか、わたしは普通に可愛いと思うけど」

			「くぅー！」

			　リリィに抱き着かれて、ガーベラに頭をぐしゃぐしゃにされて、そこにあやめが仲間外れにするなと飛び込んできて、赤毛の少女はぎゃーぎゃーと喚わめいた。

			　そんな光景を見ていると、一族のなかで唯一残ったサディアスが声をかけてきた。

			「孝弘」

			「ん？」

			「ありがとう」

			　おれは肩をすくめる。楽しげなやりとりは、遮さえぎる者なくしばらく続いたのだった。

		

	
		
			　

			07　星の綺麗な夜　～飯野優奈視点～

			　

			　転移者の偽者が出ているという話を現地で確かめるため、探索隊のみんなと別れたわたしは、ローレンス伯爵領のセラッタを発たつと、まず東に向かった。

			　ローレンス伯爵領から、隣国のヴィスクムに入る。東域三国に数えられるヴィスクムは、エベヌス砦とりでの北に位置している。まだ探索隊がエベヌス砦にいたときに、そこから離脱していったメンバーは、最初にヴィスクムの地を踏んだことになる。

			　この国にも、彼らの偽者がいる可能性があるということだ。

			　わたしは町から町へ渡り歩いて偽勇者について尋ねながら、ヴィスクムを横断した。

			　普通の人間の足なら、道草を食わずに移動に専念しても、横断するのに１週間はかかる道程だったが、『韋い駄だ天てん』とさえ呼ばれる足を持つわたしは、同じ日数で聞き込みをすることができた。明け方には町を出て、普通なら１日かかる距離を小１時間ほどで走破し、日があるうちに情報を集めて回る。非常にタイトなスケジュールだったが、やってやれないことはなかった。

			　ただ、ヴィスクムでは偽勇者に関して、あまり有益な情報は得られなかった。

			　王家には数人の勇者が滞在しているという話は聞いたが、ヴィスクムの王族は、エベヌス砦で直接探索隊のメンバーと顔を合わせていると聞いている。偽者に騙だまされるとは考えづらい。

			　偽勇者は、この国では出ていないと考えるべきだろう。聞き込みは徒労に終わったわけだが、騙だまされた人間がいないのなら、それは喜ぶべきことだった。

			　わたしはヴィスクムの隣、帝国のコッパード伯爵領に入った。

			　ここでも偽勇者を見付けることはできなかった。だが、噂話を聞くことはできた。

			「バン子爵領と、ディクソン子爵領」

			　わたしは小さくつぶやいた。

			「コッパード伯爵領の北にある小貴族の領地……か」

			　場所は本日の宿。考えを口にして纏まとめながら、制服の上着のボタンを外していく。

			「偽勇者が目撃されたっていう話を聞けたのは収穫だけれど……問題は、目撃された場所が一箇所じゃないらしいことよね」

			　制服の上着を脱いでベッドに置く。そのうえに、スカートやシャツも重ねた。

			「電車や車があるわけでもなし、偽勇者がひとりだけとは考えづらい。同時多発的な犯罪なのか……いや。むしろそうした犯罪者集団がいると考えるべき？」

			　裸になったわたしは、手頃なサイズの布を手に取った。

			　宿のほうで用意してもらった水みず桶おけを、手持ちの魔石で熱めのお湯に変える。お湯で布を濡らすと、まんべんなく肌をこすった。お湯の熱がじわりと肌に伝わった。

			　しかし、その熱はすぐに空気に冷やされてしまい、むしろひやりとした感覚が残った。

			　お風呂に入りたいなと、ちらりと思った。溜め息が出て、その重さにふと眉を顰ひそめる。

			「……」

			　探索隊のみんなと別れて、約２週間。いや。それ以前も、この世界に来てからはずっとか。

			　走り続けてきた体に、少し疲れが溜まっていた。

			　異常なくらい頑丈な体になったとはいえ、疲労しないわけではない。体もそうだが、精神的なものもある。ひとりでの旅は慣れたけれど、知らない土地で活動するのは、やはり疲れるものなのだ。

			　最後にゆっくりしたのはいつだろうと思い、ある少年の姿が脳裏に浮かんだ。

			　ああ、そうだ。

			　彼らと一緒に過ごした数日間が、この世界に来て最初で最後の休息だった。

			　もっとも、あれは休息と言うよりも、療養というべきかもしれないけれど。

			　……あいつは、どうしているだろうか。

			　まずは壊れてしまった車の修理をすると言っていたから、そろそろアケルの町に辿り着いて、魔石を手に入れた頃かもしれない。

			「……」

			　思い浮かべていた少年の隣に、亜麻色の髪をした少女の姿が現れた。

			　お似合いのふたり。その周りには、更に何人もの人ならざる存在が集つどう。

			　あいつはきっと、眷けん属ぞくたちと一緒に旅を続けているのだろう。翻ひるがえって、自分は……。

			「ん」

			　ぶるりと体が震えて、わたしは我に返った。

			　どうやらぼうっとしていたせいで、体を冷やしてしまったらしい。かぶりを振って、わたしは手にしていた布を桶に投げ込んだ。寝間着にしている、ゆったりとした服に袖を通す。

			　部屋を横切って窓を開けた。

			　窓枠に頬ほお杖づえをついて、二階の部屋から空を見上げた。綺き麗れいな星空が広がっている。

			「……」

			　わたしには誰も追い付けないと、あいつは言っていた。

			　それは多分、一面の真実なんだろう。

			　だけど、それでいい。

			　それで悪を挫くじくことができるなら、わたしはそれでかまわないのだ。

			　――ねえ。ゆっちゃんは、どうして悪い人が許せないの？

			　疲れているせいだろうか。あいつのことといい、今夜はどうも昔のことを思い出す。

			　あれもまた、こんなふうに星が綺麗な夜だった。

			　確か、高校に入学して、間もない頃だっただろうか。中学からの友人の轟美弥――トドちゃんが、お泊りで遊びに来たのだ。

			　お土産はお団子。わたしをベランダに連れ出すと、彼女は笑顔で言った。

			　――よし。ゆっちゃん。今夜はお月見をしよう！

			　――……なに、いきなり？　お月見の時期じゃないけど。まだ５月じゃない。

			　――えー。しようよ。せっかく、お団子も準備したんだし。

			　わたしと違って、トドちゃんはふわふわと可愛かわいい女の子だ。ちょっと天然が入っているというか、ずれているところがあって、突とつ拍ぴよう子しもない行動を取ることがたまにあった。

			　このときも、そうだった。

			　彼女の無計画さを表すように、お月様は半月から少し太ったくらいの中途半端な大きさで。

			　ただ、雲ひとつない夜空は星が綺き麗れいだった。

			　――というか、お月見するなら、うちみたいなマンションの狭いベランダじゃなくて、トドちゃんの家のほうがよかったよね。庭も広いし。……わんこもいるし。

			　トドちゃんの家は広くて、たくさんの犬を飼っていた。

			　だからトドちゃんは、子供の頃から犬と一緒に育ったのだという。

			　家族なのだと言っていた。

			　そのあたりが、彼女がこの異世界にやってきたあと得た力……『闇の獣』の轟美弥と呼ばれるようになった理由なのかもしれなかった。

			　――じゃあ、今度はうちでやる？　マルちゃんとノルちゃん、けっこう大きくなったんだよ。ゆっちゃん、しばらく会ってなかったでしょ？　見たらびっくりするかも。

			　なんて話をしながら、トドちゃんは手作りの望遠鏡を覗き込んでいた。訊きけば、ちょっと前に参加したイベントごとで作ったらしい。事前に１００円ショップで虫眼鏡を買っていって、分解して作ったんだよと楽しげに話してくれた。

			　わたしもそのイベントには誘われていたのだけれど、参加はしていなかった。

			　昔から通っている剣道の教室と日程がかぶっていたので、断ったのだ。

			　だから、お月見の時間は、その埋め合わせでもあった。

			　もっとも、別にそんな理由がなくても、わたしは彼女に付き合っただろう。正直なところ、名目はお月見でも、勉強会でも、パジャマパーティでも、なんでも良かった。狭いベランダに並んだガーデンチェアをちょっと掃除してから座り、声を抑えてふたりであれこれとお喋しやべりをする。会話の内容は他愛のないものだったけれど、そんな時間が楽しかった。

			　――あ、それでね。お星さまの観察以外に、レンズの勉強とかも、ちょっとだけどしたんだよ。屈折とか、そのへん。来年、物理でやるみたいだけど。

			　――ふぅん。でもわたし、文系志望だから。大学は、法学部に行くつもりだし。

			　――あれ？　文系は知ってたけど、学部まで決めてるんだ？

			　――言ってなかったっけ？

			　――だよー。そっか。もう決めてるんだ。そういうとこ、ゆっちゃん、きっちりしてるよね。

			　――いや。秋にはもう、文理選択でしょ？　ちゃんと考えないと。

			　――あー、そうだっけね。んー、法学部かぁ。わたしもそうしよっかな。

			　――自分の進路は、自分で決めなさい。

			　――そうだよねー。

			　どこかずれたトドちゃんは、わたしにとってどうにも目が離せない存在だった。

			　トドちゃんのほうは……どうだったのだろうか。

			　彼女にも彼女なりの理由があったのかもしれない。なかったのかもしれない。

			　なんにせよ、わたしにとって彼女は大事な友人だった。

			　――ねえ。ゆっちゃんは、どうして悪い人が許せないの？

			　そんな他愛ない会話をしている最さい中ちゆうのことだった。

			　トドちゃんが、こんなことを言い出した。

			　――ゆっちゃんは、将来、警察官になるんだよね？　悪いことをする人が許せないって。それはいったい、どうして？

			　いつものふわふわとした笑みを引っ込めて、尋ねてくる。

			　そうすると、切れ長な目をした彼女の雰囲気は、がらりと変わった。

			　たまにこうした表情を見せられるたび、わたしはどきりとさせられたものだった。

			　――なにそれ。悪い人を許せないのは、当然のことでしょ。

			　――当然のこと。つまり、理由なんてない？

			　わたしは頷うなずいた。すると、トドちゃんに、いつもの笑顔が戻った。

			　――ああ。それはとっても、ゆっちゃんらしい答えだね。

			　――どういう意味？

			　眉を顰ひそめたわたしに、ふわふわした雰囲気でトドちゃんは返した。

			　――ゆっちゃんのそういうところ、わたしはすごい好きだってこと。

			　――な、なに言ってるの。

			　真正面から好意を告げられて赤面したわたしに、親愛の籠こもった笑顔が向けられた。

			　――たとえば、もしもわたしが悪いことをしても、ゆっちゃんはとめてくれるでしょ？

			　――……トドちゃん？

			　――だけど、少しだけ不安でもあるの。これから先、ゆっちゃんがそんなふうにいられるかどうか。

			　あれは、どういう意味だったのだろうか。

			　――これからもずっと、わたしの好きなゆっちゃんでいてね。

			　あの天然気味で、だけどたまにとても鋭いことを口にしていた友人は、なにを見ていたのだろうか。

			　今更になって、なぜだか、そんなことが少し気になった。

			　再会できたときには、訊きいてみよう。話したいことは、たくさんあるのだ……。

			　そんなことをつらつらと考えているうちに、わたしは眠りに落ちていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これは……」

			　昨晩とは打って変わって、曇どん天てんの昼下がり。しとしとと雨が降っていた。

			　わたしは、バン子爵領の東寄りの地域、偽勇者の噂話があるという土地を訪れていた。

			　最初に足を踏み入れた村が、ここだった。

			　村だったものというべきだろうか。

			　そこは、廃はい墟きよだった。

			　蹂じゆう躙りんされた家屋の残ざん骸がいが泥に汚れている。畑は食い荒らされて、道々は掘り返されていた。村を守る壁も、完全に破壊され尽くされて見る影もない。

			「モンスター、かな？」

			　倒れた防壁についた傷のなかには、獣の爪によって抉えぐられたと思われるものがあった。壁の外には、モンスターの死骸が貪むさぼられた跡あとらしきものがあったし、恐らくは間違いないだろう。

			　わたしは外がい套とうで雨をしのぎながら、村を歩き回った。

			　あたりはひっそりと静まり返っている。

			　廃墟と化した村の光景には、むしろこの静けさこそが相応ふさわしいのかもしれなかった。

			「……死体はない、けど」

			　その理由は、歩くうちにわかった。

			「お墓」

			　村の建物はほとんど破壊されているのに、その墓場だけは無事だった。

			　というより、ことが起きたあとで作られたものなのだろう。

			　墓標は、太い木を立てただけの簡素なものだった。見るからに急ごしらえのものだったけれど、それも仕方のないことだったのだろうと思えた。

			　そこには、夥おびただしいほどの墓標が並んでいたからだ。

			　１００近くはあるだろうか。村の規模を考えても、恐らく、ほぼ住民のすべてが死んでしまったものと推測された。

			　それは必然、これだけの数の墓を作った部外者がいるということでもあり……。

			「あなた方が、このお墓を作ったんですか？」

			　墓の前に佇たたずんでいた、重厚な騎士の装束に身を包んだ人物が、こちらを振り向いた。

			　しっとりとした黒髪をした、うら若い女性だった。多分、歳の頃は20歳前後だろう。一瞬、わたしと同じ転移者かと思ったが、顔立ちはこの世界の人間のものだ。真面目そうというより、お堅そうな雰囲気。どことなく、探索隊でリーダーの補佐をしている栗くり山やまさんに似ている。

			　身に付けている鎧よろいの意い匠しように見覚えがあった。

			「聖堂騎士の方、ですよね？」

			「そうですが、あなたは？」

			　訝いぶかしげな顔をする女性に、わたしは名乗った。

			「わたしは飯野優奈。探索隊所属の転移者のひとりです」

			「……転移者？」

			　女性の表情が硬くなった。

			　警戒されている。その理由は、すぐに察することができた。

			「待ってください。わたしは、偽者ではありません」

			　偽勇者の噂のある土地で、転移者だと名乗ったのだ。もしもこの女性が偽勇者のことを知っているのなら、本物の勇者を騙かたっているものと思われても無理はなかった。

			「偽者ではない？」

			　わたしの弁明の言葉を聞いて、女性は眉み間けんにしわを寄せた。

			「その証あかしを立てることはできますか？」

			「あ、証……？　証拠を出せるかということですか？」

			　女性はこくりと頷うなずき、剣の柄つかに手を伸ばした。

			　ぴりっと空気が張り詰める。

			　転移者として得た力が、目の前の女性に脅きよう威いを覚えた。騎士としてはかなりの手て練だれだ。この世界の人間で言えば、シランさんと顔を合わせたときに感じたものに近い。

			　無論、シランさんには契約精霊によるブーストがあったわけだが、それを抜きにしても、彼女は同盟騎士団のなかでトップクラスの強さを誇っていた。その彼女に近い戦闘能力というのは、生半可なものではない。

			　聖堂騎士団。勇者とともに戦場を駆ける精鋭という評判に偽いつわりはないようだった。

			　……面倒なことになった。

			　通常のウォーリアが相手なら、この女性でも数すう合ごう程度は打ち合えるだろう。けれど、わたしはこれでも二つ名持ちだ。それも、一対一の白はく兵へい戦せんに特化している。戦いになれば、一瞬で勝負はつくだろう。

			　だが、できればことを荒立てたくはなかった。

			　眉を下げたわたしの困り顔をどう見たのか、きっと眉を吊り上げて、女性は剣の柄を握った。

			「もしも証を立てることができないのなら……」

			　このままなら、女性は切りかかってきていただろう。

			　そうならなかったのは、彼女を制止する声があがったからだった。

			「待て、エリナー」

			　女性が威圧的に目を細めたところで、脇から声がかかった。

			「その方は、本物の勇者様だ」

			　女性をとめたのは、がっしりとした体格をした禿とく頭とうの男性だった。

			　女性と同じ聖堂騎士の鎧よろいの下、その肌の色が目を引いた。

			　男はこの世界ではまず見ることのない、黒い肌をしていたのだ。

			　そんな特徴的な男性だから、わたしも印象に残っていた。

			「あなたは……確かエベヌス砦とりでで……？」

			「覚えておいででしたか。お久しぶりです」

			　以前、リーダーの部屋の前で顔を合わせた聖堂騎士の男性は、その巌いわおのような顔をぴくりとも動かすことなく、ただ深々と頭を下げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　男性は、ゴードン＝カヴィルと名乗った。

			　ゴードンさんは聖堂騎士団の副長であり、第二部隊の隊長でもあるのだという。

			「それじゃあ、ゴードンさんは、偽勇者の対処をするために、この地域に？」

			　エベヌス砦で会ったときには聖堂騎士団団長と一緒だったゴードンさんだが、現在は聖堂騎士団第二部隊の隊長として、この地域に派遣されているという話だった。

			「それで、これはその偽勇者が巻き起こしたことだと？」

			「はい。我々の聞き込みの結果では、そうなります」

			　わたしの見立てと同じく、聖堂騎士団も、村はモンスターに襲われたと考えていた。

			　隣の村の住人が、廃墟となった村を見付けたのが２日前のこと。ゴードンさんたちの調べでは、その更に３日前に、勇者を名乗る人物が隣の村を訪れて、歓待を受けたことがわかっているのだという。その少年はわたしたちの着ているような独特の服――制服のことだ――を身に纏まとっており、少なくとも、モンスターを倒せる程度には腕も立ったのだという。

			　まあ、そうでもなければ、勇者を騙かたることなんてできはすまい。

			　問題は、彼が次にこちらの村を訪れたらしいことだった。

			「タイミング的に、無関係とは思えませんね」

			「我々もそう考えております」

			「だけど……そうなると疑問があります。隣村を訪れたというその人物は、本当に単なる偽者なんでしょうか？」

			　わたしは、この地域にわたしたち転移者の偽者が現れたと聞いて、その実態を確かめるために現地に来た。

			　だが、いまわかっている話を聞くと、むしろ別の可能性が見えてくるように思う。

			「実際にこの村を襲ったのが、モンスターだというのが引っ掛かります」

			　似たような話を、わたしは聞いたことがあった。

			「ゴードンさんは、工藤陸という人物を知っていますか？」

			「……飯野様も、ご存知でしたか」

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げき犯のひとりであった工藤陸は、モンスターを従える能力を保有している。

			　モンスターに村を襲わせることは可能だ。

			　また、魔王を称する彼が犯人であるのなら、村を襲ったのも納得がいく。

			　というより、そうでもなければ、あえて村を壊滅させた理由がわからない。

			　ついに魔王が動き始めたに違いなかった。

			「……ん？」

			　しかし、そこでわたしは引っ掛かりを覚えた。

			「……あれ？　でも、工藤陸の能力は、直接戦闘に向いたものではなかったはずよね。そうすると、『モンスターを倒せる程度には腕も立った』というのは、どういう……いや。そうじゃないか」

			　考え込みかけて、わたしはふと、シランさんに保護された残留組の生徒たちとチリア砦で再会した直後にあった出来事を思い出した。

			　複数体のグリーン・キャタピラによる襲撃。わたしが始末したあのモンスターたちは、自作自演で工藤陸が襲わせたものだったのだという。

			「……考えてもみれば、工藤陸の能力を使えば、自作自演なんてし放題だものね」

			　あるいは、ドッペル・クイーンのアントンが化ばけていたのかもしれない。

			　なんとでもなるだろう。

			　わたしが結論に至ったのを見計らって、ゴードンさんが声をかけてきた。

			「飯野様は、『魔軍の王』のことを、我らよりもよくご存知なのですね」

			「『魔軍の王』？」

			「チリア砦とりでに害を為した工藤陸を、我らはそう呼んでおります」

			　わたしが尋ねると、ゴードンさんは答えた。

			「もしも飯野様が彼について詳しい情報をご存知なら、協力していただけないでしょうか」

			「協力ですか？」

			「現在、我らは広くこの地域に展開し、勇者様を騙かたる者の足取りを追っております。飯野様が同じく偽者を追っているというのなら、一緒に来ていただければ心強い」

			「……そうですね」

			　偽勇者を追っている組織があるのなら、協力するに吝やぶさかではなかった。

			　まだ確定はできないが、もしも偽勇者が工藤陸であるのなら、尚更、情報面でも役に立てることは多いだろう。

			　戦力的にも、わたしが協力する意義は大きい。

			　モンスターの大群を自在に操る工藤陸の戦力はたいしたものだ。チート持ちのなかでも、実力は最上位。探索隊にいる通常のウォーリアでは、物量に押し潰されてしまうだろう。戦力が消しよう耗もう前提であるため、連戦になると戦力が目減りするくらいしか、弱点が思い当たらない能力なのだ。

			　けれど、探索隊でも最強クラスの戦闘能力を持つわたしなら、正面から彼に対抗することができるはずだ。

			　そして、わたしとしても、聖堂騎士団と協力することにはメリットがあった。

			　ひとりで駆け回るのでは、情報収集にも限界があるからだ。

			　組織としての情報網が得られるのであれば、ありがたい。

			　ただ、わたしはすぐに首を縦に振ることはできなかった。

			「待ってください。その前に、偽勇者のことを実際に見た人にわたしも会いたいんですけど、それは可能ですか？」

			「会いたい、ですか？」

			「ええ。直接会って話を聞くことで、わかることもあるかもしれませんから」

			　ついでに言うなら、いつかのような勇み足にもならずに済む。

			　ゴードンさんは誠実そうな男性だが、行き違いというのはありうるものだ。

			「村に生き残った人はいるんでしょうか？　できれば、話を聞きたいのですが」

			「……いえ。残念ながら」

			　ゴードンさんは首を横に振った。

			「そうですか……でしたら、隣の村に行きたいと思います。そこなら、村の人から話を聞けるはずですよね？」

			　隣の村まで、走れば今日中に着く。タイムロスはほとんどない。

			　けれど、ゴードンさんはあまりよい顔をしなかった。

			「駄目ですか？」

			「まさか。駄目ということはありません。ただ、隣の村まで行くのでしたら、わたしたち聖堂騎士をお連れいただけたらと思いましてな」

			「あなたたちを、ですか？」

			「無論、お邪魔をするつもりはありません。ただ、勇者様の偽者が出ております現状を考えますと、飯野様おひとりでは……」

			　ゴードンさんは言葉を濁したが、なにを懸け念ねんしているのかは明らかだった。

			「それはつまり……わたしが、偽勇者だと間違えられるということですか？」

			「恐れながら」

			　ゴードンさんは重々しく頷うなずいた。

			「先程もそうでしたが、偽者の疑いをかけられる可能性があります。今回は、わたしが飯野様のお顔を見知っていたから良かったですが、そうでなければ、面倒をおかけしていたかもしれません」

			「……それもそう、ですね」

			　たとえ襲いかかられたところで、わたしなら制圧できただろうが、面倒事には違いない。

			「わかりました」

			　わたしは状況を秤はかりにかけて、最終的にはゴードンさんの申し出を受けることにした。

			　確かに、移動速度に多少の影響は出るだろう。だが、聖堂騎士団の組織力によって集まる情報量を利用すれば、それでもお釣りがくるはずだった。

			　それに、聖堂騎士という存在がどのようなものであるのか、近くで確認しておきたいという気持ちもあった。わたしにチリア砦とりで襲しゆう撃げきに関する間違った情報を流したのはルイスさんだが、彼の隣にはトラヴィスさんがいた。あれが故意だったとは思いたくないし、まさかトラヴィスさんがそれに噛んでいるなんて想像したくもないけれど、聖堂騎士団に対して全面的な信頼を置ける状況ではないことは否定できない事実だった。

			　この機会に、そのあたりを見極めたいと思ったのだ。

			　そして……これはあくまでもついでだが、真島孝弘に対するあらぬ疑いが、トラヴィスさんを経由して聖堂騎士団に伝わっていないかどうか、確認する良い機会だとも思った。

			　もしも間違った情報が伝わっているのなら、それを正すことだってできるはずだ。

			　……別に、あいつを助けようというわけじゃない。

			　あいつは嫌なやつだし、大嫌いだ。

			　けれど、それとこれとは関係ない。

			　間違ったことは正さなければならない。これはただ、それだけのことなのだ。

			　そんな当たり前のことを心のなかで確認してから、わたしは口を開いた。

			「それじゃあ、どなたが一緒にいらっしゃいますか？」

			　同性でもあることだし、さっきのエリナーという女騎士あたりだろうか。

			　そう思って尋ねたのだが、ゴードンさんの返答は違っていた。

			「わたしが参りましょう」

			「ゴードンさんが？」

			　目を見開いたわたしが尋ねると、ゴードンさんは重々しく頷うなずいた。

			「勇者様に随ずい伴はんするのです。それなりの立場の者でなければなりませんから」

			「……なるほど」

			　少し驚きはしたが、考えてもみれば、これは好都合かもしれなかった。

			　どうせ接触するのなら、立場のある人間のほうがいい。

			　あいつに関する誤解を解くのだって、偉い人間を説き伏せたほうが早いだろう。

			「わかりました。それではよろしくお願いします、ゴードンさん」

			　こうしてわたしは、聖堂騎士団と行動をともにすることになった。

		

	
		
			　

			08　合流と報告

			　

			　竜りゆう淵えんの里を訪れる許可が得られるまでの時間を利用して、おれたちはディオスピロに戻ることにした。竜淵の里へ行くのなら、ローズたちを呼ばなければならないからだ。

			　ディオスピロの宿まで、おれたちはローズたちを迎えに来ていた。

			「ご無事でなによりです、ご主人様」

			　数日ぶりに再会したローズは、表情に人形特有のほんの少しのぎこちなさを残しながらも、以前に比べればずっと自然な笑みを向けてくれた。

			　怪け我ががないか確認するように、視線がおれの体を上から下まで行き来して、ほっと胸を撫なで下ろすような仕草をする。その隣では、加藤さんが似たような仕草をしていて、ただでさえ似通った顔立ちをしているだけに、ふたりはいっそう姉妹のように見えた。

			「お手伝いいたします」

			「ああ。ありがとう」

			　いそいそと近付いてきたローズが、おれの旅りよ装そうを解とく手伝いをし始める。普段はあれこれとおれの世話をしてくれているリリィは、ちょっとの間、離れていた妹に役目を任せることにしたらしい。代わりに、別の人間の世話を焼き始めた。

			　そんなリリィのほうを見て、加藤さんが疑問の声をあげた。

			「ところで先輩。そちらの子はどうしたんですか？」

			　その視線の先には、リリィに世話を焼かれる赤毛の少女の姿があった。ガーベラが作ったおれの上着のお下がりを浴衣のように着込み、手足にはかっちりと包帯を巻いて、背中には大きな背はい嚢のうを背負っている。興味をそそられたのか、加藤さんはじっと彼女を見詰めていた。

			「わたしも気になっておりました」

			　おれから受け取った外がい套とうを抱えて、ローズが首を傾げた。

			「この感じ、新しい眷けん属ぞくのようですが」

			「え？」

			　加藤さんが声をあげるのと、少女が背負っていた背嚢を降ろしたのが同時だった。

			　途端に広がる、皮膜の破れた竜の翼。

			　背嚢の中身は空っぽで、引っ込められない翼を収納してあったのだ。

			　手にした外がい套とうをぽいっと放り投げて、肌を隠すために巻いた包帯を剥はげば、その下から出てくるのは、ところどころに鱗うろこが残る肌だった。

			「あー、窮きゆう屈くつだった」

			「ドラゴンの男の子……？」

			　鬱うつ陶とうしそうに包帯を捨てた少女の姿を見て、加藤さんがつぶやいた。

			「いえ。女の子、ですか？」

			「そうだぞ。あと、別におれは眷けん属ぞくなんかじゃねえよ」

			　勝かち気きな印象の顔が、ローズに向けられた。

			「なあ、孝弘。こいつもお前の眷属なのか？」

			「……た、孝弘？」

			　乱暴な口調に、ローズが一瞬、面食らった様子で動きをとめた。

			「……ご主人様、彼女はいったい？」

			　こんなぶっきらぼうな態度でおれに接する眷属は、ローズのなかではありえない存在だったのだろう。怪け訝げんそうな口調だった。

			「ああ。こいつが、はぐれ竜だよ」

			「名前はロビビアだ」

			　おれが紹介をすると、赤毛の少女は胸を張り、翼を広げて名乗った。

			「孝弘にもらった。棘とげのある格好いい名前だろ」

			「棘？」

			　ローズが不可解そうな声をあげた。

			　彼女がわからないのも無理はない。

			　ロビビアというのは、花サボテンと呼ばれる種類のサボテンだ。おれが眷属たちに花の名前を付けているという話を幹彦にしたときに、名前に使えそうな花ということで、あいつから教えてもらったもののひとつだった。

			　どうしてあいつが花サボテンなんてものを知っていたのか不思議だが、おおかた、なにかのゲームででも出てきたのだろう。絵に描いたものを見せてもらったのだが、丸いサボテンに大きな花が咲いている様子は、どちらかといえば可愛かわいらしい部類だった。

			　なのでロビビアの台詞せりふは勘違いといえばそうなのだが、それはそれとして、この名前を彼女が気に入ったことは間違いない事実だった。

			　機嫌の良さそうなロビビアを見て、サディアスが曖あい昧まいな笑みを浮かべている。

			　サディアスから、はぐれ竜には里での名前があったらしいと聞いたのは、乞こわれてロビビアの名前を付けてやったあとのことだった。

			　そっちの名前で呼ぶと酷ひどく不機嫌になるので、サディアスもいまではロビビアと呼んでいる。

			　里の竜たちとの間にある溝は、いまだに深い。

			　だが、その一方でロビビアは、サディアスに対してはさほど壁を作ってはいなかった。

			　少なくとも、ロビビアと呼ぶ限りは、素そっ気けなくも会話は成立している。

			　サディアスは普段、里の外を放ほう浪ろうしているという話だから、ロビビアも彼のことは里の竜として認識していない部分があるのかもしれない。

			　この調子で、他の里の竜との交流もうまくいけばいいのだが……と思いながら、おれは口を開いた。

			「こっちはローズ。リリィやガーベラと同じ、おれの眷けん属ぞくのひとりだ。あと、加藤さんに、ケイ。ふたりとも大事な旅の仲間だよ」

			「ふぅん？」

			　ロビビアは名前の出た順番に視線を巡らせ、最後にこちらに振り返った。

			「孝弘は弱いのに、リリィとかガーベラとか、強い眷属をいっぱい連れてんだな」

			　無邪気に首を傾げると、おれの服の裾すそを掴んで揺らしてくる。

			　特に意味のない動作は、幼さの表れだったかもしれない。

			「なんか変な感じだ」

			　こちらに向けられた瞳ひとみには、純粋に不思議そうな光が宿っていた。

			「変か？」

			「だって、竜りゆう淵えんの里の長は、里で一番強いドラゴンだぞ」

			「そのあたりは人間だと違うな」

			「ふぅん。人間ってよくわかんねえな。いや。わかんねえのは、孝弘の眷属も同じだけど」

			「わたしたちのことは、追おい々おい、理解してくれればいいよー」

			　リリィがロビビアの小さな肩をぽんと叩いた。

			「これからも、しばらくは一緒にいるんだし。自然とわかるんじゃないかな」

			「そんなもんか？」

			「そうそう」

			　リリィは頷うなずき、ちょっとだけ顔を顰しかめて見せた。

			「それよりも……ロビビア？　着てたものを散らかさないの。ちゃんと片付けなさい」

			「ぁん？　そんなもん……」

			「ロビビア？」

			　あくまでも優しく、けれど、断固たるものを込めてリリィが名前を呼ぶ。

			　ロビビアは唇を尖らせた。

			「……わかったよ」

			「よろしい」

			　ロビビアは意外と素直に、散らかした包帯を拾い集めた。

			　包帯を纏まとめると、今度は床に落としていた外がい套とうも綺き麗れいに畳み始める。つい先日まで自我のない竜だった彼女が服の畳み方なんて知っているはずもなく、それはここに来るまでの間に、リリィに教えられたものだった。

			　包帯と外套、背はい嚢のうを纏めて重ねてからロビビアが振り返ると、リリィはよしと笑みを返した。口くち許もとをもごもごさせて視線を逸そらした赤毛の少女がどことなく嬉しげな様子だったのは、見間違いではないだろう。そこまで見届けて、おれは声をかけた。

			「それじゃあ、リリィ。あとは頼んだ」

			「え？　孝弘。どっか行くのか？」

			　途端にぴょんと跳ねるロビビアが、こちらを振り向いた。大きく目が見開かれている。

			「おれも行く！」

			「別にどこかに行くわけじゃない。部屋を変えて、ローズたちに説明をしてくるだけだよ。ここじゃあ、ちょっと手て狭ぜまだからな」

			　ローズたちの借りているこの部屋は、さすがに全員が揃っていると狭い。

			　落ち着いて話をするためには、場所を変えるべきだが、ロビビアを連れていけば、お目付け役のサディアスもやってきてしまうので、あまり人数に変化はない。

			　加えて、加藤さんのこともある。最近は倒れるようなことはなくなったとはいえ、サディアスと深津という、おれ以外の男性と同じ部屋にいるのは、精神的に負担が大きいだろう。

			「すぐに戻ってくるから」

			　赤毛の頭をぽんと撫なでてそう言葉をかけると、不機嫌そうに手を払われた。

			　唇を尖らせたロビビアを、うしろからリリィが抱き締める。

			「へそ曲げないの。わたしが一緒にいてあげるから」

			「なっ!?　ちょ、リリィ!?」

			　ロビビアが悲鳴をあげた。それはここ最近、よく見る光景だった。

			　抗議の声があがるが、リリィは頓とん着ちやくせずにひらひらとおれに手を振った。手を振り返すと、じたばたするロビビアのことはリリィに任せて、おれはローズたちを連れて部屋を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「孝弘さん。今回は、姉様がお留守番ですか？」

			　宿の廊下を歩いていると、ケイが話し掛けてきた。

			「ああ。そうだ」

			　ケイの言う通り、今回、ガーベラとあやめ、ベルタたち、町に入れない者のために、シランには町の外に残ってもらっていた。

			「最初はロビビアを連れてくるつもりはなかったんだが、ついてくるって聞かなくてな。ロビビアのことはリリィが熱心に世話を焼いてやっていたから、ロビビアが行くならリリィも一緒についていったほうがいいって、シランが言ってくれたんだ。ケイには、悪いことをしたな」

			「別に、孝弘さんが謝るようなことじゃ。わたしも、もう姉様がいなくても大丈夫な歳ですし」

			「そうか」

			　拳を握る少女の姿は微ほほ笑えましいものだった。

			　そんな話をしているうちに、さっきの部屋とはまた別に取った部屋に着いた。

			　部屋に入ったところで、ケイがふと思い出した様子で口を開いた。

			「それにしても、あの子……ロビビアちゃん、なんだかちょっと気難しそうな子ですね」

			「そうだな。おれも憎まれ口を叩かれてばっかりだよ」

			　苦笑する。気難しいというのは、まったく否定しようのない事実だったからだ。

			「ご主人様」

			　そこでローズが声をあげたので、おれは彼女に視線を向けた。

			「どうした？」

			「そのロビビアについてなのですが……」

			　歯切れが悪い。言いたいことがあるけれど、言えないといった雰囲気だった。

			　おれには、彼女がそんな態度を見せる理由に心当たりがあった。

			　さっき、おれとロビビアの会話を聞いていたローズの気配が変わった瞬間があったからだ。

			　――孝弘は弱いのに、リリィとかガーベラとか、強い眷けん属ぞくをいっぱい連れてんだな。

			　ロビビアの言葉はただ無邪気で、嘲あざけるようなものではなかった。それはローズもわかっているのだろう。ただ、それはそれとして、おれを『弱い』と言ったことが引っかかったに違いなかった。

			「ロビビアのことが気に喰わなかったか」

			「いいえ。そのようなことは」

			　ローズは首を横に振った。

			「ただ、あまりご主人様のことを軽かろんじるような発言は……」

			「……ふむ」

			　実際、ロビビアの言動に問題があるのも確かだった。

			　とはいえ、境きよう遇ぐうを考えると仕方のないところもある。

			　注意しなければならない場面もあるだろうが、少なくともおれ自身に対しては、あれでよいのではないかと考えていた。

			「ロビビアの発言については気にしなくていい」

			「しかし、ご主人様……」

			「あれであいつは、そこそこ、おれに懐なついてくれているんだよ」

			「……そうなのですか？」

			「わかりづらいけどな」

			　なんだかんだ、ロビビアはおれの傍そばを離れようとしていない。意識してのことではないのだろうが、どこかで見捨てられるのではないかと不安があるのだろう。

			　まだまだ甘えたい年頃でもある。ただ、これまで誰かに甘えた経験がないから、どうしたらいいのかわからない。そもそも、甘えたいという自覚すら、恐らくはない。自分がどうしたいのか、どうすればいいのかわからないから、つんけんとした態度を取ってしまう。

			　気難しいというのは確かにその通りで、だからこそ、リリィは半ば無理矢理にでもスキンシップを試みているようだった。その触れ合いのかたちは少し強引なものだが、ロビビアが嫌がっていないのは見ていればわかる。抵抗は形だけで、本気ではない。

			　そのあたり、リリィはちゃんとわかっていてやっている。

			　彼女にあれだけ母性的な部分があることは、おれにとっても発見だった。

			「それにだ。あいつのことはなんというか……変な話だが、弟みたいに感じているところがあってな。ああして、遠慮なく接してくれるのは、おれとしては嬉しくもあるんだよ」

			「弟ですか？　妹ではなく？」

			　怪け訝げんそうに、加藤さんが尋ねてきた。

			「あ。そういえば、先輩って弟さんがいらしたんでしたっけ？」

			「ああ。ロビビアほど跳ねっ返りではなかったけどな」

			　元気にしているだろうか、と思う。変わりなく、というのは難しいだろうが。

			　おれがいなくなったことで、家族がどうなってしまっているか……。

			　もはや元の世界に帰る術がない以上、あまりこの手のことは考えたくないし、なるべく考えないようにしているが、かといって、まったく考えずにいられるようなことでもない。

			　できれば、元気にしていてほしいと思う。

			　ロビビアと接している時間は、もう二度と触れることはできない懐かしくも大切な感覚を、おれに思い出させてくれていた。

			「……まあ、とにかくそういうわけで、ロビビアの態度については気にする必要はない」

			「ご主人様がそうおっしゃるのでしたら」

			　おれの取り成しもあって、ローズもひとまずは頷うなずいてくれた。

			　まあ、即座に仲良くとはいかないだろう。棘とげのある花といえば薔ば薇らもそうだが、どうやらロビビアとは棘のある花同士、あまり相性は良くないらしい。もっとも、おれはそれほどこの件について心配はしていなかった。相性が良くないというのなら、ローズとガーベラのほうがよっぽどだったし、いまでは彼女たちもうまくやっているからだ。

			　そのためにも、まずは彼女の身の上を知ってもらうことから始めよう。

			「それじゃあ、離れていた間のことを話そうか――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――というわけだ」

			　それほど時間はかからず、おおよその話を終えた。

			「……そっか。ロビビアちゃん、ずっと閉じ込められてたんですね」

			　ぽつりとケイがつぶやく。感情移入してしまったのか、湿っぽい声になっていた。

			　そんなケイの肩に、加藤さんが優しく触れた。

			「沈んだ顔をしてちゃ駄目ですよ。これまではともかく、いまは違います。でしょう？」

			「……そうですね」

			　ケイは微ほほ笑えみを取り戻した。

			「わたし、ロビビアちゃんと仲良くなりたいです」

			「ああ、そうしてくれると嬉しい」

			　おれもケイに声をかけた。

			「ぶっきらぼうなやつだが、悪わる気ぎがあるわけじゃないんだよ。他人にどう接したら良いのかわからないんだろうな。無理にとは言わないが、仲良くしてやってくれ」

			「わかりました」

			　ケイは両手を握り締める。

			「頑張ります」

			　ケイは良い子だ。見た目の歳も近い。彼女なら、ひょっとしてロビビアの初めての友達にもなれるかもしれない。そんなふうに感じながら、おれは口を開いた。

			「ともあれ、最後にこれからのことだが、ロビビアが里を出るかどうかの話し合いに、おれは立ち会うことになってる。里の長からの承諾が下りれば、竜りゆう淵えんの里に行くことになるだろう。事じ後ご承しよう諾だくになってしまって悪いな」

			「いいえ。それはかまいません。ご主人様の行く先が、わたしたちの向かうところですので」

			　ローズはかぶりを振った。

			「それで、今後の具体的な予定はどのような形になっているのでしょうか」

			「明日には町を出て、ガーベラたちと合流する。あとは、里から連絡が来るまで待機だな」

			「承知しました。今日中に荷物を纏まとめます。ご主人様はどうなされるのですか」

			「ロビビアと町を見て歩こうと思ってる」

			「町へ？」

			　ローズは少し意外そうな顔をした。

			「ああ。これから先、どうなるかわからないが、場合によっては、あいつも人間社会で生きていくようなこともあるかもしれない。早い段階から、少しでも慣らしておいたほうが良いだろうと思ってな。みんなはどうする？」

			「あ。先輩。わたしは遠慮しておきます」

			　加藤さんは少し残念そうな顔で、小さく手を挙げた。

			「明日からまた町を出るなら、体力は温存しとかなくちゃですし」

			「そうか。わかった」

			　加藤さんの場合、肉体的な話もそうだが、通りに出て歩き回ることは精神的に負担がかかる。そのあたりを考えた判断だろう。ローズも頷うなずいた。

			「そうですね。先程も申し上げました通り、荷物を纏める必要もありますし、わたしも遠慮させていただきます。実は、ここに滞在している間に作製したものがかなりありまして、整理しなければならないのです」

			　不参加を表明したふたりを見比べながら、ケイは少し迷う様子を見せた。

			「えっと、それじゃあ、わたしもお手伝いを……」

			「ケイちゃんは行ってきてください」

			　気を遣ったらしいケイの言葉を、加藤さんが遮さえぎった。

			「わたしたちに気兼ねする必要はありませんよ。前に町を見て回ったときには、わたしが体調を崩したせいで遊びに出られませんでしたしね」

			「ですけど……」

			「ロビビアちゃんと仲良くなるんでしょう？　良い機会じゃないですか」

			　うまい言い方だった。はっと目を見開いたケイが、力強く頷うなずく。

			　満足そうに微ほほ笑えんで、加藤さんがこちらに水を向けた。

			「それで、先輩。今日はどこに行くんですか」

			「いや。まだ決めてない。目的はロビビアを町と人に慣れさせることだから、町中を歩いて回れればそれでいいんだが……ん？」

			　どうしたものかと考えかけたところで、おれはふと窓のほうを振り返った。

			　明かり取りのために開けたままだった窓の外が騒がしかった。

			「なんだ？」

			　窓に近付いて見てみれば、以前にシランが深津に絡まれた裏路地が２階の高さから見下ろせた。そこに、数人の小さな男の子たちの集団がいた。手にしたパンのようなものを歩き食いしていたところ、どうやらひとりがそれを落としてしまったようだ。小さな騒ぎになっている。

			　おれの隣にぴょこりと頭を出したケイが、その光景を目にして眉尻を落とした。

			「あー……お菓子を落としちゃったんですね」

			「えっ、お菓子？」

			　途端、ケイとは逆側から窓の外を覗いていた加藤さんが、普段より一段高い声をあげた。

			　驚いておれが視線をやると、口くち許もとを押さえて「失礼しました」と恥ずかしげにする。意外な反応だった。

			「なんだ。加藤さん、甘いもの好きだったのか？」

			「……甘いものが嫌いな女の子は少ないと思いますけど」

			　それもそうかと納得していると、加藤さんが尋ねてきた。

			「先輩はどうですか？　甘いもの」

			「おれか？　まあ、嫌いではないけどな」

			　特別好きかと言われるとそうでもない。その程度だった。

			「女性ホルモン云うん々ぬんが原因で、女性は本能的に甘いものが好きなのだそうですよ。男性は逆に、本能的なところで、女性と炭水化物の奪い合いにならないようになっているとか」

			「そうなのか」

			「いえ。どうなのでしょう。そういう説があるのは確かみたいなんですけど。真偽のほどまではなんとも。水島先輩がよく、そんなことを言いながら、コンビニ・スイーツをぱくぱく食べていたんですよね。……あの人、太らない体質だったので」

			　当時のことを思い出しているのか、ちょっと恨めしげな声だった。

			　すると、眼下の子供たちを眺めていたケイが口を開いた。

			「多分、あれは教会で配られたものですね」

			「聖堂教会が？」

			「はい。わたしの村だと一年に一度あるかないかですけど、このあたりだともうちょっと頻ひん繁ぱんにあるのかな。教会が焼いたお菓子を配ることがあるんです。村だと甘味は本当に貴重だったので、毎年、楽しみにしてました。ちなみに、あれで姉様も甘いもの大好きなんですよ」

			「へえ」

			　それは少し意外だ……と言ったら、失礼か。シランだって女の子なのだから。

			「お菓子か」

			　この世界のお菓子は、蜂蜜や細かく切った果くだ物ものを生き地じに加えたものだと聞いている。砂糖をたっぷり使ったお菓子に慣れていると物足りない甘さかもしれないが、おれたちもこっちに来てからは、長いこと甘いものを食べていない。そう考えてみると、ちょっと甘かん味みが恋しいような気がしてきた。

			「よし。それじゃあ、今日は甘いものでも買いに行こうか」

			「え!?　本当ですか、孝弘さん！」

			　ぴょんと跳ねて、ケイが服の裾すそを引いてくる。青い目がきらきらしていた。

			「ああ。どうせ今日の外出は目的がなかったからな。丁度良い。もちろん、加藤さんにも買ってくるよ」

			「ありがとうございます」

			　加藤さんはさすがにケイのようにはしゃいだりはしなかったが、答える声は嬉しげだった。喜んでもらえれば、買ってくる甲か斐いもあるというものだ。

			「おれはよくわからないんだが、ケイのオススメとかあるか」

			「それだったら、ナシシュの実を使ったお菓子が美味しいですよ。樹海でよく育つ果物で、わたしの村でもいくらか栽培して、町まで売りに来てました。シラン姉様も好きなんですよ。滅多に食べられるものではなかったですけどね」

			「それじゃあ、シランにも買って行こうか。普段から世話になってるから、お礼も兼ねてな」

			「ほんとですか。姉様、喜ぶと思います」

			　嬉しげな声をあげたケイだったが、ふと眉尻を下げた。

			「あ。でも、高いですよ。ほんのちょっぴりで３食分くらい飛んじゃいますけど……」

			「それくらいなら大丈夫だ。子供が変な気を回さなくていい」

			　旅の間、贅沢といったらスープの肉を増やそうかというくらいの、質素な生活をしてきたのだ。竜りゆう淵えんの里で用事を終えれば、あとは目的の開かい拓たく村に行くだけだ。開拓村はディオスピロからそう遠くないし、軍資金には十分余裕がある。ささやかな贅沢くらいなら、かまわないだろう。長旅の慰い労ろうと考えれば、これは必要経費だった。

			「それじゃあ、ちょっと行ってくるよ」

			　ローズと加藤さんを残して、おれは部屋を出た。

		

	
		
			　

			09　竜の子供と訪れる町

			　

			　ケイを連れて、おれは元いた部屋に戻った。リリィがこちらに手を振ってくる。

			「おかえりー、ご主人様。お話は終わったの？」

			「ああ。そっちはなにしてたんだ？」

			「ローズが作った道具を、ロビビアに見せてたとこ」

			　そう言って、リリィは窓際に視線を向けた。そこに、以前にローズが作った望遠鏡を覗き込んで、外の景色を見ているロビビアの姿があった。傍そばにはサディアスがいたが、普段は警戒している彼の接近にも気付いた様子がない。余程、夢中になっているらしかった。

			「ロビビア」

			　呼び掛けると、ロビビアが振り返る。ぱっと無邪気な笑みが浮かんだ。

			「孝弘！　これすげえな！」

			　興奮しているせいだろう。態度に常の棘とげがなかった。

			「これが魔法道具か？」

			「いや。それはただの望遠鏡だ。魔法はかかってない」

			「魔法でもないのに、物が大きく見えるのか？　不思議だな」

			「おれにしてみたら、魔法のほうがよっぽど不思議なんだけどな。望遠鏡は、それほど難しい仕組みというわけでもないし」

			　もっとも、そういうおれ自身、ローズが望遠鏡を作ったときには、こんな簡単な仕組みで作れるのかと意外に思ったので、あまり偉そうなことは言えないのだが。

			「面白いな。どうなってんだろ」

			「夢中になってるとこ悪いが、それくらいにして、そろそろ行かないか」

			　おれが声をかけると、望遠鏡を引っ繰り返して覗き込んだり、表面をぺたぺた触ったりしていたロビビアが、こちらを見上げた。

			「行く？　どこにだよ」

			「町を見て回ろうって話になっていただろう」

			「……そういや、なってたな」

			　打って変わって、ロビビアは気の進まなさそうな顔になった。

			　町に出てきたのはこれが初めてなので、慣れない環境を億おつ劫くうがっているらしい。もっとも、今回は人間社会に慣れるのが目的だ。甘い顔はしてあげられない。

			「行かなきゃ駄目か？」

			「里を出るんだろう？　だったら、必要なことだ」

			「そりゃそうだけどよ」

			「面白いものもたくさんあるぞ。望遠鏡のほかにもな。実際、おれも初めて町を見て回ったときには、物珍しいものをたくさん見られて楽しかったよ」

			「孝弘もか？」

			　ロビビアは少し興味を惹かれた様子を見せた。

			「ああ。おれはこの世界の人間じゃないからな。ロビビアと同じで、この世界の町には馴染みがなかったんだ。ロビビアだって、この宿に来るまでの間に、町を歩いていて気になったものはあっただろう？」

			「……そういや、いっぱいあったな」

			「そういうのを見て回るのも楽しいもんだよ。それと、さっきローズたちと話をしたんだが、少し町を歩いたあとで、お菓子でも買ってきたらどうだってことになってな。そちらも期待しておくと良い」

			「あ。それ良いね、ご主人様」

			　これにはリリィが乗ってきた。やはり女の子。甘いものが好きらしい。

			　ロビビアが唇をすぼめた。

			「お菓子ってなんだよ、リリィ」

			「あ、そっか。ロビビアはお菓子なんて食べたことないよね」

			「食べ物か？」

			「ん。甘くて美味しいよ？」

			「美味いのか」

			　大きく心が動いたのがわかった。

			　ロビビアは食べるのが好きだ。ディオスピロに帰ってくるまでの間も、リリィの作る食事を毎日楽しみにしていた。洞どう窟くつに閉じ込められていたときのことはあまり覚えていないらしいが、どういうものが美味しかったという話はしてくれた。恐らく、それくらいしか楽しみがなかったからだろう。

			「わかった、行く」

			　ロビビアは乗り気になってくれたようだ。翼を隠すための背はい嚢のうを引き寄せて、外に行く準備を始める。この世界で生きていくためのお勉強の一環とはいえ、どうせなら楽しんでもらったほうが良い。

			　そんなことを考えていると、くいっと服の裾すそを引かれた。振り返れば、ケイが物言いたげな顔をこちらに向けていた。

			　おれは頷うなずいて、ロビビアに向き直った。

			「案内はケイに頼むから」

			「よろしくね、ロビビアちゃん」

			　機会を得て、おれのうしろからケイが顔を出した。

			　にこやかな笑顔をロビビアに向ける。

			　途端、ロビビアが大きく飛び退のいた。

			「あ、あれ？」

			　戸惑うケイを置いて、ロビビアは素早くリリィのうしろに隠れた。

			「……」

			　そこから、じっとケイを見詰める。

			「おい、ロビビア？」

			　おれが声をかけると、ロビビアは顔を赤くした。

			　どうやら突然近付かれたせいで、反射的に逃げてしまったらしい。

			「……わかったよ。そいつが道案内なんだろ」

			　早口で言うと、ロビビアはリリィの背中を押した。

			「行こうぜ。日が暮れちまう」

			　リリィと一緒に、ロビビアは部屋を出て行った。

			　ぱたんと扉が閉まると、ケイが肩を落とした。

			「……嫌われましたー」

			「ちょっとびっくりしただけだよ」

			　落ち込んだ様子の彼女を励はげまして、おれは促うながした。

			「おれたちも行こうか。サディアスと深津はどうする？」

			「もちろん、行くよ。明虎も来るだろう？」

			「まあ、暇だからな」

			　ふたりとも来るということで、おれは彼らを連れてリリィとロビビアの後を追った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふわぁ……」

			　町に足を踏み入れると、ロビビアが声をあげた。

			　普段は鋭い顔立ちが、ぽかんとしたものになっていた。赤褐色の目は見開かれて、往来を行き交う人の群れを映し出している。

			「……ひとがいっぱい、だな」

			　目の前の光景に呑まれているせいか、ぼんやりとした口調だった。

			　帝国の都市に比べてしまうと見劣りはするのだが、ディオスピロはアケルの東域の物流拠点のひとつなので、それなりに人口は多い。少女の故郷はせいぜい数十人規模の村落のはずなので、これとは比べものにならないだろう。宿に来るまでの間は大通りを避けたので、これほどの人の波を目の当たりにするのはこれが初めてのはずだった。

			「人間ってこんなたくさんいたんだな」

			「もっと大きな町もたくさんあるぞ。そこだと、数はこの比じゃない」

			「もっとおおきな……」

			　きゅっと眉の間が寄る。うまく想像できなかったのかもしれない。

			　そんな話をしていると、深津が声をかけてきた。

			「こうしていても仕方ねーだろ。行こうぜ」

			「そうだな。それじゃあ、ロビビア。物珍しい物も多いだろうが、逸はぐれないようにな。迷子になったら大変だ」

			「迷子……」

			　つぶやいたロビビアが、はっと我に返った様子で腕にしがみついてきた。

			「お、おい……？」

			　何事かと思ったが、どうも逸はぐれたら大変だと思ったらしい。強こわ張ばった表情は怖がりな子供のものだった。

			　そうした顔を見せてくれるというのは、信頼されているということでもある。驚きはしたが、離れずにいてくれるなら、こちらとしても安心だ。おれはケイを促うながした。

			「それじゃ、ケイ。道案内は頼んだ」

			　ロビビアの様子を微ほほ笑えましげに見ていたケイが頷うなずいた。

			「わかりましたー」

			　元気良く答えると、彼女はおれの手を引いて歩き出した。

			「ん、ん……？」

			　期せずして、両手に女の子という状況になってしまった。もっとも、これがリリィやローズならともかくとして、ケイもロビビアもふたりとも幼いので、色っぽいものは皆無だ。傍はた目めからも、子供の引率としか見えないだろう。

			　頼られるのが嬉しいのか、上機嫌のケイに先導してもらって、おれたちは移動した。

			　ロビビアにしがみつかれていて歩きづらかったのは最初だけだった。歩いているうちに緊張がほぐれてきたのか、ロビビアはきょろきょろとあたりを見回し始める。

			　そんな彼女に、うしろからサディアスが声をかけた。

			「どうだい、ロビビア。この町は」

			「人が多い。物も多い。ごちゃごちゃしてる。目が回りそうだ」

			「そうだな。その数こそが人間の強さだ」

			　相あい槌づちを打つサディアスの態度は、どこか教師めいたものを感じさせた。

			「総じて人間という生き物は、小さくて弱くて脆もろい。だが、一箇所に群れて歴史を重ねることで、大きな力を得ている。長い年月と人手をかけて作り上げられた町は生なま半はん可かなモンスターの襲しゆう撃げきではびくともしないし、軍隊はひとりでは倒せないようなモンスターをたいした被害もなく討とう伐ばつする。……恐ろしいよ、正直なところね」

			　サディアスの言葉には、彼の真情が現れていた。

			「わたしには、一族として相そう応おうの力がある。しかし、里を出たわたしはひとりだ。たまに、周囲すべてに圧おし潰つぶされそうな気持ちになることがある」

			　里を出るとはどういうことなのか、サディアスはロビビアに伝えようとしているのかもしれない。もしも里を出ることになれば、ロビビアも彼と同じ立場になるからだ。

			　けれど、ひとつサディアスの言葉には見落としていることがあった。それを指摘したのは、彼の隣を歩いていた深津だった。

			「……いまはひとりじゃねーだろ」

			「明虎？」

			「どんなことになろうが、おれはお前を見捨てたりしねーよ」

			　照れ臭そうだが、はっきりと言った。

			「お前には世話になりっぱなしだからな」

			　少し間が空いてから、サディアスの返答があった。

			「……はは。そうだな。わたしはひとりではなかったか」

			「もちろん、ロビビアだってそうだぞ」

			　おれは繋がった少女の手を軽く握った。

			「お前はひとりじゃない。ちゃんと竜りゆう淵えんの里まで一緒に行ってやるから、安心しろ」

			「……ふん」

			　ロビビアは悪態をついた。

			「おれは別に、その……」

			　ただ、態度とは裏腹に、繋がった手はそのままだった。どころか、ぎゅっと強く握り締められていた。それに、『竜淵の里まで一緒に行ってやる』という言葉に対して、ロビビアは明確な拒絶を口にしたわけでもなかった。素直ではないことを理解していれば、その内心はむしろわかりやすいくらいだった。

			　そんな彼女の姿を見守っていたリリィが、ふとサディアスに目を向けた。

			「それにしても、サディアスさんと深津くんは仲が良いんだね」

			　確かに。ふたりのやりとりには、彼らなりに重ねてきた時間が感じられた。

			　同じことをリリィも感じたらしく、疑問を口にした。

			「そういえば、深津くんとサディアスさんは、どうして一緒に行動するようになったの？」

			「おや。話したことはなかったか。森を彷徨さまよっていた明虎を、わたしが助けたんだよ。わたしが殺されかけて、明虎が見逃してくれたとも言えるが」

			「……どういう状況？」

			「わたしが長距離の移動のために本来の姿で森にいたときに明虎と遭そう遇ぐうしたんだ。それで、戦闘になった。危うく明虎の晩御飯になるところだったよ」

			「仕方ねーだろ。まさか喋しやべるとは思わねーし」

			　どうやらこのふたりの出会いは、かなり壮絶なものだったらしい。

			「食いでのある獲物だと思ったんだ。食料も尽きそうだったしな。……コロニーを出たときには、酷い混乱だったから、食べ物を持ち出せなくてな」

			　その言い回しから、なんのことを話しているのかわかってしまい、おれは思わず深津のほうを振り返った。

			「深津。お前……」

			「やっぱり。あんたもあの混乱のなか、落ち延びたクチだったか。ああ、おれもそうだよ」

			　コロニー崩ほう壊かい。深津もまた、あの場にいたのだ。

			　無論、当時は戦う力をなにひとつ持たなかったおれとはかなり状況は違っただろうが、同じものを見てきたことには変わりない。コロニー崩壊の惨状を目の当たりにしたなら、他の転移者を嫌っている様子だったのにも納得がいった。

			「とすると、深津はコロニーから直接、アケルに辿り着いたってことか」

			「厳密に言えば、隣のファーグスだな。そこでサディアスに会って、しばらくふたりで旅をしてから、はぐれ竜の一件があって、アケルに戻るサディアスに付いてきたんだよ」

			　なるほど。遠い東の地にあるエベヌス砦とりでに辿り着いた遠征隊の人間だとしたら、アケルにいるのは不思議だと思っていたのだが、そうした事情があったらしい。

			　深津が自分の話をするのは、これが初めてのことだった。おれたちはお互いに相手の事情に踏み入らないようにしていたからだ。それをこうして話したのは、なにか心境の変化でもあったのか。リリィがにこにこしているので、彼女はなにか知っているのかもしれない。

			「おれはサディアスに会えたし、あんたはリリィさんたちと会えた。コロニーから落ち延びたときにはくそったれがと思ったが、人生そう捨てたもんじゃねーよな」

			「……」

			　ガラにもなくしみじみと語る深津のことを、ロビビアが振り返って見詰めていた。

			「ロビビア？」

			　名前を呼ぶと、はっと我に返ったように視線を前に向ける。

			　きゅっと握ってくる指先の体温が高い。彼女はなにか考え込んでいる様子で歩を進めていた。ひょっとすると、深津の話に感じるところがあったのかもしれない。

			　それからしばらく町を見て歩いた。

			　気持ちを切り替えたのか、ロビビアはすぐに町の風景に夢中になった。目にするものはすべて珍しく感じられるらしい。特に興味を示したのが、武具の類だった。

			　樹海に半分覆おおわれていてモンスターの脅きよう威いが大きいアケルでは、武器の類は道行く誰もが持っているものだ。武具を扱う店は多く、修理を請け負う鍛冶職人も多くいる。そうした店が集まっている区画に足を踏み入れると、それまでと音が変わった。金かな槌づちで鉄を叩く音。蒸気の噴出音。親方の怒鳴り声。特に用があるわけでもないので、店の前を通り過ぎる。

			　ロビビアは亀のように首を伸ばして、店のなかを覗いていた。背はい嚢のうが時折、触れてもいないのに揺れているのは、なかに隠した翼が動いてしまっているのだろう。歩いているのでまず傍目には気付かれないとは思うが、念のために、途中で何度か注意をしなければならなかった。

			　町を一通り回ったあとで、お菓子を購入することにした。

			　向かったのはパン屋だ。お菓子と言っても、転移者であるおれたちが思い浮かべるようなものではなく、パンの親戚のようなものだった。アケルで主食の芋を使った生地に果物が練り込んであり、塩と香草を加えて焼き上げている。ケイの言っていたナシシュの実は時期が少しずれていたらしく、ドライ・フルーツにしたものを使っているようだった。

			　その場にいない加藤さんや、町の外にいるシラン、ガーベラたちの分も買って宿に戻った。それなりに保存性は高いらしいので、町の外にいるメンバーには、明日、合流したときに渡せばいいだろう。

			　宿に帰ると、早速、みんなでお菓子を食べることにした。

			　サディアスと深津とは別れて、自分たちの部屋でお茶を準備する。

			「……うん。美味しいな」

			　齧かじると、舌の上に甘みと塩気、独特な香草の風味が広がった。

			　幼い頃からおやつに甘いものを食べていた身からすると、お菓子という単語から期待されたものには甘みが足りない。それでも久しぶりの甘味は体に染み渡るように感じられた。

			　他の面々にも好評なようで、リリィは頬ほおに手を当てて相そう好ごうを崩していた。ケイは子リスのように両手で菓子を掴んで少しずつ齧かじっており、加藤さんは幸せそうに笑みを深めている。

			　そして、ロビビアはといえば――

			「んんーっ!?」

			　――目を見開いて、声にならない悲鳴をあげていた。

			「孝弘！　これ、すごい美味いぞ！」

			　ばさりと翼が広がり、尻尾しつぽがぴんと伸びた。びっくりしたケイが、お菓子を落としかけてあたふたする。

			「なんだこれ！　すごい！　すごい！」

			「わかったから落ち着け」

			　たいした感激の仕方だった。買ってきた甲か斐いがあったというものだが、それはそれとして、注意はしなければならない。

			「お行儀が悪い。食べているときは暴れない。埃ほこりが舞う。いいな？」

			「……う。悪かったよ」

			　強めの口調で言うと、ロビビアは翼を収めた。

			　おれはしかめた顔を緩める。

			「喜んでもらえたなら良かったよ」

			「……うん。美味い。口のなかがとろけそうだ。こんな美味いもんを作れるなんて、人間ってすげえんだな」

			　感心の仕方がずれているような気もするが、なんにせよ、初めてのお菓子が好評だったのは間違いない。ロビビアは自分の分をぺろりと平らげてしまった。

			　物足りなさそうに、小さな赤い舌が唇を舐める。

			「これも食べるか？」

			　他のみんなの様子を見たり、ロビビアの相手をしていたりしたため、おれの分はまだひと口齧っただけだった。ロビビアが目を輝かせる。

			「いいのか!?」

			「いいよ。おれは特別、甘いものが好きというわけじゃないからな」

			　こういう嗜し好こう品ひんは、好きな人間が食べるのが良い。そうした価値観は、下に兄弟がいたから培つちかわれたものだろうか。こうしたやりとり自体に懐かしさを覚えて、頬ほおが緩んだ。

			　おれからお菓子を受け取ったロビビアは、大きく口を開けてかぶりつこうとする。

			　その動作がぴたりと停まった。

			「……」

			　ケイがじっと、ロビビアのほうを見ていたのだ。

			　無意識だったのか、ロビビアが動きをとめると、ケイは我に返ったように瞬またたきをした。

			「……お前も欲しいのか？」

			「え？　う、ううん！　そんなことないよ！」

			　ロビビアが尋ねると、ケイは慌てた様子で手を振った。

			　物欲しげに見ていた自分に気付いたのか、頬ほおが林りん檎ごのように染まっていた。

			「……」

			　ロビビアの眉み間けんに深い皺しわが寄った。

			　なんらかの葛かつ藤とうがあったのか、手にしたお菓子とケイとの間を視線が何度も行き来した。

			　大きく息をついてから、ロビビアはずかずかとケイに近付いた。幼い少女の姿をしていても、その本質はドラゴンだ。見た目の小ささとは裏腹な存在感に気け圧おされたケイが、びくりと身を震えさせる。

			「え、えっと、ロビビアちゃん……？」

			「やる」

			　ロビビアは唸うなるような声で言って、手にしたお菓子を突き出した。

			「……え？」

			　なにを言われたのか理解しかねたのだろう。ケイが戸惑った顔をした。ロビビアのぶっきらぼうな態度と短い言葉では、意図が伝わらないのも無理はなかった。

			　ロビビアの頬ほおが赤くなり、口が大きく曲がった。

			「ん」

			　手にしたものを更に突き出すようにしたロビビアの姿は、因いん縁ねんを付けるようでもあり、当人にその気はなくても妙に威圧的なものだから、混乱したケイは思考を硬直させてしまっていた。これではいつまで経っても埒らちがあかないだろう。おれは助け舟を出してやることにした。

			「ロビビアはケイに譲るって言ってるんだよ」

			「えっと……そうなの？」

			　きょとんとしたケイが尋ねると、ロビビアはますます顔を強こわくした。

			「た、孝弘さん！　すごい睨にらまれてるんですけど！」

			「大丈夫だよ。噛み付かれたりはしないから」

			　他人との接し方が下手くそなのは相変わらずのようだが、声をかけられただけで逃げてしまった数時間前を思えば、大きな成長だった。町を歩いた今日の一日で、なにか思うところがあったのかもしれない。その前進は報むくわれるべきだった。

			「受け取ってやってくれ」

			　おれが促うながすと、ケイはおずおずと掌てのひらを差し出した。

			　ロビビアはどこかほっとした様子でお菓子を受け渡した。

			　少し崩れたお菓子を見詰めるケイの表情が、ぱあっと明るいものに変わった。

			「ありがとう、ロビビアちゃん」

			「……別に」

			「それじゃあ、半分こにしよっか」

			「ぅえ？」

			　無邪気に続いた言葉を聞いて、今度はロビビアが固まる番だった。

			「い、要らない。それはお前にやったんだ。お前が食べろよ」

			「え？　だけど、半分こにしたほうが美味しいよ？」

			　ケイは首を傾げた。ロビビアの乱暴さは、口調や態度と言った表面だけのものだとわかったからだろう。どうやら自分のペースを取り戻したらしい。

			「孝弘さんも。ありがとうございます」

			　笑顔でお礼を言うケイに、おれはかぶりを振った。

			「こちらこそ。ありがとう、ケイ」

			「はぇ？」

			　きっとふたりは良い友人同士になってくれるだろう。

			　戻ってきた分をもそもそと食べ始めたロビビアを眺めながら、おれはそんなことを思ったのだった。

		

	
		
			　

			10　狼との約束

			　

			　ディオスピロの町を出たおれたちは、ガーベラやシランたちと合流した。お土産みやげのお菓子を渡して、変わりなかったか確認を取る。あとは里からの連絡を待つばかりだ。

			　夕刻のこと。おれは日課の稽けい古こを終えたあとで、相手をしてくれていたローズ、指導してくれたシランと一緒に、野営をするみんなのところに戻ってきた。

			「お疲れ様です。……あれ？　ローズさん、なにかあったんですか？」

			　ケイと隣り合って地面に腰を下ろしていた加藤さんが、こちらを見上げて首を傾げた。

			「ちょっと嬉しそうですけど」

			　その言葉に、おれはローズを振り向いた。

			　くすんだ銀髪をみつあみにして、背中に垂らした少女の顔がそこにある。

			　ローズの表情は基本的に薄い。あまり大きく表情を動かすと、人形であることがわかりやすくなってしまうので、そうならないようにしているのだという。正直、おれたちしかいないところなら、別にかまわないだろうと思うのだが、見苦しい姿を見せるのが嫌らしい。ローズも女の子だから、そうしたことが気になるのは理解できた。

			　現在は、割とニュートラルな状態だ。感情が完全に抜け落ちると、人形の無機質な貌かおになってしまうので、そうならないように気を付けつつも、特に表情を作っているわけではない。

			　ただ、おれにはパスを介して、彼女が上機嫌であることが伝わってきていた。

			　加藤さんは適当なことを言ったわけではないということだ。

			「わあ。よくわかりますね、真ま菜なさん」

			　ケイが感心した様子で歓声をあげた。

			「どうしてわかったんですか？」

			「え？　えぇっとですね。そう尋ねられてしまうと、言葉では言い表しづらいんですが……」

			　加藤さんが眉尻を下げた。

			「……全体の雰囲気が、どことなく、ぽわぽわした感じと言いますか」

			「ぽわぽわ？」

			「えー……あと、足取りが軽いような気がしないでもないです」

			「あの、ごめんなさい、真菜さん。ちょっとわからないです……」

			　おれもわからなかった。というか、これは他の誰にもわからないと思う。

			　長くローズの傍にいた加藤さんは、パスがなくてもローズの感情を読み取れる特別な術を身に付けているようだった。

			「それで、ローズさん。なにかあったんですか？」

			　改めて加藤さんが尋ねると、ローズは頷うなずいた。

			「ええ。真菜。聞いてください。先程の模擬戦で、ご主人様が初めて、わたしから一本をお取りになったのですよ」

			　口を開いてさえしまえば、ローズの機嫌の良さは明らかだった。

			「へえ。すごいじゃないですか」

			　驚いた様子の加藤さんを見て、ローズは嬉き々きとした様子で両手を握った。

			「鋭い一撃でした。こう、わたしの斧を受け流すようにして懐ふところに入り込むと……」

			「おいおい、ローズ。やめてくれ」

			　自分がやられたことだというのに、これ以上なく嬉しそうに語るローズの姿に、おれは苦笑を隠せなかった。

			「今日まで１００や２００じゃ利かない回数、手合わせをしてきたし、同じ数だけやられてるんだ。今日だけでも10回はやられてる。そのなかの１回なんて、ほんのまぐれみたいなものだろう。おれがまだ全然ローズに敵わないことは自覚してるし、そんなふうに大おお仰ぎように言われると、なんというか、困るよ」

			　実際、一本取れたあとは連続でやられてしまっているのだ。

			　これで手放しに褒められてしまうと、どうにも面おも映はゆいものがあった。

			「しかし、ご主人様。そのまぐれは、ご主人様の不断の努力が実を結んでいなければ起こりえなかったものです。今日はお祝いをすべきではないかと思います」

			「あ。それいいね。追加でお肉とか入れちゃおっか？」

			　ひとかけらの冗談もなくローズが言えば、鍋なべにかけた火の様子を見ていたリリィが乗っかってくる。おれは眉を下げた。

			「おい、リリィ。本当にするつもりか？」

			「ご主人様は嫌なの？　上達は嬉しいことでしょう？」

			「それはそうだが……ちょっと大おお袈げ裟さじゃないか」

			「そんなことないよ。ふふ。実のところ、ディオスピロに寄って補給ができたから、ちょっと古くなりかけてたお肉を使っちゃいたかったのもあって。丁度良かったりもするんだよね」

			「……しっかりした仲間を持てて、おれは幸せだよ」

			「んー。そこは恋人って言ってほしかったかなあ。……ん。照れてる？」

			　おれは無言で視線を逸そらした。すると、くすくすと好意的な笑みを漏らしているシランが視界に入った。そこに、ケイが声をかける。

			「そうだ、姉様。戻ってきて早々申し訳ないんですけど、お願いがあるんです」

			「なんですか」

			「真菜さんに魔法のお手本を見せてあげてくれませんか。第一階かい梯ていの水魔法が、どうしても安定しなくって。わたしのじゃ、お手本にするには構成が甘いのかなって。姉様のを見せてあげたほうがいいんじゃないかなって思うんですけど」

			「……そうですか」

			　目を細めて一拍置いてから、シランは口を開いた。

			「それでは、ケイ。試しに、さっきまでと同じようにやってみせてください」

			「は、はい」

			　ちょっと緊張した顔で頷うなずいて、ケイは加藤さんの手を取った。

			　ケイの手が輝き、青色の魔法陣が構築される。手を繋いだ加藤さんは瞼まぶたを落として、かすかに眉み間けんに皺しわを寄せた。集中して、魔力の流れを感じ取っているのだ。

			　これは最も簡単な魔法の伝授方法だった。師である人間に触れながら、何度も魔法を使ってもらい、魔力の流れを記憶し、そのまま再現する。単純に魔法を覚えるだけなら、これが一番手っ取り早い。

			　ちなみに、ここから更に進んで、独自に魔法の構成を変えたりするためには、魔法の感覚的な部分を理論に落とし込んだ『魔道学』なる学問を修める必要がある。

			　この専門家は、帝都にある教育機関に所属したり、貴族に囲われたりしているらしい。

			　もっとも、現実問題、前線で戦う兵士たちに、そこまでの知識や技術は必要とされない。習得可能な第一階梯や、せいぜい第二階梯の魔法では応用の幅も限られているし、なるべく威力の高い魔法をひとつ習得してしまえば、集団戦闘では十分だからだ。魔法の構築が重要になってくるのは、第二階梯を複数使いこなして魔法を主に戦う魔法使いや、第三階梯まで至った大魔法使いなど極一部に限られる。

			　例外は精霊使いで、彼らが契約した精霊が使う魔法は、精霊自身が魔法を構築するため、精霊使い当人ができないような構成も可能になっている。また、モンスターはどうなのかと思ってリリィに訊きいてみたところ、「そのへんは感覚かなぁ？」という答えが返ってきた。彼女が関われば、ひょっとして、魔道学の発展に大きな寄与がなされるのかもしれない。

			　ケイの魔法陣から水の弾丸が飛び出して、木の幹を抉えぐるのを見届けると、シランは冷静に所見を述べた。

			「……確かに構築の甘いところはありますし、もう少し効率化の余地はありますが、教えるのに問題が出るレベルではありませんね」

			　魔法陣の構成に酷ひどい綻ほころびがあれば、魔法は発動しない。教えられる側は、最初はお手本の劣化コピーしか作れないから、教える人間の魔法の構築が甘いと、そのせいで魔法が発動できないようなこともありうる。ただ、今回はそうではないようだ。

			「もともと、ケイの魔法陣の構築は丁寧です。これなら、たとえば、わたしやリリィ殿がやっても同じでしょう」

			「そう……ですか」

			「だから言ったじゃないですか、ケイちゃん。わたしの出来が悪いだけですよ」

			　握ったままのケイの手を、加藤さんは上下に振った。

			「水属性の魔法は、護身用に攻撃魔法も覚えたらどうかって、先輩が勧めてくれたから試しているだけです。あくまで護身術でしかありませんし、回復魔法に比べて優先順位は高くありません。気き長ながに覚えますよ」

			「真菜さん……」

			「ほら。先輩たちも戻ってきましたし、夕食まで休憩にしましょうか」

			「わかりました」

			　ぽんぽん頭を撫なでる加藤さんに、ケイはこくりと頷うなずいて腰を上げた。

			「それじゃあ、わたしはリリィさんのお手伝いをしてきますね。リリィさん、なにか手伝うことはありませんか」

			「本当に？　ありがとう。だったら、お肉を取ってきてくれるかな」

			「わかりました」

			　ケイは魔動車に戻って、塩漬けの肉を持って出てきた。

			　すると、魔動車の後部の覆おおい布を持ち上げて、なかからロビビアが顔を出した。

			「あれ、どうしたの、ロビビアちゃん」

			　ケイが足をとめて振り返る。昨日とは違って、変に緊張はせず自然な様子だった。

			「……メシか？」

			「んー。まだもう少しかかるかな。待っていてくれる？」

			「わかった」

			　ロビビアはむっつりと頷うなずき、魔動車のなかに引っ込んだ。

			　街道沿いでは、どこに人目があるかわからないため、基本的にガーベラとあやめ、ロビビアは車のなかだ。背はい嚢のうさえあれば外に出られるロビビアや、日中はお昼寝をしていることの多いあやめはともかくとして、ガーベラは夜中だけしか外に出られない。鬱うつ屈くつが溜まりそうなものだが、さいわい、当の本人はなにかを熱心に作っているようで、退屈はしていない様子だった。

			　同じくベルタも人目を気にしていて、日が落ちてしばらくしないと姿を見せない。近くにはいるようなのだが、まあ、見付かるようなへまはしないだろう。

			「じゃ、お肉入れるよー。ケイちゃんは混ぜててね？」

			「わかりました」

			　ケイが持ってきた塩漬け肉をリリィは薄く削って鍋に入れると、香草を追加して味を調整した。ケイは鍋が焦げ付かないように、おたまでぐるぐる中身を混ぜ合わせる。そんなふたりを眺めていると、加藤さんが傍にやってきた。抑えた声で話し掛けてくる。

			「本当に良い子ですよね、ケイちゃん。よくお手伝いをしてくれて」

			「そうだな」

			　それだけではない。最近では、加藤さんの魔法の習得は、もっぱらケイが指導役となっていた。それ自体がケイの魔法の訓練でもあるのだが、騎士を目指している彼女は、それ以外にも武芸の鍛たん錬れんをこなしている。ロビビアのことも気にしてくれているようだ。

			　そんな話をしていると、シランもこちらにやってきた。

			「ケイは真菜殿を慕したっているようです。どうやら最近は、相談にも乗っていただいているみたいで。ありがとうございます」

			「あ、いえ。わたしも向こうの世界にいたときの知識が役に立つなら嬉しいですから」

			「どうにもわたしは、騎士としてはともかく、女性としては半人前の粗そ忽こつ者ものですから。真菜殿があの子にいろいろと教えてくださると助かります。これからも、あの子のことをよろしくお願いしますね」

			　微ほほ笑えみながら頭を下げると、シランは踵きびすを返した。その背中に、おれは声をかける。

			「どこか行くのか、シラン」

			「最近、なまりがちですから、孝弘殿を見習ってわたしも少し剣を振ってこようかと。ついでに少し、あたりの警戒をしてきます。夕食が終わるまでには帰ってきますので」

			「夕食は要らないってことか？」

			「はい。リリィ殿には、もうその旨を伝えてあります。ああ、夕食後の精霊の扱い方についての講義は、普段通りに行いますので、ご心配なく」

			　アンデッド・モンスターになったシランは、食事や睡眠の必要がなくなっている。そのため、こうして食事を抜くことがたまにあった。

			　時間の有効利用ができると笑っていたあたり、彼女らしい話ではあった。

			　去って行ったシランを見送ったおれは、ふと気になって加藤さんに水を向けた。

			「そういえば、いまの話……向こうの世界の知識がどうこうって言っていたが、ケイになにか教えてるのか？　ほら。相談に乗っているとかなんとか」

			「教えているというか、その……」

			　なにげない質問だったのだが、なぜか加藤さんは口ごもった。

			「えぇっと……」

			「下着のことです」

			　代わりに、近くにいたローズが答えて、おれは硬直した。

			「特に、上の下着ですね。この世界には、ご主人様の世界にあったような女性用下着がありません。ですから、わたしとガーベラとで作ろうかという話になっているのですよ。真菜の話では、成長期にはきちんと成長の段階に合った下着を選んだほうが良いそうです」

			「……その、ケイちゃんも成長期ですから。痛かったりもしますので」

			　真面目に答えるローズと、やや恥ずかしげな加藤さんが対象的だった。

			　おれはただ気まずい。

			「それに、真菜自身やリリィ姉様たちも下着はほしいということで。リリィ姉様から、そうした話は聞いておりませんか？」

			「……ああ。そういえば、一度、聞いたことがある、かな？　向こうの世界にあったようなのがほしいとか」

			　やや濁にごした感じになった理由については察してほしい。そうした話をするようなタイミングというのは限られているのだ。

			　ちなみに、この世界の女性用下着は、胸に布を巻きつける簡単なものだ。確かに、おれたちの世界のものほど機能的ではないし、可愛かわいくもない。……なぜそんなことを知っているのかという理由も、以下略だ。

			「カップの形状からワイヤーの有無や種類、ベルトの太さ、デザインまで、いろいろあるのが面白いですね。もっとも、姉様はあまりそうしたことは気にしないと言っていましたが」

			　ローズは淡々と語った。そうした彼女の態度は正しいものだ。これは真面目な話なのだから、恥ずかしがることはない。

			　とはいえ、理性でそうわかっていても、異性のこうした話題は居心地が悪いものだ。

			　ふと視線を逃せば、いまの話が聞こえていたらしく、ケイがこちらを向いて硬直していた。

			「おい、ケイ。焦げるぞ」

			「あ、はいっ。ごめんなさい」

			　これを口実に、おれはローズたちのいる場所から離れた。居心地の悪い話題から、うまく逃げられたことにほっとする……間もなく、鍋の前で待ち構えていたリリィが身を寄せてきた。

			「さっきローズが言ってたけど、わたしはあまりこだわりとかないから、ご主人様が好きな感じにしよっかな」

			「……」

			「ご主人様の好み、あとで教えてね？」

			　思わず無言になったおれは、魔動車の覆おおい布の隙すき間まから、赤い目がこちらをじっと見ているのに気付いた。

			　リリィは一応、近くにいるケイに聞こえないように、こっそりした口調で言ったのだが、感覚の鋭いガーベラには聞こえていたらしい。

			　目は口ほどにものを言う。

			　おれはまだ、この話題から逃れられそうにないらしい。そのときだった。

			「もうひとりの王よ」

			　傍かたわらの森のなかから声がした。

			　ベルタの声だ。姿は見えない。万が一にも人目に触れることを警戒しているのだろう。

			「少し話がある。あとで顔を貸してくれ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕食が終わり、シランの講義も一区切り付いたところで、おれはベルタと話すために場所を移した。なんだろうと思いつつも、リリィを伴ともなってベルタのあとを追う。

			「それで、用というのはなんだ」

			「わたしはここから先には同行しない」

			　単刀直入にベルタは告げた。

			「理由は言わずともわかるな？」

			　突然の話ではあったが、理由についてはすぐに思い当たった。

			　竜りゆう淵えんの里は、隠れ里だ。部外者の立ち入りは最小限でなければならない。

			　実際、深津は町に残っている。ましてや、ベルタは工藤陸の配下だ。自分の立場と、それがもたらす危険性を彼女は十二分に弁わきまえていた。

			「わたしは竜淵の里に行かない。よって、その場所を知ることもない。なにもかも、我が王の感知するところではないということだ」

			　ベルタさえなにも知らなければ、工藤陸がその情報をもとに、なにかをどうにかしてしまうこともありえない。

			　これが絶対服従の主に対する背信行為かどうかといえば、ぎりぎりといったところだろうか。ベルタはあくまで護衛としてここにいるのであって、情報収集を命じられているわけではないからだ。

			「気を遣わせて悪いな」

			　ベルタは偽悪的に鼻を鳴らした。

			「いいのか、そんな簡単に信じてしまって。ひょっとしたら、わたしは貴様らのあとをこっそり追っていくかもしれないぞ」

			「この期に及んで、お前はそんなことはしないだろう」

			　皮肉っぽいベルタの台詞せりふを、おれは否定した。

			　単純に、ベルタの人柄を信用しているというのもあるし、面と向かって嘘うそをつけるような性質ではないという判断もあった。

			　再びベルタは鼻を鳴らした。

			　ひょっとしたらそれは、照れ隠しの仕草だったかもしれない。

			「……まあ、安心しろ。そもそも、貴様の不興を買うようなことなど、わたしにできるはずもない。我が王が許しはせんからな」

			　ゆったりと尾が振られた。

			「丁度良い機会だ。わたしは王のもとにいったん帰る。まだ向こうから連絡は来ないが、こちらから連絡を取れないか試みてみるつもりだ」

			　ベルタは少しだけ声のトーンを落とした。

			「王の意向次第では、こちらに戻ってくることはないだろう」

			「……そうか」

			　それがどういう意味なのか、わからないほどに鈍にぶくはなかった。工藤がなにか事件を起こしてしまえば、成り行き次第で次に会ったときは敵同士だ。

			　しかし、だとしても、ベルタが今日まで護衛をしてくれていた事実が消えてなくなるわけではない。

			「世話になったな」

			「ふん。あまりわたしがこちらにいた意味はなかったがな」

			　鼻を鳴らすベルタだったが、おれは静かに首を横に振った。

			「そんなことはない。リリィが傷付いて動けない間、お前は護衛をしてくれた」

			　傍かたわらのリリィに目をやって続ける。

			「もしものときの護衛だったんだから、なにもなかったからと言って、お前が護衛をしてくれたことに意味がないなんてことはない。それに、おれ個人としては収穫もあったしな」

			「どういう意味だ」

			「お前みたいなやつが工藤の下にいることがわかった」

			　ベルタは虚きよを突かれたように、二対の目を見開いた。

			「……意味がわからないな」

			「本当にわからないのか？」

			　尋ねると、ベルタは視線を逸そらした。

			　その先に、どうやら抜け出してきたらしいあやめがいた。

			　くぅーっと鼻を鳴らして、あやめがベルタにすりよる。ベルタは拒絶しなかった。

			　そんな光景を見て、おれは話を切り出すことに決めた。

			「なあ、ベルタ」

			「なんだ」

			「もしもこっちに戻ることがあれば、工藤がなにをしているか……あいつに不都合のない範囲でいい。教えてもらえないか？」

			　ベルタがこちらを向いた。さすがに穏やかではない気配だった。

			「わたしにスパイをやれというのか？」

			「そうじゃない。なんなら、これは、あいつにも話してくれてかまわない。スパイではなくて、パイプになってほしいんだよ」

			　しばらく考える間があった。

			「……わかっているのか？　それは、お互いに危険に身を晒さらす行為だぞ。こちらとしては、貴様からどこかに我が王の情報が漏れる可能性があるし、貴様は貴様で、我が王と繋がりを持っていることは不利に働きかねん」

			「それでもだ。おれは工藤のことを放ってはおけない」

			　これは、ベルタが信頼できると知ったいまだからこそ、可能な申し出だった。

			　ベルタは義理堅い。絶対の忠誠を誓う王に対してだけではなく、交友を持ってしまったおれに対しても――王の命令を別にしては――不義理を働くことはないだろう。場合によっては、ベルタは酷ひどく難しい立場に立たされてしまうことにもなりかねない。

			　だが、おれは彼女に提案をした。そうするべきだと確信していた。

			「いったい、なんなのだ。お前たちは。そこのスライムも似たようなことを言っていたぞ」

			「リリィが？」

			　驚いてリリィを見れば、頷うなずきが返ってきた。

			「……そうか」

			　ということは、やっぱりおれは間違っていないのだ。

			「あの方はとまれない。今更、とまれないのだ」

			　怒ったような声を出すベルタに、おれは向き直った。

			「貴様だってそれはわかっているだろう」

			　同じ言葉をリリィにも語って聞かせたのだろうか。ベルタの声には影があった。乾き切っていた。けれど、そこに込められたものは決して無機質なものではなかった。

			「ああ。お前の言うことは正しいよ」

			　おれは頷いた。

			「あいつはとまれない。なにより、あいつ自身がそれを望んでいない」

			「だったら……」

			「だけど、お前は望んでいるだろう？」

			　指摘すると、ベルタは凍り付いた。

			　やっぱりと思った。ベルタの乾いた言葉は、まるで自分自身に諦あきらめろと言い聞かせているかのように聞こえたからだ。

			「なにを。わたしの願いなど、そんなものになんの意味が……」

			「願っていること自体は否定しないんだな？」

			　ベルタは黙り込んだ。

			　本当に、この狼は不器用だ。おれが放っておけないのは、なにも工藤だけではなかった。

			「自分の願いに意味があるかどうかを決めるのは、自分自身だよ」

			「……わたしに望めというのか」

			「それを決めるのも、お前自身だ」

			　ベルタの口の端が大きく引き裂かれた。

			　鋭い牙きばが剥むき出しになった。威い嚇かくするようにも見えたが、笑っただけだとすぐにわかった。

			「ふ、ふふ。貴様は嫌なやつだな。ずっと逃げていたものに追い付かれた気分だ」

			　毒づくような言葉とは裏腹に、ベルタの機嫌は悪くはなさそうだった。

			　むしろ清すが々すがしい様子でさえあった。
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			「……いいや。こうなってしまえば、いずれは追い付かれるものだったような気もするな。お前たちと一緒にいたことで、わたしは早くそれに気付けたのだ」

			　そこでベルタはちらりと視線を他よ所そに向けた。なにか気になったことでもあったかのような仕草だった。しかし、それについては言及することなく、彼女は続けた。

			「ここで気付かなければ、あとで後悔することになっていたかもしれない。だとすれば、わたしにとっても、ここにいた収穫はあったのだろう」

			　ベルタは踵きびすを返した。

			「わかった。帰ったら、我が王に話してみよう」

			「ありがとう、ベルタ」

			「……ふん」

			　最後に鼻を鳴らしたのは、はっきりと照れ隠しだとわかった。

			　双頭の灰色狼の巨体が木々の向こうに消えた。

			　残されたあやめが切なげに鼻を鳴らした。

			「おいで、あやめ」

			　おれはあやめを抱き上げた。鼻はな面づらを押し付けてくるあやめの小さな頭を撫なでてやる。

			「寂しがることはない。あいつはまた戻ってくるよ」

			　何週間後になるかわからないが、必ずまた会えるはずだ。ベルタは約束したのだから。

			　あやめが静かになると、おれたちを見守っていたリリィがにこりとした。

			　その視線が、ふと木々の向こうに逸それた。

			「そろそろ出てきたら？」

			　声をかける。

			「いるんでしょ？」

			　木々の陰からロビビアとケイが姿を現したのは、数秒後のことだった。

			　おれは驚かなかった。パスでロビビアの存在は感じ取っていたからだ。ただ、ケイまで一緒だったのは意外だった。

			「ご、ごめんなさい。覗くような真似をしちゃって」

			「……お前はおれをとめにきただけだろ」

			　ケイが頭を下げれば、ロビビアは唸うなるように言った。

			　おれたちのことが気になって、ロビビアがついてきてしまったのにケイが気付いて、追い掛けてきたところ、ふたりして覗き見をするかたちになってしまったというところだろうか。

			　腕組みをしたリリィが溜め息をついた。

			「まあ、ベルタも気付いていただろうけどね。それでなにも言わなかったんだから、気にはしていないだろうけれど。ただ、あまり褒められたことじゃないんだよ？」

			「……悪かったよ」

			　バツが悪そうにロビビアは答えた。わざとではないのだろうから、これくらいで良いだろう。リリィも軽い注意だけで済ませることにしたようだ。

			　ベルタがいなくなった方向に、ロビビアが赤褐色の目を向けた。

			「……あいつ」

			「うん？」

			「おれのこと見てた」

			「そうなのか？」

			「目が合った」

			　確かに先程、ベルタはロビビアたちの隠れているほうを見ていた。ロビビア個人を見ていたとまではわからなかったが、本人が言うのだからそうなのだろう。

			　とすれば、ひょっとすると、ベルタはロビビアに聞かせるつもりで話をしていたのかもしれない。知っての通り、あれで世話焼きな狼だから。

			　ベルタの想いを聞き、決断を見て、ロビビアはなにか思うところがあったに違いない。自我を持つというのは、そういうことだ。この世界にある様々なものに触れて、これからも少女はたくさんのものを得ていくのだろう。

			　少しだけ大人びた彼女の顔を、おれは見守ったのだった。

		

	
		
			　

			11　霧きりの結界

			　

			　街道沿いの森で連絡を待っている間、おれがやれることはあまりない。

			　町にいれば、市場に繰り出すなりして時間を潰すことができるが、こんな森のなかではそういうわけにもいかない。また、だからといって、ただ剣を振っているにも限度がある……というか、実際、振り過ぎて少し腕がだるかった。

			　丁度良い機会だし、ゆっくりと本でも読んでみようかと思ったのは、要するに時間を持て余した結果だった。

			「ロビビア。おれは戻るけど、お前はどうする？」

			　おれが剣を振っている間、ロビビアはなにをするでもなく、近くでぼうっとしていた。どうも考え事をしていたらしい。声をかけられると、夢から醒さめたように瞬またたきをした。

			　ロビビアは立ち上がると、翼を隠すための背はい嚢のうの位置を調節した。

			「……戻る」

			「そうか」

			　ロビビアを連れて、おれはみんなのところに戻った。

			　リリィの本を借りるつもりだった。

			　おれが異世界の文字を学び始めたのは、最近のことだ。意外な熱心さを発揮してすぐに覚えてしまったリリィと違って、まだ知っている単語数は少ない。そのため、リリィが作ってくれた単語帳が手放せなかった。どうせなら、読み書きについても『翻ほん訳やくの魔石』のようなものがあれば良いのにと思ってしまうが、それはあまりにも虫の好いい話というものだろう。

			　そういえば、『翻訳の魔石』で思い出したが、最近、ローズが模造魔石の複製に成功したという話を聞いた。作製に時間はかかるが、全員分を揃えるのもそう遠い日のことではないだろう。

			「主あるじ殿どのよ」

			　魔動車のところまで戻ってきたところで、声をかけられた。

			　ガーベラが魔動車のなかから顔だけを出して、こちらを見ていた。

			「ちょっと良いかの」

			　どことなくわくわくした、子供っぽい表情をしている。なんだろうかとおれは首を傾げた。

			　ともあれ、断る理由も特にない。

			「ロビビアは先に行っててくれ」

			「……ん」

			　頷うなずいたロビビアは、どことなく覚おぼ束つかない足取りで歩き出した。

			　ちょっと心配だなと思って見ていると、ケイが駆けてきた。ロビビアに声をかけている。

			　あれなら大丈夫そうだ。おれは安心して、ガーベラの用件に付き合うことにした。

			　ガーベラはすでに車内に戻っていた。あとを追う。

			「それで、なんなんだ」

			　言いながら、覆おおい布を持ち上げて中に入った。

			　下着姿のガーベラの姿が目に飛び込んできた。おれは回れ右をして外に出た。

			「待て、主殿。なぜ出ていく」

			「なぜはこっちの台詞せりふだ」

			　脈絡がない。あまりにも唐突過ぎだった。

			　……いや、本当にそうだろうか？　なにか違和感がある。思い出せ。たった一瞬で焼き付いてしまった、さっきのガーベラの姿。下着姿。

			　そうだ、下着の話だ。思い出した。

			「主殿の好みで作るのだ。見てもらいたい」

			　思考の隙を突かれて、にゅっと車のなかから飛び出してきた手に腕を取られた。抗いがたい力強さで、再び車のなかに逆戻りさせられる。

			　バランスを崩して前のめりになった。目と鼻の先で、下着一枚に覆われた女性らしいふたつの丸みが弾んだ。慌てておれは身を起こした。

			　裸に近い白い少女の全身が目に飛び込んできた。服は諸もろ肌はだ脱ぬぎに腰のあたりに引っ掛かるばかりで、透けるように白い上半身を簡素な下着だけが覆おおっている。

			　下着のデザインはあまり可愛かわいいものではない。まだ試作段階なのだろう。ただ、この場合、その中身が問題だった。

			　蜘く蛛もから生えた少女の上半身は、綺き麗れいで、たおやかで、美しい。それだけなら、まだ良かったのだが、それはおれにとって好いた女の子のものだった。破壊力が半端ではない。どうしても瑞みず々みずしい肢し体たいに目が行ってしまう。ガーベラには、おれに自分が男であることをまざまざと思い知らせるだけの女性的な魅力があった。
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			　おれは自分のこめかみのあたりを揉んだ。

			「ガーベラ。お前、おれが自分の告白に応えたこと忘れてるだろう……」

			「む？　忘れてなどおらんが……はっ!?　まさか!?」

			　怪け訝げんそうな顔をしたガーベラが、血のように赤い目を見開いた。

			「期せずして主あるじ殿どのをめろめろにすることに成功しておるのか、これ!?」

			「……普通なら誘惑されてるのかと思うところだ」

			　これで相手がリリィなら、そういう気分なのかなと思うし、そこは恋人として察してやって、それなりの対応をするところだ。

			　しかし、ガーベラは無自覚だ。それだけに、たまにその行為は酷ひどく無防備なところがあって、対応に困ってしまう。生殺し的な意味でだ。

			「わ、妾わらわはいつでも準備はできておるぞ？」

			「でも抱き締めたらぐしゃってなるんだろ？」

			「そうだった！」

			　彼女がどれだけ愛おしく思えたとしても、いまこのときも、蜘く蛛も足がきちきちきちきち音を立てているのを聞いていたら、おれは理性を保つように努めずにはいられなかったのだ。

			「ぬぐぐ。これは本当にどうにかせんとならんぞ……」

			　ガーベラは本当に悔しそうにしていた。

			　おれは苦笑して、ふと思い立って身を屈めた。

			「期待してるよ」

			　距離を詰めても、おれが相手ではガーベラは警戒しない。なにかなと不思議そうにするだけだ。だから、その頬ほおに唇を触れさせるのは、そう難しいことではなかった。

			「……」

			「それじゃあな」

			　たまには、これくらいの触れ合いはあってもいいだろう。

			　きょとんとしたガーベラが思考を硬直させている間に、おれはさっさと魔動車を出た。半分は身の危険を避けるため、もう半分はおれ自身の理性の問題だった。いつまでも下着姿の恋人と一緒にいて、理性を保ち続けられる自信はさすがにない。

			　胸のなかの熱を吐き出して、おれは歩き出した。リリィに本を借りるつもりだったが、予定は変更だ。もう一度、剣を振ってくることにしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あれ？　先輩、どうしたんですか？」

			　戻ってきたおれの姿を見て、加藤さんが首を傾げた。

			「お疲れみたいですけど」

			「……いや。なんでもない」

			　水浴びをして濡れた髪を拭ぬぐいながら、おれはその場に腰を落とした。

			　体がだるい。けれど、お陰で気持ちは落ち着いていた。

			「加藤さんは魔法の練習か？」

			「はい。丁度、休憩してたところですけどね」

			　その場には、加藤さんとケイ、ローズがいた。リリィたちは魔動車のほうにいるようだ。

			「進しん捗ちよくはどうだ？」

			「うーん。なかなか進みませんね」

			　加藤さんは目の前に置いてあったコップを手に取った。なかには水が入っている。確か加藤さんは水属性の魔法の練習をしていたはずだ。

			「それ、加藤さんが？」

			「だったら良かったんですけど。残念ながら、ケイちゃんのお手本です」

			　加藤さんは小さく溜め息をついた。

			「やっぱり水の魔法は難しいですね」

			「ごめんなさい、真菜さん。わたしにもっと、なにかできればいいんですけれど」

			「いえ。ケイちゃんのせいじゃないですよ」

			　腰をちょっとだけ浮かせると、加藤さんは隣に座っていたケイとの距離を詰めて、その体に腕を回した。

			　ぽんぽんと背中を叩いてやる掌てのひらが優しい。女性としても小柄な加藤さんは、ケイとあまり身長が変わらない。そんなふたりが並ぶ姿は、人形がふたつ並んでいるみたいに可愛かわいらしいものだった。

			　実際のところは、そんなふたりを優しい目で見守っている長身のローズのほうが人形なのだから、世の中というのはわからない。

			「わたしとしては、もともと覚えたかった回復魔法に適性があっただけでも良かったと思っていますから。……正直、闇魔法とかのほうが、わたしのイメージには合ってるでしょう？」

			「そ、そんなことないです！」

			「そうですよ、真菜」

			　冗談めかした加藤さんの物言いにケイが反論すれば、ローズも口を挟んだ。

			「他者を慈いつくしみ、癒いやす魔法は、優しい真菜にぴったりだと思います」

			「……」

			　素で言っているとわかるローズの言葉に、不意打ちを喰らった加藤さんが顔を赤くする。

			　可愛かわいらしい反応に、おれは思わず笑ってしまった。

			「そうだな。おれも、加藤さんに回復魔法は似合ってると思うよ」

			「せ、先輩！」

			　加藤さんは眉を八の字にして、赤くなった顔を俯うつむけた。

			「……もう。困ります」

			「悪かった」

			　手に持っていたコップの水を、加藤さんはちびちびと飲む。

			　それでセルフ・コントロールに成功したのか、彼女は話題を変えた。

			「そういえば、先輩。ロビビアちゃんの様子が少しおかしいですけど、なにかありましたか」

			「……気付いていたか」

			「それはまあ。今日は朝から、ぼうっとしていますし。なにかあったのかなって」

			　加藤さんはそうしたことに敏さといし、そうでなくてもロビビアの様子はわかりやすい。気付いて当然と言えば当然だった。

			「なにがあったというわけじゃないよ。ただ、そうだな。少し考えることがあるみたいだ」

			「考え事？」

			「それがなんなのかはおれにもわからない。訊きいても反発されるのは目に見えてるしな」

			「強がりですからね、ロビビアちゃん」

			　ここで『強がり』という単語が出てくるあたり、加藤さんはよく見ている。

			「下手に聞き出そうとすると逆効果だろう。話してくれるのを待つつもりだよ。いや。話してくれるように信頼を得るつもりだ」

			「信頼はもう得ているように見えますけどね。ロビビアちゃん、先輩にすごく懐いてますし」

			「どうかな。だったら良いんだが」

			　おれは肩をすくめた。

			「気にしてくれてありがとうな、加藤さん」

			「いえ。そんな」

			　加藤さんは首を振った。

			「ロビビアちゃん、可愛かわいいですしね。放ってはおけませんよ」

			　そう言う彼女の態度は、とても好意的なものだった。少し意外なくらいに。

			「ひょっとして、加藤さんって子供好きとか？」

			「え？　なんですか、急に」

			　おれが尋ねると、加藤さんは少しきょとんとした。けれど、否定はしなかった。

			「そうですね。小さい子は好きですよ」

			　それは初めて知った……が、思い返してみれば、納得がいく部分もあった。

			　加藤さんは、チリア砦とりでにやってきた直後から、ケイともすぐに打ち解けていた。それに、合流したときにも、真っ先にロビビアのことを尋ねてきたのは加藤さんだ。

			「漠ばく然ぜんとですけど、将来は小学校の先生になれたらいいなと思っていました」

			「へえ。意外なような、そうでもないような」

			「安定した職業ですしね」

			「ああ。それはなんか納得できるな」

			「先輩は？　将来の夢とかってありました？」

			「おれか？　おれは特には。大学に行って、卒業後は普通に企業に就職するか、公務員か。……ただ、大人になったらいろんなところに行ってみたいとは思っていたな。親が旅行好きだったんだ。弟と一緒に、国内の旅行にはよく連れて行ってもらっていたよ」

			　まさかこんなふうに異世界を旅することになるとは、そのときは思ってもみなかったが。

			　まだほんの半年前のことを思い出して、懐かしさに口くち許もとが緩んだ。

			「海外には行ったことがなかったけど、行きたいところはいくつかあったな。ほら。サグラダ・ファミリアとか。一度は行ってみたかった」

			「ヨーロッパ……スペインでしたっけ。水島先輩も似たようなこと言ってましたね。何年だかに完成する予定だから、その前に一度、建築途中のものも見ておきたいとか。……あれ？　だけど先輩って、英語とか苦手なんじゃなかったでしたか。海外旅行なんて大丈夫なんですか」

			「……誰から聞いたんだ、そんな話」

			　おれが渋い顔をしてみせると、加藤さんはくすくすと口くち許もとに手を当てて笑った。おれもまた、笑みを誘われる。

			　――最近では、元いた世界の想い出を、こうして加藤さんと話す機会も少なくない。

			　おれはリリィたちとこの世界で生きていくと決めている。しかし、元の世界にまったく未練がないかといえば、そんなことはなかった。そのために、元いた世界のことは、あまり思い出さないようにしていた時期もあった。

			　いまになっても、未練は確かにこの胸を焦がしている。それなのに……いや。違うか。むしろ未練があればこそ、おれはこうして加藤さんと、元の世界のことを話しているのかもしれない。こうして話をすることで、未練を心の引き出しに仕舞っているのだ。

			　もちろん、それはただ仕舞っているだけだ。

			　行きたかったところには行けない。戻りたい場所には戻れない。

			　この未練が解消されることは永遠にない。

			　ただ整理されただけだ。

			　けれど、多分、それだけでいいのだ。

			　それだけでも、おれには救われている部分がある。加藤さんの存在には感謝していた。

			「孝弘。少しいいだろうか」

			　サディアスが話し掛けてきたのは、そんな話をしているときだった。

			「里から連絡が来た」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　やってきたのは、以前にはぐれ竜の追跡部隊を率いていたキャスという名の女性だった。

			　里の長がおれたちの訪問に許可を出したと告げると、彼女は一度戻っていった。明日、もう一度迎えにくるのだという。

			「思ったよりも早いな。もう少しかかるかと思っていたが」

			「閉鎖的な里だ。意見は割れたことだろう」

			　サディアスが答えた。

			「だが、長がそうと決めたなら、反対はできない」

			「逆に言えば、里の者のみんながみんな、おれたちの訪問に賛成しているわけではないってことだな」

			　そのあたりは仕方のないことだろう。隠れ里に部外者が足を踏み入れるというのだから。

			「付け加えると、はぐれ竜の追跡部隊は、彼女に同情的な面々で構成されていた。あれで、リーダーのキャスは優しい……というより、甘いところがあるからな。彼女の裁量の範囲で、最大限の気遣いは為なされていた。けれど、里に人間を招くとなれば話はまた変わってくる」

			「はぐれ竜ひとりのために、里を守るための掟おきてを緩めることを良しとしないやつも出てくる？」

			「そういうことだ」

			　サディアスは少し寂しげに笑った。

			「勘違いしてほしくないんだが、彼らはただ里を守りたいだけなんだ。少なくとも、ここ数百年、隠れ里の日常は安定していた。そうした環境にあると、変化というのは、それがどんな種類のものであれ、恐怖をもたらすものになってしまう。大きな体と、大仰な牙きばと爪を持っているくせに、情けないと思われてしまうかもしれないがね」

			「そんなことは思わない。理解はできるよ」

			　そうした存在にとっては、おれはある種の『外敵』だろう。

			　里に足を踏み入れるときを思っておれが気を引き締めていると、サディアスは口くち許もとに微び笑しようを浮かべた。

			「ただ、これは里の者たちの心情だ。わたし自身の意見としては、ちょっと違う」

			「ん？　どう違うんだ？」

			　サディアスは真っ直ぐな視線を向けてきた。

			「きみの存在は、ある種の希望でもあるのではないかと、わたしは考えているんだ」

			　穏やかな眼まな差ざしだった。

			「孝弘。きみはロビビアに自我を与えた。それは我らにとって、とても大きいことなんだ。それをどうか、覚えていてほしい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、キャスを案内役にして、おれたちは竜りゆう淵えんの里を目指して移動を始めた。

			　今回は特に急ぐ旅でもないので、ドラゴンでいく空の旅はお預けだ。

			　魔動車に乗って、おれたちはアケルの国内を北に移動した。

			「孝弘も知っているだろうが、アケルとその北にある帝国のロング伯爵領とを隔へだてる境界線上には、大河アラリアの支流が走り、その周辺には昏くらき森が広がっている」

			　夕刻。焚たき火を囲んでいると、サディアスが口を開いた。

			「我らの里はそこにある。予想はしていたかもしれないな」

			「それはまあな」

			　以前にサルビアからは、アケル北部にある昏き森を訪れ、『歴史を知る者』に会ってほしいと言われている。そこにいる森の主の名前もまた、以前に聞いたことがあった。

			「アケル北部にある昏くらき森の主は、『大地の怒り』って伝説級のモンスターだと聞いている。とすると……」

			「ああ。そうだ。『大地の怒り』というのは、我らの長の、人間世界における通称だ。無論、長の名前自体は、別にあるが」

			「隠れ里があるというのは聞いたことはなかったな。まあ、当たり前か。昏き森である以上、人間は足を踏み入れられないわけで、隠れ里を作る場所としては悪くない……」

			　おれはふと眉を寄せた。

			　同じことを考えたのか、リリィが口を開いた。

			「だけど、それってどうなのかな？　少なくとも、昏き森である以上、そこに強力なモンスターがいることは知られているわけだよね？　言い換えるなら、人間の攻略対象でもあるわけで……いずれは、軍隊が差し向けられてしまうんじゃないの？」

			「きみの言い分はもっともだ。だが、ふたつの理由からそれは火急の問題にはならない」

			「というと？」

			「基本的に、勇者がいなければ昏き森は攻略が不可能だ。そして、ここはアケルだ。帝国ではない」

			「あ、そっか」

			　リリィはぴんときた様子を見せた。

			「優先順位の問題ってこと？」

			「そういうことだ。帝国南部には、まだまだ昏くらき森がたくさん残っているし、この世界で最も安全とされている北部にだって、程度こそ違っても昏き森がないわけじゃない。また、アケルの北にある昏き森は、あまりモンスターの被害が出ないことが知られていて……まあ、これはわたしたちが森の周辺部にいるモンスターを間引いているからなのだが、とにかく、余計に優先順位は低くなっている。あえて手を出す理由がないというわけだ」

			「それが、アケルの北に隠れ里を作った理由ってこと？」

			「半分はそうだ」

			　首を傾げたリリィに、サディアスは意味ありげに笑った。

			「そのあたりは、隠れ里が安全な２番目の理由にも関わってくるんだが……まあ、明日になればわかる。楽しみにしておくといい」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次の日、ついに昏き森に辿り着いたおれたちは、前日のサディアスの言葉を理解することになった。

			「……霧きりが出てきた？」

			　御者台でおれがつぶやくと、丁度、隣に座っていたシランが口を開いた。

			「アケル北部の昏くらき森には、年中、深い霧きりがかかっていることで有名です。このあたりはまだ周辺部ですが、多少は霧が出ているようですね」

			　続いて、魔動車の車内から顔を出したケイが言った。

			「視界が悪いので、迷わないように気を付けないとなんですよ。地元の人間は、このあたりの地域に足を向けないらしいです」

			　アケル出身の彼女たちは、このあたりの地域の出身ではないものの、この霧のことは知っていたらしい。

			　だが、彼女たちも知らないことがあった。

			　これは、ただの霧ではなかったのだ。

			「どういうことだ？　この霧、魔力の気配があるぞ」

			「え？」

			　驚きの声があがった。

			「本当ですか、孝弘殿」

			「ああ。魔力を感じる」

			「それはおかしいぞ、主殿」

			　ケイと入れ替わりに、車のなかからガーベラが顔を出した。

			「妾わらわですら、これが魔法によって生み出されたものだとは感じられん。本当なのか？」

			「そのはず、なんだが……」

			　ガーベラにこう言われてしまうと、おれも自信がなくなってくる。

			「いいえ。孝弘様の言葉であっております」

			　言葉を濁したおれに言葉をかけたのは、案内人のキャスだった。

			　サディアスと肩を並べて先頭に立ち、きびきびと歩いていた彼女が、肩越しにこちらを振り返っていた。

			「これは通常の霧きりではございません。厳密には魔法ではないので比較はできませんが、物差しとして使えば、第五階かい梯ていの幻惑魔法に相当するものになります」

			「第五……!?」

			　おれは言葉を失った。それは、この世界で最高位の魔法だ。探索隊のチート持ちでさえ、限られた者しか使えない。

			「もっと上かもしれません」

			　だが、キャスは更にこんなふうに加えた。

			「これは『霧の仮宿』様の手によるもの。我らはこれを『霧の結界』と呼んでおります」

			「サルビアが？　……ということは、ひょっとして」

			　ひとつ気付いたことがあった。

			「もしかして、これは『霧きりの仮宿』の霧の異界なんじゃないか？」

			「さすが『霧の仮宿』様の契約者。お察しの通りです。この場は半ば異界化しております。『霧の結界』は、侵入した者を迷わせるのです。何なん人ぴとたりとも、この霧を抜けることはかないません。例外は、竜である我らのみです」

			　以前、『霧の仮宿』に迷い込んだときには、ガーベラでさえ取り込まれた。しかも『霧の仮宿』での幻惑の効果が、あくまで補助的なものに留まっていたのに対して、こちらは迷わせることを目的として設定された防衛機構だ。その効力も強度も、比較にならないだろう。

			　おれがこの場の異常を感じ取ることができたのは、この世界を創造した『霧の仮宿』の契約者であるからに違いなかった。

			「だけど、いったい、どうやって……『霧の仮宿』の魔法は、世界をひとつ創り上げるとてつもない魔法だが、その効力はせいぜい数日程度のものに過ぎないはずだ」

			「そのあたりが、昨晩、話をしていたところだよ」

			　サディアスが笑みを向けてきた。

			「『霧の結界』によって隠れ里が見付からないこと。それが、昏くらき森にある隠れ里に住んでいても、人間たちの侵攻を恐れずともよい２番目の理由だ。森を切り拓ひらくこと自体、霧のせいで不可能に近いし、昨日も言った通りメリットは少ない。たとえ切り拓けたとしても、この霧が邪魔をして時間はかかるだろうから、逃げる時間はいくらでもある」

			　サディアスは周囲の薄らとした霧きりを見回した。

			「そして、隠れ里を作るのがここでなければならなかった理由にも、この霧が関係している。というのも、この『霧の結界』は、『霧の仮宿』様が与えてくださった魔法道具によって維持されているんだ」

			「魔法道具？」

			「ああ。『世界の礎そ石せき』という名の道具だ。これには、限定的なかたちではあるものの、『霧の仮宿』の世界を固定する力がある」

			「それは……また、すごい魔法道具があるもんだな」

			　なるほど。それで先程、キャスはこれを『厳密には魔法ではない』と言っていたわけだ。

			　この霧は、魔法道具を用いた結界なのだ。

			「竜淵の里の秘宝である『世界の礎石』は、とてつもない力を持っている。ただし、強力な反面、使える場所が非常に限定されてしまっているのが玉に瑕きずでね。ここはそのひとつだというわけだ」

			「それで、ここに隠れ里を作ったのか……」

			　限定された場所でしか使えない魔法道具。どこかで聞いた話だった。

			　数秒考えて思い出したのは、樹海深部の山小屋を守っていた『結界の魔石』のことだった。あれも、樹海深部でしか使えないものだったはずだ。同じように、『世界の礎石』もまた、昏くらき森でしか使えないというのは、ちょっと興味をそそられる話だ。

			　樹海や昏くらき森は魔力の濃い土地だから、そのあたりが影響しているのだろう。もっとも、聞く限りでは『世界の礎石』のほうが条件は厳しいようだが。

			　そんなことを考えていると、こちらを振り返って、キャスが注意を促うながした。

			「そろそろ霧きりが濃くなってまいります。お気を付けください。昏き森は、ここから数時間ほどの場所にあります。今日はそこまで行ってしまいましょう」

			　それからすぐに、視界はミルクを垂らしたような白に染まった。

			　同時に、じめじめとした湿地帯に入った。この霧の影響で陽光が遮さえぎられるからだろう。木々もまばらになった。

			「孝弘様。そろそろ、お車から降りたほうが良いかもしれません。このあたりは……」

			「うおっ」

			「……遅かったようですね」

			　緩くなった地面に車輪が埋まってしまったようだ。ガーベラあたりに頼めば引き上げることはできるが、ここから先、まともに車を走らせられるところはほとんどなさそうだった。

			　もっとも、魔動車を使う必要性はすでに薄い。このあたりは人間は滅多に足を踏み入れない地域であり、視界もほぼ利かないので、ガーベラたちの姿を隠す必要もないからだ。あとで里の人間を寄越すというキャスの言葉に甘えて、おれたちは移動を徒歩に切り変えた。

			「しかし、こんなほとんど視界の利かない状況で里に辿り着けるのか？」

			「いいえ、孝弘様。我ら竜の一族にとっては、この霧きりこそが里の方角を教えてくれるのです。ご案内するのに支障はありません。視界が悪いですから、逸はぐれないようにだけ、お気を付けください。もうすぐにでも、昏くらき森に入ります。稀まれにモンスターに出会うことがありますから、不測の事態への心構えもお忘れなきようにお願いいたします」

			　視界を白く塗り潰されて、すぐ隣を歩く者の姿さえ見えなくなりそうな状況で移動は続いた。

			　黙々と歩くうちに、再び木々が見られ始めた。

			　木立は密度を増していき、おれたちは森に入った。

			「――」

			　ざわりと鳥肌が立った。この感覚には覚えがあった。

			「先輩」

			「ああ。樹海と同じだな」

			　加藤さんも同じものを感じていたようだった。

			　３ヶ月ほど前、樹海から出たときの逆だ。昏き森に入ったに違いなかった。

			　太陽の光は相変わらず弱いのに、そんなことおかまいなしに樹木が幹を伸ばしているのは、ここが尋常な森ではないことの表れだろう。

			　こんな霧のなかでは、まともに移動することさえ難しい。そこに森という地形、強力な幻惑効果まで伴うのだから、もはやこの土地は難攻不落の要塞にも等しかった。

			「ずいぶんと厳重に隠してあるんだな」

			「ええ。だからこそ、我らは安心して暮らすことができるのです」

			　これまで聞いたことのない柔らかな声で、キャスは言った。

			「ここは、モンスターであるわたしたちが安あん寧ねいを得ることができる小さな世界。我らは『霧きりの仮宿』様にお返しできないほどに大きな御恩があるのですよ」

			　おれたちは、異界と化した森を進む。

			　竜りゆう淵えんの里に着いたのは、翌日のことだった。

		

	
		
			　

			12　竜淵の里

			　

			　アケル北部の昏くらき森には、下した生ばえの類がほとんど存在しない。

			　霧きりのせいで昼でも薄暗く、草木の生育に十分な陽光が得られないからだろう。剥むき出しの地面からは、太陽の光などなくとも生育する樹海の木々だけが生えている。

			　ただ、そうした木々も太陽の位置が感じられない影響からは逃れられないらしく、真っ直ぐに伸びることがない。赤茶けた地面に、いびつに捻ねじれ曲がった樹木が生え、それらすべてが霧に沈んでいる光景は、一言で表すなら『魔境』といったところだった。

			　これが竜の棲すむ森かと、興味深く思いながら歩を進める。

			「なあ、孝弘」

			　呼び掛けとともに、くいっと裾すそが引かれた。

			　竜淵の里まで、あと少しという道中での出来事だった。

			　視線を落とすと、ロビビアが近い距離を歩いていた。少しばかり歩きづらい。広げたままの彼女の翼が、たまにこつこつ背中にぶつかった。

			　とはいえ、おれは特になにかを言うつもりはなかった。それが彼女の抱えた不安の表れなのは明らかだったからだ。

			「わかんないことがあるんだけど、訊きいていいか？」

			　キャスと合流して以来、ロビビアは無口だった。けれど、今日は朝からこうしていろいろと尋ねてくる。そうした行動も、不安の裏返しだった。

			　近付いてくる里の存在が、彼女を不安がらせているのだ。

			「なんだ。わからないことがあったら、なんでも訊いていいぞ」

			　なるべく軽い口調を心掛けて言ってやると、ロビビアは赤い髪を揺らして首を傾げた。

			「孝弘は、リリィと番つがいなんだよな？」

			「……」

			　予想外の方向に、直球な質問がきた。

			「……あー。まあ、そうだな」

			　周囲の耳が気になるが、なんでも訊けと言ってしまった以上、質問には答えざるをえない。

			　ロビビアは更に尋ねてきた。

			「それで、ガーベラとも番いなんだよな？」

			「う、うむ。そうだぞ」

			　なぜか、この質問にはうしろを歩いていたガーベラが答えた。

			「妾わらわと主あるじ殿どのは両想いなのだ」

			　豊かな胸を張り、拳を握り締める。

			　むずむずと嬉しげな口くち許もと。上気した顔が可愛かわいらしい。

			　おれとしては、他人の耳もあるこの状況は恥ずかしい限りなのだが、それとはまた別のところで、ガーベラの素直な好意の表明には、嬉しい気持ちも湧いてしまう。

			　惚ほれた弱みとは、こういうものだろうか。

			　少し頬ほおが熱を持つのを感じていると、振り返ったロビビアが首の傾きを逆にした。

			「ふぅん？　なのに、ガーベラは孝弘と一緒の寝床で寝てるとこ見ねえな？」

			「ぐはっ!?」

			　ガーベラが悲鳴をあげた。

			　大ダメージだった。

			「そ、そのあたりは、いかんともしがたい事情があるのだ」

			　よろよろと足取りを怪しくしたガーベラが、胸を押さえた。

			「両想いというのは難しいものでな」

			「難しい？」

			　首を傾げたロビビアに、ガーベラが答える。

			「まあなんというか……興奮しすぎると、こう、つい主殿のことを抱き潰してしまいそうになってな？」

			「抱き潰す……っ!?」

			　びっくりした拍子に翼を大きく広げたロビビアが、べたっとおれに抱き着いてきた。

			「お、おいっ」

			　おれは危うく足をもつれさせそうになる。

			　だが、ロビビアは聞いていなかった。グルゥと喉のどの奥を鳴らすと、ただでさえ鋭い目を三角にしてガーベラを見詰める。

			「……潰すのか？」

			　全身から迸ほとばしる警戒心が、まるで棘とげのようだった。

			「つ、潰さん！　潰さんとも！　だから、主殿と同どう衾きんはしてはおらんだろ？」

			　慌ててガーベラが弁明する。どこかで見たことのある光景だとおれは思って、これがローズに怒られるガーベラの図とよく似ているのだと気付いた。

			　棘のある花同士の、意外な共通性といったところだろうか。

			　そんなことを考えていると、ぷっと噴き出す声が聞こえた。

			　先導するキャスが「失礼」と言って口くち許もとを押さえた。

			　彼女は優しい目で、おれにくっついたままガーベラを睨にらむロビビアを眺めていた。

			　クルルルと喉の奥でロビビアが唸うなり声をあげて、翼を収めた。

			「潰さないのならいいけど……わけわかんねえな」

			「むぅ。仕方なかろ。どうにも興奮してしまうと、力加減ができぬのだから。お主も、そのうちわかる」

			「どうかなー、ガーベラ。それは、あなただけだと思うけど……」

			「リリィ殿!?」

			　苦笑交じりのリリィの言葉に、ガーベラは情けない声をあげた。ロビビアが呆れた様子で吐と息いきを漏らす。

			「ガーベラは強いのに、情けねえな。いっそのこと、手足を縛っちまえばいいんじゃねえの」

			「むぐ。ロビビア。お主もなかなか言ってくれるな……ん？　縛る？」

			「おい。お前たち、楽しそうなのはいいけど、それくらいにしておけ。ここだって、昏くらき森のなかなんだ。モンスターが出てこないとも限らない」

			　多少の雑談はかまわないが、ちょっと緩み過ぎていたので注意をする。

			　それぞれ思い思いの返事を聞いたところで、おれはロビビアがなにやら思案顔をしているのに気が付いた。

			「どうした、ロビビア。なにか気になることでもあるのか？」

			「いや……だからなのかなと思って」

			　首を上に向けて、ロビビアはおれの顔を見詰めた。

			　吊り気味の大きな赤褐色の目に、おれの姿が映し出されていた。

			「孝弘のなかに、ガーベラとリリィの魔力があるじゃん。それって、番つがいだからなのか？」

			「……なに？」

			　目を見開いたおれたちの反応を見て、ロビビアはきょとんとした顔をした。

			「え？　おれ、なんか変なこと言ったか……？」

			「ガーベラの魔力はともかくとして……リリィの魔力も？」

			　ガーベラの魔力がパスを介して流れ込んできていることは、ずっと前からわかっていることだ。しかし、リリィについては初はつ耳みみだった。

			　直後、ロビビアとは逆側にいたリリィと、うしろのガーベラが動いた。

			「ちょっとご主人様。確認させて」

			「妾わらわも」

			　側面と背後から身を寄せてくる。

			　うしろのほうを歩いていたケイが「わわっ」と小さな声をあげた。

			　見た目、桃色の光景かもしれないが、おれとしては捕獲された感が強い。

			　さすがに歩くことはできなくなって、一行も足をとめた。

			　数秒して、ふたりが身を離した。

			「……ほんとだ。わたしの魔力がある」

			「うむ。近くにい過ぎて変化に気付かんかったの」

			　ふたりとも口々に言った。

			　ということは、ロビビアの言っていたことは本当らしい。

			　そういえば、出会ったばかりのときも、ロビビアは不思議そうにおれたちのことを見比べていたような覚えがある。あれは、魔力の類似性に引っ掛かっていたためだったのだろう。

			「でも、いつから？　前はガーベラだけだったよね？」

			　首を傾げたリリィの言葉を聞いて、ふとおれは思い出した。

			「そういえば、最近になって、魔力が増えたような気はしていたんだよな」

			　タイミングとしては、『霧きりの仮宿』の遭そう遇ぐう前後だ。増えた魔力に体を馴ならしていたこともあり、なぜだろうなとは思っていた。

			　まさかそれが、リリィの分の魔力が増えたからだとは思っていなかったが。

			「時期的に考えられるのは……水島さんの転移者としての能力を、リリィが擬ぎ態たいできるようになったことか？」

			　あるいは……と、言いかけて、言葉を呑み込む。

			　狂獣と化した高屋純との戦闘において、たとえ一瞬とはいえ、ガーベラの白い暴虐の力を再現できるようになったことも、関係しているのかもしれないと思ったのだ。

			　思い返してみれば、あれはおれにとって、ひとつの大きな成長だった。能力が深まり、ひとつ先の段階へと踏み出した。他に影響が出ていてもおかしくない。

			「よくわかんねえけど、番つがいかどうかは関係ないってことか？」

			　ロビビアが尋ねてきたので、おれは思考を打ち切った。

			「ああ。関係があるのは、眷けん属ぞくであるかどうかだ。パスを介して、魔力が流れ込んできているんだよ」

			「ふぅん」

			　くっついたままのロビビアが、さっきのリリィたちと同じように目を閉じた。

			　眉み間けんに皺しわを寄せて、集中する素そ振ぶりを見せる。

			「……あ。本当だ」

			　ぱちりと目が開いた。

			「ほんのちょっとだけだけど、おれの魔力もある。他は……ちょっと感じられねえけど」

			「それは魔力量の問題ですね」

			　ローズが言った。

			「わたしは、ガーベラやリリィ姉様ほど魔力が多くありませんから。ご主人様の魔力量の増加に寄与できていないのでしょう。……そういう意味では、ご主人様のお役に一番立てていないのはわたしですね」

			「なにを言ってるんだ。おれの装備を揃えてくれたのはローズだろう。十分過ぎるくらいに貢こう献けんしてくれているよ」

			「わたしたちの装備だってそうだしね」

			　おれが言えば、リリィも口を添えた。

			「ロビビアを助けるときにだって、ローズの作ってくれた装備が役に立ってくれたんだ。ありがたく思っているよ」

			「ありがとうございます」

			　ローズは少し嬉しげに頭を下げた。

			「よりいっそうの精進をいたします」

			　真面目な彼女らしい言葉だった。

			「さて。あまり時間をかけていると暗くなってしまう。そろそろ行かないか」

			　足をとめてしまっていた一行を、サディアスが促うながした。

			「竜りゆう淵えんの里は、もうすぐそこだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　サディアスの言葉は本当だった。

			　あれだけ重く立ち込めていた霧きりが唐突に晴れた。まるで暖の簾れんかカーテンでもめくったみたいに、視界から白色が消えた。

			　次に目に飛び込んで来たのは、静せい謐ひつな水面だった。

			　中央に小さな島を抱えた、巨大な湖があったのだ。

			　周辺地域を覆おおい尽くしている濃い霧きりは、湖を囲む範囲だけ晴れているらしい。上空は霧に覆われており、まるで白いドームの内側にすっぽり湖が収まっているかのようだった。

			　鏡のように静かな湖面からは、数箇所、渦を巻く細い水柱が立ち昇っているのが見えた。それが尋常な現象であるはずはなく、水柱の上端では飛ひ沫まつが濃い霧となって、上空に広がる白い天井に新しい霧を供給していた。

			　その光景は巨大な天てん蓋がいを支える天の柱のようにも見えて、おれはしばし言葉を失った。

			「この湖が霧の供給源となっているんだ。霧となった水はいずれ大地に戻り、地下水として湖に戻ってくる」

			　サディアスの言葉を聞きながら目の前の光景を見渡す。湖のほとりに、大岩を組み合わせて作られた家々がひと塊に立ち並んでいた。他に居住区と思われる場所もないし、あれが竜淵の里なのだろう。あそこに『歴史を知る者』がいるというわけだ。

			「参りましょう」

			　キャスの先導で、湖を回り込むように歩き出した。霧を抜けたために、先程よりもかなり明るくなったが、それでも少し薄暗い。上空を覆い尽くす霧のためだ。たとえ空を飛ぶ存在であっても、この里を見付けることはできないだろう。

			　歩いていると、こつりと背中にぶつかるものがあった。

			　ロビビアの翼だった。見れば、赤毛の少女はこれ以上ないくらいに表情を強こわ張ばらせていた。顔色は青白い。あれだけ帰りたがらなかった里が目の前にあるのだから、不安が膨ふくれ上がるのは無理のないことだった。

			　ただ、思ったより状態が悪い。

			　さすがに少し心配になる。これでは話し合いになったときに、まともに言葉を交わすこともできないかもしれない。

			　なにか声をかけてやったほうが良いだろうか。そんなことを考え始めたとき、ロビビアと目が合った。

			「……なあ、孝弘」

			　思い切った様子で、ロビビアはおれの名前を呼んだ。

			「大丈夫かな」

			　それは、自分のなかの不安を吐と露ろする言葉にほかならなかった。

			「おれ、わからないんだ」

			「わからない？　なにがだ？」

			「自分がなにをしたいのか」

			　酷く頼りない声色だった。

			「ベルタと別れるとき、話をしてたろ。自分がなにをしたいのかって。それに気付けたって。それ、多分、すごく大事なことな気がする。それでベルタは、気付かないとあとで後悔するって言ってて。おれは後悔したくない」

			　ロビビアの話は要領を得ないものだった。他人になにか伝えることに慣れていないのだ。また、自分のなかで整理ができていないというのもあるのだろうし、ベルタの話を聞いて感じたことに確信を抱けるほどの経験が、まだ彼女のなかにないせいでもあるかもしれない。

			「里で暮らすのは嫌だ。だけど、それは、なにがしたいってこととは違う、と思う。おれにはまだ、なにかしたいって気持ちがない。もしも里から出られなかったら、ずっと見付からないかもしれない。……それは嫌だ」

			　たどたどしい言葉だったが、おれは聞いていて嬉しくなった。彼女がここ最近、抱え込んでいたものを話してくれようとしていることがわかったからだ。

			「なあ、ロビビア」

			　呼びかけて、おれは赤毛の頭にぽんと手を乗せた。

			　珍しく払いのけられることはなかった。ただ赤褐色の目がこちらを向いた。

			「なんだよ」

			　こんなときでも、ロビビアは強がりだった。なにを言われるのかと身構えていた。

			　なんでもないことのように、おれは尋ねた。

			「話し合いがうまく行ったらどうするつもりだ？」

			「え？」

			　ロビビアは戸惑いの声をあげた。

			「村に残ることになればともかくとして、もし外に出るとなったら今後のことを考えなくちゃいけないだろう。なにか考えているか？」

			「んなこと言われても……」

			　予想していたことではあったが、ロビビアは答えを持っていなかった。里から外に出られるかどうか、本当に話を聞いてもらえるのかどうかというだけで、幼い思考はいっぱいいっぱいだったのだろう。

			　なにかをしたいという想いがないという言葉にも、それは表れている。目の前の障害をどうするかということばかり考えていては、その手の想いが生まれるはずもないからだ。

			　けれど、それではいけないと思う。

			　未来には希望がなければならない。

			　そうであればこそ、いまを頑張ることができるのだから。

			「ロビビアさえ良ければ、おれたちと一緒に来るか？」

			　だからおれは、その先の未来の話を口にした。

			「孝弘たちと？」

			　返ってきた声は頼りない。

			　そこには不安があり、怖れがあり……けれど、確かに一いち抹まつの希望が生まれていた。

			「……おれが一緒でいいのか？」

			「もちろんだ」

			　頷うなずきを返してやる。

			「ロビビアが望むなら、仲間のひとりとして一緒にいられたらと思っているよ」

			「ご主人様の言う通りだよ」

			　おれの体を挟んで逆側から、リリィがロビビアの顔を覗き込んだ。

			「さっき、ご主人様の体のなかにロビビアの魔力があるって言ってたでしょ？　ロビビアだって、わたしたちと同じなんだから。なんなら、お姉ちゃんって呼んでもいいんだよ？」

			「おお。それはいいな。妾わらわのことも姉と呼んで慕したってよいぞ？」

			　嬉々としてガーベラが賛同する。

			　その白い頭の上に、ぴょんと飛び乗った小さな影があった。

			「くぅ！」

			「む、どうした。あやめ？」

			　ガーベラの頭の上で、あやめは胸を張るようにして膨ふくれた。

			　リリィがぽんと手を叩いた。

			「ああ。そういえば、あやめもお姉ちゃんだねえ」

			「くぅーっ！」

			　その通りだと鼻を鳴らして、ぴょんっとあやめは跳んだ。

			　飛び掛かられたロビビアは、反射的にその体を抱き留めた。

			　つぶらな瞳ひとみと、三白眼とが見つめ合う。

			「くう！」

			　どこか誇らしげに、頼ってもいいんだぞとばかりに鳴くあやめの姿は、凛り々りしく見えないこともなかったかもしれない。
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			「こ……これが姉……？」

			　情けない顔をするロビビアを見て、おれは噴き出した。みんな笑った。ロビビアも笑っていた。

			「それで、どうだ？」

			　笑いを引っ込めておれが尋ねると、ロビビアはちょっと顔を赤くした。

			「あ、う。えっと」

			　要領を得ない言葉を口のなかで遊ばせたあとで頷うなずく。

			「か……考えとく」

			「そうか」

			　少女の心から不安の影が薄れているのを確認して、おれは彼女の頭に置いていた手を離した。これなら話し合いになったときに、言いたいことが言えないということはないだろう。

			「ん？」

			　そこでふと、先導役のキャスがこちらを振り返っているのに気付いた。

			　彼女はどこか切なそうな眼を、ロビビアに向けていた。

			　そのキャスが、不意に表情を鋭く引き締めた。

			「……これは!?」

			　ばっと振り返ると、湖を囲うように広がる白い霧きりの壁の向こうに視線をやった。

			　ほとんど同時に、サディアスもそちらを向いていた。

			　幻惑の霧を掻かき分けて、そこからひとりの男が現れたのは、その直後だった。

			「な……っ!?」

			　驚き身構えるおれたちの行く手を遮さえぎるように立ったのは、恐ろしく魁かい偉いな男だった。

			　サディアスたちと似た衣装に包まれた体たい躯くは、２メートル半はあるのではないだろうか。それだけ背が高いのに、印象としては横に大きい。顔は四角く、太い首は筋肉がみっしりと付いており、腕などは丸太のようだった。人間離れしている――という形容は、適切な表現ではないのだろう。ここにいる以上、彼もまた竜の一族のひとりなのだろうからだ。

			「レックス」

			「どうしてこんなところに……」

			　サディアスとキャスが口々に言うが、男はそれを無視した。

			　ぎょろりとした目がロビビアを見た。

			「里を出るなどということは許されんぞ、パトリシア」

			　見た目を裏切らない太い声だった。

			　パトリシアというのは、ロビビアの里での名前だ。

			　そして、サディアスたちが口にしたレックスという男の名も、おれは知っていた。事前にサディアスから、里には保守派というべき、ロビビアが里を出ることに反対している一派がいることを聞いていたからだ。レックスというのは、そのなかの最さい先せん鋒ぽうの男の名前だった。まさかこんなタイミングで出てくるとは思わなかったが。

			「あ、う……」

			　おれの傍かたわらで、ロビビアは顔面を蒼そう白はくにしていた。無理もなかった。レックスには明らかに話し合いをするつもりなどなかった。それは、ロビビアが一番恐れていた態度だった。

			　おれはロビビアを隠すような位置に移動し、リリィもそれに応じた。ガーベラがロビビアの体を引き寄せれば、ロビビアの腕のなかであやめが威い嚇かくの声をあげた。

			　レックスの顔がますます険しいものになった。

			　そこで、サディアスがおれたちの間に割り込んだ。

			「おいおい。ちょっと待ってくれよ、レックス」

			「……サディアスか」

			「いきなり現れたと思ったら、なにを言っているんだ？　というか、隠れて立ち聞きとは行儀の悪い」

			　言い聞かせるような口調だった。どこかとぼけた言いようなのは、相手を刺激しないようにという配慮なのだろう。とはいえ、それが報われたかと言えば疑問だった。

			「里への闖ちん入にゆう者しやに対して、里の守護者たるおれが対することのなにが悪い」

			　ふてぶてしく言うレックスは、どうやら霧きりに隠れて、おれたちを待ち構えていたらしい。『霧の結界』には幻惑の効果がある。ガーベラでも気配を読むことができなかったのは、そのあたりが原因だろう。

			　サディアスが大きな溜め息をついた。

			「闖入者？　真島孝弘の訪問は、事前に連絡がいっていたはずだ」

			「おれは賛成した覚えはない」

			　吐き捨てるように言って、レックスはサディアスとキャスをぎろりと睨にらみ付けた。

			「なにを考えているのだ、サディアス。それに、キャサリンも。里に人間を連れ込むなど」

			「彼は『霧の仮宿』様の契約者だ」

			「だとしても、人間だ。ただ契約者というだけで信用などできるものか」

			　レックスは岩石のような拳を握り締めた。

			「人間は信用できん」

			　頑かたくなな言葉だった。同時にそれは、かすかに悲痛な感情を含んでいた。

			「おれたち竜は、この里を出るべきではないのだ。なぜ、それがわからない？　おれたちは、それをあのときに知ったはずではなかったのか？」

			「レックス……」

			　名前を呼ぶサディアスの声にも痛みがあった。

			　彼らになにがあったのか。『歴史を知る者』とまだ言葉を交わしていないおれにはわからない。それでも、目の前の大男がなにかを深く悲しんでいることはわかった。

			　だが、彼が悲しみに沈んでいたのも一瞬のことだった。

			「……人間なんぞにパトリシアは任せられん」

			　吐き捨てるように言って、レックスの目がこちらを向いた。

			　そこにあるのは、すでに敵意の一色だけだった。

			「よく見ろ。そこにいるのは人間だ。あのような貧弱な者にパトリシアを任せて、万が一のことがあったらどうする？　あのような薄汚い者に里の存在を知られて、もしものことがあったらどうする？」

			　レックスは、おれを正面から睨にらみ付けた。

			　だが、その目はおれという存在を見てはいないように思えた。

			　おれという個人を、彼は認めていないのだ。口にされた言葉は、誰に対するものでもなかった。それは人間という存在に対する不信の表明であり、膨ふくれ上がった怒りの吐と露ろだった。

			「大人しく帰れ、人間。パトリシアを助けた義理に免めんじて、命だけは取らずにおいてやる」

			　存在感がのしかかってくる。

			　人間としてはありえないような大きな体ですら、ちっぽけに思える質量。竜の威圧だった。

			　……ここで臆おくするわけにはいかなかった。

			「おれたちは話をしに来たんだ。そこを通してくれ」

			　眦まなじりを決して、正面から大男を見返した。

			　一瞬だけ、レックスは意外そうな顔をした。

			　おれが彼を恐れなかったのが意外だったらしい。

			　だが、それだけだ。

			「……薄汚い人間の言葉なぞ聞く価値もない」

			　一言のもとに切って捨てて、レックスが一歩踏み出した。

			　サディアスとキャスが腰を落とした。いざというときは、レックスを押さえつけるつもりなのだろう。そんなふたりの姿を見ても、大男は気にした様子もなく歩を進める。

			　そのときだった。

			「……ちょっと待てよ、レックス」

			　幼くぶっきらぼうな声が、男を呼んだ。

			「いま、なんつった？」

			　問い掛けたのはロビビアだった。その声に怯おびえはない。彼女は別の感情に支配されていた。

			「……ぬ」

			　レックスが足をとめた。理由は明白。大男の一歩をとめるものが、いまのロビビアの声には込められていたからだ。

			「孝弘のこと、薄汚いとか言いやがったか？」

			　ばきばきと音を立てて、少女の両腕が竜のものに変わった。

			　見開かれた目のなかで、瞳どう孔こうがトカゲのもののように拡縮する。

			　まるで少女の荒れ狂う内心を表すかのように、うっすらとあいた口から、ぱちぱちと火の粉が噴き出した。

			「なにも知らずに上等だ、てめえ。ぶっ殺してやる」

			　完全にキレていた。

			　一時的にではあろうが、あれだけ怯えていたことさえ忘れてしまっている。

			　小さかろうと彼女は竜。少女の矮わい躯くから噴き出す威圧感は、レックスのものにも劣らない。

			「……そうですね、いまのはさすがに少し度が過ぎています」

			　そして、もうひとり。

			　表面上は静かな態度ながらも、怒り心しん頭とうに発はつしている者がいた。

			「話し合いをしに来たご主人様に対して、その態度。看過するわけにはいきません」

			　エプロンのポケットから、長い柄えを持つ武骨な大斧がずるりと抜き出される。

			「撤回していただきましょう」

			　みつあみにした髪を揺らして、ロビビアの隣にローズが立った。

		

	
		
			[image: p238.jpg]
		

	
		
			　竜の一族が不義理を働かないように、抑止力としてロビビアに同行している以上、おれたちがここで示じ威い行動をとるのは必要なことだ。誠意と言うのは、相手もまたそれを持ち合わせている場合にだけ意味がある。それをただの甘さと取られては、なんの意味もない。舐められてはいけないのだ。そこまでわかっていて、ローズは武器を抜いたに違いない。

			　とはいえ、そうした理屈はそれとして、ローズが怒っているのは事実だった。

			　でなければ、あまりにも判断から行動に移すまでの時間が短過ぎた。

			　普段は冷静なくせして、おれのこととなると沸点が低いローズなのだ。

			　ロビビアとローズの違いは、キレた瞬間に爆発するか、一度は怒りを呑み込んで理性的に判断を下してからスイッチを押すかの違いでしかない。

			　ゆえに、二輪の花はここに己の棘とげを剥むき出しにした。

			　これに慌てたのはサディアスだった。

			「ま、待ってくれ！」

			　こんなところで戦いが始まれば、それはもうおれたちの陣営と村との戦争になってしまいかねない。そんなの認められるはずもないし……いや、これが示威行為でしかない以上、こちらとしては本気で戦うつもりはないので、そんなことになればロビビアを連れて逃げ出させてもらうだけだが、それはそれでサディアスにとっては困ることだ。

			「レックス！　いい加減にしろ！」

			　巨きよ躯くを見上げて、ついにサディアスはレックスを怒鳴り付けた。

			「これ以上、孝弘に無礼を行うようなら、わたしが相手になる」

			「正気か、サディアス。一族同士で争うというのか」

			　太い眉を寄せてレックスが尋ねる。まさかと言いたげな口調だったが、サディアスは本気だった。

			「孝弘たちと戦わせるよりましだ」

			「……外の世界に出て、狂ったか」

			　唸うなるような声があがった。

			「これだから『探し人』の任など要らぬというのだ……」

			「狂ったなどという言われようは心外だな。わたしは孝弘こそが、閉へい塞そくしていた我らに未来をくれるものと考えている」

			　サディアスはあくまでも静かに、けれど断固とした口調で返した。

			　それは、以前にも聞かされたことのある言葉だった。

			　――きみの存在は、ある種の希望でもあるのではないかと、わたしは考えているんだ。

			　サディアスがおれという存在に、なにを見ているのかはわからない。

			　ただ、彼はロビビアを慈いつくしむような目で見ると、その目を竜のそれに変えた。

			「これ以上、邪魔をするというのなら叩きのめさせてもらう。折角、孝弘との間にできた繋がりを、こんなところで失うわけにはいかないのだ」

			「閉塞していた里に未来を、だと？　薄汚い人間になにができる！　閉じていて、なにが悪い!?　大切なものを失うくらいなら、そちらのほうがましだろう！」

			「それでは未来がないと言っている！」

			「それは貴様が里の外で生きていけるから言えることだ。我らにはここしかないのだ！」

			　怒鳴り合ううちに、ふたりとも興奮してきたのか、徐々に人のメッキがはがれつつあった。肌に鱗うろこが広がり、牙きばが尖る。喉のどの奥から威い嚇かくの声があがった。もはやふたりとも臨戦態勢に入っていた。

			「サディアス……レックス……」

			　即座にそこまでの覚悟は決められないのか、キャスはひとり、焦った表情で身内のふたりを見比べていた。

			　その彼女の顔が、ぱっと明るくなった。

			　視線の向けられた先、こちらに駆けてくる女性の姿があったのだ。

			「エラ！」

			　ほっとしたようなキャスの呼び掛けを聞いて、男ふたりの戦意が鈍にぶった。

			　間もなくして、女がこの場に到着した。

			　サディアスたちよりも少し年上と見える、妙齢の女性だった。

			「……朝から姿が見えないと思ったら、こんなところにいたのですか、レックス」

			　駆け付けた女性は、まずレックスに咎とがめる目を向けた。

			「おれは……」

			「聞く耳持ちません。下がっていなさい」

			　レックスをたじたじとさせておいて、女性はおれのほうを向いた。敵意の類は感じ取れない。彼女はしとやかに頭を下げた。

			「よくぞお越しくださいました、『霧きりの仮宿』の契約者様」

			　どうやら彼女はおれを歓迎しているらしい。これで、三対一。レックスもさすがにこの状況で暴れようという気にはなれないらしく、怒鳴り声をあげた。

			「エラ！　お前、パトリシアが里を出ることには反対だったんじゃないのか!?」

			「反対です。……が、それと契約者様への敬意は別のこと」

			　竜のなかにも、考え方はそれぞれあるようだ。

			　この女性は、保守派のなかでも穏健派なのだろう。

			「なにより、わたしは人間という存在を必ずしも悪しきものだとは思っていません」

			「しかし……」

			「それに、決を下すのは長です。長は会うと言っているのです。もう一度、言います。お下がりなさい」

			　ぐっと声をあげて、レックスは顔を赤くした。

			「……勝手にしろ。ただ、おれも話し合いには同席させてもらうからな！」

			　言い捨てると、レックスは踵きびすを返した。どすどすと足音を立てて去っていく。

			　巨体が小さくなっていくのを、おれたちは見送った。

			　女性がこちらに済まなさそうな微ほほ笑えみを向けてきた。

			「お騒がせいたしました、孝弘様。同どう胞ほうが失礼なことを言ってしまい、申し訳ございません」

			「いや。それほど気にしていない」

			　レックスとは、最初から最後まで会話にならなかった。だが、それは同時に、あの男が口にした言葉のなかには、おれという個人に向けられた言葉はひとつもなかったということでもある。これで腹を立てても、虚しいだけだ。

			　竜の隠れ里に人間が足を踏み入れるのだ。最初からこういうことはありえるだろうと予想もできていたし、ロビビアとローズが怒ってくれたのもある。これ以上、おれからなにか言うつもりはなかった。

			　それに、徹頭徹尾、レックスの頭にあったのは里のことだけだった。

			　人間は信用できない。ただ、静かに里で暮らしていたい。

			　それは一概に間違った考えとも言い切れないし、共感できる部分はある。

			　彼にとっておれは、里の平穏を乱す外敵でしかなかったというだけのこと。あれはあれで、きっと悪いやつではないのだろう。

			「それよりも、長のところに案内してもらいたいんだが」

			「はい。キャス、ご案内なさい」

			「わ、わかりました」

			　キャスの返事に頷うなずきを返した女性は、ふとなにかに気付いたように振り返った。

			「それと、お帰りなさい、パティ」

			　視線を向けられたロビビアがびくりとした。燃え上がっていた怒りの熱はとっくに鎮火してしまっており、少しおどおどとしていた。けれど、それでもはっきりと言った。

			「……おれの名前は、ロビビアだ」

			「ああ、そういえば、いまはそう名乗っているのだったわね」

			　女性は少しだけ寂しそうな顔をした。サディアスやキャスもたまに見せる表情だった。

			「それでは、ロビビア。改めて、お帰りなさい」

			　寂しさを微ほほ笑えみで覆おおい隠して、女性はロビビアに心底温かい言葉をかけた。

			「あなたの無事な姿が見られて嬉しいわ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　湖こ畔はんに建てられた数戸の家は、造りこそ素そ朴ぼくな石造りの建物であるものの、町で目にするものとは違っていた。

			　端的に言えば、でかいのだ。スケール感が狂っている。

			「寝るときには竜の姿のほうが楽という者もおりますから」

			「なるほど。竜の形態でも利用できるようにしているのか」

			　キャスの言葉に納得して、おれは尋ねた。

			「それで、長というのはどの建物にいるんだ？」

			「長はここにはおりません」

			「どういうことだ？」

			「長がいるのはあそこです」

			　キャスが指差したのは、水柱を噴き上げる広大な湖だった。いや。正確には、その真ん中にぽつりとある小さな島だ。島にはごつごつとした小さな山があり、遠目に祠ほこらのようなものが建てられているのが見えた。

			「あんなところにいるのか……？」

			「ええ。いまから、あそこに渡ります」

			　島には橋がかかっていない。里にいる一族はみんな飛べるので、その必要がないのだろう。

			　キャスとサディアスとに分乗して、おれたちは島に渡った。

			　ひとっ飛び、島に降り立つ。

			　その時点で、おれはひとつ大きな勘違いをしていたことに気付いた。

			　キャスの先導で島を歩き、里の他の建物とは違って常識的な大きさの祠の脇を抜けて、島の中央部へ向かった。そこに、『歴史を知る者』と、先回りしていたレックスが待っていた。

			「……よく来たね」

			　やや不明瞭な、くぐもったような声がおれたちを出迎えた。

			　レックスの傍かたわらにあった、幅10メートル、高さ５メートルはあろうかという大岩の中央部がぱっくりと裂ける。ぎょろりと現れたのは、巨大な眼球だった。

			　おれは息を呑んだ。

			　大岩とも見えるものが横向きの頭部であるのなら。

			　遠目に山と見えたものは、巨大なドラゴンの全身だったのだ。

			「わたしは甲こう殻かく竜りゆうマルヴィナ。この里を統とべる長だ」

			　サルビアに会うように頼まれた、サディアスの一族の長である竜。

			　それは体長50メートルを超える、山の如き巨竜だった。

		

	
		
			　

			13　竜の一族

			　

			「遠路はるばる、よく来たね。まあ、座りな」

			　労ねぎらいの言葉とともに、甲こう殻かく竜りゆうマルヴィナが目で示した地面には、ござと敷物が用意されていた。マルヴィナの傍に控えているレックスが準備してくれたとは思えないから、これはさっきの女性あたりの仕事だろう。おれは、こちらを見下ろす眼球の正面に座り込んだ。

			　そうしてみると、ますます目の前にあるのは、切り立った岸壁のように見えた。

			　ここまで大きいと、怪物というより怪獣だ。ファンタジーの世界の住人のはずなのに、ＳＦ寄りの存在にも感じられる。国民的な特撮映画に出てくる、黒い怪獣を思い出した。

			　翼があるから、どちらかといえば、金色の敵役のほうだろうか。いや、あれは首が三つあるから、だいぶイメージとは違ってくるか。

			「聞き取りづらいだろうが、悪いね。人化の術は苦手なんだ」

			「……いや。それは別にかまわない」

			　おれはかぶりを振った。

			　確かに、彼女の声はやや不明瞭だが、話が聞き取れないほどではない。

			　というか、サディアスたちは人の姿でないと言葉を操れないことを考えれば、むしろ器用とさえ言えるだろう。

			　そんなことを考えていると、ガーベラが口を開いた。

			「ふむ。これは驚いた」

			「どうした」

			「いやなに。このマルヴィナとやらだがな」

			　どことなく楽しげな様子だった。

			「単純な魔力の量だけで測るなら、妾わらわよりも強いぞ」

			「……」

			「実際に戦えば、まあ、勝敗はわからんがな。分が悪いことは違いない。蜘く蛛も糸を操る妾との相性の問題もあるが……ふふ。まさか妾よりも強いモンスターが、この世におるとは思わなんだ」

			「ふん。なにをお言いだい。それはわたしの台詞せりふだよ」

			　しみじみとガーベラが言えば、マルヴィナは鼻を鳴らした。

			「わたしは古き時代を生きた竜。現在生きているなかでは、恐らく最古のモンスターの一体だ。『霧きりの仮宿』ほどではないにせよ、長い時間を生きてきた。だというのに、あんたとの差というのは、せいぜい六対四程度といったところじゃないか。このガタイの差でそれでは、どちらが強いというべきかわかったもんじゃないよ」

			　ドラゴン自体がもともと強大な力を持つモンスターであることを考えれば、やはり樹海の白き蜘く蛛もの存在は図抜けていると言うべきだろう。

			　とはいえ、目の前の古竜がそれを超える力を持っているのは事実なのだった。

			「……世界は広いな」

			「ああ。まったくその通りだよ」

			　おれのつぶやきに、マルヴィナが相あい槌づちを打った。

			「あんたみたいな、わたしのことをまるで恐れない人間にまた会えるとはね。長生きはするもんだ」

			「……」

			　マルヴィナの口調には、どこか懐かしさを噛み締めるふうがあった。そして、彼女が『また』と言ったことをおれは聞き逃さなかった。

			　きっと、おれよりも前にいたという『誰か』のことを思い浮かべているのだろう。

			　大きな竜の眼球が、おれのことをまじまじと見詰めている。深い知性を湛たたえた瞳ひとみだ。人間などでは想像できないくらいに長く、時の流れを見詰めてきた目だった。

			　それは軽率な人間などより余程に信用できるように、おれには感じられた。どれだけ大きかろうと、鋭い牙きばと爪を持っていようとも、彼女を恐れる理由はなかった。

			「……少なくとも、話をするだけの価値はありそうだね」

			　真っ直ぐに見返すおれの姿を見て、マルヴィナは喉のどの奥で笑ったようだった。

			　身じろぎをすると、眼を細めて尋ねてくる。

			「さて。こんな辺へん鄙ぴなところまで、わざわざやって来たわけを聞こうかね」

			「おれがここに来た用件はふたつだ」

			　言いながら、おれは隣に座り込むロビビアの小さな肩に手を置いた。

			「ひとつは、ここにいるロビビア……パトリシアのことだ。彼女はこの里を出たいと言っている。その件について、里の長であるあんたに許可をもらいに来た」

			「ふむ」

			　マルヴィナは相あい槌づちを打っただけだったが、その傍そばに立つレックスは表情を険しくしていた。

			　まあ、彼としてはそういう反応にもなるだろう。

			「……もちろん、そちらにはそちらの言い分もあるだろう。迂う闊かつに出入りをすれば、隠れ里の存在が露ろ呈ていするんじゃないか、というそちらの危き惧ぐも理解はしているつもりだ。里には定期的に顔を出させるにせよ、なにかしらの取り決めは必要だろう。そのあたりも含めて、話し合いで妥協点を探れたらいいと思っている」

			「なるほどね。もうひとつの用件というのは？」

			「おれの前に『モンスターと心通わせた存在』がいたと聞いている。マルヴィナ。あんたがそいつについてよく知っている『歴史を知る者』であるとも。おれは、その話を聞きに来た」

			「なぜそれを知っている……とは、訊きくまでもないか。『霧きりの』の仕業だね」

			　ふーっと、巨大な竜の鼻から息が噴き出された。

			「あのお節介焼きめ」

			「彼女はあんたたちのことを、ずいぶんと好いているようだったよ」

			「やめとくれ。全身が痒かゆくなる。下手に身をよじって、この島が沈んじまったらどうするつもりだい」

			　冗談を飛ばしたのは、彼女なりの照れ隠しだったのかもしれない。

			「それで、その『霧の』はどこにいるんだい。顔も出さないなんて水臭いじゃあないか」

			「――あらまあ。それは、ごめんなさいね」

			　声とともに、マルヴィナの目前に渦を巻く霧が生まれた。

			　霧は女性の姿を取り、穏やかに微ほほ笑えんだ。

			「お久しぶりね、マルヴィナ」

			　宙に浮かんで微笑むのは、『霧の仮宿』サルビアだった。豊かな胸に流した濃い金褐色の髪を撫なでながら、彼女は垂れ気味の目を懐かしそうに細めていた。

			「ふん。何百年ぶりかね、『霧の』」

			　気安い口調でマルヴィナは返した。

			「カールが討とう伐ばつされて十年くらいした頃に来て、それ以来ね。それと、いまはサルビアという名があるから覚えておいて。もっとも、今更、あなたにその名で呼べとは言わないけれど」

			「ああ、そういえば、名を贈られたんだってね。契約したことといい、ずいぶんとこの坊やに惚ほれ込んでいるじゃあないか」

			「そうね。眷けん属ぞくの子たちも含めて、可愛かわいい子たちだと思っているわ」

			　マルヴィナの口調は気安く、ころころと笑うサルビアの態度も砕けている。

			　積み重ねた時間が感じられるやりとりだった。

			　お互いに長い年月を生きる存在同士、様々な出来事があったのだろう。積もる話もあるに違いない。

			　とはいえ、この場は彼女たちのために設けられたものではなかった。

			「さてと。久きゆう闊かつを叙じよすのもこれくらいにしておきましょうか」

			　短いやり取りのあとで、サルビアは話を切り上げた。

			「あまり話し込んでしまっては申し訳ないわ。今日の主役は、わたしではないのだから」

			「あんたはいつだって主役を張ったことなどないだろうに。吹かれて揺蕩たゆたう、霧きりの傍観者。……まあ、それが、あんたの望んだことではないのは知ってるがね」

			　最後は同情するふうに言ってから、マルヴィナは改めておれに目を向けてきた。

			「すまないね、待たせてしまって。それでは……まずは、うちの小さいのの処遇について話すこととしようか」

			　おおらかだった物腰が、厳げん粛しゆくなものに切り替わった。

			　途端、岸壁のような目の前の存在が、更に重量感を増した。威圧されたわけでもないのに、腹の奥に圧を感じる。竜の里の統治者として、マルヴィナはおれたちに向かい合っていた。

			　もっとも、さっきのレックスとは違って、話をしようという意思は感じられる。

			「ロビビア」

			　名前を呼んで、おれは少女の肩を軽く押した。

			「ここは、お前自身の口で言うべきだ」

			「……うん」

			　少し心配ではあったが、おれの手を掴んだロビビアは、思ったよりもしっかりとした声で答えた。

			「おれは里を出る。だから、その許可がほしい」

			「里を出て、それであんたはどうするつもりだい？」

			　マルヴィナから返ってきたのは、やや突き放したような言葉だった。

			「野良のドラゴンとして、人里離れた場所で生きていくつもりかい？」

			「いや。孝弘たちと一緒に行く、つもりだ」

			　途中、一瞬だけこちらを向いたので、頷うなずいてやる。ほんのかすかに口くち許もとをほころばせたロビビアは、続くマルヴィナの詰きつ問もんにも動揺を見せることはなかった。

			「そんなにこの里にいるのが嫌かい？　だから、他人様に迷惑をかけると？」

			「違う」

			　はっとするような、輪りん郭かくの明瞭な口調だった。

			「確かに、この里にはいたくない。だけど、理由はそれだけじゃない」

			　ぎゅっと、握ったままのおれの手に力を込める。

			「おれは、孝弘たちと一緒にいたいんだ」

			　はっきりと、ロビビアは言ってのけた。

			「里から逃げたいから、孝弘のところに行くんじゃない。孝弘たちと一緒に行きたいから、おれは里を出る」

			　正直、ここにいたくないと自分の意見を言うだけでも十分だと思っていただけに、彼女がここまでしっかりと自分の希望を口にできたことには驚いた。

			　いまの彼女は、ただ怯おびえて、暴れ回ることしかできなかった頃の彼女ではない。そんな彼女に一緒に行きたいと言ってもらえたことは、おれにとって嬉しく、喜ばしいことだった。

			　けれど、驚き喜ぶだけでは済まない者もいた。

			「馬鹿なことを言うな！」

			　我慢が利かなくなったのか、それまで黙って見ていたレックスが怒鳴り声をあげた。

			「里を出るだけでなく、人間と一緒に行くだと？　自分がなにを言っているのか、わかっているのか!?」

			「うるせえ！　おれはもう決めたんだ、脇からごちゃごちゃ言ってんじゃねえよ！」

			　噛み付くように、ふたりは怒鳴り合った。

			　対照的に、話を聞かされていた当とうのマルヴィナは、すぐには反応をしなかった。

			　古き竜は、ただ静かな目でロビビアのことを見ていた。

			「マルヴィナ……？」

			　怪け訝げんそうにサルビアが声をあげた。

			　気のせいだろうか。そこには、なにかを危き惧ぐするような色があった。

			　だが、古い友人がそれ以上なにか言う前に、マルヴィナは言葉を放っていた。

			「あんたの言いたいことはわかったよ」

			　振り仰あおいだロビビアに、あっさりとマルヴィナは言葉を落とした。

			「好きにしたらいい」

			「な……っ!?」

			　レックスが絶句し、ロビビアは表情を輝かせた。

			「本当か!?」

			「ああ」

			　肯定の返事をして、やはりあっさりとマルヴィナは続けた。

			「ただし、もう二度とこの里に戻ることは許さない」

			「……え？」

			　その瞬間、ロビビアの表情が凍り付いた。

			「里の者との交流も、金こん輪りん際ざい認めない」

			「な……」

			「なにを驚いているんだい。外界との交流を許さない。それが、わたしが敷しいたこの里の絶対の掟だ。その里を出て行こうというんだ。これくらい当然だろう？」

			「そ、それは……だ、だけど……」

			　ロビビアはなにか言おうとして、ぱくぱくと口を開けた。

			　マルヴィナの言っていることは正しい。だが、それだけに容よう赦しやがなかった。

			　ロビビアにとって、一族の竜は恐怖の対象だ。

			　けれど、それでも身内であることには違いない。いずれは和解できるかもしれない。どこかに、そんな希望……あるいは、甘えもあったはずだ。

			「里を出るというのなら、お前さんは他人だよ、『ロビビア』」

			　ここまで明確な拒絶を叩きつけられるとは、まさか思ってもみなかったのだろう。

			　ロビビアの顔が、すうっと蒼そう白はくになり、次の瞬間、危ういほどに紅潮した。

			「ああ。そうかよ……っ！」

			　勢いよくロビビアは立ち上がった。

			　ここで即座に噛みつけることが彼女の強さでもあり、欠点でもあった。

			「せいせいしたよ、クソババア！　てめえの顔なんて、二度と見るもんか！」

			　もはや一いつ顧こだにすることなく、ロビビアは駆け出した。

			「……リリィ」

			「うん」

			　いまのロビビアをひとりにしてはいけない。

			　おれの呼び掛けに頷うなずいたリリィが駆け出した。ふたり分の足音が遠ざかる。

			「キャス。あんたは行くんじゃないよ」

			　そのあとを追おうとしたキャスは、マルヴィナに制止される。

			「いまのはどういうことだ!?」

			　そこでようやく、レックスが抗議の声をあげた。

			　出遅れたのは、あまりの衝撃に思考が硬直していたからだろうか。一方の当事者であるロビビアがいなくなったことで、状況が呑み込めたのだろう。人の枠を超えて大柄な彼の背丈からしても、なお高い位置にある竜の眼球を見上げる顔は、さっきのロビビアと同じくらいに真っ赤になっていた。

			「どうもこうもないよ」

			　マルヴィナは素そっ気けなかった。

			　取り合う気はないとでも言うかのように、瞼まぶたを落としてしまう。

			「パトリシアが不幸になってもいいのか!?」

			　レックスは激怒していた。

			　ロビビアのために怒っていた。

			　ロビビアが里の外に出て、幸せになれるはずがない――それは、レックスのなかで疑いようもない事実なのだろう。だからこそ、おれにもあれだけ敵てき愾がい心しんを向けていた。頭は固いかもしれないが、その感情に嘘うそはなかった。

			　そうまでするのは、なぜかといえば――……。

			「しつこいねえ。あいつはもう赤の他人だよ」

			「他人なものか！」

			　レックスは業ごうを煮やしたように、大きな拳を震えさせた。

			　そして、吠えた。

			「パトリシアは血の繋がった末の妹だ！　そうだろう、お袋！」

			　家族だから。

			　それは、極々ありふれた感情の発はつ露ろに他ならなかった。

			「レックス」

			　マルヴィナが閉じていた瞼まぶたをあげた。冷れい厳げんな瞳ひとみだった。

			　あまりにも冷た過ぎて、かえって嘘うそくさいくらいに。

			「わたしの方針に文句があるなら、あんたも里を出ていきな」

			「なっ……」

			　じろりと睨にらみつけられると、レックスは顔色を青くした。そうして顔色に出やすい直情的なところは、確かにロビビアと血の繋がりを感じさせるものがあった。

			「おれは……」

			　ただ、レックスはロビビアのように癇かん癪しやくを起こすことはなかった。

			　危うかったのかもしれないが、ぎりぎりで歯を噛み締めて彼は堪たえた。

			「……頭を冷やしてくる」

			　踵きびすを返して、どすどすと音を立てて去っていく。自分のことを『里の守護者』と言っていた彼には、他の選択肢なんてなかったのだろう。

			　激情の嵐が去って、最初に口を開いたのは、竜の古い友人だった。

			「……マルヴィナ。もう少し、他に言いようがあったんじゃないの？」

			「これでいいのさ。できれば、レックスにも里の外に出てほしかったくらいだけどね」

			　どこか疲れたような口調でマルヴィナは答えた。

			「……説明はしてもらえるんだろうな？」

			　おれは口を開いた。

			　まさかこんなことになると思っていなかった……という時点で、おれも事態を甘く見ていた部分があったのだろう。だからこそ、きちんと事情を把は握あくしておく責任があった。

			　マルヴィナはこちらに視線を落とした。

			「単純な話だよ。あれが一番良いと思ったからさ」

			　精強なはずの古竜は、これまで彼女が過ごしてきた時間が押し寄せたかのように、一気に歳老いて見えた。

			「あんたは定期的に、あの子を里に連れてくるつもりだったようだがね、外に出るなら戻らせるわけにはいかないんだよ。わたしは、この里を閉じることでしか守れないんだから」

			「……解げせんな」

			　ガーベラが硬い声を出した。

			「お主は十二分に強かろう。ここにいる彼らも十分に強い」

			　サディアスとキャスを見て、続ける。

			「なにをそれほど恐れる？　いったい、お主らになにがあった？　それを聞かねば、納得がいかんぞ」

			　美しい顔を険しくしているのは、ロビビアのことを思えばこそだろう。

			　そんな彼女の反応を見て、むしろマルヴィナは少しほっとしたように目を細めた。

			「まあ、話をするのが筋ってもんだろうね。そもそも、あんたたちはそのために来たのだし」

			　マルヴィナは返した。

			「最初から話をしようかね。遠い昔の話だ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あるとき、この地に『モンスターと心通わせる能力』を持った人間が現れた。彼は坊主と同じ転移者だった。ああ、そうさ。『霧きりの』とは違って、わたしは自分ひとりで自我を得たモンスターじゃない。彼の眷けん属ぞくだ。……このあたりは、あんたたちも予想はしていただろうね」

			「まあ、順当なところではあるな」

			　おれは頷うなずいた。

			「おれの前の……か。そいつは、どんなやつだったんだ？」

			「良い男だったよ。あんたにちょっと似ていたかもしれないねえ。たくましく、雄お々おしい男だった」

			　おれは顔を顰しかめた。

			「……あまり似ていなくないか」

			「まあ、外見はね。ただ、わたしを大切にしてくれたよ。もともと、あの人は勇者としてわたしを討とう伐ばつしに来たんだけどね。偶然が重なって、わたしはあの人の眷属になった。わたしは運が良かったんだ。多分、あんたの眷けん属ぞくもそう感じているようにね」

			「その方は、どういった能力を持っていたんですか？」

			　これは加藤さんが尋ねた。

			「『モンスターと心通わせる能力』を持っていたと言いましたよね。ですけど、それは真島先輩とは違う能力だったんじゃありませんか？」

			　加藤さんの隣に座っているローズが首を傾げた。

			「どうしてそう言えるのですか、真菜？」

			「さっきマルヴィナさんは、その方が『最初は勇者として自分を討とう伐ばつしに来た』と言っていたからです。真島先輩と同タイプの能力なら、この世界で勇者として活動できません。それに、モンスター使いの勇者の存在は、教会の伝える伝説にも残っていないわけですしね」

			「頭の回る子だね」

			　マルヴィナは感心したように言って、さっきの質問の答えを口にした。

			「あんたの言う通りだよ。あの人の能力は坊主のとは違う。『自分の姿を竜のものに変える』というものだった」

			「とすると、高屋くんと同タイプの……」

			　加藤さんが口にしたのは、獣と化した同級生の名前だった。

			　自分の姿も、その在り方さえも変えてしまう能力がありえることを、おれたちはこの目で見て知っている。だから、そこはすんなりと受け入れることができた。

			「納得しました。だとすれば、確かにマルヴィナさんは幸運でしたね」

			「どういうことですか？」

			　加藤さんの言葉に、ローズが尋ねる。

			「その方は、真島先輩と違って、竜以外のモンスターとは意思疎通できなかったはずですから」

			「なるほど。そういうことですか」

			　竜になれる人間と、知性を持つ竜。この巡り合わせは、確かに幸運としか言いようがない。

			　考えてもみれば、マルヴィナの口から『たくましく、雄お々おしい男』という形容が出たのも、『竜に姿を変える』という力があればこそだったのだろう。なにせマルヴィナの目からすれば、普通の人間なんてどれも変わらず一いつ寸すん法ぼう師しだ。たくましいとか雄々しいとか、そういった単語はなかなか出てこないはずだった。

			「竜に変化する力をお持ちだった勇者の伝説なら、確かにあります」

			　と言ったのは、シランだった。

			「ただ、彼と心通わせた竜がいたという話は聞いたことがありませんが……」

			「教えているのは聖堂教会だろう？　不都合な事実は伏せるさ。もっとも、竜に変化する勇者の存在自体は、すでに知れ渡っていた以上、消せなかったようだがね」

			　どこか忌いま々いましげな口調で、マルヴィナは言った。

			　作られた勇者像。綺き麗れいに纏まとまった伝説。

			　それはおれも、以前に感じていたことだから、特に疑問は差し挟まない。

			　シランは少し引っ掛かった様子だったが、口に出してはなにも言わなかった。

			「竜に変化する能力者。そやつと心通わせる竜……なるほど、それでこの里におるのはみな、竜だというわけだ」

			　ガーベラが腑ふに落ちた様子でつぶやいた。

			「他の竜……サディアスらも、その者の眷けん属ぞくになったということだな」

			「いいや。それは違うよ」

			　だが、マルヴィナは否定した。

			「厳密に言うのなら、この子らは眷属であって眷属じゃあないんだよ」

			　謎かけめいた言葉に、ガーベラが眉を顰ひそめた。

			「どういうことだ？」

			「なに、簡単なことさ」

			　マルヴィナは答えた。

			　なんでもないことのように――口にされた言葉は、あるいは爆弾だったかもしれない。

			「わたしの旦那がその転移者で、サディアスたちはみんな、わたしらの子供だというだけのことだよ」

			「……」

			　ガーベラは、赤い目を丸くした。

			「いまなんと？」

			「だから、旦那なんだよ。サディアスたちの父親は転移者だと言っている」

			　固まってしまったガーベラから、マルヴィナの視線がこちらに移った。

			「坊主のほうは、あまり驚いていないようだね」

			「……まあ、考えてはいたからな」

			　サディアスたちがどのような存在なのかということについては、薄々と目星は付けていた。

			　マルヴィナと、彼女の旦那の関係は、リリィたちとおれとの関係と似ている。だったら、そういう関係になることもありうるだろう。

			　それに以前、おれはサディアスに『お前はただのモンスターなのか』と尋ねたことがあった。

			　サディアスはそれに感心した様子だった。おれの言葉が、真実の一端を突いていたからだ。

			　加えていうなら、彼自身の言葉にも引っ掛かるものが含まれていた。

			　人間社会にモンスターが紛れることなんて、普通はできないのではないかと彼は言った。確かに、その通りではあるのだが、そう言っている彼自身が人間社会に紛れていることを考えると、この発言は少し不自然だ。

			　これはつまり、彼自身は普通のモンスターではないからこそ、出てきた台詞せりふなのだった。

			　まあ、もともと半分は人間なのだ。人間の姿を取れてもおかしくないし、人間社会に紛れ込むことも難しくない。

			　こうしたサディアスの正体については、ガーベラはともかくとして、リリィあたりは予想していたかもしれない。

			　いや。根拠があっての『予想』と言うより、それは、そうであれば良いという『期待』だったかもしれないが。

			　だからこそ、リリィは――おれ自身も――サディアスやロビビアに感情移入していた。

			　そうせずにはいられなかった。

			　なぜなら、ある意味、彼らはおれたちの未来そのものだったからだ。

			「……しかし、その。できるのか？」

			　ガーベラも、そこに思い至ったらしい。

			　期待を含んだ直球な質問に、マルヴィナは苦笑の気配を漏らした。

			「なんてことを訊きくんだい……と、言いたいところだが、まあこの場合は無理もないか。できちまったんだから仕方ないねえ」

			「……」

			「言っとくが、あんたらがどうかは知らないよ」

			　赤い目をぐるぐるさせているガーベラを見れば、考えていることなんてお見通しだったのだろう。

			「まあでも、前例があるということは知って損はなかろうね」

			　古き竜は目を細めて、視線を遠くに飛ばした。

			「……幸せな日々だったよ。ああ。なにを引き換えにしてでも、守りたいと思えるほどに」

			　穏やかな眼まな差ざしだった。その目には、過ぎ去った日々が映っているに違いなかった。

			　その眼差しに影が落ちた。

			「だが、もはやそれも過去の話だ」

			　聞いていたサディアスたちも、表情を暗くした。

			　そう。おれはすでにサルビアからほのめかされている。

			　彼らの物語は、悲劇で終わったということを。

			　だからこそ、サルビアはこの地におれを導こうとした。彼らから話を聞き、その経験を糧かてにすることで、悲劇で終わった彼らの歩みを無駄にしないためにだ。

			　おれもまた話を聞きたいと思った。彼らはおれたちが至る未来の可能性のひとつだからだ。

			「……なにがあったんだ？」

			　誠意を込めておれが尋ねると、マルヴィナは地の底から響くような暗い声で答えた。

			「うちの旦那は人間に殺されたんだよ。ドラゴンとしてね」

		

	
		
			　

			14　悲劇の顛てん末まつ

			　

			　マルヴィナの勧めもあって、数日の間、おれたちは竜りゆう淵えんの里に逗とう留りゆうして旅の疲れを癒いやすことになった。

			　隠れ里であるこの集落には、普通なら旅の人間が立ち寄ることはないため、滞在のための施設はない。貸し出されたのは、里の者が住んでいる家屋のひとつだった。

			　竜に合わせて作られたものではなく、一般的なサイズのものだ。人間の姿でいることを好まない者が使わずに放っておいたのを、掃除しておいてくれたものらしい。

			　ロビビアもおれたちと一緒だった。

			　リリィと一緒に帰ってきた彼女は、努めて平気なふうを装っていた。

			　強い子だと思う。あれだけ酷ひどく拒絶されていて、傷付いていないはずはないのに。

			　たとえそれが、仕方のないことだったとしても……。

			「……」

			　おれは、ひとり部屋でベッドに腰掛けていた。

			　少し考え事をしたい気分だったのだ。

			　リリィたちはおれの気持ちを察してくれて、別の部屋に移っている。

			　考えているのは、マルヴィナから聞いた話のことだった。

			　脳裏に、その内容を浮かべる。元勇者が殺された、その経緯を――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　当時、マルヴィナは元の縄張りであるこの森から出て、別の場所で暮らしていたのだという。

			　人里離れた場所で、ひっそりと。華やかさはないものの、静かで満ち足りた暮らし。

			　ああ。それは、ある種の憧れさえ抱いてしまうような……。

			　そこに人間の軍勢が現れた。

			　マルヴィナは子供たちを連れて逃げ出した。そうするしかなかった。子供たちの何人かは大人になっていたが、まだ小さな子供もいたし、なにより彼女は身み重おもだったからだ。

			　旦那である元勇者は、彼女が逃げ出すための時間を稼ごうとした。

			　最初は話し合いを試みたらしい。すでに成竜となった子供たちと一緒に、交渉に出向いた。

			　だが、駄目だった。

			　その場に出向いて帰ってきた者はいなかったので、詳しい事情はわからないが、交渉は成立しなかった。

			　壮絶な戦いのすえに、彼は邪悪なドラゴンとして討たれた。

			　彼を殺した『敵』は――聖堂騎士団と、次代の勇者だった。

			　この話を聞いたシランとケイは蒼あおい顔をしていた。元とはいえ、勇者を騎士が殺したというのは、彼女たちにしてみれば相当ショックな出来事だったのだろう。

			　もちろん、騎士たちだって、相手が元勇者だと知っていて戦ったわけではないだろう。

			　彼らはモンスターを討とう伐ばつしにきて、偶然、元勇者に行き遭ったはずだ。マルヴィナと出会った元勇者が人間の世界から姿を消して、その時点で長い年月が経っていた。竜に化ける彼の力や、その姿について、教会には記録が残っていただろうが、不意の遭そう遇ぐうでそれに気付けというのは無理がある。

			　交渉が成立しなかったのも、そう考えてみると、当然といえば当然だった。

			　この世界では、意思を持ち、人間に害を及ぼさないモンスターの存在は認知されていない。その一方で、ドッペル・ゲンガーのように、人間の姿を取るモンスターがいる。元勇者が話をしようとして、その前に滅多打ちにされてしまってもおかしくなかった。

			　結局、元勇者は子供とともに殺された。

			　また、当時の勇者は生き残ったものの、片腕を失う大おお怪け我がをしたらしい。

			　随ずい伴はんしていた聖堂騎士団も大きな損害を被こうむった。

			　シランに話を聞いたところ、該当する代の勇者は早々に戦闘能力を失ったために、世界中で大変な被害が出たのだという。

			　偶然のもたらした悲劇と言うべきだろう。

			　事件のあと、マルヴィナは人間との接触を完全に断つことに決めた。

			　あれだけの戦力を持ちながら、慎重に慎重を重ねていたのは、ひとえに大切なものを多く失った経験のためだったのだ。

			「なあ、サルビア」

			「なにかしら、旦那様」

			　虚こ空くうに投げたおれの声に応えて、サルビアがふわりと姿を現した。

			「マルヴィナは復讐心を呑み込んで、人間たちと接触を断つことを決めた。この昏くらき森の、誰も立ち入れないような奥地に、隠れ里を作った。……サルビアも手を貸したんだよな。ずいぶんと貴重な魔法道具を使ったと聞いたが」

			「『世界の礎そ石せき』ね。あれは、遠い昔に古い知人からもらったの。聖堂教会が抱え込んでいる魔法道具で、帝都には、同じものがいくつかあるらしいのだけれど……いったいどうやったのか、拝はい借しやくしてきたと言っていたわね。貴重だからと言って、抱え込んでいても意味はないし、数少ない友人の頼みだったから、使うことにしたのよ」

			　と、なんでもないことのようにサルビアは言ったが……どうなのだろうか。

			　その魔法道具は、霧きりの魔法をその地に固定する力があるのだという。

			　ならば、本来それは『霧の仮宿』そのものを、おれのような契約者なしでこの世界に固定するために、古い知人とやらから渡されたものだったのではないだろうか。

			　真実を淡い微ほほ笑えみの裏に隠して、サルビアは女性らしい唇を開いた。

			「わたしは『霧きりの結界』で森を包み込んで覆おおい隠すことにしたの。もう二度と、あのようなことがないように……」

			　重い吐と息いきが、その唇から漏れた。

			「ただ、マルヴィナ自身は、その選択を正しいものだと決して思っていないみたいだけど」

			「……そうみたいだな」

			　それは、話を聞いているうちに、おれも感じていたことだった。

			　彼女は『この里を閉じることでしか守れない』と口走っていた。

			　それ以外に方法がなかったから、やむをえずに、そうしただけなのだ。

			　実際、マルヴィナは自分たちの身に起こった悲劇について語ったあとで、こう続けた。

			　――わたしたちには、先がない。あとはもう、ここで誰にも知られずに、ひっそりと朽くちていくだけさ。

			　先がない。未来がない。

			　その言葉の真意は、夫を失った当時のマルヴィナのお腹のなかにあった。

			　事件のあとで、身重だった彼女はひとつの卵を産んだ。

			　新しい命。多くのものを失った彼女たちにとって、それは希望の象徴だったはずだ。

			　けれど、その卵は長いこと孵かえらなかった。

			　新たな命さえ生まれることなく消えてしまったのかと、夫を喪うしなったマルヴィナは、更なる絶望に叩き落とされることになった。

			　それでも彼女は待ち続けた。ずっと、ずっと、待ち続けた。

			　そして、奇跡は起きた。

			　卵が孵かえったのだ。

			　……孵りはした、というべきだろうか。

			　それが絶望の上塗りになるとは、誰が予想できただろうか。

			　生まれた子供には、他の子供たちと違って、自我が芽生えなかったのだ。

			　そう。他でもない、ロビビアのことだ。

			　いったいどうして、彼女は自我を持たなかったのか。

			　言い換えるなら、なにが他の子供たちと違ったのか。

			　恐らく、原因は元勇者の不在だろう。おれとはまた別のかたちで、彼には『モンスターと心通わせる力』があった。それは、眷けん属ぞくであるモンスターの自我の形成に大きな関わりを持っていたはずだった。

			　マルヴィナや他の子供たちに影響は出なかったらしい。

			　彼女たちは、すでに自我が確立していたからだろう。

			　けれど、新たに生まれてくる子供にとって、彼の存在は絶対に必要なものだったのだ。

			　しかし、それは失われてしまった。つまるところ、マルヴィナたちは、このような辺境に引っ込んだまま、未来を紡つむぐことさえできなくなってしまったのだ。

			　あとはもう、マルヴィナの言う通り、誰にも知られることなく朽ちるだけだ。

			　いまなら、どうしてサディアスがおれの存在を指して、『自分たちに未来をくれる』と言っていたのか理解できる。おれがロビビアに自我を与えたということは、元勇者の死によって途切れた未来が、再び紡がれたということ……その先があるということなのだから。

			　――真島孝弘。あんたは、わたしたちに未来をくれるのかもしれない。

			　マルヴィナは、こんなふうにも言っていた。

			　――あんたが竜の里に居ついてくれれば……などと、サディアスあたりは考えてもいるんじゃないかね。だけど、わたしはそれを望まない。わたしたちは、あのときにすべてを諦あきらめた。だけど、あんたは違うかもしれない。もう終わってしまったわたしたちのために、あんたたちの可能性を狭めてしまってはならないんだよ。

			　その言葉には、強い想いが込められていた。

			　ある種の思い入れが感じられた。

			　おれがマルヴィナたちに自分たちの将来を見たように、彼女もまたおれたちに、あったかもしれない自分たちの『もしも』を投影しているのかもしれない。

			　だから、その可能性を自分たちが損そこねてしまうことを恐れている。

			　――ロビビアを頼んだよ。

			　最後に、マルヴィナはこう言った。

			　彼女はきっと、この終わってしまった世界から、ロビビアだけでも外に出したいのだろう。

			　あの見るからに屈強なレックスでさえ、人間を憎悪し、深く恐れていた。恐らく、例外はサディアスくらいのもので、多かれ少なかれ、竜りゆう淵えんの里のドラゴンはああした性質を備えているものなのだろう。

			　しかし、父や兄弟姉妹の喪失を知らないロビビアだけは、ある意味、過去の呪縛を受けていない。自由でいられる。だからマルヴィナは、ロビビアをああして追い出しもしたのだ。

			　下手に里心が付いてしまって、自分たちの存在が足を引っ張る鎖になってしまわないように。

			　そうしてロビビアをおれに託したことも、おれという存在に可能性を見ればこそ、なのかもしれなかった。

			「……可能性、か」

			　重い言葉だと思った。

			　なぜなら、可能性という言葉の意味は、必ずしも良いものばかりとは限らないからだ。

			　投げたコインの裏表。良いこともあれば、悪いこともある。

			「ひょっとして、マルヴィナたちのこと、知って後悔しているかしら？」

			　無意識のうちに溜め息をついたおれを見て、サルビアが眉尻を下げた。

			「……いや。そんなことはない」

			　おれはかぶりを振った。

			「収穫はあったと思っている。これまでも将来のことを考えていなかったわけじゃないが……実際に起こった出来事を、その想いを直接聞けたことはやっぱり大きかったよ」

			　マルヴィナの話には、当事者のリアルな重みが感じられた。これからのおれたちにだって、なにがあるかわからないのだと……ある種、思い知らされたと言っていい。

			　あらゆる最悪を想定しなければならないのだろう。

			　けれど、悲観的になり過ぎてもいけない。

			　うちに籠こもってしまえば、可能性は閉ざされてしまう。それはマルヴィナの言う通りで……思えば、シランたちとわかりあえたのだってそうだった。慎重に、けれど、怖おじることなく、おれはこの世界を知らなければならない。

			　無論のこと、リスクがあるのは承知している。いざというときは決断を迷ってはならない。敵が誰であろうとも、抗あらがい、戦い、打ち倒す覚悟が必要だ。

			　そうしたすべてが、リリィたちを率いるおれの責任なのだった。

			「ここに来て、話を聞けて良かった」

			　おれの言葉を聞いて、サルビアはにこりとした。

			「旦那様なら、そう言ってくれるだろうと思っていたわ」

			　言いながら、重さを感じさせない動作でおれの隣に腰掛ける。２本の腕が伸びてきた。

			「なんだ、いきなり？」

			　それは、やわらかな抱ほう擁ようだった。

			　契約者と精霊という関係性からか、普段から気安くスキンシップを取るサルビアではあったが、このように改まって抱き締められるのは、これが初めてのことだった。

			　戸惑うおれに、サルビアは言った。

			「ありがとう、旦那様。マルヴィナの話を聞いてくれて」

			「……あれは、おれにとっても有益な話だった。サルビアだって、そう思ったから、おれをここに連れてきたんだろう？　礼を言われるようなことじゃない」

			「ええ。だけど、可能性って言葉を口にしたマルヴィナの気持ちまで、旦那様はきちんと受け止めてくれたでしょう？　それが、わたしは嬉しかったの」

			　サルビアにとっても、マルヴィナと元勇者に降りかかった悲劇的な事件は、大きな傷になっていたのだろう。心の底からの笑顔を浮かべていた。

			「だから、ありがとう」

			「……こちらこそだ。ここに連れてきてくれて、感謝してる」

			　おれも感謝の言葉を返した。

			　自分はこれからどうするべきなのか。

			　これまで漠ばく然ぜんとしていた目標が、この地に来たことで定まったような気がしていた。

			　リリィたちと話をしなければならなかった。

			　ロビビアにも声をかけてやらないと。

			　そんなことを思いながら、少し瞼まぶたが重くなるのを感じた。

			　旅の疲れが溜まっていた……というのもあるが、どちらかといえば、原因は寄り添う温かさのほうだった。

			　サルビアの抱ほう擁ようは、リリィやガーベラからのそれとは、少し違う感触がした。

			　そこには、年長者からの労いたわわりと慈しみが多分に感じられた。

			　互いの生きてきた時間のことを考えれば、子供扱いするなと反発する気にもなれない。

			　それに、親から子に向けるようなそれは、存外に悪くない気分だった。

			　どこかにあった喪失感が、埋められるような安心感があった。

			　そうして、いつの間にか、おれは眠ってしまっていた。

			　ノックの音が眠りを破るまで、おれはしばしの休息に身を委ゆだねた。
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			15　竜の姉妹　～加藤真菜視点～

			　

			　わたしたちの滞在する家に、食材を携たずさえたキャスさんが訪れたのは、日が傾いた頃だった。

			「こちら、使ってください」

			「ありがとー、助かる」

			　リリィさんが応じて、食材の詰められた革袋を受け取る。

			　玄関先までついてきたわたしも、そのうちのひとつを受け取った。

			　革袋のなかには、それぞれ違った食材が入っていた。

			　竜淵の里では、畑で栽培している芋のほかに、主に湖にいる魚や、自生している水草、昏くらき森に生息しているモンスターを狩って、日々の糧かてとしているらしい。

			　わたしの受け取ったものには肉厚の水草が、リリィさんの受け取った革袋のなかには、ひとつには芋から作ったパンが、ひとつには魚が、最後のひとつには鳥のもも肉が入っていた。

			　この肉は、『ハウリング・フェザント』という大型の鳥モンスターのものらしい。

			　話に聞いた限り、大きさ以外はキジによく似たモンスターのようだ。

			　とはいえ、渡されたのはすでに羽根と毛の処理を終えたあとのものなので、大きな鳥だったのだろうなということくらいしかわからない。

			「そういえば、キジは日本でも昔から食用されてたんだよね。キジといえば日本の国鳥だけど、選ばれた理由のひとつに、お肉が美味しいからってのがあるくらいなんだよ」

			「え？　そんな理由だったんですか、あれ……」

			「このもも肉も美味しいですよ。このあたりで獲れる食材のなかでは一番だと思います」

			　玄関先で、軽く世間話をする。キャスさんが非常にナチュラルにモンスターを食材扱いしているあたり、人とドラゴンとのちょっとした認識のギャップが面白い。

			　ともあれ、肉は美味しいということだから楽しみだった。

			　きっと真島先輩も喜んでくれることだろう。

			　……贅沢を言うのなら、調理に慣れている里の人たちに作ってもらえれば一番だったし、実際、里では歓待の席を設けようという動きもあったようなのだけれど、ロビビアの件があったことと、レックスなどあまり人間にいい感情を抱いていない者もいるということで、こうして食材を融通してもらうだけになってしまった。残念ではあるが、そうした内情について申し訳なさそうに話をしてくれたキャスさんに、なにか言っても仕方ない。

			　そのキャスさんはといえば、ちらちらと家のほうを気にしていた。

			「ロビビアちゃんのことが気になりますか？」

			「そんなことは……いえ。あの子はどうしていますか？」

			　一瞬、誤ご魔ま化かそうとしたようだったが、すぐにキャスさんは取り繕つくろうことをやめた。

			「元気に振る舞っていますよ。少なくとも、表面上は」

			「そうですか」

			　キャスさんは溜め息をついた。

			　と、扉がきぃと音を立てた。

			「む？　こんなところで立ち話か？」

			　現れたのは、ガーベラさんだった。

			「どうした、浮かない顔をしておるが」

			　彼女はキャスさんを見て、怪け訝げんそうな顔をした。

			「ああ、いえ……ロビビアは、どうしていますか？」

			「ローズ殿が作ったあやめの玩具おもちやがあったろ。あれで、あやめと遊んでやっておるよ」

			　答えながら、ガーベラさんはこちらにやってくる。

			　ちなみに、ローズさんが作った玩具というのは、いわゆる、犬の玩具だ。

			　それを使って、あやめはロビビアちゃんに遊んでもらっている、ということらしい。

			　……お姉さんとはいったい？

			　と、今日ここに来るまでのやりとりを思い出して、わたしは益やく体たいもない感想を抱いた。

			　まあ、身をもって妹の気晴らしに付き合ってあげているとも考えられなくはないけれど。

			　……うーん、どうだろうか。違う気がする。

			「わかったぞ、キャスよ。お主、ロビビアのことを心配しておるのだな？」

			　この短いやりとりで、ガーベラさんも状況を把は握あくしたらしい。

			「案あんずることはない。なに、主殿に任せておけば大丈夫だ」

			　あっさりと言ってのけた。

			　無責任とも見えるが、実際にその言葉に込められているのは、真島先輩に対する全幅の信頼だ。本心から、先輩に任せておけば万事うまくいくと信じているのだろう。こうしたガーベラさんの態度は、いろいろと考えてしまうわたしにとって、好ましく感じられるものだった。

			「そもそも、そうも気になるのなら、お主も夕食を一緒にすればよいではないか。ひとり増えたくらいなら、食材が足りなくなるようなこともあるまい」

			「いえ。わたしは……長にとめられていますから」

			「ああ。そうだったな。だが、別によいのではないか？」

			　実に軽い口調で言われてしまって、キャスさんが目を丸くした。

			「あれが常に正しいというわけでもあるまい。というか、妾わらわとしては多少なりとも思わぬところがないでもないのだ。先々のことを考えれば、ロビビアを突き放すべきだという主張はわからんでもないが、だからといって、いまのあやつの気持ちを蔑ないがしろにしてよいということにはならんだろう」

			　ガーベラさんは、ふんすと鼻を鳴らした。

			「妾たちが強引に誘ったのだと言えば、言い訳も立とう」

			「それは……そうかもしれませんが」

			　迷うように視線を逸そらし、キャスさんは眉を寄せた。

			「いえ。でもやはり、あの子が嫌がるでしょうから」

			「ふむ。そう言い張るのなら無む理り強じいはせんがの……しかしだな、よく考えてみよ。一度、ここを出たら、ロビビアはもうここには戻ってこられんのだぞ。まあ、サディアスとの繋がりは残るようではあるがの」

			　マルヴィナさんが禁じたのは、あくまで里の行き来だけだ。基本、サディアスさんは里の外に出ているので、必要があればそちらと接触することはかまわないと言われている。

			　あれでマルヴィナさんも、ロビビアちゃんのことを心配しているのだ。

			　ロビビアちゃんを託した先輩にも、彼女なりに最大限の便べん宜ぎを図ろうとしている。

			　なにかあれば頼れと……最悪の場合には、里に逃げてきていいとも言われていた。

			　当然、そのときには、人間社会との繋がりはすべて切ることが条件だが、最後の逃げ道となってくれるだけでも、先輩にしてみればありがたい申し出に違いなかった。

			　そうした経緯もあって、里を出たあとも、最低限の繋がりは残ることになっている。

			　ただし、それはあくまでも、サディアスさんを介した関わりでしかなかった。

			「先のことはどうなるかわからんが、しばらくお主らは顔を合わせられん。やれることをやっておかずに後悔してもつまらんではないか」

			　ガーベラさんの意見は、彼女らしく前向きで、乱暴なくらいに直線的で、なにより的を射たものだった。

			　嫌われることを恐れては、なにも動き出すことはない。

			　キャスさんはそれでもまだ迷っていたようだったが、最後には意を決したように頷うなずいた。

			「……そう、ですね。それでは、ご一緒させていただきます」

			「ふふ、そんな気負う必要はないよ。ロビビアは強情だけど心の優しい子だもの。きっとわかってくれるよ」

			　リリィさんは、キャスさんの決断を喜んだ。

			「わたしとしては、もらった食材の調理の方法を教えてもらえれば嬉しいな」

			「それは、ええ。喜んでお教えします」

			　談笑しつつ、わたしたちは家のなかに戻った。

			「おお、そうだ。キャスに訊きいておかねばならぬことがあるのだった」

			　その途中で、ふと思い出した様子でガーベラさんが言った。

			「この里には、ロビビアの暮らしていたという洞どう窟くつがあるのだろう？　今晩、貸してほしいのだが、なにかに使っておるかの」

			「いいえ。あの場は、ロビビアを閉じ込めるためだけに使われていたものですから、いまでは誰も寄り付きません」

			　あまり良い思い出がないのだろう。

			　ちょっと翳かげりのある表情を垣間見せて、キャスさんは答えた。

			「崩してしまおうという話になっているのですが、孝弘殿の訪問の一件でごたごたしていて忘れていました。まだ残っていますので、好きに使っていただいてかまいませんよ」

			「ありがたい。ちょっとやることがあってな」

			　などと話をしながら、わたしたちはかまどに向かった。

			　やってきたキャスさんに気付いてロビビアちゃんが唇を曲げたり、キャスさんが落ち込んだり、彼女を励はげましたりしているうちに、料理の準備は着々と進んでいったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕食を終えて、わたしたちは部屋で思い思いのひとときを過ごしていた。

			　部屋には、ローズさんとリリィさん、ロビビアちゃん、キャスさんとあやめがいた。

			　真島先輩はといえば、別の部屋でひとりになっている。夕食を食べている間も思案げにしていたし、今頃、いろいろと考えているのだろう。

			　わたしはこの部屋で、スペアの腕をガチャガチャいじるローズさんや、最近手に入れた本を広げるリリィさんと一緒に、竜の姉妹のことを見守っていた。

			「夕食はどうだった？」

			「……まあまあ」

			　キャスさんが尋ねると、ロビビアちゃんはぼそりと返した。

			「好きなものはあった？」

			「別に」

			「好きなのがあれば、明日も持ってこようと思ったんだけど」

			「肉。でかい鳥の足がいい」

			「そう。わたしも好きよ」

			　こんな感じで、夕食の間も、キャスさんはあれこれとロビビアちゃんに話しかけていた。

			　最初はつんけんしていたロビビアちゃんだったが、好意的に接して来ようとする人間を邪険にし続けられるタイプでもないので、夕食が終わった頃には、無愛想ではあるものの言葉を交わすようになっていた。

			「じゃあ、持ってくるわね。……あ、でも。もも肉はもうなかったかも」

			「……」

			「そんな顔しないで。大丈夫。明日の朝早いうちに獲ってくるから」

			「……別に、がっかりなんてしてねえし」

			「あ。キャスさん。狩りに出るなら、わたしも連れて行ってもらえないかな？」

			　リリィさんが本から目を上げた。

			「手伝っていただけるなら、ありがたいですが」

			「うん。それでね、お手伝いする代わりに、一羽、丸ごともらいたいんだけど」

			「それはかまいませんが……ひょっとして、今日持ってきた分だと量が足りませんでしたか？」

			「あ、ううん。そういうことじゃなくて――」

			　――と、リリィさんは自分のミミック・スライムの擬ぎ態たい能力について話を始める。

			　その間、ロビビアちゃんはちょっとそわそわしていた。

			　それに気付いて、スペアの腕を片手になにやら作業をしていたローズさんが口を開いた。

			「気になるなら、ロビビアも一緒に行けばどうですか？」

			「っ！」

			　ロビビアちゃんの顔が赤くなった。

			「べ、別におれは……！」

			「それがいいですよ、ロビビアちゃん」

			　反論しようとした彼女の言葉を、わたしはちょっと大きな声で遮さえぎった。

			　図星を突かれたのが恥ずかしかったのだろうが、これはきっと、発作的に反論して、あとで後悔するパターンだ。ロビビアちゃんはわかりやすいので、フォローはそう難しくない。

			「鳥さん、獲ってきたいんでしょう？　人手はあったほうが確実なんじゃないですか？」

			「はあ？　真菜。お前、なに言って……ん？　あっ！」

			　怪け訝げんそうな顔をしたロビビアちゃんが、ぱっと顔を明るくした。

			「そ、そうだ。確実なほうが良いもんな」

			　格好の言い訳を見付けたロビビアちゃんは、勢い良く何度も頷うなずいた。

			「それじゃあ、ロビビアも行く？」

			　笑いを堪こらえるような声で、リリィさんも助け舟を出した。

			「行く」

			　と、ロビビアちゃんは即答した。嬉しそうな表情が可愛かわいらしい。

			　しかし、なにかに気付いたように、その表情は曇った。

			「……あ。でも、なにか言われねーかな」

			　消沈した様子で言う。まだ昼間のことを引きずっているのだろう。励はげますように、リリィさんが声をかけた。

			「そこは、わたしがモンスターを狩るのに、キャスさんの助けを借りるって形にすれば大丈夫なんじゃないかな」

			「レックスのやつがまた騒ぐかもしれねーじゃん」

			「それは大丈夫よ。あれだけ強く咎とがめられたら、さすがに静かにしているはずだから」

			　キャスさんも口を添えた。

			　それでやっと納得できたのか、ロビビアちゃんは浅く頷うなずいた。

			　ただ、その表情は優れない。

			　話題を変えようと思ったのか、リリィさんが明るい声を出した。

			「にしても……レックスさん。あの人も、ずいぶんと難しい感じだよね。昼に会ったときには、ロビビアと喧けん嘩かになりそうで、ひやひやしたよ」

			「すみません」

			「いや。キャスさんが謝るようなことじゃないけど」

			　リリィさんはひらひらと手を振った。

			「里を守ろうって気持ちが強過ぎるんだろうね。ご主人様への暴言は脇に置くとして、ああいうタイプは嫌いじゃないよ。ご主人様にも通じるところがあるしね。……まあ、ご主人様はあれほど意い固こ地じではないけど」

			「レックスさんは、なんというか、ちょっと独特な感じですよね」

			　わたしが素直な印象を口にすると、キャスさんは少し翳かげりのある表情を見せた。

			「父が亡くなったあの忌まわしい事件のおり、交渉に出向く父についていくことを許されたのは、ある程度の歳以上の男だけでした。残された男子のなかで最年長だったのが、サディアスとレックスだったのです。父はふたりに家族を守れと言い残し、帰らぬ人となりました」

			「……そうだったんですか」

			「事件のあと、レックスは里を守ることが自分の役割だと心に決め、修練に励はげみました。それに対して、サディアスは外に出ることを選びました」

			「『探し人』。新天地を求める旅人……という話でしたっけ」

			　里の竜のなかで、サディアスさんだけが外に出ている理由は、すでに聞かされていた。

			「ええ。『霧きりの結界』を張れる土地は限られています。万が一にもこの里を離れなければならなくなったときに備えて、移り住むことのできる場所を探すのが『探し人』です。サディアスは、真っ先にこの役目に志願し、『霧の仮宿』様からいただいたふたつの『世界の礎そ石せき』の片割れを携たずさえて、里を出ました」

			「サディアスさんと、レックスさん。ふたりはずいぶんと違った生き方をしているんですね」

			「ええ。ですが、起点は同じなのだと思います。ふたりとも父のあの言葉をいまでも胸に抱いているのでしょう。長い時間が経っても、ずっと……」

			　キャスさんは、そんなふたりのことをずっと見てきたのだろう。

			　言葉に表しきれない感慨を横顔に宿した彼女のことを、ロビビアちゃんが見上げた。

			「なあ、キャス」

			　珍しく棘とげのない、素直な表情だった。

			「なに？」

			「……父さんって、どんなのだった？」

			　生まれる前に父親を失ったロビビアちゃんは、当然、その容姿もひととなりも知らない。

			　これまでは関心に上がることもなかったのだろうが、いまの話を聞いているうちに、気になってきたのかもしれない。

			「そうね。黄金の鱗うろこを持った、神々しいドラゴンだったわ」

			　尋ねられたキャスさんは、少し嬉しそうな顔をしていた。

			「いまの母様と同じくらいに大きかったけど、甲こう殻かくはなかった。おおらかで、わたしたちに優しくて、だけど、いざというときには猛たけ々だけしかった。狩りの仕方を教えてくれた。もっとも、狩りはあまりうまくなくて、獲物を潰してしまうこともあったけれど……ああ、たまに消し炭にしてしまって、落ち込んでいたこともあったわ。体が大きいこともあって、あまり器用ではなかったのよ」

			　エピソードを交えつつ、キャスさんは懐かしそうに語った。

			「そっか」

			　ロビビアちゃんは短く相あい槌づちを打った。少しぼうっとした表情になっているのは、脳裏に父親の姿を思い描こうとしているのかもしれない。

			　そんな彼女のことを、わたしたちは微ほほ笑えましく見守った。

			　こうした時間は、幼いロビビアちゃんにとって、きっと大きなものに違いない。里を訪れて、ちゃんと話をするべきだという先輩の判断は、やはり正しいものだったのだろうと思えた。

			　予想していなかった展開もいくらかあったにせよ、ロビビアちゃんを里から出す話を円満に纏まとめることはできたし、レックスさんのような例外を除けば、竜の一族との友好的な関係を築くこともできた。また、マルヴィナさんには、聞くべき話を語ってもらった。

			　竜の一族にまつわる騒動は、落ち着くべきところに落ち着いたと言えるだろう。

			　あとは、この里に滞在している間に、ロビビアちゃんのフォローをしつつ、旅の疲れを癒いやして、得られた情報についてゆっくりと考えればいい……。

			　わたしがそんなことを考えていると、ふとした様子でリリィさんが口を開いた。

			「ねえ、キャスさん。いまのって、竜の姿のときのお話ばかりだったよね。ヒトガタのときは、どんな感じだったの？」

			　きっとリリィさんは、ロビビアちゃんにもっと父親の話を聞かせてあげたいと考えたのだろう。キャスさんは眉尻を下げた。

			「すみませんが、あまり人間としての姿は印象にないのです」

			「え？」

			　きょとんとしたリリィさんに、キャスさんは答えた。

			「父はあまり人間の姿に戻らなかったもので。竜の姿のほうが楽だからと」

			「へえ。そんなもの……なのかな？」

			　リリィさんが首を傾げる。わたしも同じ気持ちだった。

			　竜の姿をしているほうが楽というのは、要は、そちらのほうが彼にとって自然だったということだろうか？

			　ふっと思い出されたのは、高屋くんのことだった。

			　獣に変化する固有能力を持っていた彼は、最後には、理性のない真正の獣になってしまった。

			　ひょっとすると、ロビビアちゃんのお父さんも同じだったのかもしれない。

			　もちろん、水島先輩を失った現実を見ることをやめて、狂った獣になることを望んだ高屋くんとは違って、理性を失ったわけではないだろう。

			　知性ある竜と番つがいになった彼は、誇り高くも優しい竜になった。

			　ひょっとするとそのあたりが、『人化の術が苦手なマルヴィナさん』との間に子供を授かることができた理由のひとつなのかもしれない。

			　すでに彼は『竜の姿になれる人間』ではなく、『竜そのもの』になっていたからだ。

			「……」

			　自身を変化させる能力を持つ転移者が、人間ではなくなった。

			　これは少し興味深い話だ。

			　なにかを獲得するということには、同時に、なにかを失うという一面がある。

			　地面の下で生きることが可能になったモグラは、光を感知する力を失っている。

			　海に潜った鯨くじらやイルカは、他の哺ほ乳にゆう類るいとは違って、地を踏む足を持ちえない。

			　要は、容量の問題だ。

			　竜とヒト。

			　あるいは、獣とヒト。

			　ふたつの在り方を収めるには、人間という器は足りていないのかもしれなかった。

			　そうして考えてみると、ひょっとしてこれは、自身を変化させる固有能力に避けがたく付随する変化とも考えられるのかもしれない……。

			「……」

			　いっそう打ち解けた様子を見せる姉妹を見守りながら、わたしはそんなことを考えていた。

		

	
		
			　

			16　わたしには気付けない　～加藤真菜視点～

			　

			　しばらく部屋で過ごしたあと、少し名な残ごり惜しげにしながらも、キャスさんは帰っていった。

			　彼女を玄関先まで見送ったリリィさんが、部屋に戻ってくる。

			「どうしたの、加藤さん？　考え事？」

			　声をかけられて、わたしは自分が眉み間けんに皺しわを寄せて考え込んでいたことを自覚した。

			　なぜだろうか。なにか心に引っ掛かるものがあった。

			　原因は、さっきのキャスさんの話だった。

			　そこで巡らせた自分自身の思考に、どこか違和感を覚えたのだ。

			　だけど、なにがおかしいのかがわからない。

			　――竜の姿になれる人間ではなく、竜そのものになった彼。

			　――獣の姿になれる人間ではなく、獣そのものになった彼。

			　――他のなにかになる能力者が、人間ではなくなったという共通項。それを、自身を変化させる能力に避けがたく起こりうる変化なのではないだろうかと考えた。

			　こんなの誰だって思い付くような推測であり、言い換えれば、自然な発想とも言える。

			　なのに、どうにも違和感は消えてくれない。

			　しっくりこない。

			　喉のどの奥に魚の骨でも引っ掛かったかのような気持ちの悪さが残っている。

			　これは、そう。まるで、到達していてしかるべき結論に達していないかのような……。

			　考えが足りていない？　いいや。こんなにも考えている。それなのに、到達すべき結論に達していないのだとすれば、それは、なにかを考えることを無意識に避けているのでは――。

			「加藤さん？」

			「あ」

			　呼び掛けられて、わたしは我に返った。

			　心配そうな顔で、リリィさんがこちらを見ていた。

			　いけない。また、ぼうっとしていたみたいだった。

			「いえ。なんでもありません」

			　曖あい昧まいな笑みを浮かべて、わたしは返した。あまりにもこの違和感は漠ばく然ぜんとし過ぎていたし、どう説明すればよいのかもわからなかったからだ。

			　そもそも、こんなのただの考え過ぎ、単なる勘違いかもしれない。

			　そう考えると、リリィさんに心配をかけてしまって、悪い気持ちがした。

			「すみません、リリィさん」

			　わたしは笑みを取り繕った。

			「ちょっと、ぼうっとしてただけですから」

			「そう？　なら、いいんだけど」

			　リリィさんは部屋を横切って、ベッドに腰を落ち着けた。

			「だけど、もしもなにかあるなら、なんでも話してね」

			　膝ひざの上に本を広げながら、気安い言葉をかけてくる。

			「ただでさえ、抱え込むタイプなんだから」

			「……」

			「ほら。結論は出せなくても、一緒に悩んであげることはできるし、それだけで気持ちが楽になることだってあるでしょ？」

			「……ありがとうございます」

			　わたしは先程より幾いく分ぶん自然な笑顔を返すことができた。

			「ですけど、本当に大丈夫ですから。ちょっと益やく体たいもない考えに耽ふけっていただけです」

			「ん。なら、いいんだけどね」

			　納得してくれたらしく、リリィさんは本の文字を追い始めた。

			「……」

			　その横顔を、わたしはつい見詰めてしまった。

			　さっきのリリィさんとのやりとりは、なんだかとても懐かしい感触がした。

			　本に目を落としたその姿も、懐かしい誰かにかぶって見えた。

			　ひょっとして……という思いがあった。

			　いや。それは、前々から感じていたものだったかもしれない。

			　――たとえば、たまにこうして本を読むようになったこと。

			　あるときから、突然、リリィさんは熱心に文字を覚え始めた。

			　――あるいは、今日の昼先でのキャスさんを交えた会話。

			　ふと思い出したように、雑学が会話に顔を出した。

			　そうした何気ない振る舞いが、もう二度と手の届かない彼女の記憶を、ちくちくと刺激するのだった。

			　……もちろん、本当のところはわからない。

			　これはわたしの勘違いかもしれない。

			　彼女がいつか真実を口にしてくれる日を待つしかないのだろう。

			　そう結論付けて、わたしはリリィさんから視線を外した。

			　そこで、床にぺたりと座り込んだロビビアちゃんの姿が視界に入った。

			「なにをしてるんですか、ロビビアちゃん」

			　彼女は足の間に置いた荷物袋のなかを、ごそごそ探っていた。

			「なあ、真菜。望遠鏡ってどこにやったっけ？」

			　お目当てのものが見付からないらしい。割とよくあることだった。

			　わたしたちは、意外と大荷物だったりする。それなりに人数がいるので、そもそも旅の必需品が多くなるというのもあるし、ローズさんがいろいろなものを作っているというのもある。本当なら持ち歩くのに苦労するくらいの量になっているのだけれど、そこは魔法の道具袋を利用することでクリアしていた。

			　魔法の道具袋には、空間拡張によって大量の物品が入るうえに、食料などの保全効果があり、加えて、内部に入れた物品自体の重さも軽減される。唯一、欠点があるとしたら、魔法道具なので非常に高価なことくらいのもので、そのため、行商人は魔法の道具袋を利用することはできず、大荷物を車いっぱいに乗せて移動するのが普通だ。

			　だけど、わたしたちにはローズさんがいる。ひとつ作るのにそれなりに時間はかかるとはいえ、通常なら手に入らない魔法の道具袋を複数所有することが可能だった。

			　加えて、この魔法の道具袋、複数個あるのなら、別の袋に入れることもできたりするので、収納には非常に便利だった。最近では、使い捨てのかたちにすれば、工程のいくつかを省略して完成までにかかる時間を大幅に減らせることがわかり、食料などは何日か分ずつにわけて、この簡易式のほうに収納することにしていた。

			　ただ、そうして荷物が増えた以上、必然的にどこになにがあるのかがわかりづらくなってしまっていた。ロビビアちゃんが困り顔で助けを求めてきたのは、ローズさんの傍そばにいて、大量の製作物に触れる機会が多いわたしが、最近では荷物の把は握あくを行っているからだ。

			「えっと、ローズさんが作った天体望遠鏡なら、この袋のなかにありますよ」

			「お！　ありがとう、真菜」

			　探し当ててあげると、ロビビアちゃんはお礼を言って、望遠鏡を受け取った。

			　嬉しそうな姿に和なごみつつ、わたしは尋ねる。

			「でも、どうして望遠鏡なんて探していたんですか？」

			「明日、狩りにいくときに持ってこうと思って。あったら便利だろ？」

			　なるほど、明日の狩りで。それで、妙に嬉しげにしていたというわけだ。

			　どうやらロビビアちゃんも、明日を楽しみにしているようだった。

			　それは大変けっこうなことなのだけれど、ただ、望遠鏡を使おうという考えは、ちょっと考え直したほうがいいかもしれない。

			「里の外の森で狩りをするんだったら、霧きりで見通しが悪いから、望遠鏡は使えませんよ」

			「……あ」

			　望遠鏡は便利な道具ではあるが、場所が悪い。

			「そっか……」

			「ただ、折角ですから、キャスさんに望遠鏡を見せてあげるというのはいいかもしれませんね」

			　がっかりした様子の彼女に、わたしは提案した。

			「驚くかもしれませんよ。この世界では、望遠鏡に触れたことのある人はあまりいないみたいですから。確か以前に、シランさんも使ったことがないと言っていましたし」

			「おや。シランさんが、そのようなことを？」

			　と、ローズさんが不思議そうな声を出した。

			　自分の作った道具に関わる話題だ。聞いていたら覚えている。一緒にいることが多いわたしが知っていて、自分が知らないことが疑問だったのだろう。

			「ええと、そうだ。確かアケルに来る途中、キトルス山脈に入る直前のことなんですけど、立ち寄った村でのちょっとした出来事で、ケイちゃんがショックを受けてしまったことがあったでしょう？　その夜に、リリィさんたちが望遠鏡を持ち出していたじゃないですか」

			「ああ……そういえば、ありましたね。そんなことが」

			　思い出したらしく、ローズさんは頷うなずいた。

			「先輩とシランさんと一緒に、わたしは魔法の勉強をしていました。そのときに、シランさんからいまの話を聞いたんですよ。ローズさんはリリィさんたちと一緒にいましたよね？」

			「そうでしたね。なるほど、それで」

			　納得したローズさんから、わたしはロビビアちゃんに視線を移した。

			「キャスさんはそれなりに長い年月を生きています。だから断言はできませんけど……こんな里に引き籠こもっていたわけですし、触れたことのない可能性は高いと思います。普通に暮らしていて必要なものではないですし、ひょっとしたら、望遠鏡の存在自体知らないかもしれません。見せてみたらどうですか？」

			「……確かに。知らなかったら、びっくりするかもしれねえな」

			　ロビビアちゃんは頷うなずき、ローズさんのほうに振り向いた。

			「ローズの作ったもんは、みんなすげえもんな。うん、きっと驚く」

			　素直な賞賛の言葉を向けられて、ローズさんは口許に優しい笑みを作った。

			　今回の里への訪問を通じて、このふたりの距離も縮まったのかもしれない。

			「ですが、これに関しては、構造さえ知っていれば、作るのはそう難しくありませんよ。レンズを準備して、作り方をきちんと学べば、出来のよしあしは別にして、ロビビアにも作れるでしょう」

			「本当か!?」

			　ロビビアちゃんは、目を丸くした。

			　彼女はひねている割に、こうした感情表現はとても素直だ。見ていて和む。

			　くすりとしたわたしに気付いて、ロビビアちゃんがこちらを向いた。

			「む。なんだよ、真菜。笑うことねえだろ」

			「ああ、いえ。別に、知らないことを馬鹿にしたわけじゃないですよ」

			　反応が微ほほ笑えましかっただけなのだけれど、誤解をされてしまったようだ。唇を尖らせたロビビアちゃんに弁明をする。

			「わたしも、ロビビアちゃんと一緒で、望遠鏡を自作する方法なんて知らなかったですから。真島先輩も似たようなことを言ってましたし」

			　先程、シランさんの話をしたせいか、同じ夜にあった先輩とのやりとりをふと思い出した。

			　――望遠鏡って作れるんだな。

			　――倍率は大したことないみたいですけどね。

			　他愛のないやりとりだ。

			　だけど、それもまた、この胸を温めてくれる思い出のひとつには違いない。

			　わたしは口くち許もとが自然に緩んでしまうのを自覚する。

			　……そんなふうに温かな時間を過ごしていたからこそ、その問い掛けは、この空気を掻かき乱す不協和音めいて、部屋に響いたのかもしれなかった。

			　

			「ご主人様が、なんて？」

			　

			　リリィさんが、こちらに目を向けていた。

			「ご主人様は、なんて言ってたの？」

			　まるで奇異な話でも聞いたような、酷く怪け訝げんそうな表情だった。

			「えっと……」

			　どうしたのだろうかと思いつつも、特に隠すようなことでもない。

			　わたしは素直に答えた。

			「『望遠鏡って作れるんだな』みたいなことを……」

			　最後まで言い切ることはできなかった。

			　ばさりと音がした。

			　リリィさんが立ち上がっていた。

			　足元の床には、大切にしているはずの本が、開いたまま落ちている。だけど、そんなものには気付いた様子もなく、リリィさんはこちらにやってきた。

			　両肩を掴まれた。

			「本当に？　本当に、そう言ってたの？」

			　酷ひどく真剣な声色だった。

			　鬼気迫るという表現さえ、あながち言い過ぎではないくらいに。

			「は、はい。そう、ですけど……？」

			「リリィ姉様、どうかしたのですか？」

			　さすがに様子がおかしいと思ったのか、ローズさんが諫いさめるような口調で問い掛けた。

			　ロビビアちゃんも困惑した様子を見せている。

			　リリィさんはそのすべてに気付いた様子もなく、床に視線を落とした。

			　

			「……ありえない」

			　

			　ぽつりと漏れたつぶやきは、まるで白い布に落とした墨汁の一滴のようだった。

			　温かだった空気が、別の色に染め上げられる。

			　背筋にぞくりと悪お寒かんを覚えたのは、きっと、わたしだけではなかったはずだ。

			「真菜ちゃんは、変だと思わなかったの？」

			「な、なにが、ですか？　というか、え？　真菜ちゃん？」

			「だって、学校であった星空の観察会に……違う。そうだ。深津くんが言ってた。真菜ちゃんは……」

			　ぶつぶつとつぶやく。目まぐるしく思考しているのがわかる様相だった。

			　しばらくして、リリィさんは目を上げた。

			　いや。本当に彼女は『リリィさん』なのだろうか。

			　わたしは、これまで抱いてきた疑問が確信に変わるのを感じた。

			「水島、先輩……？」

			「よく聞いて、真菜ちゃん」

			　わたしの言葉は否定されなかった。

			　だけど、ひょっとすると、彼女が否定をしなかったのは、それが真実を突いたものであったからというよりも、いまはそれどころではなかったからかもしれない。

			「高校入学直後、四月の最後にあった一年生の行事で、星の観察会っていうのがあったのを覚えてる？」

			　二度と会うはずもなかった親しい先輩は、再会の挨あい拶さつの代わりに、奇妙な質問をわたしに投げ掛けたのだった。

			「は、はい。わたしは行かなかったですけど……」

			「知ってる。深津くんが言ってたから」

			「深津くんが？」

			　どうしてサディアスさんの同行者である彼の名前がここで出てくるのかわからないけれど……どうやらわたしが星空の観察会に出ていないことを、水島先輩――この場合は、リリィさんか――は、彼から聞いていたらしい。

			「真菜ちゃんは、あの行事に参加していなかった。だから気付けなかったんだね」

			　わたしの両肩を掴んだままで、水島先輩は続けた。

			「わたしはね、真菜ちゃん。一年生のときに、あの行事に参加したの。他にも30人くらいの参加者がいて、たとえば……そうね。『闇の獣』の二つ名で有名だった轟さんなんかも参加してた。飯野さんとわたしが初めて知り合ったのは、彼女の親友だった轟さんの紹介だったんだよ」

			「そう……なんですか？」

			「うん。そして、あの行事には、真島くんも、鐘木くんと一緒に参加していた」

			「……」

			　どうにも話が読めなかった。

			　確かに、水島先輩の言っていることは、少なくとも、わたしは知らないことばかりだった。

			　だけど、わざわざ一年半ちょっと前にあった行事のことを、ここで語る意味がわからない。

			　……いや。

			　それともこれは、まだわたしの知らないことがあるからだとでも……？

			「いい？　真菜ちゃん」

			　水島先輩は、わたしの顔を覗き込んだ。

			　まるで氷のような声で彼女は告げた。

			「わたしたちは、あの行事で手製の望遠鏡を作ったんだよ」

			「――」

			　一瞬、時がとまった。

			　無論、錯さつ覚かくだ。現実はとまらない。とまってくれない。

			「そのために、わざわざ虫眼鏡まで買っていった。高校に入学して、すぐの行事。ただでさえ印象には残ってるし、まだ２年も経っていない。なのに、真島くんの口から『望遠鏡って作れるんだな』なんて言葉が出るのは、どう考えてもおかしいでしょう」

			　言い終えた水島先輩が、ゆっくりとわたしから離れた。

			　流れ出した時間のなか、わたしだけが取り残されている。

			　硬直したまま、脳裏にはひとつの出来事が思い出されていた。

			　いつか飯野さんと河原で話をしたとき、ローズさんの作った望遠鏡を見て、彼女は『懐かしい』と言っていた。以前に、親友である轟さんから手作りのものを押し付けられて、一緒に天体観測をしたことがあるのだと。

			　それはきっと、轟さんがあの学校行事で作ったもののことだったのだ。

			「な……なんで」

			　辛うじて、わたしは疑問を紡つむいだ。

			「水島先輩のいう通り、確かにおかしいです。けど、あのときの真島先輩は、本当に知らない様子でした。そ、そんなの、まるで……」

			　喉のどの奥につっかえたみたいに、言葉が粘り気を帯びて出てこない。

			　だけど、思考はとめられない。

			　さっき、自分が無意識のうちに、なにを考えないようにしていたのか。

			　それをわたしは、ようやく理解した。

			　竜の姿のほうが楽だったという『彼』には、人間の感覚はなくなっていただろう。

			　狂獣に成り果てた『彼』には、人間らしい知性なんて残ってやしなかっただろう。

			　ベクトルは違うとはいえ、どちらもなんらかのかたちで人間性を喪失している。

			　それこそが、自身をなにかに変化させる能力に特有に起こりうる変化なのだと考えた。

			　だけど、それなら先輩はどうなのか。

			　以前、先輩はシランさんから指摘を受けている。その魂たましいは、徐々に人間のものではなくなってきているのだと。肉体と魂との違いはあれど、自身の変化を伴う能力を持つことは、真島先輩だって変わらないのだ。

			　そして、実際に先輩は、普通なら忘れないようなことを覚えていなかった。

			　それはつまり、ただ忘れたのではないということだ。

			　……確かめなければならなかった。

			　先輩の身になにが起こっているのかを。

			　たとえ、残ざん酷こくな現実を知ることになろうともだ。

			　

			　わたしたちは、先輩のもとに向かった。

		

	
		
			　

			17　失われるもの／失われぬもの

			　

			　――ノックの音で、目が覚めた。

			　旅の疲れが出たのだろうか。どうやらうたた寝をしていたらしい。

			「孝弘！」

			　ベッドの上で不明瞭な呻うめき声をあげていると、名前を呼ばれた。

			　間隔を空けつつ、ノックの音は続いている。

			　頭を押さえながら、おれは身を起こした。体の横で突いた手の下に、ぴんと張ったシーツの感触。旅先での余よ所そ余よ所そしい匂い。視界に映る見慣れない部屋に、他に人の姿はない。

			「……」

			　なんとはなしに、違和感を覚えた。

			　が、とにかく、いまは呼ばれている。考えるのは、あとだ。

			「孝弘？　寝てんの？」

			「……ああ。ごめん。いま、行く」

			　応じて、部屋の出入り口に向かった。

			「……」

			　片開きの、割と年季の入った木製の扉があった。

			　扉の鍵かぎは閉まっている――サムターン錠を回して、扉を開けた。

			「遅いって」

			「悪い」

			　そこにいたのは、むすっとした顔の弟だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お前、風呂に行ってたんじゃなかったのか。鍵かぎはどうした？」

			「母さんが持ってる。まだ風呂から出てこない」

			「ああ、長いからな」

			「父さんに財布取ってきてくれって頼まれたんだけど」

			「財布？　どこかにあったか……？」

			　話をしながら、部屋のなかに戻った。

			　この長期休暇で訪れたペンションの部屋は、ファミリー向けで広々としている。

			　四月からはおれも中学三年生になり、受験も視野に入って忙しくなるだろうからその前に……と、旅行好きの両親が連れてきてくれた場所だった。

			　雰囲気が良く、温泉にも入れて、割と人気の宿らしい。

			　家族の思い出作りとして、なかなか悪くないチョイスと言える。

			　おれ自身、自分の知らない土地を訪れるのは好きなほうなので、十分に楽しめていた。

			「そうだ。孝弘は風呂行かないの？」

			　財布を探し当てたところで、弟に風呂に誘われた。

			「そうだな」

			　夕食を摂とったら疲れが出たのか眠くなってしまい、部屋でゆっくりしていたのだが、うたた寝しているうちに、余計な眠気は抜けていた。夕飯を食べる前に汗は流したが、こういうのはイベントごとだ。もう一度、弟と一緒に風呂に行くのも悪くない。

			　おれは弟と肩を並べて、部屋を出た。

			　廊下の窓からは、山中に建てられたペンションの周りの景色が見えた。照明のオレンジ色の暖かな光を、雪が照り返している。どこか胸に沁しみるような、不思議な感慨を抱かせる光景だった。

			「ここ、確か風呂が三箇所あるんだよな。全部回ったのか？」

			「んー、いや。まだ露天風呂は行ってない」

			「行ってみるか？」

			「寒いからなぁ。……なんか、滝みたいに上からお湯が落ちてくる風呂があったけど」

			「ああ。じゃあ、そっちにするか」

			　他愛のない話をしながら、おれたちは廊下を歩いた。

			　来年度から弟が通うことになる、おれの通っている中学のこと。流行りのゲームや漫画のこと。土産物のこと。話すことはいくらでもあった。

			　どれだけ話しても足りないくらいだった。

			　……現実には、どうしたって話すことのできない相手なのだから、話が尽きないのも当然のことだったかもしれない。

			　どれだけ歩いただろうか。気付けば、あたりは暗くなっていた。

			　窓の外のオレンジ色の明かりも、もう見えない。

			　それで、これが夢で、時間切れで……これまで何度か繰り返してきた、永遠のお別れなのだと気付いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――ノックの音で、目が覚めた。

			「あら。旦那様、起きた？」

			　寝転がるおれのすぐ隣に座っていたサルビアが声をかけてくる。

			　どうやら寝ている間、傍そばにいてくれたらしい。

			「ぁあ……うん」

			　返事は、かすれた小さいものになった。

			　身じろぎをすると、体の下にある目の粗い布地の感触が手足にこすれた。

			　かなり深く寝入っていたらしい。

			　どうにも頭に血が足りていない感覚がある。こめかみに疼とう痛つうがうずくまっていた。

			「あれ？　孝弘、寝てんのかな？」

			　扉一枚挟んで、くぐもったロビビアの声が聞こえた。

			「悪いが、サルビア……出てくれるか」

			「はいはい」

			　大きな声を出す気になれず、サルビアに応対を任せる。

			「はい。どうぞ」

			　サルビアの声を聞きながら、おれは痛むこめかみに手をやった。

			「……」

			　前にも、こんなことがあったような気がした。

			　けれど、思い出せなかった。

			　既視感は、あくまでも既視感でしかなかった。ひょっとしたら本当に、以前になにか似たようなことがあったのかもしれないが、少なくとも、思い当たる節はなかった。

			　綺き麗れいさっぱり。なにひとつ。思い出せることはなかった。

			　こうして正体不明の既視感に囚われることは、これまでにもたまにあった。そのたびに、思い出せないことに対する独特の気持ち悪さを覚えた。

			　とはいえ、考えていてどうにかなるものでもない。

			　痛む頭を押さえつつも、おれは身を起こした。

			「……なんだ、みんなして」

			　やってきたのは、リリィ、ローズ、加藤さん、ロビビアの４人だった。

			　誰もが神妙な顔をしていた。

			　リリィが一歩進み出て、ベッドに座るおれの正面に立った。

			　……いや、違う。

			　目の前の彼女は、リリィではなかった。

			「真島くん」

			「……水島さん？」

			　驚きは、それほど大きなものではなかった。

			　おれには、『霧きりの仮宿』での記憶があったからだ。

			　だから、疑問はむしろ、こうして彼女が出てきた理由にあった。気持ちに整理をつけて、出てくることに決めたにしては、彼女はあまりにも張り詰めた表情をしていた。

			「一年生の初めの頃にあった、星空の観察会のことを覚えてる？」

			　真しん摯しに張り詰めた無表情で、水島さんは尋ねた。

			「なんの話だ？」

			　訝いぶかしさに眉をひそめつつ、おれは要領を得ない返事をした。

			　その反応こそが、雄弁な返答であることを知らないままに。

			　そして、おれは真実を知らされた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「記憶障害……か」

			　話を聞き終えて、おれはひとつ頷うなずいた。

			　ひょっとすると、ここでおれが反論することを、みんな期待していたのかもしれない。

			　そんな空気があった。

			　残念ながら、その期待に応えることはできそうになかった。水島さんの言う通り、高校の一年生のときに参加したという行事の記憶はおれのなかになかったからだ。

			　ぽっかりと、失われてしまっていた。

			　あまりにも綺き麗れいになくなってしまったために、喪失の事実にさえ気付けないほどに。

			「あまり驚かないんだ？」

			　おれの反応を見て、水島さんは怪け訝げんそうな顔をしていた。

			「ひょっとして、気付いてた？」

			「いや」

			　かぶりを振った。

			「それなりに、ショックではある……と、思う。ただ、それくらいのことがあってもおかしくはないだろうと、覚悟はしていたからな。シランに事前に異変を教えてもらえていたのがよかったんだろう」

			　知らされた事実に衝撃を受けていないわけではないが、動揺を表には出さずに済んでいる。もっとも、内面で処理できる程度に衝撃が小さかったと言い換えることもできるが。

			「あとは、うん。実感があまりないというのもあるかもしれない」

			　おれは自分の内側に意識を向けた。

			「それに……そうだな。そんな酷ひどいことにはならないだろう、と思えるのもある」

			「それは、どういうことですか？」

			　ローズが尋ねてくる。

			「ご主人様が記憶を失っていらっしゃるのなら、それは由々しき事態です。早急に対策を練らねばなりません。そうでなければ、いずれは……」

			　言いづらそうに、一度、言葉を詰まらせる。

			「……いずれは、自分が何者かさえわからなくなってしまうことさえあるのでは？」

			「安心しろ。それはない」

			　おれが断言すると、ローズは驚いた様子を見せた。

			　代わりに、水島さんが口を開いた。

			「どうして、そう言い切れるの？」

			「基本的に、おれたち転移者の力は『願い』を元にしているからだ」

			「……え？」

			　不心得顔の水島さんに、説明をする。

			「『願いを元に得た力』である以上、最低限、『願い』の部分は保証されると考えていい。実際、マルヴィナの旦那さんだって、『竜になるために人間の感覚を失った』けど、『竜と一緒に生きる』ことに支障は出ていなかった。まあ、当然だな。そんなことになったら、本末転倒だ」

			「……それは、そうかもしれないけど」

			「だったら、それと同じことが、おれにも言える。おれの力は『リリィたちと一緒に生きていく』ためのものだ。そこに、支障は出ない」

			　おれは、軽く肩をすくめた。

			「まあ、そんな理屈は理屈として、結局のところ、これは自分の能力だからな。肝心なところは、自分でわかる」

			　多分、無意識のところで、おれは自分の状態を把は握あくしていた。だから事実を知らされたいまも、驚きよりも納得が先に立っている。こうして落ち着いていられる理由のいくらかは、そのあたりにもあるのだろう。

			「シランに指摘された通り、おれの魂たましいの形は、確かに変わってしまっているんだろう。人間としての部分は、かなり目減りしてしまっている。結果、その機能も失われてしまっていて……記憶がなくなったのだって、きっとそういうことなんだろうな」

			　おれはもう、純粋な人間ではない。

			　いまはまだ人間だと言えるだろうが、それもいつまで続いたものか。シランが言っていた通り、真島孝弘という存在は、モンスター寄りの『なにか』に変わってしまっているのだ。

			　それが、おれ自身の何パーセントに当たるのかは定かではないが……。

			　たとえば、純粋に人間だった頃の記憶があるのは、魂が人間としてのかたちを保っている部分なのだとすると、そこがなくなってしまえば、記憶もまた失われてしまうのが道理だろう。

			　シランを助けるために赴おもむいたあの暗い不思議な世界で見た、ひび割れた自分自身の像は、きっと、そうした事実を暗示していたのだ。

			「……だけど、それなら、状況はそれほど深刻じゃない」

			　暗くなってしまった空気を変えるために、おれは明るい声を心掛けた。

			「すでに変わってしまった部分は、もうそれ以上、変わりようがないからな。この世界に飛ばされて、おれが変わってしまったあと、この能力を得たあと……リリィたちと出会ったあとの記憶には影響はないだろう」

			　それなら、リリィたちと一緒にいることに支障は出ない。

			　どれだけなくなっても。どれだけ失っても。

			　いまのおれにとって一番大切なものだけは失われない。

			　だったら、なにも問題はない。

			　そう言い切れる。

			　……言い切らなければ、ならないのだ。

			　みんなを安心させようと、おれは笑みを浮かべた。

			「だから、本当に、おれは大丈夫……」

			「なにを言ってるんですか！」

			　けれど、言いかけた言葉は、思わぬ声に遮さえぎられた。

			「それって、先輩の元の世界での思い出がなくなってしまうってことでしょう!?」

			　叫んだのは、加藤さんだった。

			　こんなふうに、彼女に怒鳴りつけられたのは初めてのことだったので、おれは固まってしまった。

			　その間に、ずんずんと近付いてきた加藤さんが、胸元に詰め寄ってきた。

			　おれの服の腹のあたりを掴んで、彼女は言い募った。

			「先輩にとって、それはどうでもいいものなんかじゃないはずです！」

			　潤んで赤くなった目が、おれのことを見上げていた。

			　震える声が、堪こらえきれずに、くしゃりと歪ゆがんだ。
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			「そ、そんなふうに、なんでもないように言ってしまえるようなものじゃないでしょう……？」

			「……ああ。そうか」

			　ぽろりと一粒、綺き麗れいな涙がこぼれるのを見て、納得した。

			「加藤さんには、向こうの世界でのことを話していたんだったな……」

			　元の世界にいた頃のことを、おれが一番よく話していたのは、他の誰でもない加藤さんだった。もう二度と元の世界に戻ることのできない自身の境きよう遇ぐうについて心の整理を付けるために、お互いに話し相手を求めていた。その相手は、同じ境遇にある彼女以外にありえなかった。

			　家族の話をしたことがあった。いつか行きたいと思っていた場所のことを話しもした。

			　将来の夢を聞いたこともある。他にもいろいろな話をした。

			　嬉しそうに微ほほ笑えましそうに、おれの話を聞いていた加藤さんの様子を覚えている。

			　そんな彼女だからこそ、おれにとってそれがどれだけ大事であったのかも、よく知っているのだった。

			「なにか、なにかあるはずです。失われた記憶を取り戻す方法が……なにか……」

			　段々と声は萎しぼんでいった。

			　聡明な彼女には、きっと最初からわかっているのだ。

			　そんな奇跡みたいな手立てなんて、そう簡単に見付かるわけがないということに。

			　現実はいつだって残ざん酷こくだ。これまでも、きっとこれからも。

			　おれの服を掴んで、握り締められた少女の手は震えていた。己の無力を嘆いていた。

			　だけど、それは間違いだ。なぜなら、そうした彼女の想いこそが、この残酷な現実に抗う力をおれに与えてくれる、大切なもののひとつに他ならないのだから。

			「ありがとう、加藤さん」

			　自分のことを想って泣いてくれる女の子に、おれは心からの感謝を告げた。

			　自らを痛めつけるように固く握られた彼女の手を、できる限り優しくほどいてやる。

			　その手を握った。

			「だけど、いいんだ。これが、おれの進むと決めた道だから」

			　良い機会だと思った。これからのことを、ここで宣言しておくべきだろう。

			「みんな。聞いてくれ」

			　おれはその場の全員に呼び掛けた。

		

	
		
			　

			18　未来を見て

			　

			「考えていたんだ。これから先、どうするべきかってことを」

			　マルヴィナが、おれたちに見た可能性。

			　それをどのようにして、具体的なものにしていくか。

			　彼女から話を聞いてから、ずっとそれを考えていた。

			「おれはこの世界でひっそりと生きていければいいと思っていた。だけど、マルヴィナの話を聞いて、それだけじゃ足りないんじゃないかと思った。少なくとも、そこを目標にしていては駄目なんじゃないかと」

			　かつての勇者と甲こう殻かく竜りゆうマルヴィナの身に起きた悲劇を、思い返してみればいい。

			　これまでおれが目標としていた生活を、過去の彼女たちは実現していた。そのうえで、取り返しのつかない災厄に見舞われた。不幸な偶然とすれ違いが、かけがえのないものを永遠に奪い去り、残された者たちを閉じた世界へと追いやった。

			　そうした過去を、おれたちは知っている。

			　だからこそ、別の可能性を模索することもできるはずだった。

			「マルヴィナたちのように、すれ違いと不理解による不幸が起こらないように……どうにかして、おれたちの存在を受け入れてもらえる場所を作る。目標にするなら、それくらいでないといけないんじゃないか」

			「ですけど、先輩。それは……」

			「わかってる」

			　なにか言いかけた加藤さんを、繋いだままの手に軽く力を込めることでとめた。

			　小さく息を呑んだ彼女に告げる。

			「言うまでもなく、これは難しいことだろう。実現できるかどうかは、怪しいものだと思う。ましてや、絶対に成し遂げてみせるなんて無責任なことは、口が裂けても言えない」

			「先輩……」

			「だけど、不可能だとは、おれは思わない」

			　実際、シランや団長さんなど、おれたちの存在を受け入れてくれた人たちはいたのだ。

			　彼女たちがいなければ、くぐり抜けられない危難もあった。

			　そうした事実を忘れてはならない。

			「目指す価値はある。それに、なにより……」

			　加藤さんの手をそっと離して、おれはロビビアに視線を向けた。

			「そうなれば、もうマルヴィナたちだって、こそこそする必要はないだろう？」

			「あ……」

			　赤褐色の瞳ひとみが、理解とともに大きく見開かれた。

			「そしたら、里のやつらとも自由に会えるようになる……？」

			「ああ」

			　希望に輝く幼い顔に頷うなずきを返してから、おれはその場のひとりひとりに目をやった。

			「当然、リスクもあるだろう。可能性を求めれば、良くも悪くもなにかが起こる。あらゆる最悪を想定しつつ、悲観的になり過ぎもせず、慎重にことを進めて……それでもなお、避けられない理不尽が襲い掛かってくるかもしれない」

			　そこで一度、言葉を切り、かぶりを振った。

			「だけど、それは、なにもしなかったところで同じことだ。結局のところ、リスクをゼロにはできないんだ。そして、もしもなにもしなかったのなら、なにかあったときに、おれたちを擁よう護ごしてくれる者はいないだろう。マルヴィナたちのときのように、すれ違いの悲劇は繰り返されることになる……」

			　おれは、拳を握り締めた。

			「そうならないためには、相そう応おうの行いが必要だ。そのせいでリスクが生じるのなら、それを乗り越えるだけの強さが要る」

			　幸せを手に入れるために、理不尽に抗う力が。

			「そのためになら、おれは、この能力を深めることを躊躇ためらうつもりはない――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――そう。躊躇ためらうつもりはない。

			　ただ、不安がないわけでもなかった。

			「にしても、どうしてこんな場所に……」

			　ひとりおれは洞どう窟くつを歩いていた。

			　足音が、暗闇のなかに吸い込まれる。広い洞窟だった。おれはこれまで洞窟で暮らしたこともあったが、これほどの大きさのものは、元の世界でのテレビのなか以外で見たことがない。

			　大きいのは当然と言えば当然で、ここは理性なき竜であった頃のロビビアが、閉じ込められていた洞窟なのだった。

			　いまでは打ち捨てられた場所だと聞いている。

			　近いうちに、嫌な思い出ごと崩してしまう予定らしいが、ドラゴンでもそう簡単には崩せないくらいに固い地盤であるために、いまのところ放置されているらしい。

			　こんなところにおれが足を踏み入れているのは、ガーベラから呼び出されたからだった。

			　大事な用があるから、ここで待っていると。

			　なんでまた、こんなところで……と、思わなくもなかったが、恐らく、他に人のいない状況で話したいことでもあるのだろう。

			　すでにガーベラは来ているらしい。蜘く蛛もの繭まゆに赤い炎を宿した照明が、道しるべのように吊り下げられていた。ガーベラは夕食を終えてすぐに出て行ったのだが、どうやらこうした準備をしていたらしい。おれは、素直に灯あかりを辿っていった。

			「……ガーベラ？」

			　もう50メートルほども歩いただろうか。

			　洞どう窟くつの突き当たり、小さな運動場ほどもある場所に出た。

			「おお。主殿か、こっちだ」

			　せり出した岩壁の向こうから声がした。

			「ちょっと来てくれんかの」

			「わかった」

			　しかし、なんの用だろうか。歩を進めながら、ちらりと疑問が脳裏に過ぎる。

			　思い当たる節はないが……まあ、なんでもいい。

			　良い機会だ。さっきあの場にいなかったガーベラにも、おれの身に起きていることと、これからのことについて話をしてしまうことにしよう……。

			「……」

			　そんなことを思ったところで、ふと不安を覚えた。

			　それは先程、みんなに話をしたときにも感じていたものだった。

			　もちろん、みんなの前で口にした言葉に嘘うそはない。なによりも大事なリリィたちと穏やかに暮らす未来を掴むために、自身の能力の行使を躊躇ためらうつもりはない。たとえ、それで失われるものがあったとしてもだ。

			　だけど、そうした喪失におれ自身がどこまで堪たえられるかというと……そこには、どうにも自信がなかった。

			　加藤さんのいう通り、元の世界の日々もまた、おれにとっては大事なものだ。失うことは、当たり前に怖い。

			　いまのところ実感がなく、喪失感さえ得られないことに、薄ら寒いものを覚えずにはいられない。水島さんが指摘した出来事以外にも、きっとすでに多くが失われているはずだ。それを思うと、叫び出したいような気持ちにもなった。

			　それでも得たいものがあるというのなら、これからおれは喪失の恐怖と戦っていかなければならないのだろう。

			　けれど、真島孝弘という存在は、あまりにもちっぽけで弱い。

			　英雄にも怪物にもなれはしない。

			　おれはそれを知っている。

			　喪失の衝撃に、果たして堪えられるだろうか。

			　そんな不安を胸に抱きつつ、せり出した岩壁を回り込んだ。

			　――その先に、自身が張った蜘く蛛もの巣に捕らわれた、一匹の蜘蛛の姿があった。

			　

			「よく来たな、主殿！」

			　その呼び掛けは、あたかも勇者を迎え入れる魔王のごとく。

			「待ちわびたぞ！」

			　豊かな胸を弾ませて、不敵に笑ったガーベラの体は、強きよう靭じんな蜘蛛の糸によって完全に拘こう束そくされてしまっていた。

		

	
		
			[image: p331.jpg]
		

	
		
			「は？」

			　目が点になった。

			　考えていたことが、根こそぎ綺き麗れいに吹き飛んだ。

			　それくらいに、目の前の光景は衝撃的だった。

			　ガーベラの下半身の蜘蛛の体は、頑丈な岩壁のくぼみを利用して張られた蜘蛛の巣のなかにあった。

			　８本ある脚は、関節のひとつひとつが無駄に丁寧に蜘蛛糸で縛り上げられている。

			　上半身の人間の体は簀巻きにされていて、あれでは両腕ともに使えまい。

			「……え？」

			　目の前の光景の、意味がよくわからない。

			　誰かこの状況を説明してほしい。

			　どうしてガーベラが、よりにもよって、自分の糸で拘こう束そくされているのか。

			　それでいながら、どうしてああも自慢げな様子なのか。

			　さっきまでの割と深刻だったはずの空気は、いったい、どこに行ってしまったのか。

			　それらすべての疑問に答えを出すべく、伝説にも謳うたわれる白き蜘く蛛もは、いまこそ高らかに宣言する――！

			　

			「さあ、主殿！　子作りだ！」

			　

			　……展開についていけない。

			　しかし、そんなこちらの困惑を気にした様子もなく、ガーベラは続けた。

			「マルヴィナの話によれば、妾わらわたちにも子が成せる可能性があるという。これは、うかうかとしておれぬ。いますぐにでも試し行こう錯さく誤ごせねばならん。だが、妾は主殿といまだ抱き合うことさえままならぬ。それどころか、受け身でおることすらできないという有様だ。これはいかん。そこで、妾ははたと気付いたのだ！」

			　雄弁に語るガーベラは、高い鼻をつんと上向けた。

			「昼間のロビビアの言葉を覚えておるか？　『いっそのこと、手足を縛ってしまえばいいんじゃないか』とかなんとか、言っておっただろう？　それを聞いたときに、ぴんときたのだ！　己の身を拘こう束そくしてしまえば、主殿を潰してしまう可能性はないのだと！」

			　どうだ、この素晴らしいアイディアは？

			　と、ガーベラは全身でアピールする。輝かんばかりの笑顔だった。

			「これで思う存分、乳ちち繰くり合あえるという寸すん法ぽうだ！」

			「ああ。なるほど、これはそういう意図か」

			　ようやく全容が理解できた。

			　できたのだが……なんだか頭が痛くなってきた。

			「わかってくれたか、主殿！　どうだ、この案！　素晴らしかろ!?」

			「そうだな。うん。まあ、言いたいことはたくさんあるんだが……」

			　痛み始めたこめかみを、軽く手で押さえて尋ねる。

			「これ、『終わったあと』はどうするんだ？」

			「む？」

			「お前が抜け出せない拘束だ。おれひとり加わったところで、どうしようもないぞ？」

			　雁がん字じ搦がらめの蜘く蛛もの巣を指差した。

			「どうやって拘束を抜けるつもりだ？」

			「あ……」

			　小さな声をあげたガーベラが、赤い目を他よ所そに逸そらした。

			　考えていなかったらしい。

			「それは、ほら。あれだ。……リリィ殿あたりを呼べば、拘こう束そくを解くことは可能なのではないかの？」

			「諸もろ々もろ全部が終わったあとで呼べっていうのか。それは気まず過ぎるだろう……」

			　察しのいいリリィのこと、状況には確実に気付くはずだ。

			　しかも、見方によっては、かなりアブノーマルなシチュエーションと言える。

			　どんなプレイだと言いたい。

			　リリィのなかにいる水島さんにも、どう思われることか。本当に頭が痛かった。

			「ガーベラ。お前ってやつは、本当に……」

			　後先考えないにしても、ほどがある。

			　おれは溜め息をついて……そこで不意に、込み上げてくるものに肩を揺らした。

			「ふ、ふふ……」

			「主殿？」

			　こんなの、笑うしかないだろう。

			　さっきまであれこれ考えていたことが、すべてどこかに行ってしまっていたのだから。

			　暗い気持ちも乱暴なまでに押しやられて、その影をなくしていた。

			　それがおかしくて、また、なにより幸福なことに感じられた。

			　そうだ。うしろ向きになっていても仕方ない。

			　おれが覚悟を決めたのはなんのためだ？

			　穏やかで幸せな未来のためだ。だったら、悪いことばかりを考えて、暗くなっていても仕方ない。

			　この竜りゆう淵えんの里で知れた事実は、これからおれが直面するだろう障害の存在を知らしめた。

			　けれど、知ることのできたのは、それだけではない。

			　明るい可能性だって、教えてくれたのだ。

			　未来には、光を見なければならない。

			　ガーベラのように。

			　一直線に前を向いて、常に前進し続ける彼女の存在は、おれにとって間違いなく救いのひとつだった。

			「ど、どうした、主殿？」

			「いやなに」

			　不思議そうな顔をするガーベラに、おれは笑いながら告げた。

			「本当に、お前は可愛かわいいなと思って」

			「へあ？」

			　目を丸くして、ガーベラは固まった。

			「いっ、いいいい、いきなり、なにを……」

			　白はく磁じの頬ほおに、瞬またたく間に血が昇った。首元から、耳の先まで真っ赤になる。

			　これじゃあ、白い蜘く蛛もではなくて、赤い蜘蛛だというくらいに。

			「いや。いきなりというか、いつも思ってはいたんだけどな。……そういえば、あまり、直接は言ったことがなかったか」

			　言いながら、愛しい女の子に近付いていく。

			「まあ、こういう場面だし、大事なことは口に出しておくべきだろう」

			「ま、待て。主殿！」

			　じゃり、と地面を踏む音を聞いて、ガーベラは覿てき面めんに狼ろう狽ばいした。

			「ちょっと待ってくれんか！　なにやら、ものすごく恥ずかしい！」

			「こんな状況を作っておいて、なにを今更……」

			　おれは呆れた顔になった。

			　もちろん、足はとめない。

			　加速度的に、ガーベラの混乱も進んでいく。

			「こっ、ここ、心の準備が……おおおおっ!?　手足が縛られているせいで、逃げられん!?　なぜだ!?」

			「落ち着け」

			　おれは羞恥に身み悶もだえするガーベラの前に立った。

			　蜘く蛛も糸に吊り下げられるかたちになっている間抜けな彼女だが……控えめに言って、くらりとくるほど魅力的だった。

			　両腕を縛られているせいで、もともと際どい服が引っ張られて、蠱こ惑わく的てきな体のラインが露あらわになっている。服の肩のあたりがずれて、淡い桃色の下着が見えていた。この間、話をしていたものを作ったのだろう。可愛かわいらしいデザインのカップが、女性らしい膨ふくらみを覆おおっている。

			　近付くおれから逃げようとして、上半身をのけぞらせているせいで、ただでさえ大きな胸が強調されてしまっていることに、本人は気付いているのかどうか。

			　正直、理性がぐらぐら揺れていた。

			　当然といえば、当然か。

			　この身も心も、とっくの昔に、蜘蛛糸に捕らわれているのだから。

			「……」

			　こちらに突き出されて動けなくなっている蜘蛛脚の一本が目に付いた。

			　ふと思い立って、白い毛で覆われたその足先に触れる。

			　びっくりしたのか「にゃぎゃあ」と変な声があがった。

			　きちきち、ぎちぎちと、ばたつく蜘く蛛も脚と、張り巡らされた蜘蛛の巣が悲鳴をあげる。

			　落ち着かせようとしたのだが、失敗らしい。

			　下手になにもしないほうが、彼女のためかもしれない。そう思って、おれは手を引いた。

			　というか、割とそろそろ限界だった。

			「なあ、ガーベラ」

			「な、なんだ、主殿」

			「約束を覚えてるか？」

			　さらに一歩近付く。それで、互いの距離はゼロになった。

			「や、約束って、なんの……」

			「キスをしようって。お前が言ったんじゃないか」

			　白い蜘蛛の糸に、身も心も捕われた日のことだ。

			　――そ、それでは、そのときには、せ、接せつ吻ぷんっ！　接吻をしよう！

			　――キス？

			　そのやりとりを覚えている。

			　感じた愛おしさもまた、いまでも薄れることなくこの胸にある。

			　おれはガーベラの美しい体を抱き寄せた。

			　これからも苦難は襲い掛かってくるだろう。試練はいくつも行く手に立ち塞がるはずだ。

			　けれど、負けるわけにはいかない。希望を見失うことなく、力の限りを尽くして、そのすべてを乗り越えるのだ。

			　そうして穏やかで幸せな未来に辿り着こう。

			　そんなことを思いながら、おれは愛しい彼女と唇を合わせた。

			　

			〈『モンスターのご主人様』⑨へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　竜の友達　～ケイ視点～

			　

			　自分自身とその境きよう遇ぐうについて考えると、ちょっと不思議な気持ちになる。

			　わたしはどこにでもいる子供のひとりだ。特別なところなんてなにひとつない。あえて特別なところを挙げるとすれば、『樹海北域最高の騎士』として知られる姉様の妹であることくらい。もちろん、この場合、特別なのは姉様であってわたしではない。実際、チリア砦とりでにいた頃は、わたしに対する他人の行動は、それが良いものであれ悪いものであれ、『わたし個人』ではなく、『姉様の妹』に対するものが大半だった。

			　違っていたのは、同盟騎士団のみんなくらいのものだ。姉様の同僚の騎士たちは、わたしを他の子供たちと同じように扱った。同盟騎士団でのわたしは、一人前の騎士になりたいと願う、ありふれた従士のひとりでしかなかった。そんな自分に疑問も不満もなかった。

			　そんなわたしが、いまや世界に知る者のいない竜の隠れ里に滞在している。

			　場違いというか、なんというか。ひょっとすると、わたしにもしも特別なところがあるのだとすれば、特別な人たちと縁えんを結ぶことができた、この巡り合わせなのかもしれない。姉様然しかり、孝弘さん然りだ。もっとも、仮にこんなことを言えば、ふたりとも口を揃えて「自分は特別なんかじゃない」と言うのだろうけれど。

			　その言葉が真実なのかどうかはわからない。正直なところ、どちらでもかまわなかった。なぜなら、少なくともわたしにとって、ふたりはとても特別な存在で、なにより大好きな人たちだったからだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「つ、疲れたぁ……」

			　わたしは地面に寝転がって、荒い息をついた。

			　型をなぞって何百回と剣を振るい、稽けい古こを終えたところだった。

			　騎士の道は日々の弛たゆまぬ鍛たん錬れんから。竜の隠れ里に来たところで、やるべきことは変わらない。限界まで動かした体はだるいけれど、同時に清々しさがあった。

			　なんだかこのまま眠ってしまいたくなってしまう。

			　もちろん、家の外でそんなことはできない。お行ぎよう儀ぎが悪いし、汗だって掻かいた。ちゃんと拭ぬぐわないと、風邪をひいてしまうかもしれない。それはわかっている。けれど、どうしても瞼まぶたは重くなっていって……。

			「おい」

			「ぅひゃいっ!?」

			　びっくりして、わたしは体を跳ねさせた。

			　見開いた視界のなかに、さかさまになった赤毛の少女の顔があった。わたしと同じくらい驚いた様子で、こちらを見下ろしている。

			「ど、どうしたの、ロビビアちゃん」

			「……いや。それ、おれの台詞せりふ」

			　ロビビアちゃんは驚いた顔を引っ込めると、普段の不愛想な調子を取り戻した。

			「なにしてんだ、お前。こんなところで」

			「えと。その、ちょっと疲れたから休憩してたんだよ」

			　怪け訝げんそうに言われてしまって、わたしは誤ご魔ま化かし笑いを浮かべた。

			　うっかりこんなところで居眠りしてしまいそうになっていた、とは恥ずかしくて言えなかった。声をかけられたのが、眠りこけてしまう前で良かったと思う。危うく、だらしのないところを見られるところだった。

			　ほっと胸を撫なで下ろしたわたしを、ロビビアちゃんはじろじろと眺めた。

			「不用心なやつだな。こんなとこで寝っ転がってると、里のドラゴンに踏み潰されるぞ。お前ちびなんだから」

			「む。わたしちびじゃないよ」

			　わたしはちょっと唇を尖らせた。

			　同年代では発育は良いほうだ。魔力によって体力を向上させられるとはいえ、素の体格が良いに越したことはない。食事は好き嫌いなく、夜よ更ふかしはしない。日々、努力しているのだ。

			「というか、ロビビアちゃんのほうがちっちゃいでしょ」

			「多分、生まれたときからケイより大きいぞ」

			「ドラゴンの姿のことじゃなくて」

			　わたしは身を起こした。ロビビアちゃんの言葉も一理あると思ったからだ。

			　確かに、巨体のドラゴンにしてみれば、わたしなんて見落としても仕方ないかもしれない。二度ほど、湖の周りをうろうろしている里のドラゴンを見かけてもいる。こっちを見ていたように思えたのは、多分、ロビビアちゃんや孝弘さんたちが滞在している家屋を気にしていたのだろう。マルヴィナさんが接触禁止を言い渡しているにしても、絶対にこっちまでやってこない保証もない。いつまでも寝転がっているのは危ない……。

			「……あれ？」

			　そこで、ふと思い当たった。

			「ひょっとして、ロビビアちゃん、わたしのことを心配して声をかけてくれたの？」

			　尋ねると、瞬またたく間に、ロビビアちゃんの顔が赤く染まった。

			「そ……そんなんじゃねえよ！」

			　怒ったように眉を立てて否定する。だけど、そうとしか考えられなかった。

			「……なに、にやにやしてんだよ」

			「ん？　んーん、別に？　なんでもないよ」

			　わたしはなんだか嬉しくなってしまって、にこにこと答えた。

			　チリア砦とりでを出てからこのかた、同年代の子と接する機会はなかった。ロビビアちゃんはわたしより少し小さな女の子で、気難しいところはあるけれど、良い子なのは孝弘さんとのやりとりを見ればわかった。仲良くなれたら良いなと思っていた。だから、これまでも積極的に声をかけていた。最初は逃げ出されて、それからちょっとずつ応えてくれるようになった。けれど、ロビビアちゃんのほうから話し掛けてくることはほとんどなかった。これが初めてかもしれない。小さいけれど、これは一歩前進なのだった。

			　とはいえ、これはわたしの努力ばかりが理由ではないんだろうな、とも思った。

			　きっと、この里に戻ってきたロビビアちゃんに、心境を変えるようななにかがあったのだ。そういえば、初日はマルヴィナさんと会話した直後、あんなに落ち込んでいたのに、次の朝には、リリィさんたちと元気に狩りに出かけていた。前向きになれるような出来事があったのだとすれば、納得がいく。

			　わたしの脳裏には、自然と孝弘さんの顔が思い浮かんでいた。

			　なにか確証があるわけではなかった。けれど、間違っているとも思わなかった。眷けん属ぞくである彼女たちに一番の影響を与えるのは、いつだって孝弘さんだと知っていたからだ。

			「えへへ。心配してくれてありがとうね」

			「……そんなんじゃねえって言ってんのに」

			　ロビビアちゃんは唇を歪ゆがめた。けれど、それくらいでわたしの上機嫌は崩れない。

			　これでは分が悪いとでも思ったのかもしれない。ロビビアちゃんは話題を変えた。

			「……疲れて休憩してたって、なにしてたんだよ？」

			「ん？　見ての通り、剣の稽けい古こだよ」

			　わたしは握ったままだった木剣と盾を置いて立ち上がった。回復力も騎士に求められるもののひとつだ。短い休憩時間でも、体のだるさはかなり抜けていた。

			　汗が冷たくなりかけていることに気付いて、準備しておいた手て拭ぬぐいに手を伸ばす。風邪をひかないうちにと汗を拭っていると、ロビビアちゃんが胡う散さん臭いものでも見るような目を向けてきた。

			「……お前も好きだよな」

			　面白くなさそうな顔をしていた。

			　なんだろうと思ったけれど、続く言葉で理解できた。

			「孝弘も、毎日毎日、飽きずにやってる」

			「そうだね。孝弘さんは真面目……ううん、真しん摯しだから」

			　ただ真面目なだけでは、ああはいかない。実際、孝弘さんが自らに課している実戦形式の訓練――特にガーベラさんを相手にしたものは過か酷こくだ。いつもは孝弘さんにメロメロのガーベラさんも、このときばかりは容よう赦しやなく、大事なご主人様を叩きのめす。それが彼の望みだからだ。

			　そうした孝弘さんの姿は、伝説に語られる華々しい勇者様の姿からは程遠い。そもそも、彼はそんなものを求めていないのだと思う。打ち倒されて、苦しみに悶もだえて、それでも立ち向かっていくことで、強さを手に入れようとしている。

			　痛々しくて見ていられない。危なっかしくて目が離せない。

			　孝弘さんの姿を見ていると、そんな反対向きの気持ちが湧き上がる。そのせいか、見ていると胸がどきどきする。それは決して嫌な気分ではなかった。

			　けれど、ロビビアちゃんは違うのだろう。

			　孝弘さんの朝の稽けい古こを、彼女が見ているところに行き会ったことがある。彼女はとても不機嫌そうにしていた。いまの彼女のようにだ。

			「そんなに楽しいもんか？　……あんなの、痛くて苦しいだけだろ」

			　攻撃的な口調だったが、なんてことはない。ロビビアちゃんは、孝弘さんが痛くて苦しい思いをしているのが我慢ならないのだ。

			「わけわかんねえ」

			「うーん。そう思えるのも、仕方ないかもだけどね」

			　ロビビアちゃんの疑問に、わたしはゆっくりとした口調で返した。

			　そういえば、あまり考えたことがなかったなと思っていた。剣を振るって腕をあげ、魔法の技量を高めて、精霊との契約に備えて精神を研ぎ澄ます――そうした鍛たん錬れんは、わたしにとって当たり前のことで、改めて考えるようなことではなかったのだ。

			「体を動かすのは気持ちが良いし、楽しいと感じることもあるし、成長を感じられれば嬉しい。けど、ロビビアちゃんの言う通り、痛くて苦しいことなのも確かだよね。というか、そっちが大半かな。訓練だからね」

			「それでもやるのか？」

			「うん」

			　あっさりと答えることができた。

			　これについては、言葉を迷う必要はなかった。

			「それは、あれか。騎士とやらだからか」

			「んー。そうだね。一人前の騎士になるために強くなりたいっていうのは、もちろんあるよ。ただ、それだけかというと……」

			「違うのか？」

			「……うん。違うと思う」

			　わたしは頷うなずいた。

			　ロビビアちゃんの疑問に答えていくうち、自分のなかで固まっていくものがあった。

			「わたしはもともと、姉様みたいな立派な騎士になりたくて頑張ってきたんだ。けど、いまはちょっと違うと思う。それだけじゃなくて……わたしはただ、一緒にいる大事な人のためになりたい。もちろん、わたしは平凡な騎士見習いだから、いざというときにできることはほとんどないけど、それはなにもしなくていい理由にはならないと思うから」

			　わたしは特別な存在じゃない。けれど、特別ではないということは、なにもできなくても良いということではないと思うのだ。

			「孝弘さんたちの境きよう遇ぐうは、なにかと大変だからね。できる限りの努力をして、ちょっとでもできることを見付けたいんだ。孝弘さんもそうなんじゃないかな」

			　というより、孝弘さんがそうだから、自分も同じだと気付けたのかもしれない。

			　姉様と孝弘さん。ふたりはわたしにとって特別で、大好きな人で、憧れなのだ。彼らに出会えた巡り合わせに、感謝せずにはいられないくらいに。

			「……って、あれ？　ロビビアちゃん？」

			　そこでわたしはふと、話をしていた相手がずいぶんと静かになっていることに気付いた。

			「どうしたの？」

			　ロビビアちゃんは不ふ貞て腐くされたような顔をしていた。

			　三さん白ぱく眼がんは迫力が増して、わたしは威圧されたような気持ちになってしまう。

			「えっと？」

			　戸惑うわたしから視線を逸らすと、ロビビアちゃんはずかずかと歩き出した。

			　地面に置かれたわたしの木剣と盾とを手に取って、一度、二度と剣を振るう。

			　ふんと彼女は鼻を鳴らして、こちらに顔を向けた。たーんと、彼女の尻尾しつぽが地面を打った。

			「……相手してやる」

			　ぼそりと言って、ロビビアちゃんは木剣と盾を押し付けてきた。

			　わたしは目を白黒させた。

			「え？　え？」

			「かかって来い」

			　そう言うと、ロビビアちゃんは跳ねるように距離を取った。

			　膝ひざを折って腰を落とし、片手を地面に突いて、異様に低い姿勢を取る。皮膜の破れた羽が広がり、尻尾がバランスを取るためにゆらゆらと揺れる。見た目は幼い女の子だけれど、それはどう見ても獣の――竜の戦闘態勢そのものだった。

			「ちょ、ちょっと待って、ロビビアちゃん！」

			　わたしは慌てた。

			　なんでいきなり果し合いみたいな状況になっているのか。意味がわからなかった。当然、渡された剣と盾とをかまえることなんてできるはずがない。

			「どういうこと？」

			　尋ねると、ロビビアちゃんは顔を顰しかめた。眉み間けんの皺しわが深い。やっぱり怒っているらしい。

			　なにか不用意なことでも言ってしまっただろうか。咄とつ嗟さに思い返してみるけれど、思い当たることはなかった。

			　そうする間にも、ロビビアちゃんの顔はどんどん赤くなっていった。目付きが一段と鋭い。どうしよう。すごく怒っている。それはそうだ。いきなり喧けん嘩かを吹っかけてくるくらいなのだから、怒りは相当なものだろう。思い当たる節がないあたり、どうしようもなかった。

			　折角、一歩前進したというのに、また大きく後退してしまったかもしれない。さっき嬉しかっただけに、わたしはなんだかちょっと泣きそうな気持ちになった。

			　もちろん、泣いているわけにはいかない。

			　わたしには、ロビビアちゃんと喧嘩するつもりはなかった。もしも不用意な発言で怒らせてしまったのなら、やることはひとつだ。わたしは勢いよく頭を下げた。

			「相手が……」

			「ごめんなさい！　……え？」

			　謝罪の言葉が、なにか言いかけたロビビアちゃんの声と重なった。

			　顔を上げると、きょとんとしたロビビアちゃんと目が合った。

			「……なんで謝るんだ？」

			「へ？」

			　思わぬ疑問の言葉を聞いて、わたしは変な声をあげてしまった。

			「おれはただ、相手がいたほうがいいだろうって……」

			　ロビビアちゃんが続けるが、まだ思考が追い付かない。

			　相手がいたほうがいい？　なにに？

			　わたしが理解できずにいることを悟ったらしい。ロビビアちゃんは更に頬ほおを赤くした。どうやらそれが恥ずかしさの表れらしいということに、わたしはようやく気付いた。

			「ほら。あれだよ。孝弘がしてるだろ。ガーベラとかとの訓練。あんなふうに……あ、いや。あんな厳しくするつもりはねえけど、相手がいるほうが良いんじゃないかって、おれは……なんだよ？」

			　しどろもどろに説明していたロビビアちゃんが、怪け訝げんそうな顔をした。

			「……なぁんだ。そういうことか」

			　わたしは脱力して、座り込んでしまっていた。

			　なにもかも、早とちりだったのだ。あたふたして、馬鹿みたいだ。これだから、シラン姉様にも「もっと落ち着きなさい」と言われてしまうのだ。

			「ケイ？」

			　名前を呼ばれた。見れば、ロビビアちゃんがこちらの様子をうかがっていた。ちょっと不安そうな顔をしている。それが、さっきのわたしと同じだと気付いて、少しおかしくなった。

			　わたしは立ち上がって、戸惑った様子のロビビアちゃんに言った。

			「ロビビアちゃん、誘うの下手だね」

			「な……っ」

			「ふふ。でもありがとう。誘ってくれて。すごく嬉しい」

			　わたしは滲にじんだ涙を拭ぬぐって、心からの感謝を告げた。

			　途端、ロビビアちゃんが慌てたように目を逸らした。今日一番に顔が赤かった。

			「……ふん」

			　相変わらず不愛想な態度だったけれど、これは照れているだけなのだろう。ぼそりと尋ねてくる。

			「それで、どうすんだよ」

			　今度は意図を間違えない。わたしはにこやかに返した。

			「うん。やろっか」

			「……わかった」

			　こくりとロビビアちゃんは頷うなずいた。素っ気ない態度だったけれど、唇の端が少し緩んでいた。素直じゃないのだ。本当に。

			「あ。でも、どんなふうにしようか。防具は付けたほうが良いよね。ロビビアちゃんは武器も用意しないと」

			「ケイは付けろ。おれは要らない」

			「いいの？　危ないよ」

			「素手じゃないと怪け我がさせる。おれ、武器使ったことねえし」

			「いや。わたしじゃなくてロビビアちゃんのほうの話なんだけど」

			「ちょっと鱗うろこ出せば、そんな木刀で叩かれたくらいで怪我なんてしねえよ。というか、まず当たらねえだろうし」

			「む。言ったね。わたしだって、姉様に鍛えられてるんだから」

			　わたしたちはわいわいと話をしながら、防具を取りに戻ったのだった。

			　

			　結局、その日はロビビアちゃんの言う通り、わたしの完封負けで終わってしまった。小さな子供をあしらう大人みたいな構図になったのには、ちょっとへこんだ。ロビビアちゃんのほうが段々わたしの動きに慣れてきて、動きのキレが良くなっていったのには憮ぶ然ぜんとした。

			　わたしが悔しがってみせると、ロビビアちゃんはおろおろした。別に怒ってないよと言うと、ほっとした様子だった。またやろうねというと、嬉しそうにしたあとでそっぽを向いた。

			　なにをして遊ぼうかと話し合う村の子供のようなやりとりをしながら家に帰ると、孝弘さんたちは驚いた顔をした。そんな彼らに、わたしはロビビアちゃんと手を繋ぎながら、笑顔でただいまを言ったのだった。

		

	
		
			　

			番外編　引きこもりの同行者

			　

			　夕食を終えたあと、おれはローズのところを訪れていた。

			　作業の進しん捗ちよく状況について尋ねると、ついに翻ほん訳やくの魔石の模造品が本格的に完成したと聞かされた。ちょっと試させてもらってから、同じ部屋にいた加藤さんも交えて他愛のない雑談をした。そうして、しばらく経った頃のことだった。

			「どうかなさったのですか、ご主人様」

			「え？」

			　突然、そんなことを訊きかれて、おれは少し面食らった。

			　尋ねたローズは作業の手をとめて、こちらをじっと眺めている。

			「なんの話だ？」

			「わたしの勘違いなら申し訳ありません。先程から、ご主人様がどこか落ち着かない様子のように思われましたので」

			　ローズは心配そうな顔をしている。おれは返答に詰まった。

			「……そう見えるか？」

			「はい。なにかおありなのでしょうか」

			　大真面目に頷うなずかれてしまった。

			　そんなにわかりやすいだろうか。おれは苦笑を零こぼした。

			「まあ、そんなところだな」

			「わたしになにかできることはありませんか」

			　間かん髪ぱつ入いれずに、ローズは尋ねてくる。おれは首を横に振った。

			「いや。その気持ちだけ受け取っておくよ」

			「……さようですか」

			「気を遣ってもらって悪いな」

			　ローズが少し落ち込んだ様子を見せたので、おれは付け加えた。

			「ただ、これはおれがやらなくちゃいけないことでな」

			「やらなければならないこと、ですか？」

			　ローズが首を傾げたところで、加藤さんが口を開いた。

			「そういえば、先輩、今日はシランさんの魔法の講義をキャンセルしてましたよね」

			　なにかを確かめるような口ぶりだった。

			「それと、リリィさんが一緒ではないようですけど」

			「リリィなら先に部屋に戻ってるよ」

			　相変わらず鋭いなと内心で思う。どうも加藤さんは、状況を薄々察しているらしい。いまのやりとりで、それがわかった。

			　もっとも、それ以上、彼女はなにを言うつもりもないらしい。気付いていることを仄ほのめかしたのは、あくまで助けがいるようなら手を貸すという意思表示なのだろう。ローズの気遣いもそうだが、ありがたいことだった。

			　もっとも、今回に限っては、彼女たちの好意に甘えるつもりはなかった。

			「さてと。そろそろ部屋に戻るよ」

			　おれは腰を上げた。ふたりに見送られて廊下に出る。

			「よし」

			　気合いを入れてから歩き出した。

			　竜りゆう淵えんの里の滞在中、使っている部屋の前で足をとめた。一瞬、躊躇ためらいを覚える。目の前の木製の扉が、妙に重く分厚いものに感じられた。もちろん、こんなのはただの気分の問題だ。躊躇いを捨てて、ノックをしてから部屋に入った。

			　椅子に座って、本を広げていた少女が顔を上げた。

			　亜麻色の髪が揺れる。リリィと同じ、けれど違う少女の顔がこちらを向いた。

			「真島くん」

			　その呼び掛けにも驚きはない。これは事前に示し合わせていたことだったからだ。

			「待たせたか、水島さん」

			「ううん。全然」

			　水島さんは首を横に振った。表情が少し硬い。緊張しているのだろうか。

			　整った顔立ちに、疑問の色が浮かんだ。

			「座ったら？」

			　促うながされて、自分がその場に立ち尽くしていたことに気付いた。

			　……どうやら緊張しているのは、おれのほうだったらしい。軽く吐と息いきをついて、頷うなずいた。

			「ああ。そうさせてもらうよ」

			　椅子は水島さんが持ち込んだらしい一脚しかない。部屋を横切り、ベッドに腰を下ろした。そうして改めて水島さんに向き直る。

			　なにか言おうと口を開きかけて、言葉に迷った。

			　そこでふと、彼女の装よそおいに意識が向いた。

			「……制服」

			「え？」

			「着替えたんだな」

			「あ、うん」

			　いまの水島さんはブレザーの制服姿だった。

			　リリィと水島さんは同じ体を共有している。おれと別れて先に部屋に戻るまで、リリィはいつもの白いワンピースを着ていた。ということは、わざわざ部屋に戻ってから着替えたらしい。思い返してみれば、『霧きりの仮宿』でも水島さんは制服を着ていた。

			「あのワンピースは、りーちゃんのだから」

			　そう言った水島さんは、慌てたように両手を胸の前で手を振った。

			「あ。いやその、いまのは別に、着るのが嫌だとか、そういうのじゃなくってね？」

			「大丈夫だよ、そんなふうには思っていないから」

			　文句を付けるつもりはなかった。

			　むしろそちらのほうがありがたいくらいだった。頭でわかっていたとしても、感情や感覚というのは伴わないものだ。いつものリリィと同じ格好をしていたら、目の前にいる水島さんをリリィと同じように扱ってしまうこともあるかもしれない。それはとても失礼なことだ。

			「不思議なことに、制服姿のほうが、擬ぎ態たい能力で姿を保つのがうまくいくんだよね。自分の姿を想像しやすいからかな？」

			「なるほど。時間をくれって言っていたのは、着替えていたからだったんだな」

			「うん。時間をもらっちゃってごめんね」

			「いや、それは別にかまわない。呼び出したのはこっちだからな。それに、ローズと加藤さんと話をしていたから、暇だったわけでもなかったし」

			　おれがローズのところに一度顔を出したのは、ふたりで話ができないか水島さんに尋ねたところ、時間の注文をされたためだった。加藤さんは察していたようだったが。

			「そういえば、加藤さんとは話をしたのか？」

			　ついでに思い出して、おれは問い掛けた。

			　加藤さんは水島さんと仲の良い先輩後輩の関係にあった。高屋純に連れられて、コロニーから逃げ出したときも一緒だった。こうして水島さんがリリィのなかにいることがわかった以上、積もる話もあるのではないかと思ったのだ。

			「うん。話はしたよ。みんなで真島くんの部屋に話をしに行った夜の、次の日にね。真菜ちゃんから呼ばれたんだ。泣かれちゃった。真菜ちゃんが謝ることなんてないのにね」

			　一緒にコロニーから逃げ出したふたりのうち、加藤さんは助けられ、水島さんは亡くなった。どうしようもないことだったとはいえ、加藤さんにとって、ひとり生き延びた事実は負い目のひとつだったのだろう。

			「ローズさんがその場にいてくれて、真菜ちゃんを落ち着かせてくれなかったら、ちょっと大変だったかも。助かっちゃったよ。……まあ、そうなると自分で予想していて、ローズさんに付いてきてもらってたあたりが、真菜ちゃんらしい話なんだけどね」

			「取り乱しているんだか冷静なんだかわからないな」

			「ほんとにね」

			　おれたちは笑い合った。

			　ただ、自分の笑いがどこかぎこちのないものであることを、おれは自覚していた。

			　その理由がなんなのかもわかっていた。

			　彼女と再会したときには、おれの体に起こっている異常のことがあったせいで、曖あい昧まいなままになっていたものがあった。それが、水島さんに対する態度をぎこちなくさせていた。

			　しかし、水島さんはいまや同行者のひとりだ。おれがリリィとともに生きていく以上、彼女と体を同じくする水島さんとの関わりは切れることがない。彼女との間に曖昧なものを残したままにしておくわけにはいかなかった。

			　今日のこの時間は、そのあたりをはっきりさせるために設けたものだ。

			　おれは居住まいを正した。

			「水島さん」

			　呼び掛けは、酷く硬いものになった。

			「おれはきみに謝らなければならないことがある」

			　告げると、水島さんは目元を震えさせた。

			　すでにその顔からは笑みが消えている。彼女は聡明だ。多分、おれがなにを切り出そうとしているのか予想できたのだろう。

			「……謝る？　なにを？」

			　平坦な声だった。

			　氷柱つららを飲み込んだような気持ちになった。けれど、言葉をとめるわけにはいかなかった。

			「おれはきみを利用した。きみの体をリリィに喰わせた」

			　おぞましい光景が脳裏に蘇よみがえった。拭ぬぐい難い記憶だった。忘れるつもりもなかった。

			「あのときのことを、おれは謝らなくちゃいけない」

			「だけど、それは必要なことだったんでしょう？」

			　水島さんは無表情に尋ねてくる。おれは頷うなずきを返した。

			「そうだ。ああしていなかったら、いまのおれはないだろう」

			「いまのわたしもね」

			　淡々と水島さんは事実を重ねた。

			「一度は死んだはずのわたしが、偶然が重なった結果とはいえ、こうしてここにいる。それは、あのときの真島くんの行動があればこそでしょう。これでわたしは、いまの自分に満足してるんだよ。真島くんには感謝してる」

			「だからと言って、おれがしてしまったことが変わるわけじゃない」

			「真面目だね、真島くん」

			　その言葉には少しだけ、隠しきれない怒りの感情が垣間見えた。

			　もともと、リリィは水島さんを手本にすることで人間のように振る舞えるようになった。大本の水島さんとは、いまでも共通点は多い。リリィと長く過ごしてきた経験があれば、水島さんが押し殺しているものを察するのは難しいことではない。おれのしたことを、決して彼女は許していないのだ。そう感じられた。

			「おれにできることで責任は取るつもりだ」

			　おれがこの世界で償つぐなわなければならない唯一の人物が、目の前の彼女だった。どれだけの時間がかかろうと、償うつもりだった。それが、自分が彼女にやってしまったことの責任だと覚悟していた。

			　けれど、それは水島さんにおれを許すつもりがなければ、意味を持たない覚悟だった。

			「話はわかったよ」

			　冷たい声で言って、水島さんは立ち上がった。少し仕草が荒っぽい。

			　相変わらず無表情のまま、彼女はおれの前に立った。

			「話はそれだけ？」

			「ああ」

			「そっか。それじゃあ、今日はここまでだね」

			　水島さんは頷うなずいた。目は合わない。彼女は床に視線を落としていた。

			「今日は話ができて良かった。それじゃあ、リリィさんに代わるね。着替えるから、また少し時間をもらえるかな」

			「わかった」

			　着替えをするというなら、部屋にいるわけにはいかない。実際、それがおれを追い出す口実だとしても、従う他に方法はなかった。

			　おれは腰を上げた。

			「それじゃあ、また」

			「うん」

			　返事こそくれたものの、水島さんは目を逸そらしたままだった。なぜだか、やたらと胸が痛かった。そんなふうに感じる資格は自分にはないのだと、内心で自分に言い聞かせた。おれが彼女にできるのは、ただ、やってしまったことの責任を取ることだけだ。それだけだ……――。

			　――と、おれは勘違いをしていたのだった。

			　なにもかも間違っていたと気付いたのは、その直後のことだった。

			　部屋を出ようとして水島さんとすれ違う。その瞬間に声を聞いた。

			　

			「あー、もう。仕方がないなあ」

			　

			　その言葉の意味を考えることはできなかった。それどころではなかったからだ。

			「わっ、きゃっ!?」

			　短い悲鳴をあげて、水島さんの体が傾いた。立ちくらみでも起こしたのか。考えている暇はもちろんない。反射的におれは手を伸ばして、彼女の体を引き寄せた。

			　引き寄せられた彼女の体が、こちらに倒れ込んでくる。咄とつ嗟さのことだったから、おれも少しバランスを崩していた。けれど、女の子ひとり抱き留めることくらいならできる。そのはずだった。水島さんの体を抱き留めたとき、変に足が絡からまなければ。

			「おっ、っわ!?」

			　なんの偶然か、まるで足を刈られたようになった。踏ん張ればどうにかなっただろうが、絡んだ足の華きや奢しやな感触が、それを躊躇ためらわせた。結果、たたらを踏んで、背後に倒れ込んだ。

			　水島さんを庇かばいつつ衝撃に備えたが、予想したより早く、予想より軽い衝撃があった。一拍遅れて、背後にあったベッドに倒れ込んだことに気付いた。

			「びっくりした」

			　考えがそのまま口に出た。

			「大丈夫か、水島さん」

			「……痛い。鼻打ったよ」

			　おれの胸に突っ伏した水島さんから返事があった。

			　災難だったが、どうやら大事はなかったようだ。

			　ほっとしたところで、おれは状況に気付いた。

			「もう。なんでこんな……」

			　目と鼻の先に、ぼやく水島さんのつむじが見えた。制服に包まれた女の子の体が、仰向けになったおれの上にあった。

			　おれにとっては慣れた重みだ。けれど、彼女はリリィではなかった。抱き留めたとき、背中に回した腕に伝わる感触が意識されて、ぱっとおれは手を放した。

			「あ、悪い」

			　謝ることはなにもないのだが、反射的に謝罪が口に出た。

			　もちろん、疚やましいことはなにもない。すぐに身を起こそうとした。

			　けれど、その動作は妨げられた。

			「待って」

			　おれは固まった。

			　こちらに覆おおいかぶさるような体勢で、水島さんがベッドに手を突いたからだ。

			　切なそうな眼まな差ざしが、おれのことを見下ろしていた。

			「真島くんはわたしに罪悪感があるんだよね？」

			　なにかを訴えるような、求めるような視線だった。

			「責任を感じてるんだよね？」

			　怒りよりも悲しみのほうが強い表情だった。

			「……それだけ、かな？」

			　尋ねる彼女の目尻に盛り上がった涙の粒を見た瞬間、脳裏に疑問が過った。

			　――なにかを自分は勘違いしているのではないか。

			　目の前の彼女を見ているうち、自然とそんな気持ちが生まれていたのだ。

			　だけど、なにを？　おれはなにを勘違いしているのだろうか？

			「ねえ、真島くん。あの夜のことを覚えてる？」

			　水島さんが尋ねてきた。

			　言葉足らずな台詞せりふだったが、なにを言われているのかはすぐにわかった。目の前の水島さんの切なげな顔と、覆おおいかぶさるようにしたその姿が、いつかの少女に重なったからだ。

			　数ヶ月前、樹海深部に見付けた山小屋での夜のことだった。

			　あの日は多くの出来事があった。顔見知りの少女の遺体を発見し、生きるために必要な非道を行った。異様なくらいに凍り付いた感情は、受けた衝撃から自分を守るための防衛本能だったのだと、いまならわかる。その後の惨劇については、あえて語るまでもないだろう。

			　その夜、反動で押し寄せてくる感情と、それまでにあった様々な出来事の重さに、おれは圧おし潰されてしまいそうになっていた。

			　ひとりでは駄目だった。癒いやして、支えて、受け止めて、愛してくれた存在があったから、おれは自分を保つことができた。

			　あのときの少女が、目の前の彼女に重なった。

			　これはなにかを混同した結果だろうか。

			　いいや、違う。そうではない。おれには確信があった。

			　実際、そうでなければ、この場で水島さんが、あの夜を覚えているかどうかと疑問を口に出すはずもない。

			　そう。あのとき、おれと結ばれたのはリリィだけではなかったのだ。

			　そこには確かに、もうひとりの存在があった。

			　その後、彼女はいなくなってしまった。というより、最初から彼女は失われていた。おれが彼女のもとに辿り着いたときには、すでに手遅れだったからだ。おれにはなにもできなかった。できたのは、彼女の未練を果たしてやることだけだった。喪失の事実は揺るがない。そう思っていた。

			　けれど、そうではなかった。彼女は確かにここにいる。失われてなんていない。ずっとリリィと一緒に、おれの傍そばにいてくれたのだ。

			　だから、罪悪感と責任感だけなのかと、彼女は尋ねたのだろう。

			　さっき彼女が怒っていたのは、おれがあの日に彼女に行ったことが許せなかったためではなかった。それは彼女にとって、どうでも良いことだった。それよりもっと大事なことがあるのに、それに触れずにいることを、彼女は怒り、悲しんでいたのだ。

			　勘違いには気付けた。

			　ならば、どうするべきか。

			　そんなの考えるまでもなかった。

			「覚えてるよ」

			　声を出した自覚はなかった。

			　目の前の少女に手を伸ばして、頬ほおに触れたのも無意識だった。

			「ああ、そうだ。責任を取るというのなら、そっちのほうがよっぽどだった」

			　あの夜、おれを救ってくれたぬくもりの片割れがそこにあった。

			「遅れてごめん」

			「……馬鹿」

			　少女の目尻から涙が溢あふれた。

			　温かな滴はぽたぽたと落ち続け、しばらくやむことはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　どれだけ時間が経っただろうか。

			　水島さんはおれの胸に額ひたいを押し当てて、じっとしていた。

			　しばらくの間、体の上の少女の体温と感触だけが、おれの世界のすべてだった。

			　なくしたものを取り戻した実感は甘美だった。恐らくだが、水島さんも同じような気持ちなのだろう。満ち足りた気配があった。

			　やがて水島さんが身を起こして、目が合った。

			　これがリリィなら、悪戯いたずらっぽく笑って、唇のひとつでも奪ってくるところだ。

			　無論、目の前にいるのはリリィではない。おれはそこを混同してはいないし、反応が違うのは至極当然のことだと理解していた。彼女たちは同じ肉体に宿ってはいても、独立した人格を持っているのだ。

			　……ただし、反応がどう違ってくるのかまでは予想していなかったが。

			　もっとも、予想しようとすれば、できたかもしれない。『霧きりの仮宿』の世界で見せた彼女の態度と、引きこもっていた理由を思えば、明るく快活で聡明な彼女のなかに、奥手で恥ずかしがり屋で不器用な一面が存在するのはわかり切ったことだったからだ。言い換えれば、誰にだって苦手分野はあるということだ。

			　おれと目が合った水島さんは、ふと不思議そうな顔になった。

			　多分、ここまで彼女は感情のままに動いていたのだろう。それが、ここで我に返った。感情のままに振る舞っていたのが、思考を取り戻して、現状を認識した。

			　彼女はおれの腰のあたりに座り込んでいた。ふたりきりで、ベッドの上で。どころか、さっきまで抱き合っていて、体にはお互いの体温が残っている。

			「……あ」

			　小さな声があがった。

			　ぼんっと音が鳴りそうなくらいに勢いよく、水島さんの顔が真っ赤に染まった。

			　あまりにも劇的な反応に、おれはびっくりしてしまった。

			　それで自分の状態に気付いたのか、水島さんはますます狼ろう狽ばいした。

			「ま、待って。その、これは……きゃあ!?」

			　覆おおいかぶさっていた姿勢から、彼女は勢いよく身を引いた。あまりにも勢いが良過ぎて、そのままうしろに引っ繰り返った。ベッドから転がり落ちる音が響いた。

			「ちょ……っ!?」

			　おれは少し茫ぼう然ぜんとしてから、慌てて身を起こした。

			　あられもない格好で、床でうずくまって呻うめき声をあげる少女の姿が目に入った。

			「み、水島さん……？」

			　声をかけると、びくりとする。上げた顔は真っ赤になっていた。

			　自分がとんでもなく無様な反応をしたと感じたのかもしれない。涙目になった彼女は、顔を隠すように両手を振って叫んだ。

			「ス、ストップ！」

			「は？」

			「いまのなし！」

			　……そんなことを言われても。

			　そもそも、彼女の台詞せりふがどこからどこまでを指しているのかもわからない。当人にもわかっていないかもしれない。それくらい混乱しているらしいことがわかった。

			　余裕のない真っ赤な顔で、水島さんは床に座り込んでいる。

			　その顔が、不意に呆れたようなものに変わった。

			「……なにしてるの、美穂」

			　おれにとって慣れた響きの声だった。

			　呆れたような顔に、再び血が昇った。

			「だ、だって、りーちゃん！　恥ずかしい……」

			　情けない声で言ったのと同じ口が、処置なしとばかりに脱力した声を出した。

			「だってじゃないよー。さすがにいまのは酷ひどいってば」

			　なにも知らなければひとり芝し居ばいだと思ったかもしれない。

			　それが、リリィと水島さんのふたりでひとりの会話だということは、すぐにわかった。

			「加藤さんからは、美穂がこういうことに疎うといとは聞いてはいたよ？　いたけどさ、いくら恋愛オンチにしたところで、あれだけ良い雰囲気を台なしにするのはないよ。駄目駄目だよ。折角、わたしも手伝ったのに……」

			　それで気付いた。恐らく、さっきおれの足を引っ掛けたのはリリィだったのだろう。ほんの一瞬、いまのように出てきていたのだ。道理で鮮やかな手並みだと思った。

			「うぅぅうう……」

			　ぺたんと床に座り込んだ水島さんは、赤い顔を両手で挟んだ。

			　おれと目が合った。途端、ぐにゃぐにゃと表情が崩れた。

			「じゃ、じゃあ、そういうことだから！」

			　どういうことなのかまったく意味不明の言葉を小さく叫んで、水島さんはリリィに切り替わった。交代したリリィがきょとんとした。

			「え？　ちょっ、美穂？」

			　胸に手を当てて、困惑した声をあげる。けれど、水島さんが再び出てくる様子はない。

			　たっぷりと10秒ほどしてから、状況を把は握あくしたリリィが眉を下げた。

			「えええ……逃げちゃった」

			　水島さん、まさかの敵前逃亡だった。

			　いいや。別におれは敵ではないが、そう言いたくなるくらいの情けなさだった。

			「美穂のヘタレ……」

			　リリィが肩を落とす。堪こらえ切れずにおれは噴き出した。

			「笑ってる場合じゃないよ、ご主人様。美穂ったら、また引きこもりに逆戻りだよ？　ヘタレで引きこもりとかどうしようもないよ？」

			「そうか？　まあ、そうだな」

			　言いながらも、笑いの衝動はまだ完全には去っていなかった。

			　水島さんは何事も器用にこなすタイプだと思っていたので、こんな一面があったとは知らなかった。それがどうにもおかしく感じられたのだ。

			「それじゃあ、どうにかして出てきてもらわないとな」

			　おれは肩を揺らしながら言った。

			「責任も取らないといけないしな？」

			　その言葉の意味は正しく伝わったのだろう。リリィは微ほほ笑えみを浮かべて頷うなずき、その直後に、内側にいる少女がひょこっと顔を出した。赤く頬ほおを染めた彼女は、恥ずかしさと嬉しさが綯ない交ぜになった声で「馬鹿」と一言だけを口にしたのだった。

		

	
		
			日暮眠都（ひぐれみんと）

			大阪府出身。小学校時代に遊んだ某大作ＲＰＧの六作目では、仲間になったスライムに全ソースを突っ込む。そして現在、ヒロインがスライムの小説を執筆中。（二〇一六年十二月現在）

			　

			イラストレーション

			ナポ

			一九九四年二月生まれ、長野県出身。好きな食べ物は『ラーメン』。最近趣味として写真始めました。綺麗な写真が撮れるとすごく嬉しいです。（二〇一六年十二月現在）

		

	
		
			モンスターのご主しゆ人じん様さま⑧

			発行日：２０１６年12月31日

			著　者：日ひ暮ぐれ眠みん都と

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Minto Higure 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『モンスターのご主人様⑧』（２０１６年12月31日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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